
昭
和
六
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
八
号

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則

高
圧
ガ
ス
取
締
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四

号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
（
昭
和
五
十
年
通
商
産
業
省

令
第
三
十
八
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
制
定
す
る
。
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条
）
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四
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成
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査
（
第
十
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条―

第
二
十
条
）

第
三
章
　
高
圧
ガ
ス
の
製
造
の
開
始
等
に
係
る
届
出

（
第
二
十
一
条
）

第
四
章
　
自
主
保
安
の
た
め
の
措
置
（
第
二
十
二
条―

第
三
十
三
条
）

第
五
章
　
保
安
検
査
及
び
定
期
自
主
検
査

第
一
節
　
保
安
検
査
（
第
三
十
四
条―

第
三
十
七

条
）

第
二
節
　
定
期
自
主
検
査
（
第
三
十
八
条
・
第
三
十

八
条
の
二
）

第
六
章
　
危
険
時
の
措
置
（
第
三
十
九
条
）

第
七
章
　
完
成
検
査
及
び
保
安
検
査
に
係
る
認
定
等

（
第
四
十
条―

第
四
十
九
条
の
七
）

第

七

章

の

二

　

認
定
高
度
保
安
実
施
者
等
（
第
四
十
九

条
の
七
の
二―

第
四
十
九
条
の
七
の
十

六
）

第
七
章
の
三
　
指
定
設
備
に
係
る
認
定
等
（
第
四
十
九

条
の
八―

第
四
十
九
条
の
十
五
）

第
八
章
　
雑
則
（
第
五
十
条―

第
五
十
七
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
適
用
範
囲
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十

六
年
法
律
第
二
百
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に

基
づ
い
て
、
特
定
製
造
事
業
所
に
お
け
る
高
圧
ガ
ス

（
冷
凍
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第

五
十
一
号
）
の
適
用
を
受
け
る
高
圧
ガ
ス
を
除
く
。
以

下
同
じ
。
）
の
製
造
（
地
盤
面
に
対
し
て
移
動
す
る
こ

と
が
で
き
る
設
備
に
よ
る
製
造
を
除
く
。
）
に
関
す
る

保
安
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

（
用
語
の
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
規
則
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語

の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

一
　
可
燃
性
ガ
ス
　
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
、
ア
ク
ロ
レ

イ
ン
、
ア
セ
チ
レ
ン
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
ア
ル

シ
ン
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
一
酸
化
炭
素
、
エ
タ
ン
、
エ

チ
ル
ア
ミ
ン
、
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
、
エ
チ
レ
ン
、
塩

化
エ
チ
ル
、
塩
化
ビ
ニ
ル
、
ク
ロ
ル
メ
チ
ル
、
酸
化

エ
チ
レ
ン
、
酸
化
プ
ロ
ピ
レ
ン
、
シ
ア
ン
化
水
素
、

シ
ク
ロ
プ
ロ
パ
ン
、
ジ
シ
ラ
ン
、
ジ
ボ
ラ
ン
、
ジ
メ

チ
ル
ア
ミ
ン
、
水
素
、
セ
レ
ン
化
水
素
、
ト
リ
メ
チ

ル
ア
ミ
ン
、
二
硫
化
炭
素
、
ブ
タ
ジ
エ
ン
、
ブ
タ

ン
、
ブ
チ
レ
ン
、
プ
ロ
パ
ン
、
プ
ロ
ピ
レ
ン
、
ブ
ロ

ム
メ
チ
ル
、
ベ
ン
ゼ
ン
、
ホ
ス
フ
ィ
ン
、
メ
タ
ン
、

モ
ノ
ゲ
ル
マ
ン
、
モ
ノ
シ
ラ
ン
、
モ
ノ
メ
チ
ル
ア
ミ

ン
、
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
、
硫
化
水
素
及
び
そ
の
他
の

ガ
ス
で
あ
つ
て
次
の
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
も
の

（
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
で
あ
つ
て
経
済
産
業
大
臣
が

定
め
る
も
の
を
除
く
。
）

イ
　
爆
発
限
界
（
空
気
と
混
合
し
た
場
合
の
爆
発
限

界
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
下
限
が
十
パ
ー
セ

ン
ト
以
下
の
も
の

ロ
　
爆
発
限
界
の
上
限
と
下
限
の
差
が
二
十
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
の
も
の

二
　
毒
性
ガ
ス
　
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
、
ア
ク
ロ
レ
イ

ン
、
亜
硫
酸
ガ
ス
、
ア
ル
シ
ン
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
一

酸
化
炭
素
、
塩
素
、
ク
ロ
ル
メ
チ
ル
、
ク
ロ
ロ
プ
レ

ン
、
五
フ
ッ
化
ヒ
素
、
五
フ
ッ
化
リ
ン
、
酸
化
エ
チ

レ
ン
、
三
フ
ッ
化
窒
素
、
三
フ
ッ
化
ホ
ウ
素
、
三
フ

ッ
化
リ
ン
、
シ
ア
ン
化
水
素
、
ジ
エ
チ
ル
ア
ミ
ン
、

ジ
シ
ラ
ン
、
四
フ
ッ
化
硫
黄
、
四
フ
ッ
化
ケ
イ
素
、

ジ
ボ
ラ
ン
、
セ
レ
ン
化
水
素
、
ト
リ
メ
チ
ル
ア
ミ

ン
、
二
硫
化
炭
素
、
ふ
つ
素
、
ブ
ロ
ム
メ
チ
ル
、
ベ

ン
ゼ
ン
、
ホ
ス
ゲ
ン
、
ホ
ス
フ
ィ
ン
、
モ
ノ
ゲ
ル
マ

ン
、
モ
ノ
シ
ラ
ン
、
モ
ノ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
、
硫
化
水

素
及
び
そ
の
他
の
ガ
ス
で
あ
つ
て
毒
物
及
び
劇
物
取

締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
毒
物

三
　
不
活
性
ガ
ス
　
ヘ
リ
ウ
ム
、
ネ
オ
ン
、
ア
ル
ゴ

ン
、
ク
リ
プ
ト
ン
、
キ
セ
ノ
ン
、
ラ
ド
ン
、
窒
素
、

二
酸
化
炭
素
又
は
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
（
可
燃
性
ガ

ス
を
除
く
。
）

三
の
二
　
特
定
不
活
性
ガ
ス
　
不
活
性
ガ
ス
の
う
ち
、

フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
で
あ
つ
て
、
温
度
六
十
度
、
圧

力
零
パ
ス
カ
ル
に
お
い
て
着
火
し
た
と
き
に
火
炎
伝

ぱ
を
発
生
さ
せ
る
も
の

四
　
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
　
液
化
石
油
ガ
ス
の
分
離
又

は
精
製
の
た
め
の
設
備
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
以
外
の

高
圧
ガ
ス
の
原
料
に
係
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
貯
蔵
設

備
に
お
け
る
液
化
石
油
ガ
ス
以
外
の
液
化
石
油
ガ
ス

で
あ
つ
て
、
炭
素
数
三
又
は
四
の
炭
化
水
素
を
主
成

分
と
す
る
も
の

五
　
第
一
種
保
安
物
件
　
次
に
掲
げ
る
も
の
（
事
業
所

の
存
す
る
敷
地
と
同
一
敷
地
内
に
あ
る
も
の
を
除

く
。
）

イ
　
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六

号
）
第
一
条
に
定
め
る
学
校
の
う
ち
、
小
学
校
、

中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教

育
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
特
別
支
援
学
校
又
は

幼
稚
園

ロ
　
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）

第
一
条
の
五
第
一
項
に
定
め
る
病
院

ハ
　
劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
場
、
公
会
堂
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
収
容
定
員
三
百

人
以
上
の
も
の

ニ
　
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十

四
号
）
第
七
条
の
児
童
福
祉
施
設
、
身
体
障
害
者

福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

号
）
第
五
条
第
一
項
の
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支

援
施
設
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

百
四
十
四
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
の
保
護
施
設

（
授
産
施
設
及
び
宿
所
提
供
施
設
を
除
く
。
）
、
老

人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三

号
）
第
五
条
の
三
の
老
人
福
祉
施
設
若
し
く
は
同

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
母

子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九

年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の

母
子
・
父
子
福
祉
施
設
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
十
五
条

の
七
第
一
項
第
五
号
の
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な

確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第

六
十
四
号
）
第
二
条
第
四
項
（
第
四
号
を
除
く
。
）

の
特
定
民
間
施
設
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法

律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
条
第
二
十
八
項
の
介
護

老
人
保
健
施
設
又
は
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平

成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項

の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
同
条
第
七
項
の
生

活
介
護
、
同
条
第
十
二
項
の
自
立
訓
練
、
同
条
第

十
三
項
の
就
労
移
行
支
援
又
は
同
条
第
十
四
項
の

就
労
継
続
支
援
に
限
る
。
）
を
行
う
施
設
、
同
条

第
十
一
項
の
障
害
者
支
援
施
設
、
同
条
第
二
十
七

項
の
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
若
し
く
は
同
条
第

二
十
八
項
の
福
祉
ホ
ー
ム
で
あ
つ
て
、
収
容
定
員

二
十
人
以
上
の
も
の

ホ
　
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

十
四
号
）
の
規
定
に
よ
つ
て
重
要
文
化
財
、
重
要

有
形
民
俗
文
化
財
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
若
し

く
は
重
要
な
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
、
又
は
旧

重
要
美
術
品
等
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
八

年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
つ
て
重
要
美

術
品
と
し
て
認
定
さ
れ
た
建
築
物

ヘ
　
博
物
館
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
八
十

五
号
）
第
二
条
に
定
め
る
博
物
館
及
び
同
法
第
二

十
九
条
に
よ
り
博
物
館
に
相
当
す
る
施
設
と
し
て

指
定
さ
れ
た
施
設

ト
　
一
日
に
平
均
二
万
人
以
上
の
者
が
乗
降
す
る
駅

の
母
屋
及
び
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

チ
　
百
貨
店
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
公
衆
浴
場
、
ホ
テ

ル
、
旅
館
そ
の
他
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
を
収
容

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
建
築
物
（
仮
設
建
築
物

を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
部

分
の
床
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

も
の

六
　
第
二
種
保
安
物
件
　
第
一
種
保
安
物
件
以
外
の
建

築
物
で
あ
つ
て
、
住
居
の
用
に
供
す
る
も
の
（
事
業

所
の
存
す
る
敷
地
と
同
一
敷
地
内
に
あ
る
も
の
を
除

く
。
）

七
　
保
安
物
件
　
第
一
種
保
安
物
件
及
び
第
二
種
保
安

物
件
か
ら
保
安
の
た
め
の
宿
直
施
設
を
除
い
た
も
の

八
　
貯
槽
　
高
圧
ガ
ス
の
貯
蔵
設
備
で
あ
つ
て
、
地
盤

面
に
対
し
て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

九
　
低
温
貯
槽
　
大
気
圧
に
お
け
る
沸
点
が
零
度
以
下

の
ガ
ス
を
温
度
零
度
以
下
又
は
当
該
ガ
ス
の
気
相
部

に
お
け
る
常
用
の
圧
力
（
通
常
の
使
用
状
態
に
お
い

て
、
当
該
設
備
等
に
作
用
す
る
圧
力
（
当
該
圧
力
が

変
動
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
変
動
範
囲
の
う

ち
の
最
高
の
圧
力
）
で
あ
つ
て
、
ゲ
ー
ジ
圧
力
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
が
〇
・
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
下

の
液
体
の
状
態
で
貯
蔵
す
る
た
め
の
貯
槽
で
あ
つ

て
、
断
熱
材
で
被
覆
し
、
又
は
冷
凍
設
備
で
冷
却
す

る
こ
と
に
よ
り
貯
槽
内
の
ガ
ス
の
温
度
が
常
用
の
温

度
を
超
え
て
上
昇
し
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
あ

る
も
の

九
の
二
　
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
　
液
化
石
油
ガ
ス

を
貯
蔵
す
る
た
め
の
貯
槽
（
当
該
貯
槽
の
内
面
の
零

パ
ス
カ
ル
を
超
え
る
圧
力
を
受
け
る
部
分
に
岩
盤
を

使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
貯
槽

の
周
囲
に
作
用
す
る
水
圧
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
の

1



漏
え
い
を
防
止
す
る
機
能
（
以
下
「
水
封
機
能
」
と

い
う
。
）
を
有
す
る
も
の

十
　
貯
蔵
能
力
　
貯
蔵
設
備
に
貯
蔵
す
る
こ
と
が
で
き

る
高
圧
ガ
ス
の
数
量
で
あ
つ
て
、
圧
縮
ガ
ス
の
貯
蔵

設
備
に
あ
つ
て
は
次
の
イ
の
算
式
に
よ
り
、
液
化
ガ

ス
の
貯
蔵
設
備
に
あ
つ
て
は
次
の
ロ
の
算
式
（
貯
蔵

設
備
が
容
器
で
あ
る
場
合
に
は
次
の
ハ
の
算
式
）
に

よ
り
得
ら
れ
た
も
の

イ
　
Ｑ＝

（
１
０
Ｐ
＋
１
）
Ｖ１

ロ
　
Ｗ＝

Ｃ１
ｗＶ２

ハ
　
Ｗ＝

Ｖ２
／
Ｃ２

こ
れ
ら
の
式
に
お
い
て
、
Ｑ
、
Ｐ
、
Ｖ１
、
Ｗ
、
Ｃ１
、

ｗ
、
Ｖ２
及
び
Ｃ２
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す

も
の
と
す
る
。

Ｑ
　
貯
蔵
設
備
の
貯
蔵
能
力
（
単
位
　
立
方
メ
ー

ト
ル
）
の
数
値

Ｐ
　
貯
蔵
設
備
の
温
度
三
十
五
度
（
ア
セ
チ
レ
ン

ガ
ス
に
あ
つ
て
は
、
温
度
十
五
度
）
に
お
け
る

最
高
充
塡
圧
力
（
単
位
　
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）
の

数
値

Ｖ１
　
貯
蔵
設
備
の
内
容
積
（
単
位
　
立
方
メ
ー
ト

ル
）
の
数
値

Ｗ
　
貯
蔵
設
備
の
貯
蔵
能
力
（
単
位
　
キ
ロ
グ
ラ

ム
）
の
数
値

Ｃ１
　
〇
・
九
（
低
温
貯
槽
に
あ
つ
て
は
そ
の
内
容

積
に
対
す
る
液
化
ガ
ス
の
貯
蔵
が
可
能
な
部
分

の
容
積
の
比
の
値
、
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽

に
あ
つ
て
は
〇
・
九
七
）

ｗ
　
貯
槽
の
常
用
の
温
度
に
お
け
る
液
化
ガ
ス
の

比
重
（
単
位
　
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
リ
ッ
ト
ル
）
の

数
値

Ｖ２
　
貯
蔵
設
備
の
内
容
積
（
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤

貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
貯
蔵
が
可
能
な
部
分
の
内

容
積
）
（
単
位
　
リ
ッ
ト
ル
）
の
数
値

Ｃ２
　
容
器
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業

省
令
第
五
十
号
）
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る

数
値

十
一
　
充
塡
容
器
　
現
に
高
圧
ガ
ス
（
高
圧
ガ
ス
が
充

塡
さ
れ
た
後
に
当
該
ガ
ス
の
質
量
が
充
塡
時
に
お
け

る
質
量
の
二
分
の
一
以
上
減
少
し
て
い
な
い
も
の
に

限
る
。
）
を
充
塡
し
て
あ
る
容
器

十
二
　
残
ガ
ス
容
器
　
現
に
高
圧
ガ
ス
を
充
塡
し
て
あ

る
容
器
で
あ
つ
て
、
充
塡
容
器
以
外
の
も
の

十
三
　
製
造
設
備
　
製
造
の
た
め
の
設
備
（
地
盤
面
に

対
し
て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
除
く
。
）

十
三
の
二
　
コ
ー
ル
ド
・
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
　
液
化
ア
ル

ゴ
ン
、
液
化
炭
酸
ガ
ス
、
液
化
窒
素
又
は
液
化
酸
素

の
加
圧
蒸
発
器
付
低
温
貯
槽
（
二
重
殻
真
空
断
熱
式

構
造
の
も
の
に
限
る
。
）
を
有
す
る
定
置
式
製
造
設

備
（
加
圧
蒸
発
器
付
低
温
貯
槽
以
外
の
処
理
設
備

（
第
十
九
号
ハ
の
処
理
設
備
を
除
く
。
）
を
有
す
る
も

の
を
除
く
。
）

十
四
　
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
　
特
定
液
化
石

油
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
車
両
に
固
定
し
た

容
器
に
当
該
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
を
直
接
充
塡
す
る

た
め
の
処
理
設
備
を
有
す
る
製
造
設
備

十
五
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
を

燃
料
と
し
て
使
用
す
る
車
両
に
固
定
し
た
燃
料
装
置

用
容
器
に
当
該
圧
縮
天
然
ガ
ス
を
充
塡
す
る
た
め
の

処
理
設
備
を
有
す
る
製
造
設
備

十
五
の
二
　
液
化
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
　
液
化
天
然
ガ

ス
を
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
車
両
に
固
定
し
た
燃
料

装
置
用
容
器
に
当
該
液
化
天
然
ガ
ス
を
充
塡
す
る
た

め
の
処
理
設
備
を
有
す
る
製
造
設
備

十
五
の
三
　
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
　
圧
縮
水
素
を
燃
料

と
し
て
使
用
す
る
車
両
に
固
定
し
た
燃
料
装
置
用
容

器
に
当
該
圧
縮
水
素
を
充
塡
す
る
た
め
の
処
理
設
備

を
有
す
る
製
造
設
備

十
六
　
ガ
ス
設
備
　
製
造
設
備
（
製
造
に
係
る
導
管
を

除
く
。
）
の
う
ち
、
製
造
を
す
る
高
圧
ガ
ス
の
ガ
ス

（
そ
の
原
料
と
な
る
ガ
ス
を
含
む
。
）
が
通
る
部
分

十
七
　
高
圧
ガ
ス
設
備
　
ガ
ス
設
備
の
う
ち
、
高
圧
ガ

ス
が
通
る
部
分

十
八
　
処
理
設
備
　
圧
縮
、
液
化
そ
の
他
の
方
法
で
ガ

ス
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
で
あ
つ
て
、
高

圧
ガ
ス
を
製
造
す
る
も
の

十
九
　
処
理
能
力
　
処
理
設
備
の
処
理
容
積
（
圧
縮
、

液
化
そ
の
他
の
方
法
で
一
日
に
処
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
ガ
ス
の
容
積
（
温
度
零
度
、
圧
力
零
パ
ス
カ
ル

の
状
態
に
換
算
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

処
理
設
備
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
掲
げ
る
と

こ
ろ
に
よ
り
得
ら
れ
た
も
の

イ
　
ポ
ン
プ
　
Ｑ１＝

Ｗ１×

２
４×

ρ
×

２
２
．
４

／
Ｍ

ロ
　
圧
縮
機
　
Ｑ２＝

Ｗ２×

２
４

ハ
　
蒸
発
器
　
Ｑ３＝

Ｗ３×

２
４×

２
２
．
４
／
Ｍ

ニ
　
凝
縮
器
　
Ｑ４＝

Ｗ４×

２
４×

２
２
．
４
／
Ｍ

ホ
　
反
応
器

（イ）
　
反
応
器
に
お
い
て
高
圧
ガ
ス
が
消
費
さ
れ
る

場
合
　
Ｑ５＝

ｑ５

（ロ）
　
（
イ
）
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
反
応
器

の
出
口
側
に
処
理
設
備
（
減
圧
弁
を
除
く
。
）

が
接
続
さ
れ
る
場
合
　
Ｑ６＝

ｑ６

（ハ）
　
（
イ
）
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
反
応
器

の
出
口
側
に
減
圧
設
備
（
処
理
設
備
で
あ
る
減

圧
弁
を
含
む
。
）
が
接
続
さ
れ
る
場
合
　
Ｑ７＝

ｑ７

ヘ
　
精
留
塔
又
は
分
留
塔
　
Ｑ８＝

Ｑ３
＋
Ｑ４

ト
　
そ
の
他
処
理
設
備

（イ）
　
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
　
Ｑ９＝

Ｖ９×

１
０
Ｐ
９

（ロ）
　
バ
ッ
チ
処
理
釜
　

Ｑ１０＝

Ｖ１０×

１
０
Ｐ
１
０×

ｎ
（ハ）
　
内
部
冷
却
器
付
貯
槽
　

Ｑ１１＝

Ｖ１１×

１
０
Ｐ
１

１
（ニ）
　
加
圧
蒸
発
器
付
貯
槽
　

Ｑ１２＝

（
１
０
Ｐ
１
２

＋
１
）×

０
．
９
Ｖ
１
２

（ホ）
　
加
圧
蒸
発
器
付
低
温
貯
槽

①
　
気
化
ガ
ス
を
取
り
出
す
場
合
　

Ｑ１３＝

Ｗ１３
／

（
２
２
．
４
／
Ｍ×

ρ
×

１
０
０
０
）×

（
１
０
Ｐ
１
３

＋
１
）×

２
４

②
　
液
化
ガ
ス
を
取
り
出
す
場
合
　

Ｑ１３＝

（
１

０
Ｐ
１
３

＋
１
）×

０
．
９
Ｖ
１
３

（ヘ）
　
処
理
設
備
で
あ
る
減
圧
弁
　

Ｑ１４＝

０

チ
　
水
電
解
水
素
発
生
昇
圧
装
置
（
水
の
電
気
分
解

に
よ
り
水
素
及
び
酸
素
を
発
生
し
、
か
つ
、
発
生

し
た
水
素
の
み
の
圧
力
を
上
昇
す
る
装
置
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
　

Ｑ１５＝

Ｗ１５×

２
４

備
考
　
こ
れ
ら
の
式
に
お
い
て
、
Ｑ１
、
Ｗ１
、ρ

、

Ｍ
、
Ｑ２
、
Ｗ２
、
Ｑ３
、
Ｗ３
、
Ｑ４
、
Ｗ４
、
Ｑ５
、
ｑ５
、

Ｑ６
、
ｑ６
、
Ｑ７
、
ｑ７
、
Ｑ８
、
Ｑ９
、
Ｖ９
、
Ｐ９
、

Ｑ１０
、

Ｖ１０
、

Ｐ１０
、
ｎ
、

Ｑ１１
、

Ｖ１１
、

Ｐ１１
、

Ｑ１２
、

Ｐ１２
、

Ｖ１２
、

Ｑ１３
、

Ｗ１３
、

Ｐ１３
、

Ｖ１３
、

Ｑ１４
、

Ｑ１５
及
び

Ｗ１５
は
、
そ
れ

ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｑ１
　
ポ
ン
プ
の
処
理
能
力
の
数
値
（
単
位
　
立
方

メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｗ１
　
ポ
ン
プ
の
能
力
の
数
値
（
ポ
ン
プ
の
能
力

は
、
ポ
ン
プ
の
性
能
曲
線
に
お
け
る
最
大
稼
働

し
た
場
合
の
吐
出
量
の
値
と
す
る
。
）
（
単
位
　

リ
ッ
ト
ル
毎
時
）

ρ

　
液
密
度
の
数
値
（
液
密
度
は
、
常
用
の
温
度

の
範
囲
に
お
い
て
最
大
と
な
る
値
と
す
る
。
）

（
単
位
　
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
リ
ッ
ト
ル
）

Ｍ
　
分
子
量
の
数
値

Ｑ２
　
圧
縮
機
の
処
理
能
力
の
数
値
（
単
位
　
立
方

メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｗ２
　
圧
縮
機
の
能
力
の
数
値
（
圧
縮
機
の
能
力

は
、
圧
縮
機
の
性
能
曲
線
に
お
け
る
最
大
稼
働

し
た
場
合
の
吐
出
量
の
値
と
す
る
。
）
（
単
位
　

立
方
メ
ー
ト
ル
毎
時
）

Ｑ３
　
蒸
発
器
の
処
理
能
力
の
数
値
（
単
位
　
立
方

メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｗ３
　
蒸
発
器
の
公
称
能
力
の
数
値
（
単
位
　
キ
ロ

グ
ラ
ム
毎
時
）

Ｑ４
　
凝
縮
器
の
処
理
能
力
の
数
値
（
単
位
　
立
方

メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｗ４
　
凝
縮
器
の
公
称
能
力
の
数
値
（
単
位
　
キ
ロ

グ
ラ
ム
毎
時
）

Ｑ５
　
反
応
器
の
処
理
能
力
の
数
値
（
単
位
　
立
方

メ
ー
ト
ル
毎
日
）

ｑ５
　
当
該
反
応
器
に
係
る
高
圧
ガ
ス
の
流
入
量
の

数
値
（
単
位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｑ６
　
反
応
器
の
処
理
能
力
の
数
値
（
単
位
　
立
方

メ
ー
ト
ル
毎
日
）
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ｑ６
　
反
応
器
の
出
口
側
に
接
続
さ
れ
る
処
理
設
備

（
減
圧
弁
を
除
く
。
）
の
処
理
能
力
の
数
値
（
単

位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｑ７
　
反
応
器
の
処
理
能
力
の
数
値
（
単
位
　
立
方

メ
ー
ト
ル
毎
日
）

ｑ７
　
反
応
器
の
出
口
側
に
接
続
さ
れ
る
減
圧
設
備

（
処
理
設
備
で
あ
る
減
圧
弁
を
含
む
。
）
に
係
る

高
圧
ガ
ス
の
流
入
量
の
数
値
（
単
位
　
立
方
メ

ー
ト
ル
毎
日
）

Ｑ８
　
精
留
塔
又
は
分
留
塔
の
処
理
能
力
の
数
値

（
単
位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｑ９
　
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
の
処
理
能
力
の
数
値
（
単

位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｖ９
　
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
の
内
容
積
の
数
値
（
単

位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
）

Ｐ９
　
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
の
最
高
圧
縮
圧
力
の
数
値

（
単
位
　
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）

Ｑ１０
　
バ
ッ
チ
処
理
釜
の
処
理
能
力
の
数
値
（
単

位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｖ１０
　
バ
ッ
チ
処
理
釜
の
内
容
積
の
数
値
（
単
位
　

立
方
メ
ー
ト
ル
）

Ｐ１０
　
バ
ッ
チ
処
理
釜
の
最
高
圧
縮
圧
力
の
数
値

（
単
位
　
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）

ｎ
　
最
高
圧
縮
圧
力
に
よ
る
処
理
で
一
日
に
可
能

な
最
高
処
理
回
数
（
単
位
　
回
）

Ｑ１１
　
内
部
冷
却
器
付
貯
槽
の
処
理
能
力
の
数
値

（
単
位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｖ１１
　
内
部
冷
却
器
付
貯
槽
の
内
容
積
の
数
値
（
単

位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
）

Ｐ１１
　
内
部
冷
却
器
付
貯
槽
の
常
用
の
圧
力
の
数
値

（
単
位
　
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）

Ｑ１２
　
加
圧
蒸
発
器
付
貯
槽
の
処
理
能
力
の
数
値

（
単
位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｐ１２
　
加
圧
蒸
発
器
付
貯
槽
の
常
用
の
圧
力
の
数
値

（
単
位
　
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）

Ｖ１２
　
加
圧
蒸
発
器
付
貯
槽
の
内
容
積
の
数
値
（
単

位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
）

Ｑ１３
　
加
圧
蒸
発
器
付
低
温
貯
槽
の
処
理
能
力
の
数

値
（
単
位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｗ１３
　
高
圧
ガ
ス
の
取
り
出
し
部
に
接
続
さ
れ
る
送

ガ
ス
用
蒸
発
器
の
公
称
能
力
の
数
値
（
単
位
　

立
方
メ
ー
ト
ル
毎
時
）

Ｐ１３
　
加
圧
蒸
発
器
付
低
温
貯
槽
の
常
用
の
圧
力
の

数
値
（
単
位
　
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）

Ｖ１３
　
加
圧
蒸
発
器
付
低
温
貯
槽
の
内
容
積
の
数
値

（
単
位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
）

Ｑ１４
　
処
理
設
備
で
あ
る
減
圧
弁
の
処
理
能
力
の
数

値
（
単
位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｑ１５
　
水
電
解
水
素
発
生
昇
圧
装
置
の
処
理
能
力
の

数
値
（
単
位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
日
）

Ｗ１５
　
水
電
解
水
素
発
生
昇
圧
装
置
の
能
力
の
数
値

（
水
電
解
水
素
発
生
昇
圧
装
置
の
能
力
は
、
水

電
解
水
素
発
生
昇
圧
装
置
の
性
能
曲
線
に
お
け

る
最
大
稼
働
し
た
場
合
の
水
素
製
造
量
の
値
と

す
る
。
）
（
単
位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
時
）

二
十
　
製
造
事
業
所
　
処
理
能
力
が
百
立
方
メ
ー
ト
ル

（
不
活
性
ガ
ス
又
は
空
気
に
あ
つ
て
は
、
三
百
立
方

メ
ー
ト
ル
）
以
上
の
処
理
設
備
を
有
す
る
製
造
設
備

を
使
用
し
て
高
圧
ガ
ス
の
製
造
を
す
る
者
の
当
該
製

造
を
す
る
事
業
所

二
十
一
　
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
域
　
製
造
事
業
所
が
集
中

し
て
設
置
さ
れ
、
又
は
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ

れ
て
い
る
地
域
で
あ
つ
て
、
当
該
地
域
内
の
製
造
事

業
所
に
お
い
て
製
造
を
す
る
高
圧
ガ
ス
の
容
積
の
合

計
が
著
し
く
大
で
あ
り
、
又
は
大
と
な
る
と
見
込
ま

れ
る
も
の
と
し
て
別
表
第
一
に
掲
げ
る
地
域

二
十
二
　
特
定
製
造
事
業
所
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に

掲
げ
る
製
造
事
業
所

イ
　
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
域
内
に
あ
る
製
造
事
業
所

（
専
ら
燃
料
の
用
に
供
す
る
目
的
で
高
圧
ガ
ス
の

製
造
を
し
、
又
は
専
ら
高
圧
ガ
ス
を
容
器
に
充
塡

す
る
も
の
で
あ
つ
て
貯
蔵
能
力
が
二
千
立
方
メ
ー

ト
ル
又
は
二
十
ト
ン
以
上
の
可
燃
性
ガ
ス
の
貯
槽

を
設
置
し
て
い
な
い
も
の
及
び
専
ら
不
活
性
ガ
ス

及
び
空
気
の
製
造
を
す
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ
　
保
安
用
不
活
性
ガ
ス
以
外
の
ガ
ス
の
処
理
能
力

（
不
活
性
ガ
ス
及
び
空
気
に
つ
い
て
は
、
そ
の
処

理
能
力
に
四
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
容
積
と
す

る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
百
万
立

方
メ
ー
ト
ル
（
貯
槽
を
設
置
し
て
専
ら
高
圧
ガ
ス

の
充
塡
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
百
万
立
方

メ
ー
ト
ル
）
以
上
の
製
造
事
業
所

ハ
　
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）

第
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ

た
用
途
地
域
（
工
業
専
用
地
域
及
び
工
業
地
域
を

除
く
。
）
内
に
あ
る
保
安
用
不
活
性
ガ
ス
以
外
の

ガ
ス
の
処
理
能
力
が
五
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
（
貯

槽
を
設
置
し
て
専
ら
高
圧
ガ
ス
の
充
塡
を
行
う
場

合
に
あ
つ
て
は
、
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
）
以
上
の

製
造
事
業
所

二
十
三
　
第
一
種
製
造
者
　
法
第
五
条
第
一
項
の
許
可

を
受
け
た
者

二
十
四
　
特
定
製
造
者
　
特
定
製
造
事
業
所
に
お
い
て

高
圧
ガ
ス
の
製
造
を
す
る
第
一
種
製
造
者

二
十
五
　
第
一
種
置
場
距
離
　
次
の
図
に
お
け
る
容
器

置
場
の
面
積
（
単
位
　
平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
対
応
す

る
距
離
（
単
位
　
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
つ
て
、
ｌ１
に
よ

つ
て
表
さ
れ
る
も
の

備
考

１
　
ｘ
は
、
容
器
置
場
の
面
積
（
単
位
　
平
方
メ
ー
ト

ル
）
を
表
す
も
の
と
す
る
。

２
　
ｌ１
、
ｌ２
、
ｌ３
及
び
ｌ４
と
ｘ
と
の
関
係
は
、
そ
れ
ぞ
れ

次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

　

ｘ

０≦

ｘ

＜

８

８≦

ｘ＜

２

５

２
５≦

ｘ

ｌｌ１

９√

２

４
．
５√

ｘ

２
２
．
５

ｌ２

６√

２

３√

ｘ

１
５

ｌ３

０

２
．
２
５√

ｘ

１
１
．
２

５

ｌ４

０

１
．
５√

ｘ

７
．
５

二
十
六
　
第
二
種
置
場
距
離
　
前
号
の
図
に
お
け
る
容

器
置
場
の
面
積
（
単
位
　
平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
対
応

す
る
距
離
（
単
位
　
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
つ
て
、
ｌ２
に

よ
つ
て
表
さ
れ
る
も
の

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
に
お
い

て
使
用
す
る
用
語
は
、
法
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の

例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章
　
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
係
る
許
可
等

第
一
節
　
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
係
る
許
可

（
特
定
製
造
者
に
係
る
製
造
の
許
可
の
申
請
）

第
三
条
　
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
第
一

号
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
の
高

圧
ガ
ス
製
造
許
可
申
請
書
に
製
造
計
画
書
を
添
え
て
、

事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
遺
贈
、
営
業
の
譲

渡
又
は
分
割
（
当
該
特
定
製
造
者
の
そ
の
許
可
に
係
る

特
定
製
造
事
業
所
を
承
継
さ
せ
る
も
の
を
除
く
。
）
に

よ
り
引
き
続
き
高
圧
ガ
ス
の
製
造
を
し
よ
う
と
す
る
者

が
新
た
に
許
可
を
申
請
す
る
と
き
は
、
製
造
計
画
書
の

添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
製
造
計
画
書
に
は
、
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま

で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
第
七
号
に
掲
げ
る
図
面

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
製
造
の
目
的

二
　
処
理
設
備
の
処
理
能
力

三
　
処
理
設
備
の
性
能

四
　
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技

術
上
の
基
準
及
び
同
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項

五
　
製
造
施
設
を
設
計
・
施
工
す
る
に
当
た
つ
て
保
安

上
特
に
配
慮
し
た
事
項

六
　
移
設
、
転
用
、
再
使
用
又
は
こ
れ
ら
の
併
用
（
以

下
「
移
設
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
高
圧
ガ
ス
設
備

に
あ
つ
て
は
、
当
該
高
圧
ガ
ス
設
備
の
使
用
の
経
歴

及
び
保
管
状
態
の
記
録

3



七
　
製
造
の
た
め
の
施
設
（
以
下
「
製
造
施
設
」
と
い

う
。
）
の
位
置
（
他
の
施
設
と
の
関
係
位
置
を
含
む

。
）
及
び
付
近
の
状
況
を
示
す
図
面

（
法
第
七
条
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
者
）

第
三
条
の
二
　
法
第
七
条
第
三
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
高
圧
ガ
ス
の

製
造
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断

及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と

す
る
。

２
　
法
第
五
条
第
一
項
第
一
号
の
許
可
を
受
け
た
者
、
法

人
で
あ
つ
て
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
又
は
こ
れ
ら
の
法

定
代
理
人
若
し
く
は
同
居
の
親
族
は
、
当
該
許
可
を
受

け
た
者
又
は
法
人
で
あ
つ
て
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
が

精
神
の
機
能
の
障
害
を
有
す
る
状
態
と
な
り
、
高
圧
ガ

ス
の
製
造
の
適
正
な
実
施
が
著
し
く
困
難
と
な
つ
た
と

き
は
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事

に
そ
の
旨
を
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
そ
の
病
名
、
障
害
の
程
度
、
病
因
、
病
後
の

経
過
、
治
癒
の
見
込
み
そ
の
他
参
考
と
な
る
所
見
を
記

載
し
た
医
師
の
診
断
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
二
節
　
技
術
上
の
基
準

第
一
款
　
製
造
施
設

（
特
定
製
造
者
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
四
条
　
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

技
術
上
の
基
準
及
び
同
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
条
か
ら
第
七
条
の
三
ま

で
及
び
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

（
製
造
施
設
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
五
条
　
製
造
施
設
（
製
造
設
備
が
コ
ー
ル
ド
・
エ
バ
ポ

レ
ー
タ
、
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
、
圧
縮
天
然

ガ
ス
ス
タ
ン
ド
、
液
化
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
及
び
圧
縮

水
素
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
お
け
る
法

第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の

基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
九
条

か
ら
第
十
一
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
た
だ

し
、
製
造
設
備
の
冷
却
の
用
に
供
す
る
冷
凍
設
備
に
あ

つ
て
は
、
冷
凍
保
安
規
則
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準

に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
事
業
所
の
境
界
線
を
明
示
し
、
か
つ
、
当
該
事
業

所
の
外
部
か
ら
見
や
す
い
よ
う
に
警
戒
標
を
掲
げ
る

こ
と
。

二
　
可
燃
性
ガ
ス
の
製
造
施
設
は
、
そ
の
貯
蔵
設
備

（
地
盤
面
下
に
埋
設
さ
れ
た
ジ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
の

貯
蔵
設
備
で
あ
つ
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
保
安
距
離

（
保
安
物
件
に
対
し
、
五
十
メ
ー
ト
ル
又
は
次
に
掲

げ
る
算
式
に
よ
り
得
ら
れ
た
距
離
（
可
燃
性
ガ
ス
低

温
貯
槽
に
つ
い
て
当
該
得
ら
れ
た
距
離
が
液
化
石
油

ガ
ス
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第

五
十
二
号
）
第
六
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
八

条
第
一
項
第
一
号
又
は
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則

（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
三
号
）
第

六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
距
離
（
第

一
種
保
安
物
件
に
対
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
満
た

な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
規
定
の
例
に
よ
る
距

離
）
の
い
ず
れ
か
大
な
る
も
の
に
等
し
い
距
離
以
上

の
距
離
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
有
す
る
こ
と
と
同
等
の
安
全
性
を
有
す
る
も
の
と

し
て
認
め
た
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）

及
び
処
理
設
備
（
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
も
の
を

除
く
。
）
の
外
面
か
ら
、
保
安
距
離
（
液
化
石
油
ガ

ス
岩
盤
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
水
封
機
能
に
よ
り
気
密

性
を
有
す
る
部
分
に
囲
ま
れ
た
空
間
に
通
じ
る
金
属

製
の
配
管
（
以
下
「
金
属
管
」
と
い
う
。
）
を
設
け

た
坑
（
以
下
「
配
管
竪
坑
」
と
い
う
。
）
の
内
面
か

ら
保
安
物
件
に
対
し
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
）

を
有
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
経
済
産
業
大
臣
が
こ
れ

と
同
等
の
安
全
性
を
有
す
る
も
の
と
認
め
た
措
置
を

講
じ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

Ｘ＝
０
．
４
８
０
３√

（
Ｋ
・
Ｗ
）

こ
の
式
に
お
い
て
、
Ｘ
、
Ｋ
及
び
Ｗ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｘ
　
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
距
離
（
単
位
　
メ

ー
ト
ル
）
の
数
値

Ｋ
　
ガ
ス
の
種
類
及
び
常
用
の
温
度
の
区
分
に
応

じ
て
別
表
第
二
に
掲
げ
る
数
値

Ｗ
　
貯
蔵
設
備
又
は
処
理
設
備
の
区
分
に
応
じ
て

次
に
掲
げ
る
数
値

貯
蔵
設
備
　
液
化
ガ
ス
の
貯
蔵
設
備
に
あ
つ
て
は

貯
蔵
能
力
（
単
位
　
ト
ン
）
の
数
値
の
平
方
根

の
数
値
（
貯
蔵
能
力
が
一
ト
ン
未
満
の
も
の
に

あ
つ
て
は
、
貯
蔵
能
力
（
単
位
　
ト
ン
）
の
数

値
）
、
圧
縮
ガ
ス
の
貯
蔵
設
備
に
あ
つ
て
は
貯

蔵
能
力
（
単
位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
）
を
当
該
ガ

ス
の
常
用
の
温
度
及
び
圧
力
に
お
け
る
ガ
ス
の

質
量
（
単
位
　
ト
ン
）
に
換
算
し
て
得
ら
れ
た

数
値
の
平
方
根
の
数
値
（
換
算
し
て
得
ら
れ
た

数
値
が
一
未
満
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
換

算
し
て
得
ら
れ
た
数
値
）

処
理
設
備
　
処
理
設
備
内
に
あ
る
ガ
ス
の
質
量

（
単
位
　
ト
ン
）
の
数
値

備
考

１
　
貯
蔵
設
備
内
に
二
以
上
の
ガ
ス
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ガ
ス
の
量
（
単

位
　
ト
ン
）
の
合
計
量
の
平
方
根
の
数
値
に
そ

れ
ぞ
れ
の
ガ
ス
の
量
の
当
該
合
計
量
に
対
す
る

割
合
を
乗
じ
て
得
た
数
値
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ガ

ス
に
係
る
Ｋ
を
乗
じ
て
得
た
数
値
の
合
計
に
よ

り
、
Ｘ
を
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
処
理
設
備
内
に
二
以
上
の
ガ
ス
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ガ
ス
に
つ
い
て

Ｋ
・
Ｗ
を
算
出
し
、
そ
の
数
値
の
合
計
に
よ

り
、
Ｘ
を
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

三
　
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
製
造
施
設
に
対
す
る

前
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
欄
に
掲
げ
る

製
造
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ

る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字

句
と
す
る
。

製
造
施
設
の

区
分

読
み
替

え
ら
れ

る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

一
　
既
存
製

造
施
設
の
う

ち
、
防
護
壁

を
設
置
し
て

い

る

も

の

（
第
四
項
に

規
定
す
る
貯

槽
を
除
く
。
）

０
．
４

８
０

０
．
２
９
０

二
　
新
設
製

造
施
設
（
次

項
か
ら
第
五

項
ま
で
に
規

定
す
る
貯
槽

を
除
く
。
）

保

安

物
件

当
該
特
定
製
造
事
業

所
の
境
界
線
（
当
該

境
界
線
に
連
接
す
る

海
、
河
川
、
湖
沼
そ

の
他
経
済
産
業
大
臣

が
定
め
る
施
設
（
以

下
こ
の
表
に
お
い
て

「
施
設
等
」
と
い
う

。
）
又
は
当
該
特
定

製
造
事
業
所
に
お
い

て
高
圧
ガ
ス
の
製
造

を
す
る
者
が
所
有
し

、
若
し
く
は
地
上
権

、
貸
借
権
そ
の
他
の

土
地
の
使
用
を
目
的

と
す
る
権
利
を
設
定

し
て
い
る
土
地
が
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は

、
当
該
施
設
等
又
は

土
地
の
外
縁
）

０
．
４

８
０

０
．
５
７
６

三
　
新
設
貯

槽
の
う
ち
、

防
護
壁
を
設

置
す
る
も
の

（
次
項
に
規

定
す
る
貯
槽

を
除
く
。
）

保

安

物
件

当
該
特
定
製
造
事
業

所
の
境
界
線
（
当
該

境
界
線
に
連
接
す
る

施
設
等
又
は
当
該
特

定
製
造
事
業
所
に
お

い
て
高
圧
ガ
ス
の
製

造
を
す
る
者
が
所
有

し
、
若
し
く
は
地
上

権
、
貸
借
権
そ
の
他

の
土
地
の
使
用
を
目

的
と
す
る
権
利
を
設

定
し
て
い
る
土
地
が

あ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
施
設
等
又

は
土
地
の
外
縁
）

０
．
４

８
０

０
．
３
４
８

四
　
可
燃
性

ガ
ス
の
液
化

ガ
ス
の
貯
槽

で
あ
つ
て
、

そ
の
全
部
又

は
そ
の
一
部

を
地
盤
面
下

に
埋
設
す
る

も
の

保

安

物
件

当
該
特
定
製
造
事
業

所
の
境
界
線
（
当
該

境
界
線
に
連
接
す
る

施
設
等
又
は
当
該
特

定
製
造
事
業
所
に
お

い
て
高
圧
ガ
ス
の
製

造
を
す
る
者
が
所
有

し
、
若
し
く
は
地
上

権
、
貸
借
権
そ
の
他

の
土
地
の
使
用
を
目

的
と
す
る
権
利
を
設

定
し
て
い
る
土
地
が

あ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
施
設
等
又

は
土
地
の
外
縁
）

０
．
４

８
０

液
化
天
然
ガ
ス
に
あ

つ
て
は
０
．
１
７
７

、
液
化
石
油
ガ
ス
に

あ
つ
て
は
０
．
２
４

０

五
　
液
化
石

油
ガ
ス
岩
盤

貯
槽

保

安

物
件

当
該
特
定
製
造
事
業

所
の
境
界
線
（
当
該

境
界
線
に
連
接
す
る

施
設
等
又
は
当
該
特

定
製
造
事
業
所
に
お

い
て
高
圧
ガ
ス
の
製

造
を
す
る
者
が
所
有

し
、
若
し
く
は
地
上

4



権
、
貸
借
権
そ
の
他

の
土
地
の
使
用
を
目

的
と
す
る
権
利
を
設

定
し
て
い
る
土
地
が

あ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
施
設
等
又

は
土
地
の
外
縁
）

備
考

一
　
こ
の
表
に
お
い
て
既
存
製
造
施
設
と
は
、
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
（
昭
和
五
十
年
通
商
産

業
省
令
第
三
十
八
号
。
以
下
「
旧
省
令
」
と
い

う
。
）
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
製
造

施
設
及
び
旧
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
五
条
第

一
項
又
は
第
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
設

置
又
は
変
更
の
工
事
に
着
手
し
て
い
る
製
造
施
設

並
び
に
こ
れ
ら
の
製
造
施
設
に
つ
い
て
旧
省
令
の

施
行
後
法
第
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
行

わ
れ
る
軽
易
な
変
更
の
工
事
に
係
る
製
造
施
設
を

い
う
。

二
　
こ
の
表
に
お
い
て
新
設
製
造
施
設
と
は
、
旧

省
令
の
施
行
後
法
第
五
条
第
一
項
又
は
第
十
四
条

第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
設
置
さ
れ
る
製
造
施
設

（
軽
易
な
変
更
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て

特
定
製
造
事
業
所
（
当
該
製
造
施
設
の
設
置
に
よ

り
特
定
製
造
事
業
所
と
な
る
製
造
事
業
所
を
含

む
。
）
に
係
る
も
の
を
い
う
。

三
　
こ
の
表
に
お
い
て
新
設
貯
槽
と
は
、
旧
省
令

の
施
行
後
法
第
五
条
第
一
項
又
は
第
十
四
条
第
一

項
の
許
可
を
受
け
て
設
置
さ
れ
る
貯
槽
（
軽
易
な

変
更
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
専
ら
高

圧
ガ
ス
の
充
塡
を
行
う
特
定
製
造
事
業
所
（
工
業

専
用
地
域
又
は
工
業
地
域
内
に
あ
る
も
の
に
限

る
。
）
に
係
る
も
の
を
い
う
。

四
　
こ
の
表
に
お
い
て
可
燃
性
ガ
ス
の
液
化
ガ
ス

の
貯
槽
で
あ
つ
て
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
地
盤
面

下
に
埋
設
す
る
も
の
と
は
、
旧
省
令
の
施
行
後
法

第
五
条
第
一
項
又
は
第
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を

受
け
て
設
置
さ
れ
る
貯
槽
で
あ
つ
て
特
定
製
造
事

業
所
（
当
該
貯
槽
の
設
置
に
よ
り
特
定
製
造
事
業

所
と
な
る
製
造
事
業
所
を
含
む
。
）
に
係
る
も
の

を
い
う
。

五
　
防
護
壁
は
、
用
地
の
取
得
、
製
造
施
設
の
移

転
等
を
行
う
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
た
め
、

前
号
（
新
設
貯
槽
に
つ
い
て
、
こ
の
号
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
ら
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
経
済

産
業
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
製
造
施
設
に
つ
い

て
、
経
済
産
業
大
臣
が
適
切
と
認
め
る
構
造
で
、

経
済
産
業
大
臣
が
適
切
と
認
め
る
場
所
に
設
置
す

る
も
の
に
限
る
。

四
　
毒
性
ガ
ス
の
製
造
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
距
離
以

上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。

イ
　
製
造
施
設
（
ロ
に
掲
げ
る
ガ
ス
設
備
及
び
第
六

十
五
号
に
規
定
す
る
容
器
置
場
並
び
に
経
済
産
業

大
臣
が
定
め
る
設
備
及
び
施
設
を
除
く
。
）
の
外

面
か
ら
当
該
特
定
製
造
事
業
所
の
境
界
線
（
特
定

製
造
事
業
所
が
複
数
の
事
業
所
に
分
割
さ
れ
る

（
製
造
施
設
、
設
備
及
び
製
造
の
方
法
が
変
更
さ

れ
て
い
な
い
場
合
に
限
る
。
）
こ
と
に
伴
つ
て
、

新
た
に
設
け
ら
れ
た
境
界
線
の
う
ち
経
済
産
業
大

臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
ま
で
　
二
十
メ
ー

ト
ル

ロ
　
ガ
ス
設
備
（
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
も
の
を

除
く
。
）
の
外
面
か
ら
保
安
物
件
ま
で
　
当
該
ガ

ス
設
備
に
係
る
貯
蔵
設
備
又
は
処
理
設
備
の
貯
蔵

能
力
又
は
処
理
能
力
に
対
応
す
る
距
離
で
あ
つ

て
、
次
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
得
ら
れ
た
も
の

（
イ
）

　０≦
Ｘ

＜

１

，

０

０

０

の

場

合

　

（
ロ
）

　１
，
０
０
０≦

Ｘ＜

１
０
，
０
０
０
の
場
合
　
Ｌ

＝

７
０
＋
２
／
５√

Ｘ

（
ハ
）

　１
０
，
０
０
０≦

Ｘ
の
場
合
　
Ｌ＝

１
１
０

備
考
　
こ
れ
ら
の
式
に
お
い
て
、
Ｌ
及
び
Ｘ
は
、
そ
れ

ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｌ
　
ガ
ス
設
備
の
外
面
か
ら
保
安
物
件
ま
で
の
距
離
（
単

位
　
メ
ー
ト
ル
）

Ｘ
　
貯
蔵
能
力
（
単
位
　
圧
縮
ガ
ス
に
あ
つ
て
は
立
方
メ

ー
ト
ル
、
液
化
ガ
ス
に
あ
つ
て
は
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
又
は

処
理
能
力
（
単
位
　
立
方
メ
ー
ト
ル
）

五
　
第
二
号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
ガ
ス
以
外
の
ガ

ス
の
製
造
施
設
は
、
そ
の
貯
蔵
設
備
及
び
処
理
設
備

（
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
の
外
面

か
ら
、
保
安
物
件
に
対
し
、
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の

距
離
を
有
す
る
こ
と
。

六
　
第
二
号
及
び
前
号
の
規
定
に
基
づ
き
経
済
産
業
大

臣
が
定
め
る
貯
蔵
設
備
及
び
処
理
設
備
並
び
に
第
四

号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
ガ

ス
設
備
に
係
る
貯
蔵
設
備
及
び
処
理
設
備
は
、
そ
の

外
面
か
ら
、
保
安
物
件
に
対
し
、
液
化
石
油
ガ
ス
保

安
規
則
第
六
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
、

第
八
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又
は
一
般

高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定

の
例
に
よ
る
距
離
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。

七
　
製
造
施
設
は
、
そ
の
貯
蔵
設
備
及
び
処
理
設
備
の

外
面
（
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
配

管
竪
坑
の
内
面
）
か
ら
、
保
安
の
た
め
の
宿
直
施
設

（
当
該
特
定
製
造
事
業
所
の
存
す
る
敷
地
と
同
一
敷

地
内
に
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
対
し
、
当
該
製
造

施
設
に
係
る
高
圧
ガ
ス
の
種
類
に
応
じ
、
液
化
石
油

ガ
ス
保
安
規
則
第
六
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第

三
号
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
又

は
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
六
条
第
一
項
第
二
号

の
規
定
の
例
に
よ
る
距
離
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ

と
。

八
　
製
造
設
備
（
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除

く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
そ
の
外

面
（
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
配
管

竪
坑
の
内
面
）
か
ら
、
当
該
特
定
製
造
事
業
所
の
境

界
線
（
当
該
特
定
製
造
事
業
所
に
隣
接
す
る
製
造
事

業
所
に
対
す
る
も
の
（
特
定
製
造
事
業
所
が
複
数
の

事
業
所
に
分
割
さ
れ
る
（
製
造
施
設
、
設
備
及
び
製

造
の
方
法
が
変
更
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
限
る
。
）

こ
と
に
伴
つ
て
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
境
界
線
の
う

ち
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
に
限

る
。
）
に
対
し
、
二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有

す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
経
済
産
業
大
臣
が
こ
れ
と
同

等
の
安
全
性
を
有
す
る
も
の
と
認
め
た
措
置
を
講
じ

て
い
る
製
造
設
備
、
又
は
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る

条
件
に
適
合
す
る
特
定
製
造
事
業
所
に
係
る
製
造
設

備
で
あ
つ
て
、
そ
の
外
面
か
ら
、
当
該
特
定
製
造
事

業
所
に
隣
接
す
る
製
造
事
業
所
に
係
る
製
造
設
備
に

対
し
三
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

九
　
特
定
製
造
事
業
所
の
敷
地
の
う
ち
通
路
、
空
地
等

に
よ
り
区
画
さ
れ
て
い
る
区
域
で
あ
つ
て
高
圧
ガ
ス

設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
保
安
区
画
（
面

積
が
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
（
面
積
の
計
算
方
法

は
別
に
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
。
）
の
も
の
に
限

る
。
）
に
区
分
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
高
圧
ガ
ス
の

製
造
の
工
程
上
密
接
な
関
連
を
有
す
る
高
圧
ガ
ス
設

備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
土
地
の
区
域
で
あ
つ
て
、
当

該
区
域
を
二
以
上
の
保
安
区
画
に
区
分
す
る
こ
と
に

よ
り
当
該
高
圧
ガ
ス
設
備
に
係
る
保
安
の
確
保
に
支

障
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め

た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
　
保
安
区
画
内
の
高
圧
ガ
ス
設
備
（
配
管
を
除
き
、

当
該
高
圧
ガ
ス
設
備
と
同
一
の
製
造
施
設
に
属
す
る

可
燃
性
ガ
ス
の
ガ
ス
設
備
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
は
、
次
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
経
済
産
業
大
臣
が
こ
れ
と

同
等
の
安
全
性
を
有
す
る
も
の
と
認
め
た
措
置
を
講

じ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ
　
そ
の
外
面
（
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
に
あ
つ

て
は
、
配
管
竪
坑
の
内
面
）
か
ら
、
当
該
保
安
区

画
に
隣
接
す
る
保
安
区
画
内
に
あ
る
高
圧
ガ
ス
設

備
に
対
し
、
三
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
す

る
こ
と
。

ロ
　
そ
の
燃
焼
熱
量
の
数
値
（
当
該
高
圧
ガ
ス
設
備

に
係
る
貯
蔵
設
備
及
び
処
理
設
備
に
つ
い
て
の
第

二
号
の
算
式
中
の
Ｋ
・
Ｗ
の
合
計
に
４
．
１
８
６

０
５×

１
０
３

を
乗
じ
て
得
ら
れ
た
値
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
二
・
五
テ

ラ
ジ
ュ
ー
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

十
一
　
可
燃
性
ガ
ス
（
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
を
除
く
。
）

の
製
造
設
備
の
高
圧
ガ
ス
設
備
（
高
圧
ガ
ス
設
備
の

冷
却
の
用
に
供
す
る
冷
凍
設
備
を
除
く
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
そ
の
外
面
（
液
化
石
油

ガ
ス
岩
盤
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
配
管
竪
坑
の
内
面
）

か
ら
当
該
製
造
設
備
以
外
の
可
燃
性
ガ
ス
の
製
造
設

備
の
高
圧
ガ
ス
設
備
（
可
燃
性
ガ
ス
が
通
る
部
分
に

限
り
、
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
の
処
理
設
備
及
び
貯
蔵

設
備
を
除
く
。
）
に
対
し
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
圧
縮

水
素
ス
タ
ン
ド
の
処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
に
対
し

六
メ
ー
ト
ル
以
上
、
酸
素
の
製
造
設
備
の
高
圧
ガ
ス

設
備
（
酸
素
が
通
る
部
分
に
限
る
。
）
に
対
し
十
メ

ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第

九
条
又
は
第
十
条
に
規
定
す
る
導
管
の
例
に
よ
り
設

け
ら
れ
た
配
管
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
二
　
可
燃
性
ガ
ス
の
貯
槽
（
燃
焼
熱
量
の
数
値
が
五

十
・
二
ギ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
以
上
の
貯
蔵
能
力
を
有
す
る

も
の
に
限
る
。
）
は
、
そ
の
外
面
（
液
化
石
油
ガ
ス

岩
盤
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
配
管
竪
坑
の
内
面
）
か

ら
、
貯
槽
以
外
の
燃
焼
熱
量
の
数
値
が
五
十
・
二
ギ

ガ
ジ
ュ
ー
ル
以
上
で
あ
る
高
圧
ガ
ス
設
備
及
び
処
理

能
力
が
二
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
圧
縮
機

（
当
該
貯
槽
の
冷
却
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
を

除
く
。
）
に
対
し
、
三
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を

有
す
る
こ
と
。
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十
三
　
可
燃
性
ガ
ス
の
貯
槽
（
貯
蔵
能
力
が
三
百
立
方

メ
ー
ト
ル
又
は
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の
に
限

る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
そ
の
外

面
（
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
配
管

竪
坑
の
内
面
）
か
ら
、
他
の
可
燃
性
ガ
ス
又
は
酸
素

の
貯
槽
に
対
し
、
一
メ
ー
ト
ル
又
は
当
該
貯
槽
及
び

他
の
可
燃
性
ガ
ス
若
し
く
は
酸
素
の
貯
槽
の
最
大
直

径
（
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
配
管

竪
坑
の
最
大
直
径
）
の
和
の
四
分
の
一
の
い
ず
れ
か

大
な
る
も
の
に
等
し
い
距
離
以
上
の
距
離
を
有
す
る

こ
と
。

十
四
　
可
燃
性
ガ
ス
又
は
特
定
不
活
性
ガ
ス
の
製
造
設

備
（
可
燃
性
ガ
ス
又
は
特
性
不
活
性
ガ
ス
が
通
る
部

分
に
限
る
。
）
は
、
そ
の
外
面
（
液
化
石
油
ガ
ス
岩

盤
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
配
管
竪
坑
の
内
面
）
か
ら
火

気
（
当
該
製
造
設
備
内
の
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
取
り
扱
う
施
設
に
対
し
八

メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
し
、
又
は
当
該
製
造
設

備
か
ら
漏
え
い
し
た
ガ
ス
が
当
該
火
気
を
取
り
扱
う

施
設
に
流
動
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

（
以
下
第
七
条
第
一
項
第
六
号
、
同
条
第
二
項
第
十

八
号
、
第
七
条
の
二
第
一
項
第
十
九
号
、
第
七
条
の

三
第
一
項
第
十
号
及
び
同
条
第
二
項
第
二
十
七
号
に

お
い
て
「
流
動
防
止
措
置
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は

可
燃
性
ガ
ス
若
し
く
は
特
定
不
活
性
ガ
ス
が
漏
え
い

し
た
と
き
に
連
動
装
置
に
よ
り
直
ち
に
使
用
中
の
火

気
を
消
す
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
た
だ
し
、

経
済
産
業
大
臣
が
こ
れ
と
同
等
の
安
全
性
を
有
す
る

も
の
と
認
め
た
措
置
を
講
じ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

十
五
　
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ
ス
及
び
酸
素
の
ガ
ス
設

備
（
高
圧
ガ
ス
設
備
及
び
空
気
取
入
口
を
除
く
。
）

は
、
気
密
な
構
造
と
す
る
こ
と
。

十
六
　
ガ
ス
設
備
（
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ
ス
及
び
酸

素
以
外
の
ガ
ス
に
あ
つ
て
は
高
圧
ガ
ス
設
備
に
限

る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
使
用
す
る

材
料
は
、
ガ
ス
の
種
類
、
性
状
、
温
度
、
圧
力
等
に

応
じ
、
当
該
設
備
の
材
料
に
及
ぼ
す
化
学
的
影
響
及

び
物
理
的
影
響
に
対
し
、
安
全
な
化
学
的
成
分
及
び

機
械
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
七
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
容
器
及
び
経
済
産
業
大
臣
が

定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・

五
倍
以
上
（
特
定
設
備
検
査
規
則
（
昭
和
五
十
一
年

通
商
産
業
省
令
第
四
号
）
第
二
条
第
十
七
号
に
規
定

す
る
第
二
種
特
定
設
備
そ
の
他
設
計
上
常
用
の
圧
力

の
一
・
五
倍
よ
り
小
さ
い
圧
力
で
耐
圧
試
験
を
行
う

必
要
の
あ
る
設
備
（
以
下
「
第
二
種
特
定
設
備
等
」

と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
三

倍
以
上
）
の
圧
力
で
水
そ
の
他
の
安
全
な
液
体
を
使

用
し
て
行
う
耐
圧
試
験
（
液
体
を
使
用
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
常
用
の
圧
力

の
一
・
二
五
倍
以
上
（
第
二
種
特
定
設
備
等
に
あ
つ

て
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
一
倍
以
上
）
の
圧
力
で

空
気
、
窒
素
等
の
気
体
を
使
用
し
て
行
う
耐
圧
試

験
）
又
は
経
済
産
業
大
臣
が
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の

も
の
と
認
め
る
試
験
（
試
験
方
法
、
試
験
設
備
、
試

験
員
等
の
状
況
に
よ
り
試
験
を
行
う
こ
と
が
適
切
で

あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
者
の
行
う
も
の
に

限
る
。
）
に
合
格
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

特
定
設
備
検
査
規
則
第
三
条
に
規
定
す
る
特
定
設
備

（
以
下
単
に
「
特
定
設
備
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
特

定
設
備
検
査
規
則
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
耐
圧
試

験
の
う
ち
の
一
に
合
格
し
た
も
の
又
は
特
定
設
備
検

査
規
則
第
五
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
経
済
産
業
大

臣
の
認
可
を
受
け
て
行
つ
た
耐
圧
試
験
に
合
格
し
た

も
の
で
あ
つ
て
使
用
開
始
前
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

十
八
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
容
器
及
び
経
済
産
業
大
臣
が

定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
常
用
の
圧
力
以
上
の

圧
力
で
行
う
気
密
試
験
又
は
経
済
産
業
大
臣
が
こ
れ

ら
と
同
等
以
上
の
も
の
と
認
め
る
試
験
（
試
験
方

法
、
試
験
設
備
、
試
験
員
等
の
状
況
に
よ
り
試
験
を

行
う
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め

る
者
の
行
う
も
の
に
限
る
。
）
に
合
格
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
特
定
設
備
検
査
規
則
第
三
十

五
条
に
規
定
す
る
気
密
試
験
に
合
格
し
た
特
定
設
備

又
は
特
定
設
備
検
査
規
則
第
五
十
一
条
の
規
定
に
基

づ
き
経
済
産
業
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
行
つ
た
気
密

試
験
に
合
格
し
た
も
の
で
あ
つ
て
使
用
開
始
前
の
も

の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
九
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
容
器
を
除
く
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
常
用
の
圧
力
又
は
常
用
の

温
度
に
お
い
て
発
生
す
る
最
大
の
応
力
に
対
し
、
当

該
設
備
の
形
状
、
寸
法
、
常
用
の
圧
力
若
し
く
は
常

用
の
温
度
に
お
け
る
材
料
の
許
容
応
力
、
溶
接
継
手

の
効
率
等
に
応
じ
、
十
分
な
強
度
を
有
す
る
も
の
で

あ
り
、
又
は
特
定
設
備
検
査
規
則
第
十
二
条
及
び
第

五
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
強
度
を
有
し
、
若
し
く

は
高
圧
ガ
ス
設
備
の
製
造
技
術
、
検
査
技
術
等
の
状

況
に
よ
り
製
造
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
経
済
産

業
大
臣
の
認
め
る
者
が
製
造
し
た
常
用
の
圧
力
等
に

応
ず
る
十
分
な
強
度
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
十
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
第
二
十
五
号
の
特
殊
反
応
設

備
及
び
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
の
高
圧
ガ
ス
設
備
を
除

く
。
）
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
温
度
計
を
設
け
、
か
つ
、
当
該
設
備
内
の
温

度
が
常
用
の
温
度
を
超
え
た
場
合
に
、
直
ち
に
常
用

の
温
度
の
範
囲
内
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
十
一
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
第
二
十
五
号
の
特
殊
反
応

設
備
を
除
く
。
）
に
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
圧
力
計
を
設
け
、
か
つ
、
当
該
設

備
内
の
圧
力
が
許
容
圧
力
を
超
え
た
場
合
に
、
直
ち

に
そ
の
圧
力
を
許
容
圧
力
以
下
に
戻
す
こ
と
が
で
き

る
安
全
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

二
十
二
　
前
号
の
規
定
に
よ
り
設
け
た
安
全
装
置
（
不

活
性
ガ
ス
（
特
定
不
活
性
ガ
ス
を
除
く
。
）
又
は
空

気
に
係
る
高
圧
ガ
ス
設
備
に
設
け
た
も
の
を
除
く
。
）

の
う
ち
安
全
弁
又
は
破
裂
板
に
は
、
放
出
管
を
設
け

る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
放
出
管
の
開
口
部

の
位
置
は
、
放
出
す
る
ガ
ス
の
性
質
に
応
じ
た
適
切

な
位
置
で
あ
る
こ
と
。

二
十
三
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
配
管
、
ポ
ン
プ
、
圧
縮

機
、
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
及
び
こ
の
号
に
規
定

す
る
基
礎
を
有
す
る
構
造
物
上
に
設
置
さ
れ
た
も
の

を
除
く
。
）
の
基
礎
は
、
不
同
沈
下
等
に
よ
り
当
該

高
圧
ガ
ス
設
備
に
有
害
な
ひ
ず
み
が
生
じ
な
い
よ
う

な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
貯
槽

（
貯
蔵
能
力
が
百
立
方
メ
ー
ト
ル
又
は
一
ト
ン
以
上

の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
六
十
四
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
支
柱
（
支
柱
の
な
い
貯
槽
に
あ

つ
て
は
、
そ
の
底
部
）
は
、
同
一
の
基
礎
に
緊
結
す

る
こ
と
。

二
十
四
　
塔
（
高
圧
ガ
ス
設
備
（
貯
槽
を
除
く
。
）
で

あ
つ
て
、
当
該
設
備
の
最
高
位
の
正
接
線
か
ら
最
低

位
の
正
接
線
ま
で
の
長
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も

の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
貯
槽

（
貯
蔵
能
力
が
三
百
立
方
メ
ー
ト
ル
又
は
三
ト
ン
以

上
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

及
び
配
管
（
高
圧
ガ
ス
設
備
に
係
る
地
盤
面
上
の
配

管
（
外
径
四
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限

る
。
）
で
あ
つ
て
、
地
震
防
災
遮
断
弁
（
地
震
時
及

び
地
震
後
の
地
震
災
害
の
発
生
並
び
に
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
の
遮
断
機
能
を
有
す
る
弁
を
い
う
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
区
切
ら
れ
た
間
の
内

容
積
が
三
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
又
は
塔
槽
類

（
塔
及
び
貯
槽
を
い
う
。
）
か
ら
地
震
防
災
遮
断
弁
ま

で
の
間
の
も
の
を
い
う
。
）
並
び
に
こ
れ
ら
の
支
持

構
造
物
及
び
基
礎
（
以
下
「
耐
震
設
計
構
造
物
」
と

い
う
。
）
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
耐
震
に
関

す
る
性
能
を
有
す
る
こ
と
。

二
十
五
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
う
ち
、
反
応
器
又
は
こ
れ

に
類
す
る
設
備
で
あ
つ
て
著
し
い
発
熱
反
応
又
は
副

次
的
に
発
生
す
る
二
次
反
応
に
よ
り
爆
発
等
の
災
害

が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
い
も
の
と
し
て
経
済
産

業
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
以
下
「
特
殊
反
応
設
備
」

と
い
う
。
）
に
は
、
当
該
特
殊
反
応
設
備
の
態
様
に

応
じ
て
そ
の
内
部
に
お
け
る
反
応
の
状
況
を
的
確
に

計
測
し
、
か
つ
、
当
該
特
殊
反
応
設
備
内
の
温
度
、

圧
力
及
び
流
量
等
が
正
常
な
反
応
条
件
を
逸
脱
し
、

又
は
逸
脱
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
自
動
的
に
警

報
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
内
部
反
応
監
視
装
置
を

設
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
内
部
反

応
監
視
装
置
の
う
ち
異
常
な
温
度
又
は
圧
力
の
上
昇

そ
の
他
の
異
常
な
事
態
の
発
生
を
最
も
早
期
に
検
知

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
計
測
結
果
を
自
動
的

に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
十
六
　
特
殊
反
応
設
備
に
は
、
製
造
を
す
る
高
圧
ガ

ス
の
種
類
、
温
度
及
び
圧
力
並
び
に
当
該
特
殊
反
応

設
備
の
態
様
に
応
じ
、
当
該
特
殊
反
応
設
備
が
危
険

な
状
態
と
な
る
こ
と
を
安
全
に
、
か
つ
、
有
効
に
防

止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
十
七
　
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ
ス
又
は
酸
素
の
高
圧

ガ
ス
設
備
（
貯
槽
を
除
く
。
）
の
う
ち
特
殊
反
応
設

備
又
は
そ
の
他
の
高
圧
ガ
ス
設
備
で
あ
つ
て
当
該
高

圧
ガ
ス
設
備
に
係
る
事
故
の
発
生
が
直
ち
に
他
の
製

造
設
備
に
波
及
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
特
殊
反
応
設
備
又
は
こ
れ
に
類
す
る
高
圧
ガ
ス

設
備
に
あ
つ
て
は
当
該
特
殊
反
応
設
備
又
は
高
圧
ガ

ス
設
備
ご
と
に
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
当
該

高
圧
ガ
ス
設
備
が
属
す
る
製
造
の
主
要
な
工
程
に
係

る
二
以
上
の
高
圧
ガ
ス
設
備
の
う
ち
必
要
な
も
の
に

緊
急
時
に
安
全
に
、
か
つ
、
速
や
か
に
遮
断
す
る
た

め
の
措
置
（
計
器
室
に
お
い
て
操
作
す
る
こ
と
が
で

き
る
措
置
又
は
自
動
的
に
遮
断
す
る
措
置
に
限
る
。
）

を
講
ず
る
こ
と
。

二
十
八
　
可
燃
性
ガ
ス
又
は
毒
性
ガ
ス
の
高
圧
ガ
ス
設

備
の
う
ち
、
特
殊
反
応
設
備
、
燃
焼
熱
量
の
数
値
が

五
十
・
二
ギ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
を
超
え
る
高
圧
ガ
ス
設
備

（
貯
槽
を
除
く
。
）
及
び
前
号
の
規
定
に
よ
り
緊
急
時

の
遮
断
の
措
置
を
講
じ
た
製
造
の
主
要
な
工
程
に
属

す
る
高
圧
ガ
ス
設
備
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
の
も
の
に

は
、
当
該
設
備
に
係
る
ガ
ス
の
種
類
、
量
、
性
状
、

温
度
、
圧
力
等
に
応
じ
、
異
常
な
事
態
が
発
生
し
た

場
合
に
当
該
設
備
内
の
内
容
物
を
当
該
設
備
外
に
緊

急
か
つ
安
全
に
移
送
し
、
及
び
処
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
た
だ
し
、
緊
急
移
送
を
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行
う
こ
と
が
保
安
上
好
ま
し
く
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二
十
九
　
可
燃
性
ガ
ス
又
は
特
定
不
活
性
ガ
ス
の
貯
槽

に
は
、
可
燃
性
ガ
ス
又
は
特
定
不
活
性
ガ
ス
の
貯
槽

で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
十
　
削
除

三
十
一
　
可
燃
性
ガ
ス
（
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
を
除

く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
毒

性
ガ
ス
の
貯
槽
又
は
こ
れ
ら
の
貯
槽
以
外
の
貯
槽
で

あ
つ
て
可
燃
性
ガ
ス
の
貯
槽
の
周
辺
若
し
く
は
可
燃

性
物
質
を
取
り
扱
う
設
備
の
周
辺
に
あ
る
も
の
及
び

こ
れ
ら
の
支
柱
に
は
、
温
度
の
上
昇
を
防
止
す
る
た

め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
十
二
　
地
盤
面
上
に
設
置
す
る
特
定
液
化
石
油
ガ
ス

の
貯
槽
及
び
そ
の
支
柱
に
は
、
十
分
な
耐
熱
性
を
有

す
る
た
め
の
措
置
又
は
当
該
貯
槽
及
び
そ
の
支
柱
を

有
効
に
冷
却
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
十
三
　
液
化
ガ
ス
の
貯
槽
に
は
、
液
面
計
（
不
活
性

ガ
ス
（
特
定
不
活
性
ガ
ス
を
除
く
。
）
又
は
酸
素
の

超
低
温
貯
槽
以
外
の
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
丸
形
ガ
ラ

ス
管
液
面
計
以
外
の
液
面
計
に
限
る
。
）
を
設
け
る

こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
ガ
ラ
ス
液
面
計
を
使

用
す
る
と
き
は
、
当
該
ガ
ラ
ス
液
面
計
に
は
、
そ
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
、
貯
槽
（
可

燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ
ス
及
び
特
定
不
活
性
ガ
ス
の
も

の
に
限
る
。
）
と
ガ
ラ
ス
液
面
計
と
を
接
続
す
る
配

管
に
は
、
当
該
ガ
ラ
ス
液
面
計
の
破
損
に
よ
る
漏
え

い
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
十
四
　
可
燃
性
ガ
ス
低
温
貯
槽
に
は
、
当
該
貯
槽
の

内
部
の
圧
力
が
外
部
の
圧
力
よ
り
低
下
す
る
こ
と
に

よ
り
当
該
貯
槽
が
破
壊
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
十
五
　
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ
ス
又
は
酸
素
の
液
化

ガ
ス
の
貯
槽
（
可
燃
性
ガ
ス
の
液
化
ガ
ス
の
貯
槽

（
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は

貯
蔵
能
力
が
五
百
ト
ン
以
上
、
毒
性
ガ
ス
の
液
化
ガ

ス
の
貯
槽
に
あ
つ
て
は
貯
蔵
能
力
が
五
ト
ン
以
上
、

酸
素
の
液
化
ガ
ス
の
貯
槽
に
あ
つ
て
は
貯
蔵
能
力
が

千
ト
ン
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
の
周
囲
に
は
、
液

状
の
当
該
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
場
合
に
そ
の
流
出
を

防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
十
六
　
前
号
に
規
定
す
る
措
置
の
う
ち
、
防
液
堤
又

は
施
設
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
内
側
及
び
そ

の
外
面
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
（
貯
蔵
能
力
が
千
ト
ン
未

満
の
可
燃
性
ガ
ス
の
液
化
ガ
ス
の
貯
槽
に
係
る
も
の

に
あ
つ
て
は
八
メ
ー
ト
ル
、
毒
性
ガ
ス
の
液
化
ガ
ス

の
貯
槽
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
毒
性
ガ
ス
の
種
類

及
び
貯
蔵
能
力
に
応
じ
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る

距
離
）
以
内
に
は
、
当
該
貯
槽
の
付
属
設
備
そ
の
他

の
設
備
又
は
施
設
で
あ
つ
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め

る
も
の
以
外
の
も
の
を
設
け
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、

配
管
（
当
該
貯
槽
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
つ

て
、
経
済
産
業
大
臣
が
こ
れ
と
同
等
の
安
全
性
を
有

す
る
も
の
と
認
め
た
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三
十
七
　
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
の
貯
槽
は
、
第
一
種
保

安
物
件
又
は
第
二
種
保
安
物
件
が
密
集
し
、
特
に
公

共
の
安
全
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
地
域
で
あ
つ

て
、
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
に
お
い
て

は
、
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
こ
と
。

三
十
八
　
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
特
定
液
化
石
油
ガ
ス

の
貯
槽
は
、
次
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

イ
　
貯
槽
は
、
地
盤
面
上
の
重
量
物
の
荷
重
に
耐
え

る
こ
と
が
で
き
る
十
分
な
強
度
を
有
し
、
防
水
措

置
を
講
じ
た
室
（
以
下
「
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
貯

槽
室
」
と
い
う
。
）
に
設
置
し
、
か
つ
、
当
該
特

定
液
化
石
油
ガ
ス
貯
槽
室
内
に
漏
え
い
し
た
ガ
ス

の
滞
留
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。
た
だ
し
、
腐
食
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
た

貯
槽
を
地
盤
に
固
定
し
、
か
つ
、
地
盤
面
上
の
重

量
物
の
荷
重
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
を
講

じ
た
場
合
に
は
、
当
該
貯
槽
を
特
定
液
化
石
油
ガ

ス
貯
槽
室
に
設
置
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

ロ
　
第
六
号
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
液
化
石
油

ガ
ス
保
安
規
則
第
六
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
三

十
七
号
の
規
定
に
よ
り
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
こ

と
と
な
る
貯
槽
は
、
そ
の
頂
部
が
、
〇
・
六
メ
ー

ト
ル
以
上
地
盤
面
か
ら
下
に
あ
る
こ
と
。

ハ
　
貯
槽
を
二
以
上
隣
接
し
て
設
置
す
る
場
合
に

は
、
そ
の
相
互
間
に
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
間
隔
を

保
つ
こ
と
。

三
十
九
　
地
盤
面
下
に
そ
の
一
部
を
埋
設
し
て
設
置
す

る
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
の
貯
槽
に
は
、
当
該
貯
槽
の

地
盤
面
下
に
あ
る
部
分
の
腐
食
を
防
止
す
る
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

四
十
　
ア
ル
シ
ン
、
五
フ
ッ
化
ヒ
素
、
五
フ
ッ
化
リ

ン
、
三
フ
ッ
化
窒
素
、
三
フ
ッ
化
ホ
ウ
素
、
三
フ
ッ

化
リ
ン
、
ジ
シ
ラ
ン
、
四
フ
ッ
化
硫
黄
、
四
フ
ッ
化

ケ
イ
素
、
ジ
ボ
ラ
ン
、
セ
レ
ン
化
水
素
、
ホ
ス
フ
ィ

ン
、
モ
ノ
ゲ
ル
マ
ン
又
は
モ
ノ
シ
ラ
ン
（
以
下
「
ア

ル
シ
ン
等
」
と
い
う
。
）
の
製
造
設
備
（
当
該
ガ
ス

が
通
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
そ
の
内
部
の
ガ
ス
を

不
活
性
ガ
ス
（
特
定
不
活
性
ガ
ス
を
除
く
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
置
換
す
る
こ
と
が

で
き
る
構
造
又
は
そ
の
内
部
を
真
空
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

ア
ル
シ
ン
等
の
う
ち
の
一
の
種
類
の
ガ
ス
の
配
管
内

に
不
活
性
ガ
ス
を
供
給
す
る
配
管
は
、
他
の
種
類
の

ガ
ス
そ
の
他
の
流
体
（
当
該
一
の
種
類
の
ガ
ス
と
相

互
に
反
応
す
る
こ
と
に
よ
り
災
害
の
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
ガ
ス
そ
の
他
の
流
体
に
限
る
。
）
の
配
管

内
に
不
活
性
ガ
ス
を
供
給
す
る
配
管
と
系
統
を
別
に

す
る
こ
と
。

四
十
一
　
毒
性
ガ
ス
の
ガ
ス
設
備
に
係
る
配
管
、
管
継

手
及
び
バ
ル
ブ
の
接
合
は
、
溶
接
に
よ
り
行
う
こ

と
。
た
だ
し
、
溶
接
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
場

合
は
、
保
安
上
必
要
な
強
度
を
有
す
る
フ
ラ
ン
ジ
接

合
又
は
ね
じ
接
合
継
手
に
よ
る
接
合
を
も
つ
て
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

四
十
二
　
ア
ル
シ
ン
等
、
亜
硫
酸
ガ
ス
、
ア
ン
モ
ニ

ア
、
塩
素
、
ク
ロ
ル
メ
チ
ル
、
酸
化
エ
チ
レ
ン
、
シ

ア
ン
化
水
素
、
ホ
ス
ゲ
ン
又
は
硫
化
水
素
の
ガ
ス
設

備
に
係
る
配
管
は
、
こ
れ
ら
の
ガ
ス
の
種
類
、
性
状

及
び
圧
力
並
び
に
当
該
配
管
の
周
辺
の
状
況
（
当
該

配
管
が
設
置
さ
れ
て
い
る
事
業
所
の
周
辺
に
お
け
る

第
一
種
保
安
物
件
及
び
第
二
種
保
安
物
件
の
密
集
状

況
を
含
む
。
）
に
応
じ
て
必
要
な
箇
所
を
二
重
管
と

し
、
当
該
二
重
管
に
は
、
当
該
ガ
ス
の
漏
え
い
を
検

知
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当

該
配
管
を
さ
や
管
そ
の
他
の
防
護
構
造
物
の
中
に
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
配
管
の
破
損
を
防
止
し
、
か

つ
、
漏
え
い
し
た
ガ
ス
が
周
辺
に
拡
散
す
る
こ
と
を

防
止
す
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

四
十
三
　
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ
ス
又
は
酸
素
の
貯
槽

（
加
圧
蒸
発
器
付
き
低
温
貯
槽
で
あ
つ
て
、
当
該
貯

槽
に
係
る
配
管
の
当
該
貯
槽
の
直
近
の
部
分
に
バ
ル

ブ
を
設
置
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
に
取
り
付
け

た
配
管
（
当
該
ガ
ス
を
送
り
出
し
、
又
は
受
け
入
れ

る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
に
限
り
、
か
つ
、
貯
槽

と
配
管
と
の
接
続
部
を
含
む
。
以
下
次
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
は
、
当
該
貯
槽
の
直
近
に
バ
ル
ブ
（
使

用
時
以
外
は
閉
鎖
し
て
お
く
こ
と
。
）
を
設
け
る
ほ

か
、
一
以
上
の
バ
ル
ブ
（
次
号
の
規
定
に
よ
り
講
ず

る
措
置
に
係
る
バ
ル
ブ
を
除
く
。
）
を
設
け
る
こ
と
。

四
十
四
　
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ
ス
又
は
酸
素
の
液
化

ガ
ス
の
貯
槽
（
内
容
積
が
五
千
リ
ッ
ト
ル
未
満
の
も

の
を
除
く
。
）
に
取
り
付
け
た
配
管
に
は
、
当
該
液

化
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
安
全
に
、
か
つ
、
速

や
か
に
遮
断
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四
十
五
　
製
造
設
備
に
設
け
た
バ
ル
ブ
又
は
コ
ッ
ク

（
操
作
ボ
タ
ン
等
に
よ
り
当
該
バ
ル
ブ
又
は
コ
ッ
ク

を
開
閉
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
操
作
ボ
タ
ン

等
。
以
下
同
じ
。
）
に
は
、
作
業
員
が
当
該
バ
ル
ブ

又
は
コ
ッ
ク
を
適
切
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四
十
六
　
ア
ル
シ
ン
等
、
亜
硫
酸
ガ
ス
、
ア
ン
モ
ニ

ア
、
塩
素
、
ク
ロ
ル
メ
チ
ル
、
酸
化
エ
チ
レ
ン
、
シ

ア
ン
化
水
素
、
ホ
ス
ゲ
ン
又
は
硫
化
水
素
の
製
造
設

備
に
は
、
当
該
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
安
全

に
、
か
つ
、
速
や
か
に
除
害
す
る
た
め
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

四
十
七
　
可
燃
性
ガ
ス
及
び
特
定
不
活
性
ガ
ス
の
製
造

設
備
に
は
、
当
該
設
備
に
生
ず
る
静
電
気
を
除
去
す

る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四
十
八
　
可
燃
性
ガ
ス
（
ア
ン
モ
ニ
ア
及
び
ブ
ロ
ム
メ

チ
ル
を
除
く
。
）
の
高
圧
ガ
ス
設
備
に
係
る
電
気
設

備
は
、
そ
の
設
置
場
所
及
び
当
該
ガ
ス
の
種
類
に
応

じ
た
防
爆
性
能
を
有
す
る
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
ジ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
に
係
る
試
験
研

究
施
設
に
係
る
電
気
設
備
で
あ
つ
て
、
経
済
産
業
大

臣
が
こ
れ
と
同
等
の
安
全
性
を
有
す
る
も
の
と
認
め

た
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

四
十
九
　
可
燃
性
ガ
ス
若
し
く
は
毒
性
ガ
ス
の
製
造
設

備
又
は
こ
れ
ら
の
製
造
設
備
に
係
る
計
装
回
路
に

は
、
製
造
を
す
る
高
圧
ガ
ス
の
種
類
、
温
度
及
び
圧

力
並
び
に
製
造
設
備
の
態
様
に
応
じ
、
保
安
上
重
要

な
箇
所
に
、
適
正
な
手
順
以
外
の
手
順
に
よ
る
操
作

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
防
止
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
製
造

設
備
が
正
常
な
製
造
の
行
わ
れ
る
条
件
を
逸
脱
し
た

と
き
自
動
的
に
当
該
製
造
設
備
に
対
す
る
原
材
料
の

供
給
を
遮
断
す
る
等
当
該
製
造
設
備
内
の
製
造
を
制

御
す
る
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
機
構
を
設
け
る
こ
と
。

五
十
　
反
応
、
分
離
、
精
製
、
蒸
留
等
を
行
う
製
造
設

備
を
自
動
的
に
制
御
す
る
装
置
及
び
製
造
施
設
の
保

安
の
確
保
に
必
要
な
設
備
で
あ
つ
て
経
済
産
業
大
臣

が
定
め
る
も
の
を
設
置
す
る
製
造
施
設
に
は
、
停
電

等
に
よ
り
当
該
設
備
の
機
能
が
失
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

五
十
一
　
可
燃
性
ガ
ス
又
は
特
定
不
活
性
ガ
ス
の
製
造

設
備
を
設
置
す
る
室
は
、
当
該
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た

と
き
滞
留
し
な
い
よ
う
な
構
造
と
す
る
こ
と
。

五
十
二
　
毒
性
ガ
ス
の
製
造
施
設
に
は
、
他
の
製
造
施

設
と
区
分
し
て
、
そ
の
外
部
か
ら
毒
性
ガ
ス
の
製
造

施
設
で
あ
る
旨
を
容
易
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い

7



て
、
ポ
ン
プ
、
バ
ル
ブ
及
び
継
手
そ
の
他
毒
性
ガ
ス

が
漏
え
い
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
は
、
そ
の
旨

の
危
険
標
識
を
掲
げ
る
こ
と
。

五
十
三
　
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ
ス
（
経
済
産
業
大
臣

が
告
示
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
特
定
不
活

性
ガ
ス
の
製
造
施
設
に
は
、
当
該
製
造
施
設
か
ら
漏

え
い
す
る
ガ
ス
が
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所

に
、
当
該
ガ
ス
の
漏
え
い
を
検
知
し
、
か
つ
、
警
報

す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

五
十
四
　
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ
ス
及
び
酸
素
の
製
造

施
設
に
は
、
そ
の
規
模
に
応
じ
、
適
切
な
防
消
火
設

備
を
適
切
な
箇
所
に
設
け
る
こ
と
。

五
十
四
の
二
　
特
定
不
活
性
ガ
ス
の
製
造
施
設
に
は
、

そ
の
規
模
に
応
じ
、
適
切
な
消
火
設
備
を
適
切
な
箇

所
に
設
け
る
こ
と
。

五
十
五
　
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
ク
の
高
さ
、
位
置
及
び
ガ
ス

の
放
出
の
方
法
は
、
当
該
ガ
ス
の
種
類
、
量
、
性
状

及
び
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ

と
。

五
十
六
　
フ
レ
ア
ー
ス
タ
ッ
ク
の
高
さ
、
位
置
、
燃
焼

能
力
及
び
構
造
は
、
当
該
ガ
ス
の
種
類
、
量
、
性
状

及
び
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ

と
。

五
十
七
　
削
除

五
十
八
　
圧
縮
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
を
容
器
に
充
塡
す
る

場
所
及
び
第
六
十
五
号
に
規
定
す
る
当
該
ガ
ス
の
充

塡
容
器
に
係
る
容
器
置
場
に
は
、
火
災
等
の
原
因
に

よ
り
容
器
が
破
裂
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

五
十
八
の
二
　
三
フ
ッ
化
窒
素
を
車
両
に
固
定
し
、
又

は
積
載
し
た
容
器
（
以
下
「
車
両
に
固
定
し
た
容
器

等
」
と
い
う
。
）
に
充
塡
す
る
場
所
及
び
第
六
十
五

号
に
規
定
す
る
当
該
ガ
ス
の
充
塡
容
器
に
係
る
容
器

置
場
（
車
両
に
固
定
し
た
容
器
等
に
係
る
容
器
置
場

に
限
る
。
）
に
は
、
隣
接
す
る
当
該
ガ
ス
を
容
器
に

充
塡
す
る
場
所
に
お
け
る
火
災
等
の
原
因
に
よ
り
車

両
に
固
定
し
た
容
器
等
が
破
裂
す
る
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

五
十
九
　
圧
縮
機
と
圧
縮
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
を
容
器
に

充
塡
す
る
場
所
又
は
第
六
十
五
号
に
規
定
す
る
当
該

ガ
ス
の
充
塡
容
器
に
係
る
容
器
置
場
と
の
間
及
び
当

該
ガ
ス
を
容
器
に
充
塡
す
る
場
所
と
第
六
十
五
号
に

規
定
す
る
当
該
ガ
ス
の
充
塡
容
器
に
係
る
容
器
置
場

と
の
間
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
厚
さ
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
上
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
又
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
強
度
を
有
す
る
構
造
の
障
壁
を
設
け
る
こ

と
。

六
十
　
圧
縮
機
と
圧
力
が
十
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧

縮
ガ
ス
を
容
器
に
充
塡
す
る
場
所
又
は
第
六
十
五
号

に
規
定
す
る
当
該
ガ
ス
の
充
塡
容
器
に
係
る
容
器
置

場
と
の
間
に
は
、
厚
さ
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
強
度
を
有
す
る
構
造
の
障
壁
を
設
け
る
こ
と
。

六
十
一
　
可
燃
性
ガ
ス
の
製
造
設
備
に
係
る
計
器
室

（
製
造
施
設
に
お
け
る
製
造
を
制
御
す
る
た
め
の
機

器
を
集
中
的
に
設
置
し
て
い
る
室
を
い
う
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
次
の
基
準
に
適
合
す

る
こ
と
。

イ
　
当
該
製
造
設
備
に
お
い
て
発
生
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
危
険
の
程
度
に
応
じ
て
安
全
な
位
置
に
設
置

す
る
こ
と
。

ロ
　
そ
の
構
造
は
、
当
該
製
造
設
備
に
お
い
て
発
生

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
の
程
度
及
び
当
該
製
造

設
備
か
ら
の
距
離
に
応
じ
安
全
な
も
の
で
あ
る
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
扉
及
び
窓
は
、
耐
火

性
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
イ
ソ
プ
レ
ン
、
エ
チ
レ

ン
、
塩
化
ビ
ニ
ル
、
酸
化
エ
チ
レ
ン
、
酸
化
プ
ロ

ピ
レ
ン
、
プ
ロ
パ
ン
、
プ
ロ
ピ
レ
ン
、
ブ
タ
ン
、

ブ
チ
レ
ン
及
び
ブ
タ
ジ
エ
ン
の
ガ
ス
の
製
造
施
設

に
係
る
計
器
室
内
は
、
外
部
か
ら
の
ガ
ス
の
侵
入

を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
た

だ
し
、
漏
え
い
し
た
ガ
ス
が
計
器
室
内
に
侵
入
す

る
お
そ
れ
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

六
十
二
　
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ
ス
又
は
酸
素
の
製
造

を
す
る
特
定
製
造
事
業
所
は
、
次
の
基
準
に
従
い
、

保
安
用
不
活
性
ガ
ス
等
を
保
有
す
る
こ
と
。

イ
　
製
造
を
す
る
高
圧
ガ
ス
の
種
類
及
び
数
量
並
び

に
製
造
施
設
の
態
様
に
応
じ
、
全
て
の
製
造
設
備

が
危
険
な
状
態
に
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
製
造
設

備
内
の
ガ
ス
の
パ
ー
ジ
、
シ
ー
ル
そ
の
他
の
災
害

の
発
生
の
防
止
の
た
め
の
応
急
の
措
置
を
講
ず
る

た
め
に
必
要
な
数
量
及
び
圧
力
の
窒
素
そ
の
他
の

不
活
性
ガ
ス
又
は
ス
チ
ー
ム
を
常
時
保
有
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
不
活
性
ガ
ス
又
は
ス
チ

ー
ム
を
必
要
と
す
る
事
態
が
発
生
し
た
と
き
当
該

事
態
に
適
切
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
数
量
及

び
圧
力
の
不
活
性
ガ
ス
又
は
ス
チ
ー
ム
の
供
給
を

確
実
に
受
け
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ
　
第
五
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
防
消

火
設
備
の
作
動
の
た
め
に
必
要
な
数
量
の
水
を
常

時
保
有
す
る
こ
と
。

六
十
三
　
特
定
製
造
事
業
所
に
は
、
事
業
所
の
規
模
及

び
製
造
施
設
の
態
様
に
応
じ
、
事
業
所
内
で
緊
急
時

に
必
要
な
通
報
を
速
や
か
に
行
う
た
め
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

六
十
四
　
貯
槽
（
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
を
除
く
。
）

に
は
、
そ
の
沈
下
状
況
を
測
定
す
る
た
め
の
措
置
を

講
じ
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
沈

下
状
況
を
測
定
す
る
こ
と
。
こ
の
測
定
の
結
果
、
沈

下
し
て
い
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
沈
下
の
程
度

に
応
じ
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

六
十
四
の
二
　
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
に
あ
つ
て

は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ
　
水
と
液
化
石
油
ガ
ス
の
境
界
面
を
測
定
す
る
計

器
（
以
下
「
界
面
計
」
と
い
う
。
）
の
設
置

ロ
　
水
封
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
措
置

ハ
　
腐
食
の
お
そ
れ
の
あ
る
金
属
管
に
は
、
腐
食
を

防
止
す
る
た
め
の
措
置

ニ
　
金
属
管
の
破
損
に
よ
り
液
化
石
油
ガ
ス
が
漏
え

い
し
た
と
き
に
安
全
に
、
か
つ
、
速
や
か
に
遮
断

す
る
た
め
の
措
置

ホ
　
金
属
管
の
地
上
部
分
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め

の
措
置

六
十
五
　
容
器
置
場
並
び
に
充
塡
容
器
及
び
残
ガ
ス
容

器
（
以
下
「
充
塡
容
器
等
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の

基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
容
器
置
場
は
、
明
示
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
外
部

か
ら
見
や
す
い
よ
う
に
警
戒
標
を
掲
げ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。

ロ
　
可
燃
性
ガ
ス
及
び
酸
素
の
容
器
置
場
（
充
塡
容

器
等
が
断
熱
材
で
被
覆
し
て
あ
る
も
の
及
び
シ
リ

ン
ダ
ー
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
収
納
さ
れ
て
い
る
も
の

を
除
く
。
）
は
、
一
階
建
と
す
る
。
た
だ
し
、
圧

縮
水
素
（
充
塡
圧
力
が
二
十
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
を
超

え
る
充
塡
容
器
等
を
除
く
。
）
の
み
又
は
酸
素
の

み
を
貯
蔵
す
る
容
器
置
場
（
不
活
性
ガ
ス
を
同
時

に
貯
蔵
す
る
も
の
を
含
む
。
）
に
あ
つ
て
は
、
二

階
建
以
下
と
す
る
。

ハ
　
毒
性
ガ
ス
の
容
器
置
場
（
貯
蔵
設
備
で
あ
る
も

の
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
外
面
か
ら
保
安
物
件
に

対
し
次
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
得
ら
れ
た
値
以
上

の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。

（
イ
）

　０≦

Ｘ＜

９
の
場
合
　
ｍ＝

５
４

（
ロ
）

　９≦

Ｘ＜

２
５
の
場
合
　
ｍ＝
１
８√

Ｘ

（
ハ
）

　２
５≦

Ｘ
の
場
合
　
ｍ＝

９
０

備
考
　
こ
れ
ら
の
式
に
お
い
て
、
ｍ
及
び
Ｘ
は
、
そ
れ

ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

ｍ
　
容
器
置
場
の
外
面
か
ら
保
安
物
件
ま
で
の
距
離
（
単

位
　
メ
ー
ト
ル
）

Ｘ
　
容
器
置
場
の
面
積
（
単
位
　
平
方
メ
ー
ト
ル
）

ニ
　
毒
性
ガ
ス
以
外
の
ガ
ス
の
容
器
置
場
（
貯
蔵
設

備
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
次
の
表

に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
は
、
そ
の
外
面
か

ら
、
第
一
種
保
安
物
件
に
対
し
第
一
種
置
場
距
離

以
上
、
第
二
種
保
安
物
件
に
対
し
第
二
種
置
場
距

離
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。

容
器
置
場
の
区
分

容
器
置
場

の
外
面
か

ら
最
も
近

い
第
一
種

保
安
物
件

ま
で
の
距

離

容
器
置
場

の
外
面
か

ら
最
も
近

い
第
二
種

保
安
物
件

ま
で
の
距

離

容
器
置
場

　

　

（
１
）
（
（
３
）
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く

。
）

ｌ１
以
上

ｌ４

以

上
ｌ２

未
満

（
２
）
（
（
３
）
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く

。
）

ｌ３

以

上
ｌ１

未
満

ｌ４
以
上

（
３
）
　
面
積
が
二

十
五
平
方
メ
ー
ト

ル
未
満
の
容
器
置

場
で
あ
つ
て
、
可

燃
性
ガ
ス
以
外
の

ガ
ス
の
み
の
も
の

　

　

（
ｉ
）

ｌ１
未
満

ｌ２
以
上

（
ｉ
ｉ
）

ｌ１
以
上

ｌ２
未
満

（
ｉ
ｉ
ｉ
）

ｌ１
未
満

ｌ２
未
満

備
考
　
ｌ１
、
ｌ２
、
ｌ３
及
び
ｌ４
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二

条
第
一
項
第
二
十
五
号
に
規
定
す
る
ｌ１
、
ｌ２
、
ｌ３

及
び
ｌ４
を
表
す
も
の
と
す
る
。

ホ
　
ニ
の
表
に
掲
げ
る
容
器
置
場
（
１
）
及
び

（
２
）
に
は
、
第
一
種
置
場
距
離
内
に
あ
る
第
一

種
保
安
物
件
又
は
第
二
種
置
場
距
離
内
に
あ
る
第

8



二
種
保
安
物
件
に
対
し
厚
さ
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
上
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
又
は
こ
れ
と

同
等
以
上
の
強
度
を
有
す
る
構
造
の
障
壁
を
設
け

る
こ
と
。

ヘ
　
充
塡
容
器
等
（
断
熱
材
で
被
覆
し
て
あ
る
も
の

を
除
く
。
）
に
係
る
容
器
置
場
（
可
燃
性
ガ
ス
及

び
酸
素
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
は
、
直
射
日

光
を
遮
る
た
め
の
適
切
な
措
置
（
当
該
ガ
ス
が
漏

え
い
し
、
爆
発
し
た
と
き
に
発
生
す
る
爆
風
が
上

方
向
に
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
も
の
に
限

る
。
）
を
講
ず
る
こ
と
。
た
だ
し
、
充
塡
容
器
等

を
シ
リ
ン
ダ
ー
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
収
納
し
た
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ト
　
可
燃
性
ガ
ス
及
び
特
定
不
活
性
ガ
ス
の
容
器
置

場
は
、
当
該
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
滞
留
し
な

い
よ
う
な
構
造
と
す
る
こ
と
。

チ
　
ジ
シ
ラ
ン
、
ホ
ス
フ
ィ
ン
又
は
モ
ノ
シ
ラ
ン
の

容
器
置
場
は
、
当
該
ガ
ス
が
漏
え
い
し
、
自
然
発

火
し
た
と
き
に
安
全
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

リ
　
ア
ル
シ
ン
等
、
亜
硫
酸
ガ
ス
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、

塩
素
、
ク
ロ
ル
メ
チ
ル
、
酸
化
エ
チ
レ
ン
、
シ
ア

ン
化
水
素
、
ホ
ス
ゲ
ン
又
は
硫
化
水
素
の
容
器
置

場
に
は
、
当
該
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
安
全

に
、
か
つ
、
速
や
か
に
除
害
す
る
た
め
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

ヌ
　
ロ
た
だ
し
書
の
二
階
建
の
容
器
置
場
は
、
ホ
、

ヘ
（
二
階
部
分
に
限
る
。
）
及
び
ト
に
掲
げ
る
も

の
の
ほ
か
、
当
該
容
器
置
場
に
貯
蔵
す
る
ガ
ス
の

種
類
に
応
じ
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
構
造

と
す
る
こ
と
。

ル
　
可
燃
性
ガ
ス
、
特
定
不
活
性
ガ
ス
、
酸
素
又
は

三
フ
ッ
化
窒
素
の
容
器
置
場
に
は
、
そ
の
規
模
に

応
じ
、
適
切
な
消
火
設
備
を
適
切
な
箇
所
に
設
け

る
こ
と
。

２
　
製
造
施
設
（
製
造
設
備
が
コ
ー
ル
ド
・
エ
バ
ポ
レ
ー

タ
、
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
、
圧
縮
天
然
ガ
ス

ス
タ
ン
ド
、
液
化
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
及
び
圧
縮
水
素

ス
タ
ン
ド
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
お
け
る
法
第
八

条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
九
条
か
ら

第
十
一
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
高
圧
ガ
ス
の
製
造
は
、
そ
の
発
生
、
分
離
、
精

製
、
反
応
、
混
合
、
加
圧
、
減
圧
等
に
お
い
て
次
に

掲
げ
る
基
準
に
よ
る
こ
と
に
よ
り
保
安
上
支
障
の
な

い
状
態
で
行
う
こ
と
。

イ
　
安
全
弁
又
は
逃
し
弁
に
付
帯
し
て
設
け
た
止
め

弁
は
、
常
に
全
開
し
て
お
く
こ
と
。
た
だ
し
、
安

全
弁
又
は
逃
し
弁
の
修
理
又
は
清
掃
の
た
め
特
に

必
要
な
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ
　
空
気
液
化
分
離
装
置
の
液
化
酸
素
だ
め
内
の
液

化
酸
素
一
リ
ッ
ト
ル
中
に
お
け
る
ア
セ
チ
レ
ン
の

質
量
、
メ
タ
ン
中
の
炭
素
の
質
量
又
は
そ
の
他
の

炭
化
水
素
中
の
炭
素
の
質
量
が
そ
れ
ぞ
れ
一
ミ
リ

グ
ラ
ム
、
二
百
ミ
リ
グ
ラ
ム
若
し
く
は
百
ミ
リ
グ

ラ
ム
を
超
え
た
と
き
、
又
は
、
こ
れ
ら
の
炭
化
水

素
中
の
炭
素
の
質
量
の
合
計
が
二
百
ミ
リ
グ
ラ
ム

を
超
え
た
と
き
は
、
当
該
空
気
液
化
分
離
装
置
の

運
転
を
中
止
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、
液

化
酸
素
を
放
出
す
る
こ
と
。

ハ
　
次
に
掲
げ
る
ガ
ス
は
、
圧
縮
し
な
い
こ
と
。

（イ）
　
可
燃
性
ガ
ス
（
ア
セ
チ
レ
ン
、
エ
チ
レ
ン
及

び
水
素
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
中
の
酸
素
の
容
量
が
全
容
量
の
四
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
の
も
の
（
経
済
産
業
大
臣
が
こ
れ

を
圧
縮
し
な
い
こ
と
と
同
等
の
安
全
性
を
有
す

る
も
の
と
認
め
た
措
置
を
講
じ
て
い
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
可
燃
性
ガ
ス
中
の
酸
素
の
容
量
が

全
容
量
に
対
し
て
当
該
措
置
に
応
じ
経
済
産
業

大
臣
が
認
め
た
割
合
以
上
の
も
の
）

（ロ）
　
酸
素
中
の
可
燃
性
ガ
ス
の
容
量
が
全
容
量
の

四
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の

（ハ）
　
ア
セ
チ
レ
ン
、
エ
チ
レ
ン
又
は
水
素
中
の
酸

素
の
容
量
が
全
容
量
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の

も
の

（ニ）
　
酸
素
中
の
ア
セ
チ
レ
ン
、
エ
チ
レ
ン
及
び
水

素
の
容
量
の
合
計
が
全
容
量
の
二
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
の
も
の

ニ
　
二
・
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
を
超
え
る
圧
力
の
圧
縮

ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
を
製
造
す
る
と
き
は
、
希
釈
剤

を
添
加
す
る
こ
と
。

ホ
　
空
気
圧
縮
機
を
利
用
す
る
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
設

備
（
付
属
す
る
貯
槽
及
び
配
管
を
含
む
。
）
に
よ

り
、
圧
縮
空
気
の
加
圧
又
は
減
圧
を
行
う
場
合

（
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
設
備
系
内
に
石
油
類
又
は
油

脂
類
を
用
い
る
場
合
に
限
る
。
）
に
は
、
当
該
ア

キ
ュ
ム
レ
ー
タ
設
備
系
内
の
空
気
と
石
油
類
又
は

油
脂
類
が
混
在
し
な
い
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

ヘ
　
三
フ
ッ
化
窒
素
の
充
塡
容
器
等
の
バ
ル
ブ
は
、

静
か
に
開
閉
す
る
こ
と
。

二
　
高
圧
ガ
ス
の
製
造
は
、
そ
の
充
塡
に
お
い
て
、
次

に
掲
げ
る
基
準
に
よ
る
こ
と
に
よ
り
保
安
上
支
障
の

な
い
状
態
で
行
う
こ
と
。

イ
　
貯
槽
に
液
化
ガ
ス
を
充
塡
す
る
と
き
は
、
当
該

液
化
ガ
ス
の
容
量
が
当
該
貯
槽
の
常
用
の
温
度
に

お
い
て
そ
の
内
容
積
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
（
液
化

石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
液
化
石
油
ガ

ス
の
貯
蔵
が
可
能
な
部
分
の
内
容
積
の
九
十
七
パ

ー
セ
ン
ト
）
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
毒
性
ガ
ス
の
液
化
ガ
ス
の
貯

槽
に
つ
い
て
は
、
当
該
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

る
こ
と
を
自
動
的
に
検
知
し
、
か
つ
、
警
報
す
る

た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ロ
　
圧
縮
ガ
ス
（
ア
セ
チ
レ
ン
を
除
く
。
）
及
び
液

化
ガ
ス
（
液
化
ア
ン
モ
ニ
ア
、
液
化
炭
酸
ガ
ス
及

び
液
化
塩
素
に
限
る
。
）
を
継
目
な
し
容
器
に
充

塡
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
容
器
に
つ

い
て
音
響
検
査
を
行
い
、
音
響
不
良
の
も
の
に
つ

い
て
は
内
部
を
検
査
し
、
内
部
に
腐
食
、
異
物
等

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
容
器
を
使
用
し
な
い
こ

と
。

ハ
　
車
両
に
固
定
し
た
容
器
（
内
容
積
が
五
千
リ
ッ

ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
に
高
圧
ガ
ス
を
送

り
出
し
、
又
は
当
該
容
器
か
ら
高
圧
ガ
ス
を
受
け

入
れ
る
と
き
は
、
車
止
め
を
設
け
る
こ
と
等
に
よ

り
当
該
車
両
を
固
定
す
る
こ
と
。

ニ
　
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
を
容
器
に
送
り
出
し
、
又

は
容
器
か
ら
受
け
入
れ
る
と
き
は
、
当
該
特
定
液

化
石
油
ガ
ス
の
製
造
設
備
の
配
管
と
当
該
容
器
の

配
管
と
の
接
続
部
分
に
お
い
て
当
該
特
定
液
化
石

油
ガ
ス
が
漏
え
い
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
、
か
つ
、
送
り
出
し
、
又
は
受
け
入
れ
た
後

は
、
こ
れ
ら
の
配
管
内
の
ガ
ス
を
危
害
の
生
じ
る

お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
少
量
ず
つ
放
出
し
た
後
に

こ
れ
ら
の
配
管
を
取
り
外
す
こ
と
。

ホ
　
ア
セ
チ
レ
ン
を
容
器
に
充
塡
す
る
と
き
は
、
充

塡
中
の
圧
力
が
二
・
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
下
と
な

る
よ
う
に
し
、
か
つ
、
充
塡
後
の
圧
力
が
温
度
十

五
度
に
お
い
て
一
・
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
下
に
な

る
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ヘ
　
酸
化
エ
チ
レ
ン
を
貯
槽
又
は
容
器
に
充
塡
す
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
貯
槽
又
は
容
器
の

内
部
の
ガ
ス
を
窒
素
ガ
ス
又
は
炭
酸
ガ
ス
で
置
換

し
た
後
に
酸
又
は
ア
ル
カ
リ
を
含
ま
な
い
も
の
に

す
る
こ
と
。

ト
　
酸
素
又
は
三
フ
ッ
化
窒
素
を
容
器
に
充
塡
す
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
バ
ル
ブ
、
容
器
及
び
充

塡
用
配
管
と
バ
ル
ブ
と
の
接
触
部
に
付
着
し
た
石

油
類
、
油
脂
類
又
は
汚
れ
等
の
付
着
物
を
除
去

し
、
か
つ
、
容
器
と
バ
ル
ブ
と
の
間
に
は
可
燃
性

の
パ
ッ
キ
ン
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

チ
　
三
フ
ッ
化
窒
素
を
容
器
に
充
塡
す
る
場
所
に
は

可
燃
性
物
質
（
車
両
に
固
定
し
た
容
器
等
の
車
両

を
除
く
。
）
を
置
か
な
い
こ
と
。

リ
　
高
圧
ガ
ス
を
容
器
に
充
塡
す
る
た
め
充
塡
容
器

等
、
バ
ル
ブ
又
は
充
塡
用
枝
管
を
加
熱
す
る
と
き

は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
行
う

こ
と
。

（イ）
　
熱
湿
布
を
使
用
す
る
こ
と
。

（ロ）
　
温
度
四
十
度
以
下
の
温
湯
そ
の
他
の
液
体

（
可
燃
性
の
も
の
及
び
充
塡
容
器
等
、
バ
ル
ブ

又
は
充
塡
用
枝
管
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
の
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
使
用
す
る
こ

と
。

（ハ）
　
設
置
場
所
及
び
当
該
ガ
ス
の
種
類
に
応
じ
た

防
爆
性
能
を
有
す
る
構
造
の
空
気
調
和
設
備

（
空
気
の
温
度
を
四
十
度
以
下
に
調
節
す
る
自

動
制
御
装
置
を
設
け
た
も
の
で
あ
つ
て
、
火
気

で
直
接
空
気
を
加
熱
す
る
構
造
の
も
の
及
び
可

燃
性
ガ
ス
を
冷
媒
と
す
る
も
の
以
外
の
も
の
に

限
る
。
）
を
使
用
す
る
こ
と
。

ヌ
　
容
器
保
安
規
則
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
再

充
塡
禁
止
容
器
で
あ
つ
て
当
該
容
器
の
刻
印
等

（
法
第
四
十
五
条
並
び
に
第
四
十
九
条
の
二
十
五

第
一
項
及
び
第
二
項
（
法
第
四
十
九
条
の
三
十
三

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に

定
め
る
刻
印
等
に
限
る
。
以
下
こ
の
ル
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
お
い
て
示
さ
れ
た
年
月
か
ら
三
年
を

経
過
し
た
も
の
に
高
圧
ガ
ス
を
充
塡
し
な
い
こ

と
。

ル
　
容
器
保
安
規
則
第
二
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る

一
般
複
合
容
器
、
同
条
第
十
二
号
に
規
定
す
る
圧

縮
天
然
ガ
ス
自
動
車
燃
料
装
置
用
容
器
、
同
条
第

十
三
号
に
規
定
す
る
圧
縮
水
素
自
動
車
燃
料
装
置

用
容
器
、
同
条
第
十
三
号
の
三
に
規
定
す
る
国
際

圧
縮
水
素
自
動
車
燃
料
装
置
用
容
器
、
同
条
第
十

三
号
の
五
に
規
定
す
る
圧
縮
水
素
二
輪
自
動
車
燃

料
装
置
用
容
器
、
同
条
第
十
四
号
に
規
定
す
る
液

化
天
然
ガ
ス
自
動
車
燃
料
装
置
用
容
器
又
は
同
条

第
十
七
号
の
二
に
規
定
す
る
圧
縮
水
素
運
送
自
動

車
用
容
器
で
あ
つ
て
当
該
容
器
の
刻
印
等
に
お
い

て
示
さ
れ
た
年
月
か
ら
十
五
年
を
経
過
し
た
も
の

（
容
器
保
安
規
則
第
二
条
第
十
二
号
に
規
定
す
る

圧
縮
天
然
ガ
ス
自
動
車
燃
料
装
置
用
容
器
、
同
条

第
十
三
号
に
規
定
す
る
圧
縮
水
素
自
動
車
燃
料
装

置
用
容
器
又
は
同
条
第
十
七
号
の
二
に
規
定
す
る

圧
縮
水
素
運
送
自
動
車
用
容
器
に
あ
つ
て
は
、
同

9



令
第
八
条
第
一
項
第
十
号
の
充
塡
可
能
期
限
年
月

日
（
同
令
第
三
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に

よ
り
刻
印
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
刻
印

に
示
さ
れ
た
年
月
日
）
を
経
過
し
た
も
の
、
同
令

第
二
条
第
十
三
号
の
三
に
規
定
す
る
国
際
圧
縮
水

素
自
動
車
燃
料
装
置
用
容
器
及
び
同
条
第
十
三
号

の
五
に
規
定
す
る
圧
縮
水
素
二
輪
自
動
車
燃
料
装

置
用
容
器
に
あ
つ
て
は
、
同
令
第
八
条
第
一
項
第

十
号
の
充
塡
可
能
期
限
年
月
を
経
過
し
た
も
の
）

に
は
、
高
圧
ガ
ス
を
充
塡
し
な
い
こ
と
（
法
第
四

十
八
条
第
五
項
の
許
可
に
付
さ
れ
た
条
件
に
含
ま

れ
る
充
塡
可
能
な
期
限
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
）
。

ヲ
　
国
際
相
互
承
認
に
係
る
容
器
保
安
規
則
（
平
成

二
十
八
年
経
済
産
業
省
令
第
八
十
二
号
）
第
二
条

第
一
号
に
規
定
す
る
国
際
相
互
承
認
圧
縮
水
素
自

動
車
燃
料
装
置
用
容
器
（
以
下
単
に
「
国
際
相
互

承
認
圧
縮
水
素
自
動
車
燃
料
装
置
用
容
器
」
と
い

う
。
）
、
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
国
際
相
互
承
認

天
然
ガ
ス
自
動
車
燃
料
装
置
用
容
器
（
以
下
単
に

「
国
際
相
互
承
認
天
然
ガ
ス
自
動
車
燃
料
装
置
用

容
器
」
と
い
う
。
）
又
は
同
条
第
三
号
に
規
定
す

る
国
際
相
互
承
認
圧
縮
水
素
二
輪
自
動
車
燃
料
装

置
用
容
器
で
あ
つ
て
当
該
容
器
を
製
造
し
た
月

（
そ
の
製
造
過
程
で
行
わ
れ
た
耐
圧
試
験
（
国
際

相
互
承
認
圧
縮
水
素
自
動
車
燃
料
装
置
用
容
器
に

あ
つ
て
は
、
そ
の
製
造
過
程
で
行
わ
れ
た
耐
圧
試

験
又
は
そ
の
容
器
製
造
業
者
に
よ
る
最
終
検
査
）

に
合
格
し
た
月
を
い
う
。
）
の
前
月
か
ら
起
算
し

て
十
五
年
を
経
過
し
た
も
の
（
国
際
相
互
承
認
圧

縮
水
素
自
動
車
燃
料
装
置
用
容
器
に
あ
つ
て
は
、

容
器
を
製
造
し
た
月
の
前
月
か
ら
起
算
し
て
二
十

五
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
容
器
製
造
業

者
が
定
め
た
月
を
経
過
し
た
も
の
、
国
際
相
互
承

認
天
然
ガ
ス
自
動
車
燃
料
装
置
用
容
器
に
あ
つ
て

は
、
容
器
製
造
業
者
が
定
め
た
月
（
同
条
第
二
号

イ
に
規
定
す
る
国
際
相
互
承
認
圧
縮
天
然
ガ
ス
自

動
車
燃
料
装
置
用
容
器
に
あ
つ
て
は
、
二
十
年
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
定
め
た
月
）
（
以
下

単
に
「
国
際
相
互
承
認
天
然
ガ
ス
自
動
車
燃
料
装

置
用
容
器
の
充
塡
可
能
期
限
年
月
」
と
い
う
。
）

を
経
過
し
た
も
の
（
同
条
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る

国
際
相
互
承
認
液
化
天
然
ガ
ス
自
動
車
燃
料
装
置

用
容
器
で
あ
つ
て
、
容
器
製
造
業
者
が
国
際
相
互

承
認
天
然
ガ
ス
自
動
車
燃
料
装
置
用
容
器
の
充
塡

可
能
期
限
年
月
を
定
め
な
い
も
の
を
除
く
。
）
）
に

は
、
高
圧
ガ
ス
を
充
塡
し
な
い
こ
と
（
法
第
四
十

八
条
第
五
項
の
許
可
に
付
さ
れ
た
条
件
に
含
ま
れ

る
充
塡
可
能
な
期
限
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
で

あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
）
。

ワ
　
容
器
保
安
規
則
第
二
条
第
十
七
号
の
二
に
規
定

す
る
圧
縮
水
素
運
送
自
動
車
用
容
器
（
以
下
「
圧

縮
水
素
運
送
自
動
車
用
容
器
」
と
い
う
。
）
に
圧

縮
水
素
を
充
塡
す
る
と
き
は
、
当
該
圧
縮
水
素
運

送
自
動
車
用
容
器
の
温
度
を
常
に
六
十
五
度
以
下

に
保
つ
と
と
も
に
、
温
度
が
四
十
度
を
超
え
る
場

合
は
、
容
器
の
破
裂
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

三
　
高
圧
ガ
ス
の
充
塡
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
る

こ
と
に
よ
り
充
塡
し
た
後
に
当
該
高
圧
ガ
ス
が
漏
え

い
又
は
爆
発
し
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
行
う
こ

と
。

イ
　
ア
セ
チ
レ
ン
は
、
ア
セ
ト
ン
又
は
ジ
メ
チ
ル
ホ

ル
ム
ア
ミ
ド
を
浸
潤
さ
せ
た
多
孔
質
物
を
内
蔵
す

る
容
器
で
あ
つ
て
適
切
な
も
の
に
充
塡
す
る
こ

と
。

ロ
　
シ
ア
ン
化
水
素
の
充
塡
は
、
純
度
九
十
八
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
の
シ
ア
ン
化
水
素
に
安
定
剤
を
添
加

し
て
行
う
こ
と
。

ハ
　
シ
ア
ン
化
水
素
の
充
塡
容
器
は
、
充
塡
し
た
後

二
十
四
時
間
以
上
静
置
し
、
そ
の
後
ガ
ス
の
漏
え

い
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
容
器
の
外
面
に

充
塡
年
月
日
を
明
記
し
た
票
紙
を
貼
る
こ
と
。

ニ
　
酸
化
エ
チ
レ
ン
を
入
れ
て
あ
る
貯
槽
は
、
常
に

そ
の
内
部
の
窒
素
ガ
ス
、
炭
酸
ガ
ス
及
び
酸
化
エ

チ
レ
ン
ガ
ス
以
外
の
ガ
ス
を
窒
素
ガ
ス
又
は
炭
酸

ガ
ス
で
置
換
し
て
お
き
、
か
つ
、
温
度
五
度
以
下

に
保
つ
こ
と
。

ホ
　
酸
化
エ
チ
レ
ン
の
充
塡
容
器
に
は
、
温
度
四
十

五
度
に
お
い
て
容
器
の
内
圧
が
〇
・
四
メ
ガ
パ
ス

カ
ル
以
上
に
な
る
よ
う
窒
素
ガ
ス
又
は
炭
酸
ガ
ス

を
充
塡
す
る
こ
と
。

ヘ
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
又
は
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
ガ
ス
の
製
造

用
そ
の
他
工
業
用
に
使
用
さ
れ
る
液
化
石
油
ガ
ス

に
あ
つ
て
は
「
工
業
用
無
臭
」
の
文
字
を
朱
書
し

た
票
紙
を
貼
り
、
又
は
そ
の
文
字
を
表
示
し
た
容

器
に
充
塡
し
、
そ
の
他
の
液
化
石
油
ガ
ス
に
あ
つ

て
は
空
気
中
の
混
入
比
率
が
容
量
で
千
分
の
一
で

あ
る
場
合
に
お
い
て
感
知
で
き
る
よ
う
な
に
お
い

が
す
る
も
の
を
容
器
に
充
塡
す
る
こ
と
。

四
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
の
製
造
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ

り
行
う
こ
と
。

イ
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
（
殺
虫
剤
の
用
に
供
す
る
も
の
を

除
く
。
）
の
製
造
に
は
、
毒
性
ガ
ス
（
経
済
産
業

大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
を
使
用
し
な
い

こ
と
。

ロ
　
人
体
に
使
用
す
る
エ
ア
ゾ
ー
ル
（
経
済
産
業
大

臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
の
噴
射
剤
で
あ
る

高
圧
ガ
ス
は
、
可
燃
性
ガ
ス
（
経
済
産
業
大
臣
が

定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
で
な
い
こ
と
。

ハ
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
の
製
造
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に

適
合
す
る
容
器
に
よ
り
行
う
こ
と
。

（イ）
　
内
容
積
が
百
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
容
器
は
、
そ
の
材
料
に
鋼
又
は
軽
金
属
を
使

用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（ロ）
　
金
属
製
の
容
器
に
あ
つ
て
は
内
容
物
に
よ
る

腐
食
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
も
の

で
あ
り
、
ガ
ラ
ス
製
の
容
器
に
あ
つ
て
は
合
成

樹
脂
等
に
よ
り
そ
の
内
面
又
は
外
面
を
被
覆
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（ハ）
　
温
度
五
十
度
に
お
け
る
容
器
内
の
圧
力
の

一
・
五
倍
の
圧
力
で
変
形
せ
ず
、
か
つ
、
温
度

五
十
度
に
お
け
る
容
器
内
の
圧
力
の
一
・
八
倍

の
圧
力
で
破
裂
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た

だ
し
、
圧
力
一
・
三
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
で
変
形
せ

ず
、
か
つ
、
圧
力
一
・
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
で
破

裂
し
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

（ニ）
　
内
容
積
が
三
十
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
容
器
は
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
又
は
そ
の
他
の
用

途
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
。

（ホ）
　
使
用
中
噴
射
剤
が
噴
出
し
な
い
構
造
の
容
器

に
あ
つ
て
は
、
使
用
後
当
該
噴
射
剤
で
あ
る
高

圧
ガ
ス
を
当
該
容
器
か
ら
容
易
に
排
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
の
製
造
設
備
の
周
囲
二
メ
ー
ト
ル

以
内
に
は
、
引
火
性
又
は
発
火
性
の
物
を
置
か
な

い
こ
と
。

ホ
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
の
製
造
は
、
防
災
上
有
効
な
措
置

を
講
じ
て
行
う
こ
と
。

ヘ
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
の
製
造
を
行
う
室
に
は
、
作
業
に

必
要
な
物
以
外
の
物
を
置
か
な
い
こ
と
。

ト
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
の
製
造
は
、
温
度
三
十
五
度
に
お

い
て
容
器
の
内
圧
が
〇
・
八
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
下

に
な
り
、
か
つ
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
の
容
量
が
容
器
の

内
容
積
の
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
な
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。

チ
　
容
器
を
転
倒
し
て
エ
ア
ゾ
ー
ル
を
製
造
す
る
と

き
は
、
当
該
容
器
を
固
定
す
る
転
倒
台
を
使
用
す

る
こ
と
。

リ
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
の
充
塡
さ
れ
た
容
器
は
、
そ
の
全

数
に
つ
い
て
当
該
エ
ア
ゾ
ー
ル
の
温
度
を
四
十
八

度
に
し
た
と
き
に
、
当
該
エ
ア
ゾ
ー
ル
が
漏
え
い

し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ヌ
　
エ
ア
ゾ
ー
ル
の
充
塡
さ
れ
た
容
器
（
内
容
積
が

三
十
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
限

る
。
）
の
外
面
に
は
、
当
該
エ
ア
ゾ
ー
ル
を
製
造

し
た
者
の
名
称
又
は
記
号
、
製
造
番
号
及
び
取
扱

い
に
必
要
な
注
意
（
使
用
中
噴
射
剤
が
噴
出
し
な

い
構
造
の
容
器
に
あ
つ
て
は
、
使
用
後
当
該
噴
射

剤
を
当
該
容
器
か
ら
排
出
す
る
と
き
に
必
要
な
注

意
を
含
む
。
）
を
明
示
す
る
こ
と
。

五
　
高
圧
ガ
ス
の
製
造
は
、
製
造
設
備
の
使
用
開
始
時

及
び
使
用
終
了
時
に
当
該
製
造
設
備
の
属
す
る
製
造

施
設
の
異
常
の
有
無
を
点
検
す
る
ほ
か
、
製
造
を
す

る
高
圧
ガ
ス
の
種
類
及
び
製
造
設
備
の
態
様
に
応
じ

一
日
に
一
回
以
上
頻
繁
に
製
造
設
備
の
作
動
状
況
に

つ
い
て
点
検
し
、
異
常
の
あ
る
と
き
は
、
当
該
設
備

の
補
修
そ
の
他
の
危
険
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
て

行
う
こ
と
。

六
　
ガ
ス
設
備
の
修
理
又
は
清
掃
（
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
修
理
等
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
後
の
製
造

は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
る
こ
と
に
よ
り
保
安
上

支
障
の
な
い
状
態
で
行
う
こ
と
。

イ
　
修
理
等
を
行
う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
修
理

等
の
作
業
計
画
及
び
当
該
作
業
の
責
任
者
を
定

め
、
修
理
等
は
、
当
該
作
業
計
画
に
従
い
、
か

つ
、
当
該
責
任
者
の
監
視
の
下
に
行
う
こ
と
又
は

異
常
が
あ
つ
た
と
き
に
直
ち
に
そ
の
旨
を
当
該
責

任
者
に
通
報
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
行
う
こ

と
。

ロ
　
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ
ス
、
特
定
不
活
性
ガ
ス

又
は
酸
素
の
ガ
ス
設
備
の
修
理
等
を
行
う
と
き

は
、
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

ハ
　
修
理
等
の
た
め
作
業
員
が
ガ
ス
設
備
を
開
放

し
、
又
は
ガ
ス
設
備
内
に
入
る
と
き
は
、
危
険
を

防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ニ
　
ガ
ス
設
備
を
開
放
し
て
修
理
等
を
行
う
と
き

は
、
当
該
ガ
ス
設
備
の
う
ち
開
放
す
る
部
分
に
他

の
部
分
か
ら
ガ
ス
が
漏
え
い
す
る
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ホ
　
修
理
等
が
終
了
し
た
と
き
は
、
当
該
ガ
ス
設
備

が
正
常
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
で
な
け

れ
ば
製
造
を
行
わ
な
い
こ
と
。

七
　
製
造
設
備
に
設
け
た
バ
ル
ブ
に
は
、
操
作
を
行
う

場
合
に
バ
ル
ブ
の
材
質
、
構
造
及
び
状
態
を
勘
案
し

10



て
過
大
な
力
が
加
わ
ら
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

八
　
容
器
置
場
及
び
充
塡
容
器
等
は
、
次
に
掲
げ
る
基

準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
充
塡
容
器
等
は
、
充
塡
容
器
及
び
残
ガ
ス
容
器

に
そ
れ
ぞ
れ
区
分
し
て
容
器
置
場
に
置
く
こ
と
。

ロ
　
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ
ス
、
特
定
不
活
性
ガ
ス

及
び
酸
素
の
充
塡
容
器
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
区
分
し

て
容
器
置
場
に
置
く
こ
と
。

ハ
　
容
器
置
場
に
は
、
計
量
器
等
作
業
に
必
要
な
物

以
外
の
物
を
置
か
な
い
こ
と
。

ニ
　
容
器
置
場
（
不
活
性
ガ
ス
（
特
定
不
活
性
ガ
ス

を
除
く
。
）
及
び
空
気
の
も
の
を
除
く
。
）
の
周
囲

二
メ
ー
ト
ル
以
内
に
お
い
て
は
、
火
気
の
使
用
を

禁
じ
、
か
つ
、
引
火
性
又
は
発
火
性
の
物
を
置
か

な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
容
器
と
火
気
又
は
引
火
性

若
し
く
は
発
火
性
の
物
の
間
を
有
効
に
遮
る
措
置

を
講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ホ
　
充
塡
容
器
等
（
圧
縮
水
素
運
送
自
動
車
用
容
器

を
除
く
。
）
は
、
常
に
温
度
四
十
度
（
容
器
保
安

規
則
第
二
条
第
三
号
又
は
第
四
号
に
規
定
す
る
超

低
温
容
器
又
は
低
温
容
器
に
あ
つ
て
は
、
容
器
内

の
ガ
ス
の
常
用
の
温
度
の
う
ち
最
高
の
も
の
）
以

下
に
保
つ
こ
と
。

ヘ
　
圧
縮
水
素
運
送
自
動
車
用
容
器
は
、
常
に
温
度

六
十
五
度
以
下
に
保
つ
こ
と
。

ト
　
充
塡
容
器
等
（
内
容
積
が
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の

も
の
を
除
く
。
）
に
は
、
転
落
、
転
倒
等
に
よ
る

衝
撃
及
び
バ
ル
ブ
の
損
傷
を
防
止
す
る
措
置
を
講

じ
、
か
つ
、
粗
暴
な
取
扱
い
を
し
な
い
こ
と
。

チ
　
可
燃
性
ガ
ス
の
容
器
置
場
に
は
、
携
帯
電
燈
以

外
の
燈
火
を
携
え
て
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
。

（
コ
ー
ル
ド
・
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
五
条
の
二
　
製
造
設
備
が
コ
ー
ル
ド
・
エ
バ
ポ
レ
ー
タ

で
あ
る
製
造
施
設
に
お
け
る
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済

産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
前
条
第
一
項

第
一
号
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
、
第
九
号
、
第
十

号
、
第
十
五
号
か
ら
第
二
十
四
号
ま
で
、
第
三
十
一

号
、
第
三
十
三
号
、
第
三
十
五
号
、
第
三
十
六
号
、
第

四
十
三
号
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で
、
第
五
十
号
、
第
五

十
四
号
及
び
第
六
十
二
号
か
ら
第
六
十
四
号
ま
で
並
び

に
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
基
準
と
す
る
。
た
だ

し
、
製
造
設
備
が
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
八
条
第

三
項
の
規
定
に
適
合
す
る
移
動
式
製
造
設
備
か
ら
高
圧

ガ
ス
を
受
け
入
れ
る
コ
ー
ル
ド
・
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
で
あ

る
製
造
施
設
で
あ
つ
て
、
次
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に

適
合
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

２
　
製
造
設
備
が
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
八
条
第
三

項
の
規
定
に
適
合
す
る
移
動
式
製
造
設
備
か
ら
高
圧
ガ

ス
を
受
け
入
れ
る
コ
ー
ル
ド
・
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
で
あ
る

製
造
施
設
に
お
け
る
前
項
た
だ
し
書
の
基
準
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
十
五
号
か
ら
第
二
十
四

号
ま
で
、
第
三
十
一
号
、
第
三
十
三
号
、
第
三
十
五

号
、
第
三
十
六
号
、
第
四
十
五
号
、
第
五
十
号
、
第

五
十
四
号
及
び
第
六
十
二
号
か
ら
第
六
十
四
号
ま
で

の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

二
　
製
造
施
設
は
、
そ
の
貯
槽
及
び
処
理
設
備
の
外
面

か
ら
当
該
事
業
所
の
敷
地
境
界
に
対
し
四
メ
ー
ト
ル

以
上
の
距
離
を
有
し
、
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
　
貯
槽
に
は
、
二
以
上
の
安
全
装
置
（
当
該
安
全
装

置
が
接
続
し
て
い
る
元
弁
が
同
時
に
閉
じ
る
こ
と
が

で
き
な
い
構
造
の
も
の
に
限
る
。
）
を
設
け
る
ほ
か
、

当
該
安
全
装
置
が
作
動
す
る
前
に
圧
力
上
昇
時
に
自

動
的
に
圧
力
を
放
出
す
る
た
め
の
機
能
を
設
け
る
こ

と
。

四
　
送
ガ
ス
蒸
発
器
に
大
気
熱
交
換
式
以
外
の
方
式
の

も
の
を
用
い
る
場
合
に
は
、
当
該
送
ガ
ス
蒸
発
器
の

能
力
が
不
足
し
た
と
き
に
速
や
か
に
遮
断
す
る
た
め

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

五
　
貯
槽
に
取
り
付
け
た
配
管
（
ガ
ス
を
送
り
出
し
又

は
受
け
入
れ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
に
限
り
、

か
つ
、
貯
槽
と
配
管
と
の
接
続
部
を
含
む
。
次
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
は
、
当
該
貯
槽
の
直
近
に
バ
ル

ブ
を
設
け
る
ほ
か
、
一
以
上
の
バ
ル
ブ
（
次
号
の
規

定
に
よ
り
講
ず
る
措
置
に
係
る
バ
ル
ブ
を
除
く
。
）

を
設
け
る
こ
と
。

六
　
貯
槽
に
取
り
付
け
た
配
管
（
酸
素
以
外
の
液
化
ガ

ス
に
あ
つ
て
は
、
当
該
液
化
ガ
ス
を
受
け
入
れ
る
た

め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
は
、
当
該
液

化
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
安
全
に
、
か
つ
、
速

や
か
に
遮
断
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

七
　
製
造
設
備
の
周
囲
に
は
、
車
両
の
衝
突
を
防
止
す

る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

八
　
製
造
設
備
は
、
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
滞
留
し

な
い
よ
う
な
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
。

３
　
製
造
設
備
が
コ
ー
ル
ド
・
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
で
あ
る
製

造
施
設
に
お
け
る
法
第
八
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一
　
前
条
第
二
項
第
一
号
イ
、
第
二
号
イ
及
び
ト
並
び

に
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
基
準
に
適
合
す
る
こ

と
。

二
　
車
両
に
固
定
し
た
容
器
（
第
一
項
の
基
準
に
適
合

す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
内
容
積
が
四
千
リ
ッ
ト
ル

以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
に
高
圧
ガ
ス
を
送
り
出
し
、

又
は
当
該
容
器
か
ら
高
圧
ガ
ス
を
受
け
入
れ
る
と
き

は
、
車
止
め
を
設
け
る
こ
と
等
に
よ
り
当
該
車
両
を

固
定
す
る
こ
と
。

（
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
に
係
る
技
術
上
の
基

準
）

第
六
条
　
製
造
設
備
が
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で

あ
る
製
造
施
設
に
お
け
る
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
第
五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
六

号
か
ら
第
十
号
ま
で
、
第
十
二
号
か
ら
第
十
九
号
ま

で
、
第
二
十
一
号
か
ら
第
二
十
四
号
ま
で
、
第
二
十

九
号
、
第
三
十
二
号
か
ら
第
三
十
九
号
ま
で
、
第
四

十
三
号
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で
、
第
四
十
七
号
か
ら

第
五
十
一
号
ま
で
、
第
五
十
三
号
、
第
五
十
四
号
及

び
第
六
十
一
号
か
ら
第
六
十
五
号
ま
で
の
基
準
に
適

合
す
る
こ
と
。

二
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
第
五
条
第
一
項
第
二
号
、

第
三
号
、
第
六
号
及
び
第
七
号
に
規
定
す
る
処
理
設

備
並
び
に
同
項
第
八
号
に
規
定
す
る
製
造
設
備
の
例

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
充
塡
を
受
け
る
車
両
は
、
地
盤
面
上
に
設
置
し
た

貯
槽
の
外
面
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
停
止
さ

せ
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
た
だ
し
、
貯
槽

と
車
両
と
の
間
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
防
護
措
置
を

講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
製
造
設
備
が
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で
あ
る

製
造
施
設
に
お
け
る
法
第
八
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

も
の
の
ほ
か
、
第
十
一
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
第
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
、
第
二
号
イ
、
ハ
及
び

ニ
並
び
に
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
基
準
に
適
合

す
る
こ
と
。

二
　
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
の
充
塡
は
、
次
に
掲
げ
る
基

準
に
よ
る
こ
と
に
よ
り
充
塡
し
た
後
に
当
該
特
定
液

化
石
油
ガ
ス
が
漏
え
い
又
は
爆
発
し
な
い
よ
う
な
措

置
を
講
じ
て
行
う
こ
と
。

イ
　
容
器
と
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
と
の
接
続
部
分
を
外

し
て
か
ら
車
両
を
発
車
さ
せ
る
こ
と
。

ロ
　
空
気
中
の
混
入
比
率
が
容
量
で
千
分
の
一
で
あ

る
場
合
に
お
い
て
感
知
で
き
る
よ
う
な
に
お
い
が

す
る
も
の
を
充
塡
す
る
こ
と
。

（
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
七
条
　
製
造
設
備
が
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で
あ
る

製
造
施
設
に
お
け
る
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

も
の
の
ほ
か
、
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。
た
だ
し
、
製
造
設
備
が
製
造
施
設
の

外
部
か
ら
圧
縮
天
然
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る
圧
縮
天
然

ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
製
造
施
設
で
あ
つ
て
、
次
項
各

号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
第
五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
六

号
か
ら
第
十
号
ま
で
、
第
十
二
号
、
第
十
三
号
、
第

十
五
号
か
ら
第
二
十
四
号
ま
で
、
第
二
十
九
号
、
第

三
十
一
号
、
第
三
十
三
号
か
ら
第
三
十
六
号
ま
で
、

第
四
十
三
号
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で
、
第
四
十
七
号

か
ら
第
五
十
一
号
ま
で
、
第
五
十
三
号
、
第
五
十
四

号
、
第
六
十
号
か
ら
第
六
十
四
号
ま
で
の
基
準
に
適

合
す
る
こ
と
。

二
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
第
五
条
第
一
項
第
二
号
、

第
三
号
、
第
六
号
及
び
第
七
号
に
規
定
す
る
処
理
設

備
並
び
に
同
項
第
八
号
に
規
定
す
る
製
造
設
備
の
例

に
よ
る
距
離
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。
ま
た
、

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
本
体
の
外
面
か
ら
公
道
の
道
路
境

界
線
に
対
し
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
し
、
又

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
上
部
に
屋
根
を
設
け
る
と
き

は
、
不
燃
性
又
は
難
燃
性
の
材
料
を
用
い
る
と
と
も

に
、
圧
縮
天
然
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
滞
留
し

な
い
よ
う
な
構
造
と
す
る
こ
と
。

四
　
充
塡
を
受
け
る
車
両
は
、
地
盤
面
上
に
設
置
し
た

貯
槽
の
外
面
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
停
止
さ

せ
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
た
だ
し
、
貯
槽

と
車
両
と
の
間
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
防
護
措
置
を

講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

五
　
燃
料
装
置
用
容
器
に
圧
縮
天
然
ガ
ス
を
充
塡
す
る

と
き
は
、
充
塡
設
備
に
過
充
塡
防
止
の
た
め
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

六
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
（
圧
縮
天
然
ガ
ス
が
通

る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
そ
の
外
面
か
ら
火
気
（
製

造
設
備
内
の
も
の
を
除
く
。
）
を
取
り
扱
う
施
設
に

対
し
八
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
し
、
又
は
流
動

防
止
措
置
若
し
く
は
圧
縮
天
然
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た

と
き
に
連
動
装
置
に
よ
り
直
ち
に
使
用
中
の
火
気
を

消
す
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

七
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
の
処
理
設
備
及
び
貯
蔵

設
備
は
、
そ
の
外
面
か
ら
当
該
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ

ン
ド
以
外
の
可
燃
性
ガ
ス
の
製
造
設
備
（
特
定
液
化

石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
（
処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
を

除
く
。
次
項
第
二
十
号
、
次
条
第
一
項
第
二
十
号
、

第
七
条
の
三
第
一
項
第
十
二
号
及
び
同
条
第
二
項
第

11



二
十
九
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
液
化
天
然
ガ
ス
ス
タ

ン
ド
（
処
理
設
備
（
当
該
処
理
設
備
に
お
い
て
気
化

し
た
天
然
ガ
ス
を
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
に
送
出

す
る
た
め
の
設
備
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
除
く
。

第
七
条
の
三
第
一
項
第
十
二
号
及
び
同
条
第
二
項
第

二
十
九
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
圧
縮
水
素
ス
タ

ン
ド
を
除
く
。
）
の
高
圧
ガ
ス
設
備
（
高
圧
ガ
ス
設

備
の
冷
却
の
用
に
供
す
る
冷
凍
設
備
を
除
き
、
可
燃

性
ガ
ス
が
通
る
部
分
に
限
る
。
）
に
対
し
五
メ
ー
ト

ル
以
上
、
酸
素
の
製
造
設
備
の
高
圧
ガ
ス
設
備
（
酸

素
が
通
る
部
分
に
限
る
。
）
に
対
し
十
メ
ー
ト
ル
以

上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。

八
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
の
処
理
設
備
及
び
貯
蔵

設
備
は
、
そ
の
外
面
か
ら
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
の
処

理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
に
対
し
六
メ
ー
ト
ル
以
上
の

距
離
を
有
し
、
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

２
　
製
造
設
備
が
製
造
施
設
の
外
部
か
ら
圧
縮
天
然
ガ
ス

の
供
給
を
受
け
る
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
製

造
施
設
に
係
る
前
項
た
だ
し
書
の
基
準
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
第
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
十
三
号
、
第
十
五
号

か
ら
第
二
十
四
号
ま
で
、
第
二
十
九
号
、
第
三
十
一

号
、
第
四
十
五
号
、
第
四
十
七
号
、
第
四
十
八
号
、

第
五
十
号
、
第
五
十
一
号
、
第
六
十
三
号
及
び
第
六

十
四
号
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

二
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
次
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
外
面
か
ら
当
該
事
業
所
の

敷
地
境
界
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
敷
地
境
界
」

と
い
う
。
）
に
対
し
六
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有

し
、
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

三
　
地
盤
面
下
に
高
圧
ガ
ス
設
備
を
設
置
す
る
室
の
上

部
は
、
十
分
な
強
度
を
有
し
、
か
つ
、
当
該
室
の
構

造
に
応
じ
漏
え
い
し
た
ガ
ス
の
滞
留
を
防
止
す
る
た

め
の
措
置
を
講
じ
て
あ
る
こ
と
。

四
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
そ
の
本
体
の
外
面
か
ら
公

道
の
道
路
境
界
線
に
対
し
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離

を
有
し
、
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

五
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
の
周
囲
（
車
両
の
出
入

口
と
な
る
道
路
に
面
す
る
箇
所
等
を
除
く
。
）
に
は
、

高
圧
ガ
ス
設
備
と
敷
地
境
界
と
の
間
に
、
高
さ
二
メ

ー
ト
ル
以
上
の
防
火
壁
を
設
け
、
又
は
こ
れ
と
同
等

以
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

六
　
当
該
製
造
施
設
の
外
部
か
ら
供
給
さ
れ
る
圧
縮
天

然
ガ
ス
を
受
け
入
れ
る
配
管
に
は
、
緊
急
時
に
圧
縮

天
然
ガ
ス
の
供
給
を
遮
断
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

七
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
を
製
造
す
る
圧
縮
機
に
は
、
爆

発
、
漏
え
い
、
損
傷
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

八
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
の
貯
槽
に
取
り
付
け
た
配
管
（
圧

縮
天
然
ガ
ス
を
送
り
出
し
、
又
は
受
け
入
れ
る
た
め

に
用
い
ら
れ
る
も
の
に
限
り
、
か
つ
、
貯
槽
と
配
管

と
の
接
続
部
を
含
む
。
）
に
は
、
圧
縮
天
然
ガ
ス
を

送
り
出
し
、
又
は
受
け
入
れ
る
と
き
以
外
は
自
動
的

に
閉
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
遮
断
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

九
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
は
、
燃
料
装
置
用
容
器
の
最

高
充
塡
圧
力
以
下
の
圧
力
で
自
動
的
に
圧
縮
天
然
ガ

ス
を
遮
断
す
る
装
置
を
設
け
、
か
つ
、
漏
え
い
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
　
配
管
（
高
圧
ガ
ス
が
通
る
部
分
に
限
る
。
）
に
は
、

次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ
　
外
部
か
ら
の
衝
撃
に
よ
り
損
傷
を
受
け
る
お
そ

れ
の
な
い
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
。

ロ
　
ト
レ
ン
チ
内
に
設
置
す
る
場
合
は
、
ト
レ
ン
チ

の
蓋
を
通
気
性
の
よ
い
も
の
に
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
次
号
に
規
定
す
る
設
備
を
設
け
た
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

十
一
　
製
造
施
設
に
は
、
当
該
施
設
か
ら
漏
え
い
す
る

圧
縮
天
然
ガ
ス
が
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所

に
、
当
該
圧
縮
天
然
ガ
ス
の
漏
え
い
を
検
知
し
、
警

報
し
、
か
つ
、
当
該
製
造
設
備
の
運
転
を
自
動
的
に

停
止
す
る
た
め
の
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。

十
二
　
製
造
施
設
に
は
、
施
設
が
損
傷
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
地
盤
の
振
動
を
的
確
に
検
知
し
、
警
報
し
、
か

つ
、
製
造
設
備
の
運
転
を
自
動
的
に
停
止
す
る
感
震

装
置
を
設
け
る
こ
と
。

十
三
　
前
二
号
の
製
造
設
備
の
運
転
を
自
動
的
に
停
止

す
る
装
置
に
は
、
手
動
で
操
作
で
き
る
起
動
装
置
を

設
け
、
当
該
起
動
装
置
は
火
災
又
は
そ
の
他
緊
急
の

と
き
に
速
や
か
に
操
作
で
き
る
位
置
及
び
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
に
設
置
す
る
こ
と
。

十
四
　
前
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
製
造
設
備
の
運
転
を

停
止
す
る
場
合
は
、
圧
縮
機
の
運
転
を
自
動
的
に
停

止
し
、
か
つ
、
第
六
号
、
第
八
号
及
び
第
九
号
で
規

定
す
る
遮
断
措
置
に
遮
断
弁
を
用
い
る
場
合
は
、
遮

断
弁
を
自
動
的
に
閉
止
し
、
閉
止
を
検
知
し
、
並
び

に
閉
止
状
態
に
異
常
が
生
じ
た
場
合
に
警
報
を
発
す

る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
五
　
ガ
ス
設
備
は
、
車
両
が
衝
突
す
る
お
そ
れ
が
な

い
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
車
両
の
衝
突

を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

十
六
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
上
部
に
屋
根
を
設
け
る
と

き
は
、
不
燃
性
又
は
難
燃
性
の
材
料
を
用
い
る
と
と

も
に
、
圧
縮
天
然
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
滞
留

し
な
い
よ
う
な
構
造
と
す
る
こ
と
。

十
七
　
充
塡
を
受
け
る
車
両
は
、
地
盤
面
上
に
設
置
し

た
貯
槽
の
外
面
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
停
止

さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
た
だ
し
、
貯

槽
と
車
両
と
の
間
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
防
護
措
置

を
講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
八
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
（
圧
縮
天
然
ガ
ス
が

通
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
そ
の
外
面
か
ら
火
気

（
当
該
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
内
の
も
の
を
除
く

。
）
を
取
り
扱
う
施
設
に
対
し
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の

距
離
を
有
し
、
又
は
流
動
防
止
措
置
若
し
く
は
圧
縮

天
然
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
連
動
装
置
に
よ
り

直
ち
に
使
用
中
の
火
気
を
消
す
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

十
九
　
燃
料
装
置
用
容
器
に
圧
縮
天
然
ガ
ス
を
充
塡
す

る
と
き
は
、
充
塡
設
備
に
過
充
塡
防
止
の
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
十
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
の
処
理
設
備
及
び
貯

蔵
設
備
は
、
そ
の
外
面
か
ら
当
該
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス

タ
ン
ド
以
外
の
可
燃
性
ガ
ス
の
製
造
設
備
（
特
定
液

化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
及
び
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
を

除
く
。
）
の
高
圧
ガ
ス
設
備
（
高
圧
ガ
ス
設
備
の
冷

却
の
用
に
供
す
る
冷
凍
設
備
を
除
き
、
可
燃
性
ガ
ス

が
通
る
部
分
に
限
る
。
）
に
対
し
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、

酸
素
の
製
造
設
備
の
高
圧
ガ
ス
設
備
（
酸
素
が
通
る

部
分
に
限
る
。
）
に
対
し
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離

を
有
す
る
こ
と
。

二
十
の
二
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
の
処
理
設
備
及

び
貯
蔵
設
備
は
、
そ
の
外
面
か
ら
圧
縮
水
素
ス
タ
ン

ド
の
処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
に
対
し
六
メ
ー
ト
ル

以
上
の
距
離
を
有
し
、
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
十
一
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
に
は
、
そ
の
規
模

に
応
じ
、
適
切
な
消
火
設
備
を
適
切
な
箇
所
に
設
け

る
こ
と
。

３
　
製
造
設
備
が
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
製
造

施
設
に
お
け
る
法
第
八
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の

の
ほ
か
、
第
十
一
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
第
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
、
第
二
号
イ
、
ハ
、
ル

及
び
ヲ
並
び
に
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
基
準
に

適
合
す
る
こ
と
。

二
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
の
充
塡
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に

よ
る
こ
と
に
よ
り
充
塡
し
た
後
に
当
該
圧
縮
天
然
ガ

ス
が
漏
え
い
又
は
爆
発
し
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ

て
す
る
こ
と
。

イ
　
燃
料
装
置
用
容
器
と
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
と
の
接

続
部
分
を
外
し
て
か
ら
車
両
を
発
車
さ
せ
る
こ

と
。

ロ
　
空
気
中
の
混
入
比
率
が
容
量
で
千
分
の
一
で
あ

る
場
合
に
お
い
て
感
知
で
き
る
よ
う
な
に
お
い
が

す
る
も
の
を
充
塡
す
る
こ
と
。

三
　
燃
料
装
置
用
容
器
に
圧
縮
天
然
ガ
ス
を
充
塡
す
る

と
き
は
、
当
該
燃
料
装
置
用
容
器
に
有
害
と
な
る
量

の
水
分
及
び
硫
化
物
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
こ

と
。

（
液
化
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
七
条
の
二
　
製
造
設
備
が
液
化
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で

あ
る
製
造
施
設
に
お
け
る
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
の
ほ
か
、
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
第
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
十
五
号
か
ら
第
二
十

四
号
ま
で
、
第
三
十
四
号
、
第
四
十
五
号
、
第
四
十

七
号
、
第
四
十
八
号
、
第
五
十
号
、
第
五
十
一
号
、

第
五
十
四
号
、
第
六
十
三
号
及
び
第
六
十
四
号
の
基

準
に
適
合
す
る
こ
と
。

二
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
外
面
か
ら
当
該
事
業

所
の
敷
地
境
界
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
敷
地
境

界
」
と
い
う
。
）
に
対
し
六
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離

を
有
し
、
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

三
　
地
盤
面
下
に
高
圧
ガ
ス
設
備
を
設
置
す
る
室
の
上

部
は
、
十
分
な
強
度
を
有
し
、
か
つ
、
当
該
室
の
構

造
に
応
じ
漏
え
い
し
た
ガ
ス
の
滞
留
を
防
止
す
る
た

め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四
　
液
化
天
然
ガ
ス
の
貯
槽
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に

適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
貯
槽
は
、
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
こ
と
。

ロ
　
貯
槽
に
は
、
二
重
殻
真
空
断
熱
式
構
造
に
よ

り
、
貯
槽
内
の
液
化
天
然
ガ
ス
の
温
度
が
常
用
の

温
度
を
超
え
て
上
昇
し
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

ハ
　
貯
槽
を
室
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
液
化
天

然
ガ
ス
貯
槽
室
」
と
い
う
。
）
に
設
置
す
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ

と
。

12



（イ）
　
液
化
天
然
ガ
ス
貯
槽
室
の
上
部
は
、
十
分
な

強
度
を
有
す
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

（ロ）
　
液
化
天
然
ガ
ス
貯
槽
室
に
は
、
防
水
措
置
を

施
す
こ
と
。

（ハ）
　
液
化
天
然
ガ
ス
貯
槽
室
に
は
、
そ
の
構
造
に

応
じ
漏
え
い
し
た
ガ
ス
の
滞
留
を
防
止
で
き
る

換
気
能
力
を
有
す
る
換
気
設
備
を
設
け
る
こ

と
。

ニ
　
貯
槽
を
液
化
天
然
ガ
ス
貯
槽
室
に
設
置
し
な
い

場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す

る
こ
と
。

（イ）
　
貯
槽
を
設
置
す
る
と
き
は
、
貯
槽
を
地
盤
に

固
定
し
て
腐
食
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

（ロ）
　
貯
槽
を
設
置
す
る
と
き
は
、
厚
さ
十
二
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
又
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
強
度
を
有
す
る
も
の
で
貯

槽
上
部
の
地
盤
面
上
を
覆
い
、
か
つ
、
貯
槽
が

地
盤
面
上
の
重
量
物
の
荷
重
に
耐
え
る
こ
と
が

で
き
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（ハ）
　
貯
槽
を
設
置
す
る
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
周

囲
に
断
熱
及
び
凍
結
防
止
の
た
め
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

五
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
そ
の
本
体
の
外
面
か
ら
公

道
の
道
路
境
界
線
に
対
し
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離

を
有
し
、
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

六
　
液
化
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
の
周
囲
（
車
両
の
出
入

口
と
な
る
道
路
に
面
す
る
箇
所
等
を
除
く
。
）
に
は
、

高
圧
ガ
ス
設
備
と
敷
地
境
界
と
の
間
に
、
高
さ
二
メ

ー
ト
ル
以
上
の
防
火
壁
を
設
け
、
又
は
こ
れ
と
同
等

以
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

七
　
液
化
天
然
ガ
ス
の
貯
槽
に
取
り
付
け
た
配
管
（
液

化
天
然
ガ
ス
を
送
り
出
し
、
又
は
受
け
入
れ
る
た
め

に
用
い
ら
れ
る
も
の
に
限
り
、
か
つ
、
貯
槽
と
配
管

と
の
接
続
部
を
含
む
。
第
十
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
は
、
液
化
天
然
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
安
全

に
、
か
つ
、
速
や
か
に
遮
断
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

八
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
は
、
充
塡
終
了
時
に
、
自
動

的
に
液
化
天
然
ガ
ス
を
遮
断
す
る
装
置
を
設
け
、
か

つ
、
充
塡
ホ
ー
ス
か
ら
の
漏
え
い
を
防
止
す
る
た
め

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

九
　
配
管
（
高
圧
ガ
ス
が
通
る
部
分
に
限
る
。
）
に
は
、

次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ
　
外
部
か
ら
の
衝
撃
に
よ
り
、
損
傷
を
受
け
る
お

そ
れ
の
な
い
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
。

ロ
　
ト
レ
ン
チ
内
に
設
置
す
る
場
合
は
、
ト
レ
ン
チ

の
蓋
を
通
気
性
の
よ
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
次
号
に
規
定
す
る
設
備
を
設
け
た
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

十
　
製
造
施
設
に
は
、
当
該
施
設
か
ら
漏
え
い
す
る
天

然
ガ
ス
が
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
、
当
該

ガ
ス
の
漏
え
い
を
検
知
し
、
警
報
し
、
か
つ
、
製
造

設
備
の
運
転
を
自
動
的
に
停
止
す
る
た
め
の
装
置
を

設
置
す
る
こ
と
。

十
一
　
液
化
天
然
ガ
ス
の
貯
槽
を
二
以
上
隣
接
し
て
設

置
す
る
場
合
は
、
そ
の
相
互
間
に
一
メ
ー
ト
ル
以
上

の
間
隔
を
保
つ
こ
と
。

十
二
　
液
化
天
然
ガ
ス
の
貯
槽
に
は
、
液
面
計
（
ガ
ラ

ス
液
面
計
以
外
の
液
面
計
に
限
る
。
）
を
設
け
る
こ

と
。

十
三
　
液
化
天
然
ガ
ス
の
貯
槽
に
取
り
付
け
た
配
管
に

は
、
第
七
号
の
規
定
に
よ
り
講
ず
る
緊
急
遮
断
措
置

に
係
る
バ
ル
ブ
の
ほ
か
、
当
該
貯
槽
の
直
近
に
バ
ル

ブ
を
設
け
、
か
つ
、
液
化
天
然
ガ
ス
を
送
り
出
し
、

又
は
受
け
入
れ
る
と
き
以
外
の
と
き
は
閉
鎖
し
て
お

く
こ
と
。

十
四
　
製
造
施
設
に
は
、
施
設
が
損
傷
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
地
盤
の
振
動
を
的
確
に
検
知
し
、
警
報
し
、
か

つ
、
製
造
設
備
の
運
転
を
自
動
的
に
停
止
す
る
感
震

装
置
を
設
け
る
こ
と
。

十
五
　
第
十
号
及
び
前
号
の
製
造
設
備
の
運
転
を
自
動

的
に
停
止
す
る
装
置
に
は
、
手
動
で
操
作
で
き
る
起

動
装
置
を
設
け
、
当
該
起
動
装
置
は
火
災
又
は
そ
の

他
緊
急
の
と
き
に
速
や
か
に
操
作
で
き
る
位
置
及
び

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
設
置
す
る
こ
と
。

十
六
　
第
十
号
、
第
十
四
号
又
は
前
号
の
規
定
に
よ
り

製
造
設
備
の
運
転
を
停
止
す
る
場
合
は
、
充
塡
の
た

め
の
加
圧
設
備
の
運
転
を
自
動
的
に
停
止
し
、
か

つ
、
第
七
号
及
び
第
八
号
で
規
定
す
る
遮
断
措
置
に

遮
断
弁
を
用
い
る
場
合
は
、
遮
断
弁
を
自
動
的
に
閉

止
さ
せ
、
当
該
閉
止
を
検
知
し
、
並
び
に
閉
止
状
態

に
異
常
が
生
じ
た
場
合
に
警
報
を
発
す
る
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

十
七
　
ガ
ス
設
備
は
、
車
両
が
衝
突
す
る
お
そ
れ
が
な

い
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
車
両
の
衝
突

を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

十
八
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
上
部
に
屋
根
を
設
け
る
場

合
は
、
不
燃
性
又
は
難
燃
性
の
材
料
を
用
い
る
と
と

も
に
、
液
化
天
然
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
、
気

化
し
た
天
然
ガ
ス
が
滞
留
し
な
い
構
造
と
す
る
こ

と
。

十
九
　
液
化
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
（
液
化
天
然
ガ
ス
又

は
気
化
し
た
天
然
ガ
ス
が
通
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、

そ
の
外
面
か
ら
火
気
（
当
該
液
化
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン

ド
内
の
も
の
を
除
く
。
）
を
取
り
扱
う
施
設
に
対
し
、

四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
し
、
又
は
流
動
防
止

措
置
若
し
く
は
液
化
天
然
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き

に
連
動
装
置
に
よ
り
直
ち
に
使
用
中
の
火
気
を
消
す

た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
十
　
液
化
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
の
処
理
設
備
は
、
そ

の
外
面
か
ら
当
該
液
化
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
以
外
の

可
燃
性
ガ
ス
の
製
造
設
備
（
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン

ド
（
処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
を
除
く
。
）
、
圧
縮
水

素
ス
タ
ン
ド
（
処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
を
除
く
。
）

及
び
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
を
除
く
。
）
の

高
圧
ガ
ス
設
備
（
高
圧
ガ
ス
設
備
の
冷
却
の
用
に
供

す
る
冷
凍
設
備
を
除
き
、
可
燃
性
ガ
ス
が
通
る
部
分

に
限
る
。
）
に
対
し
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
圧
縮
水
素

ス
タ
ン
ド
の
処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
に
対
し
六
メ

ー
ト
ル
以
上
、
酸
素
の
製
造
設
備
の
高
圧
ガ
ス
設
備

（
酸
素
が
通
る
部
分
に
限
る
。
）
に
対
し
十
メ
ー
ト
ル

以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。

２
　
製
造
設
備
が
液
化
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
製
造

施
設
に
お
け
る
法
第
八
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
第
五
条
第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
イ
、
ハ
、
ル
及

び
ヲ
並
び
に
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
基
準
に
適

合
す
る
こ
と
。

二
　
燃
料
装
置
用
容
器
と
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
と
の
接
続

部
分
を
外
し
て
か
ら
車
両
を
発
進
さ
せ
る
こ
と
。

三
　
燃
料
装
置
用
容
器
に
液
化
天
然
ガ
ス
を
充
塡
す
る

と
き
は
、
当
該
燃
料
装
置
用
容
器
に
有
害
と
な
る
量

の
水
分
及
び
硫
化
物
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
こ

と
。

（
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
七
条
の
三
　
製
造
設
備
が
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
（
当
該

圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
内
の
圧
縮
水
素
及
び
液
化
水
素
の

常
用
の
圧
力
が
八
十
二
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
下
の
も
の
に

限
る
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
製
造
施
設
に
お
け
る
法

第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の

基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
九
条

か
ら
第
十
一
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
た
だ

し
、
次
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
く
、
ま
た
、
製
造
設
備

の
冷
却
の
用
に
供
す
る
冷
凍
設
備
に
あ
つ
て
は
、
冷
凍

保
安
規
則
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
に
よ
る
こ
と
が

で
き
る
。

一
　
第
五
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
六

号
か
ら
第
十
号
ま
で
、
第
十
二
号
、
第
十
三
号
、
第

十
五
号
か
ら
第
二
十
四
号
ま
で
、
第
二
十
九
号
、
第

三
十
一
号
か
ら
第
三
十
九
号
ま
で
、
第
四
十
三
号
か

ら
第
四
十
五
号
ま
で
、
第
四
十
七
号
か
ら
第
五
十
一

号
ま
で
、
第
五
十
四
号
、
第
六
十
一
号
か
ら
第
六
十

四
号
ま
で
及
び
第
六
十
五
号
の
基
準
に
適
合
す
る
こ

と
。

一
の
二
　
地
盤
面
下
に
高
圧
ガ
ス
設
備
を
設
置
す
る
室

の
上
部
は
、
十
分
な
強
度
を
有
し
、
か
つ
、
当
該
室

の
構
造
に
応
じ
漏
え
い
し
た
ガ
ス
の
滞
留
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
あ
る
こ
と
。

一
の
三
　
地
盤
面
下
に
液
化
水
素
の
貯
槽
を
設
置
す
る

室
に
は
、
防
水
措
置
を
施
す
こ
と
。

一
の
四
　
地
盤
面
下
の
室
に
設
置
す
る
液
化
水
素
の
貯

槽
に
は
、
二
重
殻
真
空
断
熱
式
構
造
に
よ
り
、
貯
槽

内
の
液
化
水
素
の
温
度
が
常
用
の
温
度
を
超
え
て
上

昇
し
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
第
五
条
第
一
項
第
二
号
、

第
三
号
、
第
六
号
及
び
第
七
号
に
規
定
す
る
処
理
設

備
並
び
に
同
項
第
八
号
に
規
定
す
る
製
造
設
備
の
例

に
よ
る
距
離
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。
ま
た
、

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
本
体
の
外
面
か
ら
公
道
の
道
路
境

界
線
に
対
し
八
メ
ー
ト
ル
（
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
の

常
用
の
圧
力
が
四
十
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
下
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
六
メ
ー
ト
ル
）
以
上
の
距
離
を
有
し
、

又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
　
当
該
製
造
施
設
の
外
部
か
ら
供
給
さ
れ
る
圧
縮
水

素
を
受
け
入
れ
る
配
管
に
は
、
緊
急
時
に
圧
縮
水
素

の
供
給
を
遮
断
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四
　
圧
縮
水
素
及
び
液
化
水
素
の
貯
槽
（
蓄
圧
器
（
圧

縮
水
素
を
送
り
出
し
、
又
は
受
け
入
れ
る
た
め
に
用

い
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
を
含
む
。

以
下
こ
の
号
及
び
次
項
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
取
り
付
け
た
配
管
（
圧
縮
水
素
若
し
く
は
液
化
水

素
を
送
り
出
し
、
又
は
受
け
入
れ
る
た
め
に
用
い
ら

れ
る
も
の
に
限
り
、
貯
槽
と
配
管
と
の
接
続
部
を
含

む
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
第
七
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
は
、
こ
れ
ら
の
水
素
を
送
り
出
し
、
又
は

受
け
入
れ
る
と
き
以
外
は
自
動
的
に
閉
止
す
る
こ
と

が
で
き
る
遮
断
措
置
を
二
以
上
（
液
化
水
素
の
貯
槽

に
取
り
付
け
た
配
管
に
あ
つ
て
は
、
一
）
講
ず
る
こ

と
。

五
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
は
、
燃
料
装
置
用
容
器
の
最

高
充
塡
圧
力
以
下
の
圧
力
で
自
動
的
に
圧
縮
水
素
を
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遮
断
す
る
装
置
を
設
け
、
か
つ
、
漏
え
い
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

六
　
配
管
（
高
圧
ガ
ス
が
通
る
部
分
に
限
る
。
）
に
は
、

次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ
　
外
部
か
ら
の
衝
撃
に
よ
り
損
傷
を
受
け
る
お
そ

れ
の
な
い
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
。

ロ
　
ト
レ
ン
チ
内
に
設
置
す
る
場
合
は
、
ト
レ
ン
チ

の
蓋
を
通
気
性
の
よ
い
も
の
に
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
次
号
に
規
定
す
る
設
備
を
設
け
た
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

七
　
製
造
施
設
に
は
、
当
該
施
設
か
ら
漏
え
い
す
る
可

燃
性
ガ
ス
が
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
、
当

該
ガ
ス
の
漏
え
い
を
検
知
し
、
か
つ
、
警
報
す
る
た

め
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

八
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
上
部
に
屋
根
を
設
け
る
と
き

は
、
不
燃
性
又
は
難
燃
性
の
材
料
を
用
い
る
と
と
も

に
、
圧
縮
水
素
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
滞
留
し
な
い

よ
う
な
構
造
と
す
る
こ
と
。

九
　
充
塡
を
受
け
る
車
両
は
、
地
盤
面
上
に
設
置
し
た

貯
槽
の
外
面
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
停
止
さ

せ
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
た
だ
し
、
貯
槽

と
車
両
と
の
間
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
防
護
措
置
を

講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
　
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
（
可
燃
性
ガ
ス
が
通
る
部
分

に
限
る
。
）
は
、
そ
の
外
面
か
ら
火
気
（
当
該
圧
縮

水
素
ス
タ
ン
ド
内
の
も
の
を
除
く
。
）
を
取
り
扱
う

施
設
に
対
し
八
メ
ー
ト
ル
（
常
用
の
圧
力
が
四
十
メ

ガ
パ
ス
カ
ル
以
下
の
可
燃
性
ガ
ス
（
液
化
水
素
を
除

く
。
）
が
通
る
部
分
に
あ
つ
て
は
六
メ
ー
ト
ル
、
常

用
の
圧
力
が
四
十
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
を
超
え
る
液
化
水

素
が
通
る
部
分
に
あ
つ
て
は
十
メ
ー
ト
ル
、
常
用
の

圧
力
が
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
四
十
メ
ガ
パ
ス
カ
ル

以
下
の
液
化
水
素
が
通
る
部
分
に
あ
つ
て
は
九
メ
ー

ト
ル
、
常
用
の
圧
力
が
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
未
満
の
液

化
水
素
が
通
る
部
分
に
あ
つ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
）
以

上
の
距
離
を
有
し
、
又
は
流
動
防
止
措
置
若
し
く
は

当
該
可
燃
性
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
連
動
装
置

に
よ
り
直
ち
に
使
用
中
の
火
気
を
消
す
た
め
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

十
一
　
燃
料
装
置
用
容
器
に
圧
縮
水
素
を
充
塡
す
る
と

き
は
、
充
塡
設
備
に
過
充
塡
防
止
の
た
め
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

十
二
　
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
の
処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設

備
は
、
そ
の
外
面
か
ら
当
該
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
以

外
の
可
燃
性
ガ
ス
の
製
造
設
備
（
特
定
液
化
石
油
ガ

ス
ス
タ
ン
ド
、
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
及
び
液
化

天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
を
除
く
。
）
の
高
圧
ガ
ス
設
備

（
高
圧
ガ
ス
設
備
の
冷
却
の
用
に
供
す
る
冷
凍
設
備

を
除
き
、
可
燃
性
ガ
ス
が
通
る
部
分
に
限
る
。
）
に

対
し
六
メ
ー
ト
ル
以
上
、
酸
素
の
製
造
設
備
の
高
圧

ガ
ス
設
備
（
酸
素
が
通
る
部
分
に
限
る
。
）
に
対
し

十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。

十
二
の
二
　
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
の
処
理
設
備
及
び
貯

蔵
設
備
は
、
そ
の
外
面
か
ら
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン

ド
の
処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
に
対
し
六
メ
ー
ト
ル

以
上
の
距
離
を
有
し
、
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
三
　
充
塡
容
器
等
か
ら
圧
縮
水
素
を
受
け
入
れ
る
配

管
に
は
、
圧
縮
水
素
の
流
量
が
著
し
く
増
加
す
る
こ

と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

当
該
配
管
（
常
用
の
圧
力
が
充
塡
容
器
等
の
最
高
充

塡
圧
力
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
に
は
、
当
該
配
管

の
常
用
の
圧
力
以
下
に
減
圧
す
る
た
め
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

十
四
　
一
の
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
に
お
い
て
、
常
用
の

圧
力
の
異
な
る
複
数
の
蓄
圧
器
、
液
化
水
素
昇
圧
ポ

ン
プ
に
接
続
さ
れ
る
送
ガ
ス
蒸
発
器
又
は
圧
縮
機

（
水
電
解
水
素
発
生
昇
圧
装
置
を
含
む
。
以
下
こ
の

号
及
び
第
十
六
号
並
び
に
次
項
第
三
十
号
及
び
第
三

十
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
配
管
（
圧
縮
水
素
を

送
り
出
す
た
め
に
蓄
圧
器
に
取
り
付
け
ら
れ
る
配
管

に
接
続
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
接
続
さ
れ
る
場

合
に
は
、
当
該
配
管
に
、
常
用
の
圧
力
が
高
い
蓄
圧

器
、
液
化
水
素
昇
圧
ポ
ン
プ
に
接
続
さ
れ
る
送
ガ
ス

蒸
発
器
又
は
圧
縮
機
か
ら
常
用
の
圧
力
が
低
い
蓄
圧

器
に
圧
縮
水
素
が
流
入
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
五
　
ラ
イ
ナ
ー
を
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
補
強

し
た
構
造
（
次
項
第
三
十
六
号
に
お
い
て
「
複
合
構

造
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
圧
縮
水
素
の
蓄
圧
器
は
、

次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
ラ
イ
ナ
ー
に
、
ヘ
リ
カ
ル
巻
（
ラ
イ
ナ
ー
胴
部

及
び
鏡
部
に
繊
維
を
ら
旋
状
に
巻
き
付
け
る
方
法

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
イ
ン
プ
レ
ー

ン
巻
（
ラ
イ
ナ
ー
胴
部
及
び
鏡
部
に
繊
維
を
直
線

状
に
巻
き
付
け
る
方
法
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
よ
り
樹
脂
含
浸
連
続
繊
維
を
巻
き
付
け
た
構
造

（
以
下
「
フ
ル
ラ
ッ
プ
構
造
」
と
い
う
。
）
又
は
フ

ー
プ
巻
（
ラ
イ
ナ
ー
胴
部
に
繊
維
を
軸
と
ほ
ぼ
直

角
に
巻
き
付
け
る
方
法
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
み
に
よ
り
樹
脂
含
浸
連
続
繊
維
を
巻
き
付
け
た

構
造
（
以
下
「
フ
ー
プ
ラ
ッ
プ
構
造
」
と
い
う
。
）

で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
そ
の
外
部
か
ら
の
輻
射
熱
、
紫
外
線
、
雨
水
等

に
よ
る
劣
化
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

十
六
　
次
に
掲
げ
る
設
備
と
圧
力
が
十
メ
ガ
パ
ス
カ
ル

以
上
の
圧
縮
ガ
ス
を
容
器
に
充
塡
す
る
場
所
又
は
第

一
号
で
準
用
す
る
第
五
条
第
一
項
第
六
十
五
号
に
規

定
す
る
当
該
ガ
ス
の
充
塡
容
器
に
係
る
容
器
置
場
と

の
間
に
は
、
厚
さ
十
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
強

度
を
有
す
る
構
造
の
障
壁
を
設
け
る
こ
と
。

イ
　
圧
縮
機

ロ
　
液
化
水
素
昇
圧
ポ
ン
プ
及
び
こ
れ
に
接
続
さ
れ

る
送
ガ
ス
蒸
発
器

十
七
　
水
電
解
水
素
発
生
昇
圧
装
置
に
よ
り
、
圧
縮
水

素
を
製
造
す
る
場
合
は
、
当
該
水
電
解
水
素
発
生
昇

圧
装
置
に
は
、
爆
発
、
漏
え
い
、
損
傷
等
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
八
　
常
用
の
圧
力
が
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
液
化

水
素
を
製
造
す
る
液
化
水
素
昇
圧
ポ
ン
プ
に
は
、
爆

発
、
漏
え
い
、
損
傷
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

２
　
製
造
設
備
が
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
（
液
化
水
素
の
貯

槽
を
設
置
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
般
高
圧
ガ
ス
保

安
規
則
第
八
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
適
合
す

る
移
動
式
製
造
設
備
か
ら
液
化
水
素
を
受
け
入
れ
る
も

の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る

製
造
施
設
に
係
る
前
項
た
だ
し
書
の
基
準
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
製
造
設
備
の
冷

却
の
用
に
供
す
る
冷
凍
設
備
に
あ
つ
て
は
、
冷
凍
保
安

規
則
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

一
　
第
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
十
五
号
か
ら
第
二
十

一
号
ま
で
、
第
二
十
四
号
、
第
二
十
九
号
、
第
三
十

一
号
か
ら
第
三
十
九
号
ま
で
、
第
四
十
三
号
か
ら
第

四
十
五
号
ま
で
、
第
四
十
七
号
、
第
四
十
八
号
、
第

五
十
号
、
第
五
十
一
号
及
び
第
六
十
四
号
並
び
に
前

項
第
一
号
の
二
か
ら
第
一
号
の
四
ま
で
、
第
十
七
号

及
び
第
十
八
号
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

一
の
二
　
可
燃
性
ガ
ス
の
貯
槽
（
液
化
水
素
以
外
の
貯

槽
に
あ
つ
て
は
、
貯
蔵
能
力
が
三
百
立
方
メ
ー
ト
ル

又
は
三
千
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の
に
限
る
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
そ
の
外
面
（
液
化

石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
配
管
竪
杭
の
内

面
）
か
ら
、
他
の
可
燃
性
ガ
ス
又
は
酸
素
の
貯
槽
に

対
し
、
一
メ
ー
ト
ル
又
は
当
該
貯
槽
及
び
他
の
可
燃

性
ガ
ス
若
し
く
は
酸
素
の
貯
槽
の
最
大
直
径
（
液
化

石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
配
管
竪
杭
の
最

大
直
径
）
の
和
の
四
分
の
一
の
い
ず
れ
か
大
な
る
も

の
に
等
し
い
距
離
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。

一
の
三
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
配
管
、
ポ
ン
プ
、
圧
縮

機
、
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
及
び
こ
の
号
に
規
定

す
る
基
礎
を
有
す
る
構
造
物
上
に
設
置
さ
れ
た
も
の

を
除
く
。
）
の
基
礎
は
、
不
同
沈
下
等
に
よ
り
当
該

高
圧
ガ
ス
設
備
に
有
害
な
ひ
ず
み
が
生
じ
な
い
よ
う

な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
貯
槽

（
液
化
水
素
以
外
の
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
貯
蔵
能
力

が
百
立
方
メ
ー
ト
ル
又
は
一
ト
ン
以
上
の
も
の
に
限

る
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
一
号
で
準
用
す
る
第
五
条

第
一
項
第
六
十
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
柱

（
支
柱
の
な
い
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
底
部
）
は
、

同
一
の
基
礎
に
緊
結
す
る
こ
と
。

二
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
外
面
か
ら
当
該
事
業
所
の

敷
地
境
界
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
敷
地
境
界
」

と
い
う
。
）
に
対
し
八
メ
ー
ト
ル
（
常
用
の
圧
力
が

四
十
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
下
の
可
燃
性
ガ
ス
（
液
化
水

素
を
除
く
。
）
が
通
る
部
分
に
あ
つ
て
は
六
メ
ー
ト

ル
、
常
用
の
圧
力
が
四
十
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
を
超
え
る

液
化
水
素
が
通
る
部
分
に
あ
つ
て
は
十
メ
ー
ト
ル
、

常
用
の
圧
力
が
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
四
十
メ
ガ
パ

ス
カ
ル
以
下
の
液
化
水
素
が
通
る
部
分
に
あ
つ
て
は

九
メ
ー
ト
ル
、
常
用
の
圧
力
が
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
未

満
の
液
化
水
素
が
通
る
部
分
に
あ
つ
て
は
六
メ
ー
ト

ル
）
以
上
の
距
離
を
有
し
、
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
の
二
　
製
造
設
備
の
冷
却
の
用
に
供
す
る
冷
凍
設
備

は
、
第
五
条
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
、
第
六
号
及

び
第
七
号
に
規
定
す
る
処
理
設
備
並
び
に
同
項
第
八

号
に
規
定
す
る
製
造
設
備
の
例
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
冷
凍
保
安
規
則
第
七
条
第
一
項
第

一
号
の
基
準
に
適
合
す
る
冷
凍
設
備
の
う
ち
、
不
活

性
ガ
ス
を
冷
媒
ガ
ス
と
す
る
冷
凍
設
備
（
ブ
ラ
イ
ン

（
不
活
性
の
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
つ
て
冷
却
す
る
も

の
を
含
む
。
）
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

三
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
そ
の
本
体
の
外
面
か
ら
公

道
の
道
路
境
界
線
に
対
し
八
メ
ー
ト
ル
（
圧
縮
水
素

ス
タ
ン
ド
の
常
用
の
圧
力
が
四
十
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以

下
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
六
メ
ー
ト
ル
）
以
上
の
距

離
を
有
し
、
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

四
　
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
の
周
囲
（
車
両
の
出
入
口
と

な
る
道
路
に
面
す
る
箇
所
等
を
除
く
。
）
に
は
、
高

圧
ガ
ス
設
備
と
敷
地
境
界
と
の
間
に
、
高
さ
二
メ
ー

ト
ル
以
上
の
防
火
壁
を
設
け
、
又
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

五
　
当
該
製
造
施
設
の
外
部
か
ら
供
給
さ
れ
る
圧
縮
水

素
を
受
け
入
れ
る
配
管
に
は
、
緊
急
時
に
圧
縮
水
素

の
供
給
を
遮
断
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
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六
　
圧
縮
水
素
を
製
造
す
る
圧
縮
機
に
は
、
爆
発
、
漏

え
い
、
損
傷
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

七
　
圧
縮
水
素
及
び
液
化
水
素
の
貯
槽
に
取
り
付
け
た

配
管
に
は
、
こ
れ
ら
の
水
素
を
送
り
出
し
、
又
は
受

け
入
れ
る
と
き
以
外
は
自
動
的
に
閉
止
す
る
こ
と
が

で
き
る
遮
断
措
置
を
二
以
上
（
液
化
水
素
の
貯
槽
に

取
り
付
け
た
配
管
に
あ
つ
て
は
、
一
）
講
ず
る
こ

と
。

八
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
は
、
燃
料
装
置
用
容
器
の
最

高
充
塡
圧
力
以
下
の
圧
力
で
自
動
的
に
圧
縮
水
素
を

遮
断
す
る
装
置
を
設
け
、
か
つ
、
漏
え
い
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

九
　
配
管
（
高
圧
ガ
ス
が
通
る
部
分
に
限
る
。
）
に
は
、

次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ
　
外
部
か
ら
の
衝
撃
に
よ
り
損
傷
を
受
け
る
お
そ

れ
の
な
い
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
。

ロ
　
ト
レ
ン
チ
内
に
設
置
す
る
場
合
は
、
ト
レ
ン
チ

の
蓋
を
通
気
性
の
よ
い
も
の
に
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
第
十
六
号
に
規
定
す
る
設
備
を
設
け
た
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
　
蓄
圧
器
か
ら
圧
縮
水
素
を
受
け
入
れ
る
配
管
に

は
、
第
一
号
で
準
用
す
る
第
五
条
第
一
項
第
二
十
一

号
の
安
全
装
置
が
作
動
す
る
前
に
圧
力
上
昇
時
に
自

動
的
に
圧
力
を
放
出
す
る
た
め
の
機
能
を
有
す
る
装

置
（
以
下
「
圧
力
リ
リ
ー
フ
弁
」
と
い
う
。
）
を
設

け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
安
全
装
置
の
う
ち
安
全

弁
に
設
け
た
放
出
管
に
よ
り
こ
れ
と
同
程
度
の
効
果

を
得
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
の
二
　
液
化
水
素
の
貯
槽
に
は
、
二
以
上
の
安
全
装

置
（
当
該
安
全
装
置
が
接
続
し
て
い
る
元
弁
が
同
時

に
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
の
も
の
に
限
る
。
）

を
設
け
る
ほ
か
、
圧
力
リ
リ
ー
フ
弁
を
設
け
る
こ

と
。

十
の
三
　
送
ガ
ス
蒸
発
器
（
大
気
熱
交
換
式
の
も
の
で

あ
つ
て
常
用
の
圧
力
が
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
未
満
の
も

の
を
除
く
。
）
の
能
力
が
不
足
し
た
と
き
に
速
や
か

に
遮
断
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
一
　
第
一
号
で
準
用
す
る
第
五
条
第
一
項
第
二
十
一

号
の
安
全
装
置
（
不
活
性
ガ
ス
又
は
空
気
に
係
る
高

圧
ガ
ス
設
備
に
設
け
た
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
安

全
弁
又
は
破
裂
板
及
び
第
十
号
又
は
第
十
号
の
二
の

規
定
に
よ
り
設
け
た
圧
力
リ
リ
ー
フ
弁
に
は
、
放
出

管
を
設
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
放
出
管

の
開
口
部
の
位
置
は
、
放
出
す
る
ガ
ス
の
性
質
に
応

じ
た
適
切
な
位
置
で
あ
る
こ
と
。

十
一
の
二
　
液
化
水
素
を
放
出
す
る
場
合
は
、
気
化

し
、
及
び
加
温
し
た
後
、
放
出
管
に
接
続
す
る
こ

と
。

十
二
　
蓄
圧
器
と
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
間
の
配
管
に

は
、
適
切
な
位
置
に
、
圧
縮
水
素
の
流
量
が
著
し
く

増
加
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

十
三
　
圧
縮
水
素
の
蓄
圧
器
、
蓄
圧
器
か
ら
圧
縮
水
素

を
受
け
入
れ
る
配
管
等
に
取
り
付
け
た
緊
急
時
に
圧

縮
水
素
の
供
給
を
遮
断
す
る
装
置
等
は
、
地
震
時
の

転
倒
に
よ
る
破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
一
の
フ
レ
ー

ム
の
内
側
に
配
置
し
こ
れ
に
固
定
す
る
こ
と
。

十
四
　
圧
縮
水
素
及
び
液
化
水
素
の
ガ
ス
設
備
に
係
る

配
管
、
管
継
手
及
び
バ
ル
ブ
の
接
合
は
、
溶
接
に
よ

り
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
溶
接
に
よ
る
こ
と
が
適
当

で
な
い
場
合
は
、
保
安
上
必
要
な
強
度
を
有
す
る
フ

ラ
ン
ジ
接
合
又
は
ね
じ
接
合
継
手
に
よ
る
接
合
を
も

つ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
五
　
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
八
条
第
一
項
及
び

第
二
項
の
規
定
に
適
合
す
る
移
動
式
製
造
設
備
に
よ

り
圧
縮
水
素
を
供
給
す
る
際
に
車
両
が
停
止
す
る
位

置
に
は
、
設
備
の
規
模
に
応
じ
自
動
的
に
温
度
の
上

昇
を
防
止
す
る
た
め
の
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。

十
六
　
製
造
施
設
に
は
、
当
該
施
設
か
ら
漏
え
い
す
る

可
燃
性
ガ
ス
が
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
、

当
該
ガ
ス
の
漏
え
い
を
検
知
し
、
警
報
し
、
か
つ
、

製
造
設
備
の
運
転
を
自
動
的
に
停
止
す
る
た
め
の
装

置
を
設
置
す
る
こ
と
。

十
七
　
製
造
施
設
に
は
、
施
設
が
損
傷
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
地
盤
の
振
動
を
的
確
に
検
知
し
、
警
報
し
、
か

つ
、
製
造
設
備
の
運
転
を
自
動
的
に
停
止
す
る
感
震

装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。

十
八
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
周
囲
に
は
、
火
災
を
検
知

し
、
警
報
し
、
か
つ
、
製
造
設
備
の
運
転
を
自
動
的

に
停
止
す
る
た
め
の
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。

十
九
　
蓄
圧
器
に
は
、
当
該
蓄
圧
器
か
ら
の
火
災
を
検

知
し
、
警
報
し
、
か
つ
、
自
動
的
に
製
造
設
備
の
運

転
を
速
や
か
に
停
止
す
る
と
と
も
に
温
度
の
上
昇
を

防
止
す
る
た
め
の
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。

二
十
　
蓄
圧
器
に
は
、
そ
の
外
部
か
ら
の
輻
射
熱
等
に

よ
る
温
度
の
上
昇
を
検
知
し
、
警
報
し
、
か
つ
、
自

動
的
に
製
造
設
備
の
運
転
を
停
止
す
る
と
と
も
に
温

度
の
上
昇
を
防
止
す
る
た
め
の
装
置
を
設
置
す
る
こ

と
。

二
十
一
　
前
五
号
の
製
造
設
備
の
運
転
を
自
動
的
に
停

止
す
る
装
置
、
及
び
第
十
五
号
、
第
十
九
号
及
び
前

号
の
自
動
的
に
温
度
の
上
昇
を
防
止
す
る
た
め
の
装

置
に
は
、
手
動
で
操
作
で
き
る
起
動
装
置
を
設
け
、

当
該
起
動
装
置
は
火
災
又
は
そ
の
他
緊
急
の
と
き
に

速
や
か
に
操
作
で
き
る
位
置
及
び
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

に
設
置
す
る
こ
と
。

二
十
二
　
前
六
号
の
規
定
に
よ
り
、
製
造
設
備
の
運
転

を
停
止
す
る
場
合
は
、
圧
縮
機
の
運
転
を
自
動
的
に

停
止
し
、
か
つ
第
五
号
、
第
七
号
及
び
第
八
号
で
規

定
す
る
遮
断
措
置
に
遮
断
弁
を
用
い
る
場
合
は
、
遮

断
弁
を
自
動
的
に
閉
止
し
、
閉
止
を
検
知
し
、
並
び

に
閉
止
状
態
に
異
常
が
生
じ
た
場
合
に
警
報
を
発
す

る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
十
三
　
ガ
ス
設
備
は
、
車
両
が
衝
突
す
る
お
そ
れ
が

な
い
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
車
両
の
衝

突
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

二
十
四
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
上
部
に
屋
根
を
設
け
る

と
き
は
、
不
燃
性
又
は
難
燃
性
の
材
料
を
用
い
る
と

と
も
に
、
圧
縮
水
素
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
滞
留
し

な
い
よ
う
な
構
造
と
す
る
こ
と
。

二
十
五
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
ホ
ー
ス
に
は
、
車
両
の

誤
発
進
等
に
よ
る
ホ
ー
ス
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
十
六
　
充
塡
を
受
け
る
車
両
は
、
地
盤
面
上
に
設
置

し
た
貯
槽
の
外
面
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
停

止
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
た
だ
し
、

貯
槽
と
車
両
と
の
間
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
防
護
措

置
を
講
じ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二
十
七
　
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
（
可
燃
性
ガ
ス
が
通
る

部
分
に
限
る
。
）
は
、
そ
の
外
面
か
ら
火
気
（
当
該

圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
内
の
も
の
を
除
く
。
）
を
取
り

扱
う
施
設
に
対
し
八
メ
ー
ト
ル
（
常
用
の
圧
力
が
四

十
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
下
の
可
燃
性
ガ
ス
（
液
化
水
素

を
除
く
。
）
が
通
る
部
分
に
あ
つ
て
は
六
メ
ー
ト
ル
、

常
用
の
圧
力
が
四
十
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
を
超
え
る
液
化

水
素
が
通
る
部
分
に
あ
つ
て
は
十
メ
ー
ト
ル
、
常
用

の
圧
力
が
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
四
十
メ
ガ
パ
ス
カ

ル
以
下
の
液
化
水
素
が
通
る
部
分
に
あ
つ
て
は
九
メ

ー
ト
ル
、
常
用
の
圧
力
が
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
未
満
の

液
化
水
素
が
通
る
部
分
に
あ
つ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
）

以
上
の
距
離
を
有
し
、
又
は
流
動
防
止
措
置
若
し
く

は
可
燃
性
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
連
動
装
置
に

よ
り
直
ち
に
使
用
中
の
火
気
を
消
す
た
め
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

二
十
八
　
燃
料
装
置
用
容
器
に
圧
縮
水
素
を
充
塡
す
る

と
き
は
、
充
塡
設
備
に
過
充
塡
防
止
の
た
め
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

二
十
九
　
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
の
処
理
設
備
及
び
貯
蔵

設
備
は
、
そ
の
外
面
か
ら
当
該
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド

以
外
の
可
燃
性
ガ
ス
の
製
造
設
備
（
特
定
液
化
石
油

ガ
ス
ス
タ
ン
ド
、
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
及
び
液

化
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
を
除
く
。
）
の
高
圧
ガ
ス
設

備
（
高
圧
ガ
ス
設
備
の
冷
却
の
用
に
供
す
る
冷
凍
設

備
を
除
き
、
可
燃
性
ガ
ス
が
通
る
部
分
に
限
る
。
）

に
対
し
六
メ
ー
ト
ル
以
上
、
酸
素
の
製
造
設
備
の
高

圧
ガ
ス
設
備
（
酸
素
が
通
る
部
分
に
限
る
。
）
に
対

し
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
す
る
こ
と
。

二
十
九
の
二
　
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
の
処
理
設
備
及
び

貯
蔵
設
備
は
、
そ
の
外
面
か
ら
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ

ン
ド
の
処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
に
対
し
六
メ
ー
ト

ル
以
上
の
距
離
を
有
し
、
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
十
　
圧
縮
機
、
液
化
水
素
昇
圧
ポ
ン
プ
、
蓄
圧
器
、

液
化
水
素
の
貯
槽
及
び
送
ガ
ス
蒸
発
器
と
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
と
の
間
に
は
障
壁
を
設
置
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
圧
縮
機
又
は
蓄
圧
器
と
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
が
、

同
一
の
筐
体
内
に
配
置
さ
れ
、
当
該
筐
体
の
外
面
の

構
造
に
よ
り
有
効
に
保
護
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

三
十
一
　
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
に
は
、
そ
の
規
模
に
応

じ
、
適
切
な
消
火
設
備
を
適
切
な
箇
所
に
設
け
る
こ

と
。

三
十
二
　
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
に
は
、
緊
急
時
に
必
要

な
通
報
を
速
や
か
に
行
う
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

三
十
三
　
容
器
置
場
及
び
充
塡
容
器
等
は
次
に
掲
げ
る

基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
容
器
置
場
は
、
明
示
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
外
部

か
ら
見
や
す
い
よ
う
に
警
戒
標
を
掲
げ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。

ロ
　
容
器
置
場
は
、
そ
の
外
面
か
ら
、
敷
地
境
界
に

対
し
八
メ
ー
ト
ル
（
容
器
置
場
内
の
充
塡
容
器
等

の
最
高
充
塡
圧
力
が
四
十
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
下
の

場
合
又
は
液
化
水
素
に
係
る
充
塡
容
器
等
の
容
器

置
場
に
あ
つ
て
は
、
六
メ
ー
ト
ル
）
以
上
の
距
離

を
有
し
、
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

ハ
　
充
塡
容
器
等
（
断
熱
材
で
被
覆
し
て
あ
る
も
の

を
除
く
。
）
に
係
る
容
器
置
場
（
可
燃
性
ガ
ス
の

も
の
に
限
る
。
）
に
は
、
直
射
日
光
を
遮
る
た
め

の
措
置
（
当
該
ガ
ス
が
漏
え
い
し
、
爆
発
し
た
と

き
に
発
生
す
る
爆
風
が
上
方
向
に
開
放
さ
れ
る
こ

と
を
妨
げ
な
い
も
の
に
限
る
。
）
を
講
ず
る
こ
と
。

た
だ
し
、
充
塡
容
器
等
か
ら
圧
縮
水
素
を
受
け
入

れ
る
配
管
に
圧
力
リ
リ
ー
フ
弁
を
設
け
た
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ニ
　
可
燃
性
ガ
ス
の
容
器
置
場
は
、
当
該
ガ
ス
が
漏

え
い
し
た
と
き
滞
留
し
な
い
よ
う
な
構
造
と
す
る

こ
と
。
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ホ
　
可
燃
性
ガ
ス
の
容
器
置
場
に
は
、
そ
の
規
模
に

応
じ
適
切
な
消
火
設
備
を
適
切
な
箇
所
に
設
け
る

こ
と
。

ヘ
　
容
器
置
場
に
は
、
車
両
の
衝
突
を
防
止
す
る
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

ト
　
充
塡
容
器
等
か
ら
圧
縮
水
素
を
受
け
入
れ
る
配

管
に
は
、
圧
縮
水
素
の
流
量
が
著
し
く
増
加
す
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も

に
、
当
該
配
管
（
常
用
の
圧
力
が
充
塡
容
器
等
の

最
高
充
塡
圧
力
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
に
は
、

当
該
配
管
の
常
用
の
圧
力
以
下
に
減
圧
す
る
た
め

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
十
四
　
一
の
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
に
お
い
て
、
常
用

の
圧
力
の
異
な
る
複
数
の
蓄
圧
器
、
液
化
水
素
昇
圧

ポ
ン
プ
に
接
続
さ
れ
る
送
ガ
ス
蒸
発
器
又
は
圧
縮
機

が
配
管
（
圧
縮
水
素
を
送
り
出
す
た
め
に
蓄
圧
器
に

取
り
付
け
ら
れ
る
配
管
に
接
続
さ
れ
る
も
の
に
限

る
。
）
で
接
続
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
配
管
に
、

常
用
の
圧
力
が
高
い
蓄
圧
器
、
液
化
水
素
昇
圧
ポ
ン

プ
に
接
続
さ
れ
る
送
ガ
ス
蒸
発
器
又
は
圧
縮
機
か
ら

常
用
の
圧
力
が
低
い
蓄
圧
器
に
圧
縮
水
素
が
流
入
す

る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
十
五
　
蓄
圧
器
に
は
、
当
該
蓄
圧
器
が
危
険
な
状
態

と
な
つ
た
と
き
に
当
該
蓄
圧
器
内
の
圧
縮
水
素
を
安

全
に
放
出
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

三
十
六
　
複
合
構
造
を
有
す
る
圧
縮
水
素
の
蓄
圧
器

は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
フ
ル
ラ
ッ
プ
構
造
又
は
フ
ー
プ
ラ
ッ
プ
構
造
で

あ
る
こ
と
。

ロ
　
そ
の
外
部
か
ら
の
輻
射
熱
、
紫
外
線
、
雨
水
等

に
よ
る
劣
化
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
十
七
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
う
ち
、
液
化
水
素
が
通
る

部
分
は
、
同
一
の
基
礎
上
に
設
置
す
る
こ
と
。

３
　
製
造
設
備
が
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
製
造
施
設

に
お
け
る
法
第
八
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ

か
、
第
十
一
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
第
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
及
び
ハ
、
第
二
号
イ
、

ハ
、
ル
及
び
ヲ
並
び
に
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の

基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

二
　
圧
縮
水
素
の
充
塡
は
、
充
塡
し
た
後
に
燃
料
装
置

用
容
器
と
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
と
の
接
続
部
分
を
外
し

て
か
ら
車
両
を
発
車
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
圧
縮
水

素
が
漏
え
い
し
、
又
は
爆
発
し
な
い
よ
う
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

三
　
燃
料
装
置
用
容
器
に
圧
縮
水
素
を
充
塡
す
る
と
き

は
、
当
該
燃
料
装
置
用
容
器
に
有
害
と
な
る
量
の
水

分
及
び
硫
化
物
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

四
　
燃
料
装
置
用
容
器
に
圧
縮
水
素
を
充
塡
す
る
と
き

は
、
圧
縮
水
素
に
よ
り
当
該
燃
料
装
置
用
容
器
を
損

傷
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
流
量
で
充
塡
し
な
い
こ
と
。

五
　
燃
料
装
置
用
容
器
に
製
造
設
備
の
冷
却
の
用
に
供

す
る
冷
凍
設
備
に
よ
り
冷
却
し
た
圧
縮
水
素
を
充
塡

す
る
と
き
は
、
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
ホ
ー
ス
の
先
端

部
に
設
け
た
充
塡
用
の
ノ
ズ
ル
と
当
該
容
器
と
の
接

続
部
が
凍
結
し
た
状
態
で
接
続
し
な
い
こ
と
。

六
　
二
重
殻
真
空
断
熱
式
構
造
の
液
化
水
素
の
貯
槽
を

設
置
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
適
切
な
真
空
度
を
保

つ
こ
と
。

七
　
移
動
式
製
造
設
備
又
は
充
塡
容
器
等
（
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
「
移
動
設
備
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り

液
化
水
素
の
貯
槽
に
液
化
水
素
を
受
け
入
れ
る
場
合

は
、
当
該
移
動
設
備
等
の
放
出
配
管
を
圧
縮
水
素
ス

タ
ン
ド
内
の
放
出
管
に
接
続
し
、
気
化
し
、
及
び
加

温
し
た
後
、
放
出
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
、
危
険
又

は
損
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
適
切
な
流
量
と

す
る
こ
と
。

第
二
款
　
導
管

（
用
語
の
定
義
）

第
八
条
　
こ
の
節
の
規
定
に
お
い
て
「
道
路
」
と
は
、
次

の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。

一
　
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
に

よ
る
道
路

二
　
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十

九
号
）
、
旧
住
宅
地
造
成
事
業
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
、
都
市
計
画
法
、

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八

号
）
又
は
新
都
市
基
盤
整
備
法
（
昭
和
四
十
七
年
法

律
第
八
十
六
号
）
に
よ
る
道
路

三
　
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）

第
二
条
第
五
項
第
四
号
に
規
定
す
る
臨
港
交
通
施
設

で
あ
る
道
路

四
　
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
以

上
の
道
で
自
動
車
（
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十

六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定

す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
通
行
が
可
能

な
も
の

２
　
こ
の
節
の
規
定
に
お
い
て
「
河
川
」
と
は
、
河
川
法

（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
四
条
第
一

項
に
規
定
す
る
一
級
河
川
及
び
同
法
第
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
二
級
河
川
並
び
に
同
法
第
百
条
第
一
項
に
規

定
す
る
河
川
を
い
う
。

３
　
こ
の
節
の
規
定
に
お
い
て
「
水
路
」
と
は
、
次
の
各

号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。

一
　
運
河
法
（
大
正
二
年
法
律
第
十
六
号
）
に
よ
る

運
河

二
　
下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）

に
よ
る
排
水
施
設
の
う
ち
開

き
よ渠

構
造
の
も
の

三
　
前
二
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
告
示
で
定
め
る

重
要
な
水
路

４
　
こ
の
節
の
規
定
に
お
い
て
「
線
路
敷
」
と
は
、
線
路

を
敷
設
し
て
あ
る
鉄
道
（
新
設
軌
道
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
用
地
又
は
敷
設
す
る
た
め
の
鉄
道
用
地
を
い
う
。

５
　
こ
の
節
の
規
定
に
お
い
て
「
市
街
地
」
と
は
、
次
の

各
号
の
一
に
該
当
す
る
地
域
で
あ
つ
て
、
都
市
計
画
法

第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
工
業
専
用
地
域
以

外
の
地
域
を
い
う
。

一
　
都
市
計
画
法
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
市
街
化

区
域

二
　
都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

用
途
地
域

三
　
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
お
お
む
ね
整
形
の
土
地

の
区
域
ご
と
に
算
定
し
た
場
合
に
お
け
る
人
口
密
度

が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
四
十
人
以
上
で
あ
る
土
地

の
区
域
が
連
た
ん
し
て
い
る
土
地
の
区
域
で
当
該
区

域
内
の
人
口
が
五
千
以
上
で
あ
る
も
の
及
び
こ
れ
に

接
続
す
る
土
地
の
区
域
で
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の

お
お
む
ね
整
形
の
土
地
の
区
域
ご
と
に
算
定
し
た
場

合
に
お
け
る
建
築
物
の
敷
地
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

も
の
の
面
積
の
合
計
が
当
該
区
域
の
面
積
の
三
分
の

一
以
上
で
あ
る
も
の

（
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
事
業
所
間
の
導
管
以
外
の
導
管
）

第
九
条
　
第
二
条
第
一
項
第
二
十
二
号
イ
に
掲
げ
る
特
定

製
造
事
業
所
（
以
下
「
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
事
業
所
」

と
い
う
。
）
間
に
設
置
さ
れ
る
導
管
以
外
の
導
管
に
係

る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
導
管
は
、
地
崩
れ
、
山
崩
れ
、
地
盤
の
不
同
沈
下

等
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
そ
の
他
経
済
産
業
大
臣
が

定
め
る
場
所
又
は
建
物
の
内
部
若
し
く
は
基
礎
面
下

に
設
置
し
な
い
こ
と
。

二
　
導
管
を
地
盤
面
上
に
設
置
す
る
と
き
は
、
地
盤
面

か
ら
離
し
て
設
置
し
、
か
つ
、
そ
の
見
や
す
い
箇
所

に
高
圧
ガ
ス
の
種
類
、
導
管
に
異
常
を
認
め
た
と
き

の
連
絡
先
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
明
瞭
に
記
載
し
た

標
識
を
設
け
る
こ
と
。

三
　
導
管
を
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
と
き
は
、
〇
・
六

メ
ー
ト
ル
以
上
地
盤
面
か
ら
下
に
埋
設
し
、
か
つ
、

そ
の
見
や
す
い
箇
所
に
高
圧
ガ
ス
の
種
類
、
導
管
に

異
常
を
認
め
た
と
き
の
連
絡
先
そ
の
他
必
要
な
事
項

を
明
瞭
に
記
載
し
た
標
識
を
設
け
る
こ
と
。

四
　
導
管
を
水
中
に
設
置
す
る
と
き
は
、
船
、
波
等
の

影
響
を
受
け
な
い
よ
う
な
深
さ
に
設
け
る
こ
と
。

五
　
導
管
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
五
倍
以
上
の
圧
力

で
水
そ
の
他
の
安
全
な
液
体
を
使
用
し
て
行
う
耐
圧

試
験
（
液
体
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
二
五
倍
以

上
の
圧
力
で
空
気
、
窒
素
等
の
気
体
を
使
用
し
て
行

う
耐
圧
試
験
）
及
び
常
用
の
圧
力
以
上
の
圧
力
で
行

う
気
密
試
験
又
は
経
済
産
業
大
臣
が
こ
れ
ら
と
同
等

以
上
の
も
の
と
認
め
る
試
験
（
試
験
方
法
、
試
験
設

備
、
試
験
員
等
の
状
況
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
試

験
を
行
う
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
認
め
る
者
の
行
う

も
の
に
限
る
。
）
に
合
格
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六
　
導
管
は
、
常
用
の
圧
力
又
は
常
用
の
温
度
に
お
い

て
発
生
す
る
最
大
の
応
力
に
対
し
、
当
該
導
管
の
形

状
、
寸
法
、
常
用
の
圧
力
、
常
用
の
温
度
に
お
け
る

材
料
の
許
容
応
力
、
溶
接
継
手
の
効
率
等
に
応
じ
、

十
分
な
強
度
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
又
は
導
管
の

製
造
技
術
、
検
査
技
術
等
の
状
況
に
よ
り
製
造
す
る

こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
の
認
め
る
者

の
製
造
し
た
常
用
の
圧
力
等
に
応
ず
る
十
分
な
強
度

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

七
　
導
管
に
は
、
腐
食
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
及
び

応
力
を
吸
収
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

八
　
導
管
に
は
、
常
用
の
温
度
を
超
え
な
い
よ
う
な
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

九
　
導
管
に
は
、
当
該
導
管
内
の
圧
力
が
常
用
の
圧
力

を
超
え
た
場
合
に
、
直
ち
に
常
用
の
圧
力
以
下
に
戻

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
　
酸
素
又
は
天
然
ガ
ス
（
実
用
上
支
障
の
な
い
程
度

ま
で
脱
水
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
を
輸
送
す
る
た

め
の
導
管
と
こ
れ
に
接
続
す
る
圧
縮
機
（
酸
素
を
圧

縮
す
る
圧
縮
機
に
つ
い
て
は
、
内
部
潤
滑
剤
に
水
を

使
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）
と
の
間
に
は
、
水
分
を

除
去
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
一
　
事
業
所
を
連
絡
す
る
導
管
に
は
、
緊
急
時
に
必

要
な
通
報
を
速
や
か
に
行
う
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

（
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
事
業
所
間
の
導
管
）

第
十
条
　
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
事
業
所
間
の
導
管
に
係
る

技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
前
条
第
一
号
、
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第

八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

二
　
導
管
を
地
盤
面
上
に
設
置
し
、
又
は
地
盤
面
下
に

埋
設
す
る
と
き
は
、
そ
の
見
や
す
い
箇
所
に
高
圧
ガ

ス
の
種
類
、
導
管
に
異
常
を
認
め
た
と
き
の
連
絡
先
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そ
の
他
必
要
な
事
項
を
明
瞭
に
記
載
し
た
標
識
を
設

け
る
こ
と
。

三
　
導
管
に
は
、
腐
食
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

四
　
導
管
、
管
継
手
及
び
バ
ル
ブ
（
以
下
「
導
管
等
」

と
い
う
。
）
に
使
用
す
る
材
料
は
、
ガ
ス
の
種
類
、

性
状
、
温
度
、
圧
力
等
に
応
じ
、
当
該
設
備
の
材
料

に
及
ぼ
す
化
学
的
影
響
及
び
物
理
的
影
響
に
対
し
、

安
全
な
化
学
的
成
分
及
び
機
械
的
性
質
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
導
管
等
の
構
造
は
、
輸
送
さ
れ
る
高
圧
ガ
ス
の
重

量
、
導
管
等
の
内
圧
、
導
管
等
及
び
そ
の
付
属
設
備

の
自
重
、
土
圧
、
水
圧
、
列
車
荷
重
、
自
動
車
荷

重
、
浮
力
そ
の
他
の
主
荷
重
並
び
に
風
荷
重
、
雪
荷

重
、
温
度
変
化
の
影
響
、
振
動
の
影
響
、
地
震
の
影

響
、
投

び
よ
う

錨

に
よ
る
衝
撃
の
影
響
、
波
浪
及
び
潮
流

の
影
響
、
設
置
時
に
お
け
る
荷
重
の
影
響
、
工
事
に

よ
る
影
響
そ
の
他
の
従
荷
重
に
よ
つ
て
生
じ
る
応
力

に
対
し
て
安
全
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六
　
導
管
の
有
害
な
伸
縮
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇

所
に
は
、
当
該
有
害
な
伸
縮
を
吸
収
す
る
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

七
　
導
管
等
の
接
合
は
、
溶
接
に
よ
つ
て
行
う
こ
と
。

た
だ
し
、
溶
接
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合

は
、
保
安
上
必
要
な
強
度
を
有
す
る
フ
ラ
ン
ジ
接
合

を
も
つ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
　
前
号
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
接
合

部
分
の
点
検
を
可
能
と
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

九
　
導
管
等
の
溶
接
は
、
ア
ー
ク
溶
接
そ
の
他
こ
れ
と

同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
溶
接
方
法
に
よ
つ
て
行

う
こ
と
。

十
　
導
管
を
地
盤
面
下
に
埋
設
す
る
場
合
は
、
次
の
基

準
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
導
管
は
、
高
圧
ガ
ス
の
種
類
に
応
じ
、
そ
の
外

面
か
ら
建
築
物
、
ず
い
道
そ
の
他
の
経
済
産
業
大

臣
が
定
め
る
工
作
物
に
対
し
、
経
済
産
業
大
臣
が

定
め
る
水
平
距
離
を
有
す
る
こ
と
。

ロ
　
導
管
は
、
そ
の
外
面
か
ら
他
の
工
作
物
に
対
し

〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
し
、
か
つ
、

当
該
工
作
物
の
保
全
に
支
障
を
与
え
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
。

ハ
　
導
管
（
防
護
構
造
物
の
中
に
設
置
す
る
も
の
を

除
く
。
）
の
外
面
と
地
表
面
と
の
距
離
は
、
山
林

原
野
に
あ
つ
て
は
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
以
下
、
そ
の

他
の
地
域
に
あ
つ
て
は
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
下
と

し
な
い
こ
と
。

ニ
　
防
護
構
造
物
の
中
に
設
置
す
る
導
管
の
外
面
と

地
表
面
と
の
距
離
は
、
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
未
満
と

し
な
い
こ
と
。

ホ
　
導
管
は
、
地
盤
の
凍
結
に
よ
つ
て
損
傷
を
受
け

る
こ
と
の
な
い
よ
う
適
切
な
深
さ
に
埋
設
す
る
こ

と
。

ヘ
　
盛
土
又
は
切
土
の
斜
面
の
近
傍
に
導
管
を
埋
設

す
る
場
合
は
、
安
全
率
一
・
三
以
上
の
す
べ
り
面

の
外
側
に
埋
設
す
る
こ
と
。

ト
　
導
管
の
立
ち
上
が
り
部
、
地
盤
の
急
変
部
等
支

持
条
件
が
急
変
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
曲
り
管

の
挿
入
、
地
盤
改
良
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

チ
　
掘
削
及
び
埋
め
戻
し
は
、
保
安
上
適
切
な
方
法

に
よ
り
行
う
こ
と
。

十
一
　
導
管
を
道
路
下
に
埋
設
す
る
場
合
は
、
前
号

（
ロ
か
ら
ニ
ま
で
を
除
く
。
）
の
基
準
に
よ
る
ほ
か
、

次
の
基
準
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
導
管
は
、
原
則
と
し
て
自
動
車
荷
重
の
影
響
の

少
な
い
場
所
に
埋
設
す
る
こ
と
。

ロ
　
導
管
は
、
そ
の
外
面
か
ら
道
路
の
境
界
に
対

し
、
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
水
平
距
離
を
有
す
る
こ

と
。

ハ
　
導
管
（
防
護
工
又
は
防
護
構
造
物
に
よ
り
導
管

を
防
護
す
る
場
合
は
、
当
該
防
護
工
又
は
防
護
構

造
物
。
以
下
ヘ
及
び
ト
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、

そ
の
外
面
か
ら
他
の
工
作
物
に
対
し
〇
・
三
メ
ー

ト
ル
以
上
の
距
離
を
有
し
、
か
つ
、
当
該
工
作
物

の
保
全
に
支
障
を
与
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
市
街
地
の
道
路
下
に
埋
設
す
る
場
合
は
、
当
該

道
路
に
係
る
工
事
に
よ
つ
て
導
管
が
損
傷
を
受
け

る
こ
と
の
な
い
よ
う
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

ホ
　
市
街
地
の
道
路
の
路
面
下
に
埋
設
す
る
場
合

は
、
導
管
（
防
護
構
造
物
の
中
に
設
置
す
る
も
の

を
除
く
。
）
の
外
面
と
路
面
と
の
距
離
は
一
・
八

メ
ー
ト
ル
以
下
と
、
防
護
工
又
は
防
護
構
造
物
に

よ
り
防
護
さ
れ
た
導
管
の
当
該
防
護
工
又
は
防
護

構
造
物
の
外
面
と
路
面
と
の
距
離
は
一
・
五
メ
ー

ト
ル
以
下
と
し
な
い
こ
と
。

ヘ
　
市
街
地
以
外
の
道
路
の
路
面
下
に
埋
設
す
る
場

合
は
、
導
管
の
外
面
と
路
面
と
の
距
離
は
、
一
・

五
メ
ー
ト
ル
以
下
と
し
な
い
こ
と
。

ト
　
舗
装
さ
れ
て
い
る
車
道
に
埋
設
す
る
場
合
は
、

当
該
舗
装
部
分
の
路
盤
（
遮
断
層
が
あ
る
場
合

は
、
当
該
遮
断
層
。
以
下
同
じ
。
）
の
下
に
埋
設

し
、
導
管
の
外
面
と
路
盤
の
最
下
部
と
の
距
離

は
、
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
以
下
と
し
な
い
こ
と
。

チ
　
路
面
下
以
外
の
道
路
下
に
埋
設
す
る
場
合
は
、

導
管
の
外
面
と
地
表
面
と
の
距
離
は
、
一
・
二
メ

ー
ト
ル
（
防
護
工
又
は
防
護
構
造
物
に
よ
り
防
護

さ
れ
た
導
管
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
六
メ
ー
ト
ル

（
市
街
地
の
道
路
下
に
埋
設
す
る
場
合
は
、
〇
・

九
メ
ー
ト
ル
）
）
以
下
と
し
な
い
こ
と
。

リ
　
電
線
、
水
管
、
下
水
道
管
、
ガ
ス
管
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
各
戸
に
引
き
込
む
た
め
の

も
の
及
び
こ
れ
が
取
り
付
け
ら
れ
る
も
の
に
限

る
。
）
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
道
路
又
は
埋
設
す
る

計
画
の
あ
る
道
路
に
埋
設
す
る
場
合
は
、
こ
れ
ら

の
上
部
に
埋
設
し
な
い
こ
と
。

十
二
　
導
管
を
線
路
敷
下
に
埋
設
す
る
場
合
は
、
第
十

号
（
ハ
及
び
ニ
を
除
く
。
）
の
基
準
に
よ
る
ほ
か
、

次
の
基
準
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
導
管
は
、
そ
の
外
面
か
ら
軌
道
中
心
に
対
し
四

メ
ー
ト
ル
以
上
の
水
平
距
離
を
有
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
導
管
が
列
車
荷
重
の
影
響
を
受
け
な
い
位

置
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
場
合
、
列
車
荷
重
の
影
響

を
受
け
な
い
よ
う
適
切
な
防
護
構
造
物
で
防
護
さ

れ
て
い
る
場
合
又
は
導
管
の
構
造
が
列
車
荷
重
を

考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

ロ
　
導
管
は
、
当
該
線
路
敷
の
用
地
境
界
に
対
し
一

メ
ー
ト
ル
以
上
の
水
平
距
離
を
有
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
線
路
敷
が
道
路
と
隣
接
す
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ハ
　
導
管
の
外
面
と
地
表
面
と
の
距
離
は
、
一
・
二

メ
ー
ト
ル
以
下
と
し
な
い
こ
と
。

十
三
　
導
管
を
河
川
に
沿
つ
て
河
川
保
全
区
域
（
河
川

法
第
五
十
四
条
に
規
定
す
る
河
川
保
全
区
域
を
い

う
。
）
内
に
埋
設
す
る
場
合
は
、
前
三
号
の
基
準
に

よ
る
ほ
か
、
堤
防

の
り法

尻
又
は
護
岸

の
り法

肩
に
対
し
、
河

川
管
理
上
必
要
な
距
離
を
有
す
る
こ
と
。

十
四
　
導
管
を
地
盤
面
上
に
設
置
す
る
場
合
は
、
次
の

基
準
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
導
管
は
、
高
圧
ガ
ス
の
種
類
に
応
じ
、
そ
の
外

面
か
ら
住
宅
、
学
校
、
病
院
、
鉄
道
そ
の
他
の
経

済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施
設
に
対
し
、
高
圧
ガ
ス

の
種
類
に
応
じ
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
水
平

距
離
を
有
す
る
こ
と
。

ロ
　
不
活
性
ガ
ス
以
外
の
ガ
ス
の
導
管
の
両
側
に

は
、
当
該
導
管
に
係
る
高
圧
ガ
ス
の
常
用
の
圧
力

に
応
じ
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
空
地
を
保
有
す

る
こ
と
。
た
だ
し
、
保
安
上
必
要
な
措
置
を
講
じ

た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ハ
　
導
管
は
、
地
震
、
風
圧
、
地
盤
沈
下
、
温
度
変

化
に
よ
る
伸
縮
等
に
対
し
安
全
な
構
造
の
支
持
物

に
よ
り
支
持
し
、
地
盤
面
か
ら
離
し
て
設
置
す
る

こ
と
。

ニ
　
ハ
の
支
持
物
は
、
十
分
な
耐
火
性
を
有
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
火
災
に
よ
つ
て
当
該
支
持
物
が
変

形
す
る
お
そ
れ
の
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

ホ
　
自
動
車
、
船
舶
等
の
衝
突
に
よ
り
導
管
又
は
導

管
の
支
持
物
が
損
傷
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
場

合
は
、
適
切
な
防
護
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ヘ
　
導
管
は
、
他
の
工
作
物
（
当
該
導
管
の
支
持
物

を
除
く
。
）
に
対
し
、
当
該
導
管
の
維
持
管
理
上

必
要
な
間
隔
を
有
す
る
こ
と
。

十
五
　
道
路
を
横
断
し
て
導
管
を
設
置
す
る
場
合
は
、

さ
や
管
そ
の
他
の
防
護
構
造
物
の
中
に
設
置
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
支
持
条
件
の
急
変
に
対
し
適
切
な
措

置
が
講
じ
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
導
管
に
係
る
工
事
の

実
施
に
よ
つ
て
交
通
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
お
そ

れ
の
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

十
六
　
道
路
を
横
断
し
て
導
管
を
設
置
す
る
場
合
は
、

前
号
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
第
十
一
号
（
イ
及
び
ロ

を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。

十
七
　
線
路
敷
を
横
断
し
て
導
管
を
埋
設
す
る
場
合

は
、
第
十
二
号
（
イ
を
除
く
。
）
及
び
第
十
五
号
の

規
定
を
準
用
す
る
。

十
八
　
河
川
を
横
断
し
て
導
管
を
設
置
す
る
場
合
は
、

橋
に
設
置
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
橋
に
設
置
す
る
こ

と
が
適
当
で
な
い
場
合
は
、
河
川
の
下
を
横
断
し
て

埋
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
九
　
河
川
又
は
水
路
を
横
断
し
て
導
管
を
埋
設
す
る

場
合
で
あ
つ
て
、
塩
素
、
ホ
ス
ゲ
ン
、
ふ
つ
素
、
ア

ク
ロ
レ
イ
ン
、
亜
硫
酸
ガ
ス
、
シ
ア
ン
化
水
素
又
は

硫
化
水
素
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
二
重
管
と
し
、

そ
の
他
の
毒
性
ガ
ス
及
び
可
燃
性
ガ
ス
に
係
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
二
重
管
又
は
防
護
構
造
物
の
中
に
設

置
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
二
重
管

若
し
く
は
防
護
構
造
物
の
浮
揚
又
は
船
舶
の
投

び
よ
う

錨

に
よ
る
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

二
十
　
第
十
八
号
た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
つ
て
は
導
管

の
外
面
と
計
画
河
床
高
（
計
画
河
床
高
が
最
深
河
床

高
よ
り
高
い
と
き
は
、
最
深
河
床
高
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
と
の
距
離
は
原
則
と
し
て
四
・

〇
メ
ー
ト
ル
以
上
、
水
路
を
横
断
し
て
導
管
を
埋
設

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
導
管
の
外
面
と
計
画
河
床
高

と
の
距
離
は
原
則
と
し
て
二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、

そ
の
他
の
小
水
路
（
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
水

路
以
外
の
小
水
路
で
、
用
水
路
、
側
溝
又
は
こ
れ
ら

17



に
類
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
横
断
し
て
導
管
を
埋

設
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
導
管
の
外
面
と
計
画
河
床

高
と
の
距
離
は
原
則
と
し
て
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
上

と
す
る
ほ
か
、
護
岸
そ
の
他
河
川
管
理
施
設
の
既
設

又
は
計
画
中
の
基
礎
工
に
支
障
を
与
え
ず
、
か
つ
、

河
床
変
動
、
洗
掘
、
投

び
よ
う

錨

等
の
影
響
を
受
け
な
い

深
さ
に
埋
設
す
る
こ
と
。

二
十
一
　
河
川
及
び
水
路
を
横
断
し
て
導
管
を
設
置
す

る
場
合
は
、
前
三
号
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
第
十
号

（
ロ
か
ら
ニ
ま
で
及
び
チ
を
除
く
。
）
及
び
第
十
四
号

の
規
定
を
準
用
す
る
。

二
十
二
　
導
管
を
海
底
に
設
置
す
る
場
合
は
、
次
の
基

準
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
導
管
は
、
埋
設
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
投

び
よ
う

錨

等
に
よ
り
導
管
が
損
傷
を
受
け
る
お
そ
れ
の
な
い

場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

ロ
　
導
管
は
、
原
則
と
し
て
既
設
の
導
管
と
交
差
し

な
い
こ
と
。

ハ
　
導
管
は
、
原
則
と
し
て
既
設
の
導
管
に
対
し
、

三
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
水
平
距
離
を
有
す
る
こ

と
。

ニ
　
二
本
以
上
の
導
管
を
同
時
に
設
置
す
る
場
合

は
、
当
該
導
管
が
相
互
に
接
触
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ホ
　
導
管
の
立
ち
上
が
り
部
に
は
、
防
護
工
を
設
け

る
こ
と
。

ヘ
　
導
管
を
埋
設
す
る
場
合
は
、
導
管
の
外
面
と
海

底
面
と
の
距
離
は
、
投

び
よ
う

錨

試
験
の
結
果
、
土
質
、

埋
め
戻
し
の
材
料
、
船
舶
交
通
事
情
等
を
勘
案
し

て
安
全
な
距
離
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
当
該
導
管
を
埋
設
す
る
海
底
に
つ
い
て
し
ゆ

ん
せ
つ
計
画
が
あ
る
場
合
は
、
し
ゆ
ん
せ
つ
計
画

面
（
当
該
し
ゆ
ん
せ
つ
計
画
に
お
い
て
計
画
さ
れ

て
い
る
し
ゆ
ん
せ
つ
後
の
海
底
面
を
い
う
。
）
下

〇
・
六
メ
ー
ト
ル
を
海
底
面
と
み
な
す
も
の
と
す

る
。

ト
　
洗
掘
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
に
埋
設
す
る
導
管

に
は
、
当
該
洗
掘
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

チ
　
掘
削
及
び
埋
め
戻
し
は
、
保
安
上
適
切
な
方
法

に
よ
り
行
う
こ
と
。

リ
　
導
管
を
埋
設
し
な
い
で
設
置
す
る
場
合
は
、
導

管
が
連
続
し
て
支
持
さ
れ
る
よ
う
当
該
設
置
に
係

る
海
底
面
を
な
ら
す
こ
と
。

ヌ
　
導
管
が
浮
揚
又
は
移
動
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
は
、
当
該
導
管
に
当
該
浮
揚
又
は
移
動
を
防
止

す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
十
三
　
導
管
を
海
面
上
に
設
置
す
る
場
合
は
、
次
の

基
準
に
よ
る
こ
と
。

イ
　
導
管
は
、
地
震
、
風
圧
、
波
圧
等
に
対
し
安
全

な
構
造
の
支
持
物
に
よ
り
支
持
す
る
こ
と
。

ロ
　
導
管
は
、
船
舶
の
航
行
に
よ
り
、
損
傷
を
受
け

る
こ
と
の
な
い
よ
う
海
面
と
の
間
に
必
要
な
空
間

を
確
保
し
て
設
置
す
る
こ
と
。

ハ
　
船
舶
の
衝
突
等
に
よ
つ
て
導
管
又
は
そ
の
支
持

物
が
損
傷
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
防

護
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

ニ
　
導
管
は
、
他
の
工
作
物
（
当
該
導
管
の
支
持
物

を
除
く
。
）
に
対
し
当
該
導
管
の
維
持
管
理
上
必

要
な
間
隔
を
有
す
る
こ
と
。

二
十
四
　
市
街
地
、
河
川
上
及
び
水
路
上
、
ず
い
道

（
海
底
に
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
上
並
び
に
砂
質
土
等

の
透
水
性
地
盤
（
海
底
を
除
く
。
）
中
に
導
管
（
毒

性
ガ
ス
又
は
可
燃
性
ガ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

を
設
置
す
る
場
合
は
、
当
該
導
管
の
設
置
箇
所
及
び

高
圧
ガ
ス
の
種
類
に
応
じ
、
漏
え
い
し
た
ガ
ス
の
拡

散
を
有
効
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め

る
高
圧
ガ
ス
の
種
類
及
び
圧
力
並
び
に
導
管
の
周
囲

の
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
箇
所
は
、
導
管
を
二
重
管

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
十
五
　
前
号
の
二
重
管
に
は
、
第
二
十
九
号
に
規
定

す
る
ガ
ス
漏
え
い
検
知
警
報
設
備
を
設
置
す
る
こ

と
。

二
十
六
　
導
管
系
（
導
管
並
び
に
そ
の
導
管
と
一
体
と

な
つ
て
高
圧
ガ
ス
の
輸
送
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
圧

縮
機
、
ポ
ン
プ
、
バ
ル
ブ
及
び
こ
れ
ら
の
付
属
設
備

の
総
合
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
は
、
圧
縮
機
、

ポ
ン
プ
及
び
バ
ル
ブ
の
作
動
状
況
等
当
該
導
管
系
の

運
転
状
態
を
監
視
す
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

二
十
七
　
導
管
系
に
は
、
圧
力
又
は
流
量
の
異
常
な
変

動
等
の
異
常
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
そ
の
旨
を

警
報
す
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

二
十
八
　
導
管
系
に
は
、
高
圧
ガ
ス
の
種
類
、
性
状
及

び
圧
力
並
び
に
導
管
の
長
さ
に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る

制
御
機
能
を
有
す
る
安
全
制
御
装
置
を
設
け
る
こ

と
。

イ
　
圧
力
安
全
装
置
、
次
号
に
規
定
す
る
ガ
ス
漏
え

い
検
知
警
報
設
備
、
第
三
十
号
に
規
定
す
る
緊
急

遮
断
装
置
、
第
三
十
二
号
に
規
定
す
る
感
震
装
置

そ
の
他
の
保
安
の
た
め
の
設
備
等
の
制
御
回
路
が

正
常
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
圧
縮
機

又
は
ポ
ン
プ
が
作
動
し
な
い
制
御
機
能

ロ
　
保
安
上
異
常
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
災
害

の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
圧
縮
機
、
ポ
ン
プ
、
緊

急
遮
断
装
置
等
が
自
動
又
は
手
動
に
よ
り
速
や
か

に
停
止
又
は
閉
鎖
す
る
制
御
機
能

二
十
九
　
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ
ス
（
経
済
産
業
大
臣

が
告
示
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
特
定
不
活

性
ガ
ス
の
導
管
系
に
は
、
当
該
ガ
ス
の
種
類
及
び
圧

力
並
び
に
導
管
の
周
囲
の
状
況
に
応
じ
、
必
要
な
箇

所
に
、
ガ
ス
漏
え
い
検
知
警
報
設
備
又
は
漏
え
い
検

知
口
を
設
け
る
こ
と
。

三
十
　
市
街
地
、
主
要
河
川
、
湖
沼
等
を
横
断
す
る
導

管
（
不
活
性
ガ
ス
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
は
、

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
緊
急
遮

断
装
置
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
効
果
の
あ
る
装
置

を
設
け
る
こ
と
。

三
十
一
　
導
管
に
は
、
相
隣
接
す
る
緊
急
遮
断
装
置
の

区
間
ご
と
に
当
該
導
管
内
の
高
圧
ガ
ス
を
移
送
し
、

不
活
性
ガ
ス
等
に
よ
り
置
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
十
二
　
導
管
の
経
路
に
は
、
高
圧
ガ
ス
の
種
類
及
び

圧
力
並
び
に
導
管
の
周
囲
の
状
況
に
応
じ
、
必
要
な

箇
所
に
、
地
盤
の
震
動
を
的
確
に
検
知
し
、
か
つ
、

警
報
す
る
た
め
の
感
震
装
置
を
設
け
る
と
と
も
に
、

地
震
時
に
お
け
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

三
十
三
　
導
管
系
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
保
安
用
接
地

等
を
設
け
る
こ
と
。

三
十
四
　
導
管
系
は
、
保
安
上
必
要
が
あ
る
場
合
に

は
、
支
持
物
そ
の
他
の
構
造
物
か
ら
絶
縁
す
る
こ

と
。

三
十
五
　
導
管
系
に
は
、
保
安
上
必
要
が
あ
る
場
合
に

は
、
絶
縁
用
継
手
を
挿
入
す
る
こ
と
。

三
十
六
　
避
雷
器
の
接
地
箇
所
に
近
接
し
て
導
管
を
設

置
す
る
場
合
は
、
絶
縁
の
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

三
十
七
　
導
管
系
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
落
雷
に
よ
る

導
管
へ
の
影
響
を
回
避
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

三
十
八
　
導
管
系
の
保
安
の
確
保
に
必
要
な
設
備
で
あ

つ
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
は
、
停
電
等

に
よ
り
当
該
設
備
の
機
能
が
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
十
九
　
導
管
の
経
路
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
巡
回
監

視
車
、
保
安
の
た
め
の
資
機
材
倉
庫
等
を
設
け
る
こ

と
。

第
三
款
　
連
絡

（
連
絡
方
法
の
通
知
等
）

第
十
一
条
　
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
事
業
所
に
お
い
て
高
圧

ガ
ス
の
製
造
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
者
」
と
い
う
。
）
は
、
製
造
を
開
始

す
る
前
に
、
関
係
事
業
所
（
導
管
又
は
配
管
に
よ
り
、

当
該
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
事
業
所
に
高
圧
ガ
ス
を
供
給

し
、
又
は
当
該
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
事
業
所
か
ら
高
圧

ガ
ス
の
供
給
を
受
け
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
事
業
所

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
関
連
事
業
所
」
と
い
う
。
）

及
び
当
該
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
事
業
所
に
隣
接
す
る
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
事
業
所
そ
の
他
当
該
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

製
造
事
業
所
と
保
安
上
密
接
な
関
係
を
有
す
る
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
製
造
事
業
所
を
い
う
。
）
と
の
間
に
お
け
る
保

安
に
関
す
る
事
項
の
連
絡
系
統
、
連
絡
担
当
者
そ
の
他

の
連
絡
の
方
法
を
定
め
、
関
係
事
業
所
に
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
も
、
同
様
と

す
る
。

２
　
関
連
事
業
所
に
係
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
者
は
、
当

該
関
連
事
業
所
の
事
務
所
間
及
び
保
安
上
緊
急
に
連
絡

を
す
る
必
要
の
あ
る
作
業
場
間
の
緊
急
連
絡
の
用
に
供

す
る
直
通
電
話
（
保
安
上
特
に
重
要
な
作
業
場
間
に
あ

つ
て
は
、
直
通
電
話
及
び
無
線
又
は
有
線
通
信
設
備
）

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
者
は
、
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま

で
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
関
係
事
業
所
に
、

第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
は
関
連
事

業
所
に
、
そ
の
旨
を
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
連
絡
は
、
当
該
連
絡
を
さ
れ
る
べ

き
関
係
事
業
所
又
は
関
連
事
業
所
に
お
い
て
保
安
上
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
適
切
に
行
う

も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
事
業
所
に
お
い
て
、
高

圧
ガ
ス
に
係
る
事
故
が
発
生
し
た
と
き
。

二
　
多
量
の
ガ
ス
を
放
出
し
、
又
は
放
出
し
よ
う
と
す

る
と
き
。

三
　
異
常
な
騒
音
又
は
振
動
を
発
生
し
、
又
は
発
生
さ

せ
よ
う
と
す
る
と
き
。

四
　
消
防
訓
練
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
、
警
報
器
を
鳴

ら
し
、
又
は
火
炎
若
し
く
は
煙
を
発
生
さ
せ
よ
う
と

す
る
と
き
。

五
　
隣
接
す
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
事
業
所
の
境
界
線

か
ら
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
に
お
い
て
、
火
気
を
取
り

扱
お
う
と
す
る
と
き
。

六
　
隣
接
す
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
事
業
所
の
境
界
線

か
ら
百
メ
ー
ト
ル
以
内
に
お
い
て
、
大
量
の
火
気
を

取
り
扱
お
う
と
す
る
と
き
。

七
　
導
管
又
は
配
管
に
よ
る
関
連
事
業
所
へ
の
高
圧
ガ

ス
（
保
安
用
の
窒
素
、
ス
チ
ー
ム
そ
の
他
の
流
体
を

含
む
。
以
下
次
号
及
び
第
九
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
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の
輸
送
を
開
始
し
、
又
は
停
止
し
よ
う
と
す
る
と

き
。

八
　
導
管
又
は
配
管
に
よ
り
関
連
事
業
所
へ
輸
送
す
る

ガ
ス
の
種
類
、
成
分
、
圧
力
、
流
量
そ
の
他
の
事
項

に
つ
い
て
保
安
上
重
要
な
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
。

九
　
関
連
事
業
所
か
ら
導
管
又
は
配
管
に
よ
り
輸
送
さ

れ
る
高
圧
ガ
ス
を
使
用
す
る
製
造
設
備
の
運
転
を
停

止
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

十
　
前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
保
安
上
特
に
連

絡
を
要
す
る
事
態
が
発
生
し
た
と
き
。

４
　
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
者
は
、
隣
接
す
る
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
製
造
事
業
所
の
境
界
線
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
以
内
に
お

い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
設
備
又
は
施
設
を
設
置
し
、

又
は
撤
去
し
た
と
き
（
第
四
号
に
掲
げ
る
ベ
ン
ト
ス
タ

ッ
ク
に
あ
つ
て
は
、
当
該
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
ク
か
ら
ガ
ス

を
放
出
す
る
方
向
を
著
し
く
変
更
し
た
と
き
を
含
む
。
）

は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
設
備
又
は
施
設
の
種
類
及
び
位

置
（
第
四
号
に
掲
げ
る
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
ク
に
あ
つ
て

は
、
当
該
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
ク
か
ら
ガ
ス
を
放
出
す
る
方

向
を
含
む
。
）
を
記
載
し
た
書
面
を
作
成
し
、
こ
れ
を

隣
接
す
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
事
業
所
に
送
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
に
よ
り
連
絡

を
し
た
設
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
製
造
施
設
（
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
設
備

を
除
く
。
）

二
　
危
険
物
（
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八

十
六
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
危
険
物
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
の
製
造
所
、
貯
蔵
所
又
は
取
扱

所
三
　
毒
物
及
び
劇
物
（
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和

二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
毒
物
及
び
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
劇
物
を

い
う
。
）
を
貯
蔵
す
る
タ
ン
ク

四
　
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
ク
、
充
塡
設
備
そ
の
他
の
可
燃
性

ガ
ス
又
は
毒
性
ガ
ス
を
放
出
し
、
又
は
放
出
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
設
備

五
　
火
気
を
大
量
に
使
用
す
る
設
備

六
　
屋
外
消
火
栓
、
貯
水
槽
、
貯
水
池
、
非
常
用
通
用

門
及
び
避
難
場
所

七
　
そ
の
他
特
に
保
安
上
通
知
を
要
す
る
設
備
又
は

施
設

５
　
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
設
備
を
こ
れ
に
隣
接
す
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
事
業

所
の
境
界
線
か
ら
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
距
離
以
内
に

設
置
す
る
と
き
（
大
規
模
な
改
修
を
す
る
と
き
を
含

む
。
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
隣
接
す
る
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
製
造
事
業
所
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

設
備

距
離

一
　
貯
蔵
能
力
が
一
万
立
方
メ
ー
ト
ル
以

上
（
液
化
ガ
ス
に
あ
つ
て
は
、
百
ト
ン
以

上
）
の
貯
槽

百

メ

ー

ト
ル

二
　
貯
蔵
能
力
が
一
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
以

上
の
可
燃
性
液
体
（
高
圧
ガ
ス
を
除
く
。
）

の
タ
ン
ク

百

メ

ー

ト
ル

三
　
毒
性
ガ
ス
の
製
造
設
備
（
第
一
項
に

掲
げ
る
設
備
を
除
く
。
）

百

メ

ー

ト
ル

四
　
可
燃
性
ガ
ス
及
び
酸
素
の
製
造
設
備

（
処
理
能
力
が
千
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

処
理
設
備
を
有
す
る
製
造
設
備
に
限
り
、

第
一
項
に
掲
げ
る
設
備
を
除
く
。
）

五

十

メ

ー
ト
ル

五
　
導
管

二

十

メ

ー
ト
ル

六
　
前
各
項
に
掲
げ
る
設
備
以
外
の
製
造

設
備

二

十

メ

ー
ト
ル

６
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
連
絡
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
着
工
及
び
完
成
予
定
期
日

二
　
貯
槽
及
び
タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
位
置
、
貯
蔵
物

資
の
種
類
、
圧
力
及
び
最
大
貯
蔵
量

三
　
製
造
設
備
に
つ
い
て
は
、
位
置
、
製
造
を
す
る
高

圧
ガ
ス
の
種
類
及
び
圧
力
並
び
に
当
該
製
造
設
備
に

係
る
処
理
設
備
の
処
理
能
力

四
　
導
管
に
つ
い
て
は
、
経
路
並
び
に
高
圧
ガ
ス
の
種

類
及
び
圧
力

７
　
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
者
は
、
そ
の
製
造
施
設
が
危
険

な
状
態
と
な
つ
た
場
合
又
は
製
造
施
設
に
係
る
事
故
が

発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
関
係
事
業
所
か
ら
事
故
の

発
生
又
は
拡
大
の
防
止
の
た
め
必
要
な
応
援
を
緊
急
に

受
け
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
三
節
　
変
更
の
工
事
に
係
る
許
可
等

（
特
定
製
造
者
に
係
る
承
継
の
届
出
）

第
十
二
条
　
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
届
出
を

し
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
は
、
様
式
第
二
の
高
圧
ガ

ス
製
造
事
業
承
継
届
書
に
相
続
、
合
併
又
は
当
該
特
定

製
造
者
の
そ
の
許
可
に
係
る
特
定
製
造
事
業
所
を
承
継

さ
せ
た
分
割
が
あ
つ
た
事
実
を
証
す
る
書
面
（
相
続
の

場
合
で
あ
つ
て
、
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、

承
継
す
べ
き
相
続
人
の
選
定
に
係
る
全
員
の
同
意
書
）

を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
製
造
者
に
係
る
変
更
の
工
事
等
の
許
可
の
申
請
）

第
十
三
条
　
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項

の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
は
、
様
式
第

三
の
高
圧
ガ
ス
製
造
施
設
等
変
更
許
可
申
請
書
に
変
更

明
細
書
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
変
更
明
細
書
に
は
、
第
三
条
第
二
項
各
号
に

掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
変
更
の
あ
つ
た
部
分
に
つ
い
て

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
製
造
者
に
係
る
軽
微
な
変
更
の
工
事
等
）

第
十
四
条
　
法
第
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
の
工
事
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
特
定
設
備
を
除
く
。
）
の
取
替

え
（
第
五
条
第
一
項
第
十
九
号
に
規
定
す
る
製
造
す

る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る

者
が
製
造
し
た
も
の
又
は
保
安
上
特
段
の
支
障
が
な

い
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
へ
の
取
替
え
に
限

る
。
）
の
工
事
で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
の
処
理
能
力

の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の

一
の
二
　
特
定
設
備
の
部
品
の
取
替
え
（
保
安
上
特
段

の
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
へ
の

取
替
え
に
限
る
。
）
の
工
事

一
の
三
　
開
放
検
査
に
使
用
す
る
仮
設
の
高
圧
ガ
ス
設

備
の
設
置
又
は
撤
去
の
工
事

二
　
ガ
ス
設
備
（
高
圧
ガ
ス
設
備
を
除
く
。
）
の
変
更

の
工
事

三
　
ガ
ス
設
備
以
外
の
製
造
施
設
に
係
る
設
備
の
変
更

の
工
事

四
　
製
造
施
設
の
機
能
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な

い
高
圧
ガ
ス
設
備
の
撤
去
の
工
事
（
認
定
高
度
保
安

実
施
者
が
行
う
法
第
三
十
九
条
の
十
三
の
認
定
に
係

る
製
造
施
設
に
お
け
る
処
理
能
力
の
変
更
を
伴
う
も

の
を
除
く
。
）

四
の
二
　
第
十
七
条
第
二
号
に
掲
げ
る
変
更
工
事
に
よ

り
追
加
さ
れ
た
製
造
施
設
に
お
け
る
変
更
の
工
事

（
認
定
高
度
保
安
実
施
者
が
行
う
法
第
三
十
九
条
の

十
三
の
認
定
に
係
る
製
造
施
設
に
お
け
る
処
理
能
力

の
変
更
を
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
保
安

上
特
段
の
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た

も
の

五
　
試
験
研
究
施
設
に
お
け
る
処
理
能
力
の
変
更
を
伴

わ
な
い
変
更
の
工
事
で
あ
つ
て
、
経
済
産
業
大
臣
が

軽
微
な
も
の
と
認
め
た
も
の

六
　
認
定
完
成
検
査
実
施
者
又
は
認
定
高
度
保
安
実
施

者
が
自
ら
特
定
変
更
工
事
に
係
る
完
成
検
査
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
製
造
施
設
に
お
い
て
行
う
工
事
（
特

定
設
備
（
設
計
圧
力
が
三
十
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の

も
の
を
除
く
。
）
の
管
台
（
当
該
特
定
設
備
の
胴
板

又
は
鏡
板
に
直
接
溶
接
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限

る
。
）
の
取
替
え
（
処
理
設
備
の
処
理
能
力
及
び
性

能
並
び
に
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
技
術
上
の
基
準
及
び
同
条
第
二
号
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項
そ
の

他
設
備
に
関
す
る
事
項
の
変
更
が
な
い
も
の
に
限

る
。
）
の
工
事
で
あ
つ
て
、
溶
接
の
方
法
が
す
み
肉

溶
接
で
あ
り
、
か
つ
、
溶
接
に
用
い
ら
れ
る
母
材
の

種
類
が
告
示
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
（
特
定

設
備
検
査
規
則
第
二
十
九
条
た
だ
し
書
に
該
当
す
る

場
合
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）

七
　
特
定
認
定
事
業
者
（
高
圧
ガ
ス
保
安
法
施
行
令

（
平
成
九
年
政
令
第
二
十
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う

。
）
第
十
条
た
だ
し
書
の
認
定
を
受
け
た
者
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
認
定
完
成
検
査
実
施
者
（
以

下
「
特
定
認
定
完
成
検
査
実
施
事
業
者
」
と
い
う
。
）

又
は
特
定
認
定
高
度
保
安
実
施
者
（
令
第
十
条
の
二

た
だ
し
書
の
適
用
を
受
け
る
認
定
高
度
保
安
実
施
者

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
自
ら
特
定
変
更
工
事
に

係
る
完
成
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
製
造
施
設
に

お
い
て
行
う
工
事
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
設
備
の

変
更
の
工
事

イ
　
特
定
設
備
の
管
台
（
当
該
特
定
設
備
の
胴
板
又

は
鏡
板
に
直
接
溶
接
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限

る
。
）
の
取
替
え
（
処
理
設
備
の
処
理
能
力
の
変

更
が
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
同
等
以
上
の

性
能
を
有
す
る
も
の
へ
の
取
替
え
に
限
る
。
）
の

工
事
で
あ
つ
て
、
溶
接
の
方
法
が
す
み
肉
溶
接
で

あ
り
、
か
つ
、
溶
接
に
用
い
ら
れ
る
母
材
の
種
類

が
告
示
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
（
特
定
設

備
検
査
規
則
第
二
十
九
条
た
だ
し
書
に
該
当
す
る

場
合
に
限
り
、
前
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ
　
特
定
設
備
の
取
替
え
（
処
理
設
備
の
処
理
能
力

の
変
更
が
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
同
等
以

上
の
性
能
を
有
す
る
も
の
へ
の
取
替
え
に
限
る
。
）

の
工
事
（
イ
及
び
前
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。
）

ハ
　
特
定
設
備
（
特
定
設
備
検
査
規
則
の
施
行
前
に

製
造
さ
れ
た
設
備
で
あ
つ
て
、
同
令
第
三
条
に
規

定
す
る
特
定
設
備
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。
）

の
変
更
（
保
安
上
特
段
の
支
障
が
な
い
も
の
と
し

て
認
め
ら
れ
た
も
の
へ
の
変
更
に
限
る
。
）
の
工

事
で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
の
処
理
能
力
及
び
位
置

の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
（
イ
、
ロ
及
び
前
号
に

該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

ニ
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
配
管
、
バ
ル
ブ
、
継
手
又
は

附
属
機
器
類
（
特
定
設
備
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）

の
変
更
の
工
事
で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
の
処
理
能
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力
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
（
第
一
号
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
。
）

八
　
認
定
完
成
検
査
実
施
者
、
認
定
保
安
検
査
実
施

者
、
認
定
高
度
保
安
実
施
者
そ
の
他
高
圧
ガ
ス
の
保

安
に
関
す
る
自
主
的
な
活
動
を
十
分
に
実
施
し
て
い

る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
者
（
以
下
「
自
主
保

安
高
度
化
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
行
う
工
事
で
あ

つ
て
、
次
に
掲
げ
る
設
備
の
変
更
の
工
事

イ
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
特
定
設
備
を
除
く
。
）
の
変

更
（
第
五
条
第
一
項
第
十
九
号
に
規
定
す
る
製
造

す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認

め
る
者
が
製
造
し
た
も
の
又
は
保
安
上
特
段
の
支

障
が
な
い
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
へ
の
変

更
に
限
る
。
）
の
工
事
で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
の

処
理
能
力
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
（
第
一
号
及

び
前
号
ニ
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ
　
高
圧
ガ
ス
設
備
（
特
定
設
備
を
除
く
。
）
の
変

更
（
配
管
、
バ
ル
ブ
又
は
継
手
か
ら
配
管
、
バ
ル

ブ
又
は
継
手
へ
の
変
更
に
限
り
、
当
該
変
更
に
伴

う
配
管
、
バ
ル
ブ
又
は
継
手
の
撤
去
を
含
む
。
）

の
工
事
で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
の
処
理
能
力
及
び

位
置
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
（
イ
、
第
一
号
及

び
前
号
ニ
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

ハ
　
ガ
ス
設
備
（
特
定
設
備
を
除
く
。
）
の
取
替
え

（
処
理
設
備
の
処
理
能
力
、
性
能
並
び
に
法
第
八

条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の

基
準
及
び
同
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
設
備
に

関
す
る
事
項
の
変
更
が
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の

工
事
（
ロ
、
第
一
号
、
第
二
号
及
び
前
号
ニ
に
該

当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

２
　
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
の
届
出

を
し
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
は
、
様
式
第
四
の
高
圧

ガ
ス
製
造
施
設
軽
微
変
更
届
書
に
当
該
変
更
の
概
要
を

記
載
し
た
書
面
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
節
　
完
成
検
査

（
完
成
検
査
の
申
請
等
）

第
十
五
条
　
法
第
二
十
条
第
一
項
本
文
又
は
第
三
項
本
文

の
規
定
に
よ
り
、
製
造
施
設
に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事

が
行
う
完
成
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者

は
、
様
式
第
五
の
製
造
施
設
完
成
検
査
申
請
書
を
、
事

業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
二
十
条
第
一
項
本
文
又
は

第
三
項
本
文
の
完
成
検
査
に
お
い
て
、
製
造
施
設
が
法

第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の

基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
様
式
第
六

の
製
造
施
設
完
成
検
査
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
協
会
等
に
よ
る
完
成
検
査
証
の
届
出
等
）

第
十
六
条
　
前
条
の
規
定
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
（
以

下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
が
行
う
完
成
検
査
に
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
法
第
二
十
条
第

一
項
本
文
又
は
第
三
項
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二

十
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
三
項
第
一
号
」
と
、
同

条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
が
行
う
」
と
あ
る
の
は

「
協
会
が
行
う
」
と
、
「
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
、
同
条
第

二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
三
項
第
一
号

の
規
定
に
よ
り
、
協
会
が
行
う
完
成
検
査
を
受
け
た
旨

を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者

は
、
様
式
第
七
の
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
完
成
検
査
受
検

届
書
を
、
完
成
検
査
を
受
け
た
事
業
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
前
条
の
規
定
は
、
指
定
完
成
検
査
機
関
が
行
う
完
成

検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中

「
法
第
二
十
条
第
一
項
本
文
又
は
第
三
項
本
文
」
と
あ

る
の
は
「
法
第
二
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
三
項

第
一
号
」
と
、
同
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
が
行

う
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
完
成
検
査
機
関
が
行
う
」

と
、
「
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」

と
あ
る
の
は
「
指
定
完
成
検
査
機
関
」
と
、
同
条
第
二

項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
完
成
検

査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
法
第
二
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
又
は
第
三
項
第
一
号

の
規
定
に
よ
り
、
指
定
完
成
検
査
機
関
が
行
う
完
成
検

査
を
受
け
た
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
よ
う
と
す

る
特
定
製
造
者
は
、
様
式
第
八
の
指
定
完
成
検
査
機
関

完
成
検
査
受
検
届
書
を
、
完
成
検
査
を
受
け
た
事
業
所

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
完
成
検
査
を
要
し
な
い
変
更
の
工
事
の
範
囲
）

第
十
七
条
　
法
第
二
十
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
ガ
ス
設
備
（
耐
震
設
計
構
造
物
に
係
る
特
定
設
備

を
除
く
。
）
の
取
替
え
又
は
設
置
位
置
の
変
更
（
高

圧
ガ
ス
設
備
の
取
替
え
を
伴
う
も
の
に
あ
つ
て
は
、

第
五
条
第
一
項
第
十
九
号
の
規
定
に
よ
り
製
造
す
る

こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
の
認
め
る
者

が
製
造
し
た
も
の
へ
の
取
替
え
に
限
り
、
特
定
設
備

の
取
替
え
を
伴
う
も
の
に
あ
つ
て
は
特
定
設
備
検
査

合
格
証
又
は
特
定
設
備
基
準
適
合
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
も
の
へ
の
取
替
え
に
限
る
。
）
の
工
事
（
第

十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
工
事
を
除
く
。
）
で
あ

つ
て
、
当
該
設
備
の
処
理
能
力
の
変
更
が
告
示
で
定

め
る
範
囲
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

二
　
処
理
能
力
が
一
日
百
立
方
メ
ー
ト
ル
（
不
活
性
ガ

ス
又
は
空
気
に
あ
つ
て
は
三
百
立
方
メ
ー
ト
ル
）
未

満
の
製
造
設
備
（
耐
震
設
計
構
造
物
に
係
る
も
の
を

除
き
、
当
該
設
備
が
特
定
設
備
で
あ
る
場
合
に
あ
つ

て
は
特
定
設
備
検
査
合
格
証
又
は
特
定
設
備
基
準
適

合
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ

る
製
造
施
設
の
追
加
に
係
る
変
更
工
事
で
あ
つ
て
、

他
の
製
造
施
設
と
ガ
ス
設
備
で
接
続
さ
れ
て
い
な
い

も
の
で
、
か
つ
、
他
の
製
造
施
設
の
機
能
に
支
障
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な
い
も
の

（
協
会
等
の
完
成
検
査
の
報
告
）

第
十
八
条
　
法
第
二
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
協
会

が
同
項
の
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
九

の
完
成
検
査
結
果
報
告
書
に
完
成
検
査
の
記
録
を
添
え

て
、
完
成
検
査
を
し
た
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
二
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
完
成
検

査
機
関
が
同
項
の
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様

式
第
十
の
完
成
検
査
結
果
報
告
書
に
完
成
検
査
の
記
録

を
添
え
て
、
完
成
検
査
を
し
た
事
業
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
完
成
検
査
の
方
法
）

第
十
九
条
　
法
第
二
十
条
第
五
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
完
成
検
査
の
方
法
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
と
す

る
。

（
特
定
設
備
検
査
合
格
証
等
の
有
効
期
間
）

第
二
十
条
　
法
第
二
十
条
の
二
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

第
三
章
　
高
圧
ガ
ス
の
製
造
の
開
始
等
に
係
る

届
出

（
高
圧
ガ
ス
の
製
造
の
開
始
又
は
廃
止
の
届
出
）

第
二
十
一
条
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

同
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
は
、
様
式

第
十
一
の
高
圧
ガ
ス
製
造
開
始
届
書
を
、
事
業
所
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
の
届

出
を
し
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
は
、
様
式
第
十
二
の

高
圧
ガ
ス
製
造
廃
止
届
書
を
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
四
章
　
自
主
保
安
の
た
め
の
措
置

（
危
害
予
防
規
程
の
届
出
等
）

第
二
十
二
条
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

同
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
は
、
様
式

第
十
三
の
危
害
予
防
規
程
届
書
に
危
害
予
防
規
程
（
変

更
の
と
き
は
、
変
更
の
明
細
を
記
載
し
た
書
面
）
を
添

え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
細
目
と
す
る
。

一
　
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技

術
上
の
基
準
及
び
同
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
保
安
管
理
体
制
並
び
に
高
圧
ガ
ス
製
造
保
安
統
括

者
（
以
下
「
保
安
統
括
者
」
と
い
う
。
）
、
高
圧
ガ
ス

製
造
保
安
技
術
管
理
者
（
以
下
「
保
安
技
術
管
理

者
」
と
い
う
。
）
、
高
圧
ガ
ス
製
造
保
安
係
員
（
以
下

「
保
安
係
員
」
と
い
う
。
）
、
高
圧
ガ
ス
製
造
保
安
主

任
者
（
以
下
「
保
安
主
任
者
」
と
い
う
。
）
及
び
高

圧
ガ
ス
製
造
保
安
企
画
推
進
員
（
以
下
「
保
安
企
画

推
進
員
」
と
い
う
。
）
の
行
う
べ
き
職
務
の
範
囲
に

関
す
る
こ
と
。

三
　
製
造
設
備
の
安
全
な
運
転
及
び
操
作
に
関
す
る
こ

と
（
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

四
　
製
造
施
設
の
保
安
に
係
る
巡
視
及
び
点
検
に
関
す

る
こ
と
（
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
。

五
　
製
造
施
設
の
新
増
設
に
係
る
工
事
及
び
修
理
作
業

の
管
理
に
関
す
る
こ
と
（
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。
）
。

六
　
製
造
施
設
が
危
険
な
状
態
と
な
つ
た
と
き
の
措
置

及
び
そ
の
訓
練
方
法
に
関
す
る
こ
と
。

七
　
大
規
模
な
地
震
に
係
る
防
災
及
び
減
災
対
策
に
関

す
る
こ
と
。

八
　
協
力
会
社
の
作
業
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

九
　
従
業
者
に
対
す
る
当
該
危
害
予
防
規
程
の
周
知
方

法
及
び
当
該
危
害
予
防
規
程
に
違
反
し
た
者
に
対
す

る
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

十
　
製
造
施
設
を
新
設
し
、
又
は
変
更
す
る
場
合
の
安

全
審
査
に
関
す
る
こ
と
。

十
一
　
保
安
に
係
る
記
録
に
関
す
る
こ
と
。

十
二
　
危
害
予
防
規
程
の
作
成
及
び
変
更
の
手
続
き
に

関
す
る
こ
と
。

十
三
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
災
害
の
発
生
の

防
止
の
た
め
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

３
　
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法

律
第
七
十
三
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
地
震
防

災
対
策
強
化
地
域
（
以
下
「
強
化
地
域
」
と
い
う
。
）
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内
に
あ
る
事
業
所
（
同
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る

者
が
設
置
し
て
い
る
事
業
所
及
び
不
活
性
ガ
ス
又
は
圧

縮
空
気
の
製
造
に
係
る
事
業
所
を
除
く
。
以
下
次
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る

も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
細
目
と
す

る
。

一
　
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
二
条
第
三
号
に

規
定
す
る
地
震
予
知
情
報
及
び
同
条
第
十
三
号
に
規

定
す
る
警
戒
宣
言
（
以
下
「
警
戒
宣
言
」
と
い
う
。
）

の
伝
達
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
避
難
の

勧
告
又
は
指
示
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
防
災
要

員
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
防
消
火

設
備
、
通
報
設
備
、
防
液
堤
そ
の
他
保
安
に
係
る
設

備
の
整
備
及
び
点
検
に
関
す
る
こ
と
。

五
　
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
製
造
設

備
等
の
整
備
、
点
検
、
運
転
に
関
す
る
こ
と
。

六
　
そ
の
他
地
震
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
を
図

る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

七
　
地
震
防
災
に
係
る
教
育
、
訓
練
及
び
広
報
に
関
す

る
こ
と
。

４
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規
模
地

震
対
策
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
強

化
地
域
の
指
定
の
際
当
該
強
化
地
域
内
に
お
い
て
高
圧

ガ
ス
の
製
造
を
行
う
特
定
製
造
事
業
所
を
現
に
管
理
し

て
い
る
特
定
製
造
者
は
、
当
該
指
定
が
あ
つ
た
日
か
ら

六
月
以
内
に
、
前
項
に
掲
げ
る
事
項
の
細
目
に
つ
い

て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
二

号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
南
海
ト
ラ
フ
地
震

防
災
対
策
推
進
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
あ

る
事
業
所
（
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
設

置
し
て
い
る
事
業
所
及
び
不
活
性
ガ
ス
又
は
圧
縮
空
気

の
製
造
に
係
る
事
業
所
を
除
き
、
同
法
第
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
（
以
下
「
南
海
ト
ラ
フ

地
震
」
と
い
う
。
）
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地

震
防
災
対
策
を
講
ず
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
四
条
第
一

項
に
規
定
す
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本

計
画
で
定
め
る
者
が
設
置
し
て
い
る
事
業
所
に
限
る
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
法
第
二
十
六
条
第
一

項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
二
項
各
号

に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の

細
目
と
す
る
。

一
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
か
ら
の

円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
並
び
に
地
震

防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

６
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
防
災
対
策
推
進
地
域
の
指
定
の
際
に
、
当
該
南
海
ト

ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
内
に
お
い
て
高
圧
ガ
ス

の
製
造
を
行
う
事
業
所
を
現
に
管
理
し
て
い
る
第
一
種

製
造
者
は
、
当
該
指
定
が
あ
つ
た
日
か
ら
六
月
以
内

に
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
の
細
目
に
つ
い
て
、
事
業

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地

震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十

六
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策

推
進
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
内
に
あ
る
事
業
所

（
同
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
設
置
し
て
い

る
事
業
所
及
び
不
活
性
ガ
ス
又
は
圧
縮
空
気
の
製
造
に

係
る
事
業
所
を
除
き
、
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
（
以
下

「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
」
と
い
う

。
）
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震
防
災
対
策
を

講
ず
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推

進
基
本
計
画
で
定
め
る
者
が
設
置
し
て
い
る
事
業
所
に

限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
法
第
二
十
六

条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

事
項
の
細
目
と
す
る
。

一
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
伴
い

発
生
す
る
津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す

る
こ
と
。

二
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る

防
災
訓
練
並
び
に
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広

報
に
関
す
る
こ
と
。

８
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
日
本
海

溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防

災
対
策
推
進
地
域
の
指
定
の
際
当
該
日
本
海
溝
・
千
島

海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
内
に
お
い

て
高
圧
ガ
ス
の
製
造
を
行
う
事
業
所
を
現
に
管
理
し
て

い
る
第
一
種
製
造
者
は
、
当
該
指
定
が
あ
つ
た
日
か
ら

六
月
以
内
に
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
の
細
目
に
つ
い

て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
県
知
事
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９
　
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

三
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
津
波
浸
水
想
定
（
同
項
に
規
定
す
る
「
津
波
浸
水

想
定
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
設
定
さ
れ
た
区
域

内
に
あ
る
事
業
所
に
係
る
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
二
項
各
号
に
掲
げ

る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
津
波
浸
水
想
定
に
応
じ
た
次
の

各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
細
目
と
す
る
。

一
　
津
波
に
関
す
る
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
お
け

る
当
該
警
報
の
伝
達
方
法
、
避
難
場
所
、
避
難
の
経

路
そ
の
他
の
避
難
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
津
波
に
関
す
る
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
お
け

る
作
業
の
速
や
か
な
停
止
、
設
備
の
安
全
な
停
止
並

び
に
避
難
時
間
の
確
保
に
係
る
判
断
基
準
、
手
順
及

び
権
限
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
津
波
に
関
す
る
防
災
に
係
る
必
要
な
教
育
、
訓
練

及
び
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
津
波
に
よ
る
製
造
設
備
又
は
貯
蔵
設
備
の
破
損
又

は
流
出
に
よ
る
事
業
所
内
及
び
周
辺
地
域
に
お
い
て

想
定
さ
れ
る
被
害
並
び
に
当
該
被
害
が
及
ぶ
と
想
定

さ
れ
る
地
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町

村
長
に
対
す
る
当
該
被
害
の
想
定
に
係
る
情
報
提
供

に
関
す
る
こ
と
（
当
該
事
業
所
の
所
在
地
に
お
け
る

津
波
浸
水
想
定
が
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
限

る
。
）
。

五
　
充
塡
容
器
等
（
高
圧
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
使
用
す

る
車
両
に
固
定
し
た
燃
料
装
置
用
容
器
を
除
く
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
事
業
所
か
ら
の
流

出
防
止
を
図
る
た
め
の
措
置
並
び
に
流
出
し
た
充
塡

容
器
等
の
回
収
方
針
に
関
す
る
こ
と
（
当
該
事
業
所

の
所
在
地
に
お
け
る
津
波
浸
水
想
定
が
一
メ
ー
ト
ル

（
車
両
に
固
定
し
た
容
器
に
係
る
事
項
に
あ
つ
て
は
、

二
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
る
場
合
に
限
る
。
）
。

六
　
津
波
に
関
す
る
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
お
け

る
緊
急
遮
断
装
置
、
防
消
火
設
備
、
通
報
設
備
、
防

液
堤
そ
の
他
の
保
安
に
関
す
る
設
備
等
の
作
業
手
順

及
び
当
該
設
備
等
の
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
け

る
対
応
策
に
関
す
る
こ
と
。

七
　
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
製
造
施
設
の
保
安
確

保
の
方
法
に
関
す
る
こ
と
。

10
　
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
津
波
浸
水
想
定
の
設
定
の
際
、
当
該

想
定
が
設
定
さ
れ
た
区
域
内
に
お
い
て
高
圧
ガ
ス
の
製

造
を
行
う
事
業
所
を
現
に
管
理
し
て
い
る
第
一
種
製
造

者
は
、
当
該
設
定
が
あ
つ
た
日
か
ら
一
年
以
内
に
、
前

項
に
規
定
す
る
事
項
の
細
目
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
安
統
括
者
の
選
任
等
）

第
二
十
三
条
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
（
以
下
次
条
、
第
二
十

五
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
、
第
三
十
条
及
び
第
三
十

三
条
に
お
い
て
「
特
定
製
造
者
」
と
い
う
。
）
は
、
事

業
所
ご
と
に
、
保
安
統
括
者
一
人
を
選
任
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
気
化
器
若
し
く
は
減
圧
弁
に
よ
り
酸
素
ガ
ス
、
窒

素
ガ
ス
、
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
若
し
く
は
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス

を
製
造
す
る
者
又
は
気
化
器
若
し
く
は
減
圧
弁
若
し

く
は
こ
れ
ら
と
同
様
の
機
能
を
有
す
る
バ
ル
ブ
（
以

下
「
気
化
器
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
炭
酸
ガ
ス
を

製
造
す
る
者
（
一
日
の
冷
凍
能
力
（
冷
凍
保
安
規
則

第
五
条
に
規
定
す
る
冷
凍
能
力
を
い
う
。
第
二
十
五

条
第
六
項
ハ
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
十
ト
ン
未
満
の

冷
凍
設
備
を
使
用
し
て
気
化
器
等
に
付
属
す
る
液
化

炭
酸
ガ
ス
の
貯
蔵
設
備
内
の
当
該
ガ
ス
を
冷
却
す
る

場
合
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
そ
の
製
造
に
係
る
保
安

に
つ
い
て
監
督
さ
せ
る
も
の

イ
　
空
気
、
液
化
酸
素
、
液
化
窒
素
、
液
化
ア
ル
ゴ

ン
、
液
化
ヘ
リ
ウ
ム
、
液
化
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン

又
は
液
化
炭
酸
ガ
ス
の
製
造
又
は
販
売
に
関
し
六

月
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者

ロ
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門

学
校
又
は
従
前
の
規
定
に
よ
る
大
学
若
し
く
は
専

門
学
校
に
お
い
て
理
学
若
し
く
は
工
学
に
関
す
る

課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
（
当
該
課
程
を
修
め

て
同
法
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了

し
た
者
を
含
む
。
）

ハ
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
若
し
く
は
従
前

の
規
定
に
よ
る
工
業
学
校
に
お
い
て
工
業
に
関
す

る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
又
は
協
会
が
行
う

特
定
高
圧
ガ
ス
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
の
課
程

を
修
了
し
た
者
で
あ
つ
て
、
特
定
高
圧
ガ
ス
の
製

造
又
は
消
費
に
関
し
六
月
以
上
の
経
験
を
有
す

る
者

二
　
容
積
が
十
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
空
気
又
は
窒
素

ガ
ス
を
使
用
す
る
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
機
、
水
圧
蓄
圧
機

又
は
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
を
使
用
す
る
者

三
　
処
理
能
力
が
二
十
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事

業
所
に
お
い
て
、
専
ら
天
然
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
使
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用
す
る
車
両
に
固
定
し
た
燃
料
装
置
用
容
器
に
天
然

ガ
ス
を
充
塡
す
る
者
で
あ
つ
て
、
法
第
二
十
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化

学
責
任
者
免
状
、
丙
種
化
学
責
任
者
免
状
、
甲
種
機

械
責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状
の
交
付

を
受
け
た
者
で
あ
り
、
か
つ
、
可
燃
性
ガ
ス
の
製
造

に
関
し
六
月
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者
に
そ
の
製
造

に
係
る
保
安
に
つ
い
て
監
督
さ
せ
る
者

四
　
処
理
能
力
が
二
十
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事

業
所
に
お
い
て
、
専
ら
液
化
石
油
ガ
ス
を
燃
料
と
し

て
使
用
す
る
車
両
に
固
定
し
た
容
器
に
液
化
石
油
ガ

ス
を
充
塡
す
る
者
で
あ
つ
て
、
法
第
二
十
九
条
第
一

項
に
規
定
す
る
甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学

責
任
者
免
状
、
丙
種
化
学
責
任
者
免
状
、
甲
種
機
械

責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状
の
交
付
を

受
け
た
者
で
あ
り
、
か
つ
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
製
造

に
関
し
六
月
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者
に
そ
の
製
造

に
係
る
保
安
に
つ
い
て
監
督
さ
せ
る
者

五
　
処
理
能
力
が
二
十
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事

業
所
に
お
い
て
、
専
ら
常
用
の
圧
力
が
八
十
二
メ
ガ

パ
ス
カ
ル
以
下
の
圧
縮
水
素
を
燃
料
と
し
て
使
用
す

る
車
両
に
固
定
し
た
燃
料
装
置
用
容
器
に
圧
縮
水
素

を
充
塡
す
る
者
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
に
そ
の
製
造
に
係
る
保
安
に
つ
い
て
監
督
さ

せ
る
も
の

イ
　
甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責
任
者
免

状
、
丙
種
化
学
責
任
者
免
状
、
甲
種
機
械
責
任
者

免
状
又
は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け

た
者
で
あ
り
、
か
つ
、
圧
縮
水
素
又
は
液
化
水
素

の
製
造
に
関
し
六
月
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者

ロ
　
甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責
任
者
免

状
、
丙
種
化
学
責
任
者
免
状
、
甲
種
機
械
責
任
者

免
状
又
は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け

た
者
で
あ
り
、
か
つ
、
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
に
お

け
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
講
習
（
当
該
講

習
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
行
う

も
の
に
限
る
。
）
を
修
了
し
た
者
で
あ
つ
て
、
圧

縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
に
係
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造

に
関
し
六
月
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者

ハ
　
甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責
任
者
免

状
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械
責
任

者
免
状
の
交
付
を
受
け
た
者
で
あ
り
、
か
つ
、
圧

縮
水
素
ス
タ
ン
ド
に
お
け
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に

関
す
る
講
習
（
当
該
講
習
を
適
切
に
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
る
者
が
行
う
も
の
に
限
る
。
）
を
修
了

し
た
者
で
あ
つ
て
、
可
燃
性
ガ
ス
の
製
造
に
関
し

六
月
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者

（
保
安
技
術
管
理
者
の
選
任
等
）

第
二
十
四
条
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
三
項
本
文
の
規
定

に
よ
り
、
特
定
製
造
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

事
業
所
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
製
造
保
安
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

で
あ
つ
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造

に
関
す
る
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
保
安
技
術

管
理
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
業
所
の
区

分

製
造
保
安
責
任

者
免
状
の
交
付

を

受

け

て

い

る
者

高
圧
ガ
ス
の
製
造

に
関
す
る
経
験

一
　
保
安
用

不
活
性
ガ
ス

以
外
の
ガ
ス

の
処
理
能
力

（
不
活
性
ガ

ス
及
び
空
気

に
つ
い
て
は

、
そ
の
処
理

能
力
に
四
分

の
一
を
乗
じ

て
得
た
容
積

と
す
る
。
次

項
に
お
い
て

同
じ
。
）
が

百
万
立
方
メ

ー
ト
ル
（
貯

槽
を
設
置
し

て
専
ら
高
圧

ガ
ス
の
充
塡

を
行
う
場
合

に
あ
つ
て
は

、
二
百
万
立

方
メ
ー
ト
ル

。
以
下
こ
の

表
に
お
い
て

同
じ
。
）
以

上
の
も
の

　
甲
種
化
学
責

任
者
免
状
又
は

甲
種
機
械
責
任

者
免
状
の
交
付

を

受

け

て

い

る
者

一
　
一
種
類
以
上

の
圧
縮
ガ
ス
及
び

二
種
類
以
上
の
液

化
ガ
ス
に
つ
い
て

そ
の
種
類
ご
と
の

製
造
に
関
す
る
一

年
以
上
の
経
験
、

ア
ン
モ
ニ
ア
、
メ

タ
ノ
ー
ル
、
尿
素
、

オ
キ
ソ
ア
ル
コ
ー

ル
、
酸
化
エ
チ
レ

ン
（
直
接
酸
化
法

に
よ
る
も
の
に
限

る
。
）
の
合
成
若
し

く
は
高
圧
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
及
び
ナ
フ

サ
分
解
に
よ
る
オ

レ
フ
ィ
ン
の
製
造

に
係
る
一
年
以
上

の
経
験

二
　
圧
縮
機
又
は

液
化
ガ
ス
を
加
圧

す
る
た
め
の
ポ
ン

プ
を
使
用
し
て
一

時
間
に
処
理
す
る

こ
と
が
で
き
る
ガ

ス
の
容
積
が
三
千

立

方

メ

ー

ト

ル

（
液
化
ガ
ス
を
加
圧

す
る
た
め
の
ポ
ン

プ
を
使
用
す
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、

温
度
三
十
五
度
に

お
け
る
液
化
ガ
ス

の
送
液
量
一
立
方

メ
ー
ト
ル
を
も
つ

て
処
理
す
る
こ
と

が
で
き
る
ガ
ス
の

容
積
十
立
方
メ
ー

ト
ル
と
み
な
す
。
）

を
超
え
る
設
備
又

は
温
度
三
十
五
度

に
お
け
る
圧
力
が

二
十
メ
ガ
パ
ス
カ

ル
を
超
え
る
設
備

を
使
用
し
て
行
う

高
圧
ガ
ス
の
製
造

に
関
す
る
一
年
以

上
の
経
験

三
　
高
圧
ガ
ス
設

備
の
設
計
、
施
工
、

管
理
、
検
査
業
務

等
に
従
事
し
、
か

つ
、
当
該
設
備
の

試
運
転
業
務
を
熟

知
し
、
第
一
号
又

は
第
二
号
に
掲
げ

る
高
圧
ガ
ス
の
製

造
に
関
す
る
一
年

以
上
の
経
験
を
有

す
る
者
と
同
等
以

上
で
あ
る
経
験

二
　
保
安
用

不
活
性
ガ
ス

以
外
の
ガ
ス

の
処
理
能
力

が
百
万
立
方

メ
ー
ト
ル
未

満

の

も

の

（
次
項
に
掲

げ
る
事
業
所

を
除
く
。
）

　
甲
種
化
学
責

任
者
免
状
、
乙

種
化
学
責
任
者

免
状
、
甲
種
機

械
責
任
者
免
状

又
は
乙
種
機
械

責
任
者
免
状
の

交
付
を
受
け
て

い
る
者

一
　
一
種
類
以
上

の
高
圧
ガ
ス
に
つ

い
て
そ
の
種
類
ご

と
の
製
造
に
関
す

る
一
年
以
上
の
経

験二
　
圧
縮
機
又
は

液
化
ガ
ス
を
加
圧

す
る
た
め
の
ポ
ン

プ
を
使
用
し
て
行

う
高
圧
ガ
ス
の
製

造
に
関
す
る
一
年

以
上
の
経
験

三
　
高
圧
ガ
ス
設

備
の
設
計
、
施
工
、

管
理
、
検
査
業
務

等
に
従
事
し
、
か

つ
、
当
該
設
備
の

試
運
転
業
務
を
熟

知
し
、
第
一
号
又

は
第
二
号
に
掲
げ

る
高
圧
ガ
ス
の
製

造
に
関
す
る
一
年

以
上
の
経
験
を
有

す
る
者
と
同
等
以

上
で
あ
る
経
験

三
　
保
安
用

不
活
性
ガ
ス

及
び
特
定
液

化
石
油
ガ
ス

以
外
の
ガ
ス

の
処
理
設
備

を
有
し
な
い

事
業
所
で
あ

つ
て
、
特
定

液
化
石
油
ガ

ス
の
処
理
能

力
が
百
万
立

方
メ
ー
ト
ル

未
満
の
も
の

　
甲
種
化
学
責

任
者
免
状
、
乙

種
化
学
責
任
者

免
状
、
甲
種
機

械
責
任
者
免
状

若
し
く
は
乙
種

機
械
責
任
者
免

状
又
は
丙
種
化

学
責
任
者
免
状

の
交
付
を
受
け

て
い
る
者
（
高

圧
ガ
ス
保
安
法

に
基
づ
く
高
圧

ガ
ス
製
造
保
安

責
任
者
試
験
等

に
関
す
る
規
則

（
昭
和
四
十
一

年
通
商
産
業
省

令

第

五

十

四

号
）
第
九
条
第

二
項
の
規
定
に

基
づ
き
同
項
に

規
定
す
る
特
別

試
験
科
目
に
よ

り
高
圧
ガ
ス
製

造
保
安
責
任
者

試
験
を
受
け
、

こ

れ

に

合

格

し
、
丙
種
化
学

責
任
者
免
状
の

交
付
を
受
け
て

い
る
者
（
以
下

「
特
別
試
験
科

目
に
係
る
丙
種

化
学
責
任
者
免

状
の
交
付
を
受

け
て
い
る
者
」

と
い
う
。
）
を

除
く
。
）

一
　
液
化
石
油
ガ

ス
の
製
造
に
関
す

る
一
年
以
上
の
経

験二
　
高
圧
ガ
ス
設

備
の
設
計
、
施
工
、

管
理
、
検
査
業
務

等
に
従
事
し
、
か

つ
、
当
該
設
備
の

試
運
転
業
務
を
熟

知
し
、
第
一
号
又

は
第
二
号
に
掲
げ

る
高
圧
ガ
ス
の
製

造
に
関
す
る
一
年

以
上
の
経
験
を
有

す
る
者
と
同
等
以

上
で
あ
る
経
験
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２
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ

り
、
保
安
技
術
管
理
者
を
選
任
す
る
必
要
の
な
い
場
合

は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一
　
保
安
統
括
者
に
前
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
製
造
保

安
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ

て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
関

す
る
経
験
を
有
す
る
者
を
選
任
し
て
い
る
場
合

二
　
処
理
能
力
が
二
十
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
事

業
所
に
お
い
て
、
専
ら
気
化
器
若
し
く
は
減
圧
弁
に

よ
る
可
燃
性
ガ
ス
（
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
を
除
く
。
）

若
し
く
は
毒
性
ガ
ス
を
製
造
し
、
専
ら
消
費
（
燃
焼

以
外
の
反
応
に
よ
り
消
費
す
る
場
合
を
除
く
。
）
を

す
る
目
的
で
可
燃
性
ガ
ス
を
製
造
し
、
専
ら
特
定
液

化
石
油
ガ
ス
を
容
器
若
し
く
は
貯
槽
に
充
塡
し
、
又

は
専
ら
可
燃
性
ガ
ス
及
び
毒
性
ガ
ス
以
外
の
高
圧
ガ

ス
を
製
造
す
る
場
合

（
保
安
係
員
の
選
任
等
）

第
二
十
五
条
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
四
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
製
造
の
た
め
の
施
設
の
区
分
（
以
下

「
製
造
施
設
区
分
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
も
の
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
ナ
フ
サ
そ
の
他
の
パ
ラ
フ
ィ
ン
の
製
造
に
係
る
高

圧
ガ
ス
の
製
造
施
設

二
　
エ
チ
レ
ン
及
び
プ
ロ
ピ
レ
ン
の
製
造
に
係
る
高
圧

ガ
ス
の
製
造
施
設

三
　
ベ
ン
ゼ
ン
、
ト
ル
エ
ン
及
び
キ
シ
レ
ン
の
製
造
に

係
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
施
設

四
　
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
又
は
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
の
製
造
に

係
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
施
設

五
　
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
の
製
造
に
係
る
高
圧
ガ
ス

の
製
造
施
設

六
　
塩
化
ビ
ニ
ル
ポ
リ
マ
ー
の
製
造
に
係
る
高
圧
ガ
ス

の
製
造
施
設

七
　
酸
化
エ
チ
レ
ン
の
製
造
に
係
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造

施
設

八
　
ア
ン
モ
ニ
ア
又
は
メ
タ
ノ
ー
ル
の
製
造
に
係
る
高

圧
ガ
ス
の
製
造
施
設

九
　
尿
素
の
製
造
に
係
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
施
設

十
　
カ
ー
バ
イ
ト
法
に
よ
る
ア
セ
チ
レ
ン
の
製
造
施
設

十
一
　
電
気
分
解
に
よ
る
液
化
塩
素
の
製
造
施
設

十
二
　
炭
酸
ガ
ス
の
製
造
施
設
（
貯
槽
を
設
置
し
て
専

ら
充
塡
の
み
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）

十
三
　
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
製
造
に
係
る
高
圧
ガ
ス

の
製
造
施
設

十
四
　
水
素
以
外
の
高
圧
ガ
ス
の
製
造
（
ナ
フ
サ
そ
の

他
の
パ
ラ
フ
ィ
ン
の
製
造
に
係
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造

を
除
く
。
）
に
用
い
ら
れ
る
水
素
の
製
造
施
設

十
五
　
空
気
液
化
分
離
装
置
に
よ
る
酸
素
、
ヘ
リ
ウ

ム
、
ア
ル
ゴ
ン
等
の
製
造
施
設
（
貯
槽
を
設
置
し
て

専
ら
充
塡
の
み
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）

十
六
　
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
の
製
造
施
設

十
七
　
そ
の
他
の
高
圧
ガ
ス
の
製
造
施
設

２
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

製
造
者
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
製
造
施
設
区
分
ご
と

に
、
甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責
任
者
免

状
、
丙
種
化
学
責
任
者
免
状
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状

又
は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

で
あ
つ
て
、
第
三
項
に
規
定
す
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に

関
す
る
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
保
安
係
員
を

選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
一
の
製
造
施
設
区
分
に
属
す
る
製
造
施
設
が
同
一
の

計
器
室
で
制
御
さ
れ
な
い
二
以
上
の
系
列
に
形
成
さ
れ

て
い
る
と
き
又
は
一
の
製
造
施
設
に
つ
き
従
業
員
の
交

替
制
を
と
つ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
製
造
施
設
に
つ
い

て
は
、
当
該
系
列
ご
と
に
、
又
は
当
該
交
替
制
の
た
め

に
編
成
さ
れ
た
従
業
者
の
単
位
ご
と
に
保
安
係
員
を
選

任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
経
験
は
、
一
種
類
以

上
の
高
圧
ガ
ス
に
つ
い
て
そ
の
種
類
ご
と
の
製
造
に
関

す
る
一
年
以
上
の
経
験
、
圧
縮
機
又
は
液
化
ガ
ス
を
加

圧
す
る
た
め
の
ポ
ン
プ
を
使
用
し
て
行
う
高
圧
ガ
ス
の

製
造
に
関
す
る
一
年
以
上
の
経
験
若
し
く
は
高
圧
ガ
ス

設
備
の
設
計
、
施
工
、
管
理
、
検
査
業
務
等
に
従
事

し
、
か
つ
、
当
該
設
備
の
試
運
転
業
務
を
熟
知
し
、
高

圧
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
一
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る

者
と
同
等
以
上
で
あ
る
と
認
め
る
経
験
と
す
る
。

４
　
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
製
造
者
は
、

乙
種
化
学
責
任
者
免
状
又
は
丙
種
化
学
責
任
者
免
状
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者
が
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る

一
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
を
そ

の
経
験
を
有
す
る
高
圧
ガ
ス
に
係
る
ガ
ス
の
区
分
（
可

燃
性
・
毒
性
ガ
ス
（
可
燃
性
ガ
ス
で
あ
つ
て
、
毒
性
ガ

ス
で
あ
る
ガ
ス
を
い
う
。
）
、
可
燃
性
ガ
ス
（
毒
性
ガ
ス

で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
、
毒
性
ガ
ス
（
可
燃
性
ガ
ス
で

あ
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
酸
素
の
別
を
い
う
。
以
下

単
に
「
ガ
ス
の
区
分
」
と
い
い
、
第
二
十
八
条
第
五
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
属
す
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
施
設

に
係
る
保
安
係
員
に
、
又
は
そ
の
他
の
ガ
ス
（
不
活
性

ガ
ス
、
そ
の
他
の
ガ
ス
の
区
分
に
含
ま
れ
な
い
ガ
ス
を

い
う
。
）
の
製
造
施
設
に
係
る
保
安
係
員
に
選
任
で
き

る
も
の
と
す
る
。

５
　
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
異
な
る
製
造
施
設

区
分
に
属
す
る
二
以
上
の
製
造
施
設
と
が
設
備
の
配
置

等
か
ら
み
て
一
体
と
し
て
管
理
さ
れ
る
も
の
と
し
て
設

計
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
同
一
の
計
器
室
に
お

い
て
制
御
さ
れ
適
切
な
保
安
管
理
が
行
え
る
と
き
又
は

保
安
管
理
上
こ
れ
と
同
等
以
上
で
あ
る
と
経
済
産
業
大

臣
が
認
め
た
と
き
は
、
当
該
製
造
施
設
は
、
同
一
の
製

造
施
設
区
分
に
属
す
る
も
の
と
み
な
す
。

６
　
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
異
な
る
製
造
施
設

区
分
に
属
す
る
二
以
上
の
製
造
施
設
が
設
備
の
配
置
等

か
ら
み
て
一
体
と
し
て
管
理
さ
れ
る
も
の
と
し
て
設
計

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
施
設
の
う
ち
一
の

製
造
施
設
を
除
く
他
の
製
造
施
設
の
全
て
が
次
に
掲
げ

る
も
の
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
製
造
施
設
は
、
同

一
の
製
造
施
設
区
分
に
属
す
る
も
の
と
み
な
す
。

イ
　
処
理
能
力
が
百
立
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
処
理
設
備

（
可
燃
性
ガ
ス
の
液
化
ガ
ス
を
加
圧
す
る
た
め
の
ポ

ン
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
る

と
き
。

ロ
　
酸
素
ガ
ス
、
窒
素
ガ
ス
、
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
又
は
ヘ

リ
ウ
ム
ガ
ス
を
気
化
器
又
は
減
圧
弁
に
よ
り
製
造
す

る
製
造
施
設
で
あ
る
と
き
。

ハ
　
炭
酸
ガ
ス
を
気
化
器
等
に
よ
り
製
造
す
る
製
造
施

設
（
一
日
の
冷
凍
能
力
が
十
ト
ン
未
満
の
冷
凍
設
備

を
使
用
し
て
気
化
器
等
に
付
属
す
る
貯
蔵
設
備
内
の

炭
酸
ガ
ス
を
冷
却
す
る
も
の
を
含
む
。
）
で
あ
る
と

き
。

７
　
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
各
号
に
掲
げ

る
製
造
施
設
の
一
と
告
示
で
定
め
る
製
造
施
設
と
が
あ

わ
せ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
両
者
を
同
一
の
製

造
施
設
区
分
に
属
す
る
も
の
と
み
な
す
。
当
該
告
示
で

定
め
る
製
造
施
設
が
複
数
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
も
、

同
様
と
す
る
。

８
　
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
高
圧
ガ
ス
の
製
造

施
設
で
あ
つ
て
鉄
鋼
又
は
非
鉄
金
属
の
製
造
の
用
に
供

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
燃
焼
、
酸
化
、
還
元
、
動
力

そ
の
他
高
圧
ガ
ス
の
使
用
形
態
を
考
慮
し
て
経
済
産
業

大
臣
が
定
め
る
製
造
施
設
区
分
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
保
安
統
括
者
等
の
選
任
等
の
届
出
）

第
二
十
六
条
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
、
同
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
は
、

様
式
第
十
四
の
高
圧
ガ
ス
保
安
統
括
者
届
書
に
、
保
安

統
括
者
が
当
該
事
業
所
に
お
い
て
そ
の
事
業
の
実
施
を

統
括
管
理
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
え

て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
解
任
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当
該
書
面
又
は
写
し
の
添
付
を
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を

し
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
は
、
そ
の
年
の
前
年
の
八

月
一
日
か
ら
そ
の
年
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
内

に
し
た
保
安
技
術
管
理
者
又
は
保
安
係
員
の
選
任
若
し

く
は
解
任
に
つ
い
て
、
当
該
期
間
終
了
後
遅
滞
な
く
、

様
式
第
十
四
の
二
の
高
圧
ガ
ス
保
安
技
術
管
理
者
等
届

書
に
、
当
該
保
安
技
術
管
理
者
又
は
保
安
係
員
が
交
付

を
受
け
た
製
造
保
安
責
任
者
免
状
の
写
し
を
添
え
て
、

事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
解
任
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
当
該
写
し
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
保
安
係
員
等
の
講
習
）

第
二
十
七
条
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
七
項
（
法
第
二
十

七
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
特

定
製
造
者
は
、
保
安
係
員
、
保
安
主
任
者
又
は
保
安
企

画
推
進
員
に
、
保
安
係
員
又
は
保
安
主
任
者
に
あ
つ
て

は
そ
れ
ら
の
者
が
製
造
保
安
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受

け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
開
始
の
日
か
ら
三

年
以
内
に
、
保
安
企
画
推
進
員
に
あ
つ
て
は
そ
の
者
が

選
任
さ
れ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
回

の
法
第
二
十
七
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
講
習
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
講
習
」
と
い
う
。
）
を
受

け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
二
十
七
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

製
造
者
は
、
保
安
係
員
、
保
安
主
任
者
又
は
保
安
企
画

推
進
員
に
、
前
項
の
第
一
回
の
講
習
を
受
け
さ
せ
た
日

の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
開
始
の
日
か
ら
五
年
以
内

に
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二
回
の
講
習
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
第
三
回
以
降
の
講
習
に
つ
い
て
も
、
同
様

と
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
製
造
者
は
、

保
安
係
員
若
し
く
は
保
安
主
任
者
に
選
任
し
た
日
に
前

二
項
の
期
間
が
経
過
し
て
い
る
場
合
又
は
保
安
係
員
若

し
く
は
保
安
主
任
者
に
選
任
し
た
日
か
ら
前
二
項
の
期

間
が
経
過
す
る
ま
で
の
日
の
期
間
が
六
月
未
満
の
場
合

は
、
保
安
係
員
又
は
保
安
主
任
者
に
選
任
し
た
日
か
ら

六
月
以
内
に
講
習
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
そ
の
他
や
む

を
得
な
い
事
由
に
よ
り
前
三
項
の
期
間
内
に
講
習
を
受

け
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大

臣
が
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
定
め
る
期
間
内
に
講
習
を

受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
安
主
任
者
の
選
任
等
）

第
二
十
八
条
　
法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
ガ
ス
の
種
類
ご
と
に
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
容
積
は
、
製
造
を
す
る
高
圧
ガ
ス
の
種
類
に
か

か
わ
ら
ず
、
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
（
貯
槽
を
設
置
し
て
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専
ら
高
圧
ガ
ス
の
充
塡
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二

百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
）
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る

容
積
に
は
、
保
安
用
不
活
性
ガ
ス
以
外
の
不
活
性
ガ
ス

及
び
空
気
の
容
積
の
四
分
の
三
及
び
保
安
用
不
活
性
ガ

ス
の
容
積
は
、
算
入
し
な
い
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
製
造
の
た
め
の
施
設
の
区
分
は
、
第
二
十
五
条
第

一
項
各
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

製
造
者
は
、
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
製
造
施

設
区
分
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
製
造
施
設
区

分
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
、
甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、

乙
種
化
学
責
任
者
免
状
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又
は

乙
種
機
械
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ

つ
て
、
次
項
に
規
定
す
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る

経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
保
安
主
任
者
を
選
任

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
液
化
石
油
ガ

ス
の
製
造
施
設
（
他
の
製
造
施
設
と
同
一
の
製
造
施
設

区
分
に
属
す
る
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ

い
て
は
、
甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責
任
者

免
状
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
、
乙
種
機
械
責
任
者
免

状
又
は
丙
種
化
学
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る

者
（
特
別
試
験
科
目
に
係
る
丙
種
化
学
責
任
者
免
状
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
次
項
に

定
め
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
経
験
を
有
す
る
者

の
う
ち
か
ら
、
保
安
主
任
者
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

４
　
法
第
二
十
七
条
の
三
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
経
験
は
、
一
種
類
以

上
の
高
圧
ガ
ス
に
つ
い
て
そ
の
種
類
ご
と
の
製
造
に
関

す
る
一
年
以
上
の
経
験
、
圧
縮
機
又
は
液
化
ガ
ス
を
加

圧
す
る
た
め
の
ポ
ン
プ
を
使
用
し
て
行
う
高
圧
ガ
ス
の

製
造
に
関
す
る
一
年
以
上
の
経
験
若
し
く
は
高
圧
ガ
ス

設
備
の
設
計
、
施
工
、
管
理
、
検
査
業
務
等
に
従
事

し
、
か
つ
、
当
該
設
備
の
試
運
転
業
務
を
熟
知
し
、
高

圧
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
一
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る

者
と
同
等
以
上
で
あ
る
と
認
め
る
経
験
と
す
る
。

５
　
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
製
造
者
は
、

乙
種
化
学
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
を
保

安
主
任
者
に
選
任
す
る
場
合
に
は
、
当
該
者
が
製
造
に

関
す
る
一
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
高
圧
ガ
ス
が
属
す

る
ガ
ス
の
区
分
に
属
す
る
製
造
施
設
に
限
つ
て
選
任
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
十
五
条
第
四

項
か
ら
第
八
項
の
規
定
は
、
保
安
主
任
者
の
選
任
に
準

用
す
る
。

（
保
安
企
画
推
進
員
の
選
任
等
）

第
二
十
九
条
　
法
第
二
十
七
条
の
三
第
二
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
係
る
保
安
に
関
す

る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当

す
る
者
と
す
る
。

一
　
保
安
技
術
管
理
者
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
職
務
に
通

算
し
て
三
年
以
上
従
事
し
た
者

二
　
保
安
主
任
者
若
し
く
は
保
安
技
術
管
理
者
又
は
従

前
の
規
定
に
よ
る
高
圧
ガ
ス
作
業
主
任
者
に
選
任
さ

れ
、
そ
れ
ら
の
職
務
に
通
算
し
て
五
年
以
上
従
事
し

た
者

三
　
保
安
係
員
、
保
安
主
任
者
若
し
く
は
保
安
技
術
管

理
者
又
は
従
前
の
規
定
に
よ
る
高
圧
ガ
ス
作
業
主
任

者
に
選
任
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
職
務
に
通
算
し
て
七
年

以
上
従
事
し
た
者

四
　
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
係
る
保
安
に
関
す
る
企
画
又

は
指
導
の
業
務
に
通
算
し
て
三
年
以
上
従
事
し
た
者

五
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学

校
又
は
従
前
の
規
定
に
よ
る
大
学
若
し
く
は
専
門
学

校
に
お
い
て
化
学
、
物
理
学
又
は
工
学
に
関
す
る
課

程
を
修
め
て
卒
業
し
（
当
該
課
程
を
修
め
て
同
法
に

よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
場
合
を

含
む
。
）
、
か
つ
、
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
係
る
保
安
に

関
す
る
業
務
に
通
算
し
て
七
年
以
上
従
事
し
た
者

六
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
又
は
従
前
の
規
定

に
よ
る
工
業
学
校
に
お
い
て
工
業
に
関
す
る
課
程
を

修
め
て
卒
業
し
、
か
つ
、
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
係
る

保
安
に
関
す
る
業
務
に
通
算
し
て
十
年
以
上
従
事
し

た
者

（
保
安
主
任
者
等
の
選
任
等
の
届
出
）

第
三
十
条
　
法
第
二
十
七
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
二
十
七
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
同

項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
は
、
そ
の
年

の
前
年
の
八
月
一
日
か
ら
そ
の
年
の
七
月
三
十
一
日
ま

で
の
期
間
内
に
し
た
保
安
主
任
者
又
は
保
安
企
画
推
進

員
の
選
任
若
し
く
は
解
任
に
つ
い
て
、
当
該
期
間
終
了

後
遅
滞
な
く
、
様
式
第
十
五
の
高
圧
ガ
ス
保
安
主
任
者

等
届
書
に
、
保
安
主
任
者
に
あ
つ
て
は
交
付
を
受
け
た

製
造
保
安
責
任
者
免
状
の
写
し
を
、
保
安
企
画
推
進
員

に
あ
つ
て
は
前
条
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ

と
を
証
す
る
書
面
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
解
任
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
書
面

又
は
写
し
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
保
安
係
員
の
職
務
）

第
三
十
一
条
　
法
第
三
十
二
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
製
造
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
が
法
第
八
条

第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準

に
適
合
す
る
よ
う
に
監
督
す
る
こ
と
。

二
　
製
造
の
方
法
が
法
第
八
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
監

督
す
る
こ
と
。

三
　
定
期
自
主
検
査
の
実
施
を
監
督
す
る
こ
と
。

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
製
造
施
設
及
び

製
造
の
方
法
に
つ
い
て
の
巡
視
及
び
点
検
を
行
う
こ

と
。

五
　
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
係
る
保
安
に
つ
い
て
の
作
業

標
準
、
設
備
管
理
基
準
及
び
協
力
会
社
管
理
基
準
並

び
に
災
害
の
発
生
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
の

措
置
基
準
の
作
成
に
関
し
、
助
言
を
行
う
こ
と
。

六
　
災
害
の
発
生
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お

け
る
応
急
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
。

（
保
安
企
画
推
進
員
の
職
務
）

第
三
十
二
条
　
法
第
三
十
二
条
第
五
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
　
危
害
予
防
規
程
の
立
案
及
び
整
備
を
行
う
こ
と
。

二
　
保
安
教
育
計
画
の
立
案
及
び
推
進
を
行
う
こ
と
。

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
高
圧
ガ
ス
の
製

造
に
係
る
保
安
に
関
す
る
基
本
的
方
針
の
立
案
を
行

う
こ
と
。

四
　
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
係
る
保
安
に
つ
い
て
の
作
業

標
準
、
設
備
管
理
基
準
及
び
協
力
会
社
管
理
基
準
並

び
に
災
害
の
発
生
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
の

措
置
基
準
に
関
し
、
指
導
及
び
勧
告
を
行
う
こ
と
。

五
　
防
災
訓
練
の
企
画
及
び
推
進
を
行
う
こ
と
。

六
　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
原
因
の
調

査
及
び
対
策
の
検
討
を
行
う
こ
と
。

七
　
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
係
る
保
安
に
関
す
る
情
報
の

収
集
を
行
う
こ
と
。

八
　
製
造
施
設
の
設
計
・
施
工
（
製
造
施
設
の
変
更
に

係
る
も
の
を
含
む
。
）
に
関
し
、
保
安
上
の
観
点
か

ら
助
言
、
指
導
及
び
勧
告
を
行
う
こ
と
。

（
保
安
統
括
者
等
の
代
理
者
の
選
任
等
）

第
三
十
三
条
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

特
定
製
造
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
代
理
者
を

選
任
す
る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か

ら
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
保
安
統
括
者
の
代
理
者
　
当
該
保
安
統
括
者
に
選

任
さ
れ
て
い
る
者
を
直
接
補
佐
す
る
職
務
を
行
う
者

二
　
保
安
技
術
管
理
者
の
代
理
者
　
当
該
保
安
技
術
管

理
者
に
選
任
さ
れ
て
い
る
者
を
直
接
補
佐
す
る
職
務

を
行
う
者
で
あ
つ
て
、
第
二
十
四
条
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
事
業
所
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

中
欄
に
掲
げ
る
製
造
保
安
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受

け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
高

圧
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
経
験
を
有
す
る
者

三
　
保
安
係
員
の
代
理
者
　
当
該
保
安
係
員
の
職
務
に

係
る
製
造
施
設
に
お
い
て
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
従
事

す
る
者
で
あ
つ
て
、
第
二
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す

る
製
造
保
安
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

で
あ
つ
て
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
高
圧
ガ
ス
の

製
造
に
関
す
る
経
験
を
有
す
る
者

四
　
保
安
主
任
者
の
代
理
者
　
当
該
保
安
主
任
者
に
選

任
さ
れ
て
い
る
者
を
直
接
補
佐
す
る
職
務
を
行
う
者

で
あ
つ
て
、
第
二
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
製
造

保
安
責
任
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ

て
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
高
圧
ガ
ス
の
製
造
に

関
す
る
経
験
を
有
す
る
者

五
　
保
安
企
画
推
進
員
の
代
理
者
　
第
二
十
九
条
各
号

の
一
に
該
当
す
る
者

２
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

高
圧
ガ
ス
の
製
造
に
関
す
る
経
験
は
、
保
安
技
術
管
理

者
の
代
理
者
に
あ
つ
て
は
前
項
第
二
号
に
、
保
安
係
員

の
代
理
者
に
あ
つ
て
は
前
項
第
三
号
に
、
保
安
主
任
者

の
代
理
者
に
あ
つ
て
は
前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

３
　
法
第
三
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二

十
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
の
届
出
を

し
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
は
、
様
式
第
十
六
の
高
圧

ガ
ス
保
安
統
括
者
代
理
者
届
書
に
、
保
安
統
括
者
の
代

理
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
え
て
、
事
業
所

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
解
任
の
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
書
面
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章
　
保
安
検
査
及
び
定
期
自
主
検
査

第
一
節
　
保
安
検
査

（
特
定
施
設
の
範
囲
等
）

第
三
十
四
条
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
製

造
施
設
以
外
の
製
造
施
設
（
以
下
「
特
定
施
設
」
と
い

う
。
）
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
都
道
府
県
知
事
が
行

う
保
安
検
査
又
は
同
項
第
二
号
の
認
定
保
安
検
査
実
施

者
が
自
ら
行
う
保
安
検
査
は
、
一
年
（
経
済
産
業
大
臣

が
定
め
る
施
設
に
あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め

る
期
間
）
に
一
回
受
け
、
又
は
自
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
そ
の
回
数
で
保
安
検
査
を
受
け
、
又
は
自
ら
行

う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
由
を
勘
案
し

て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
に
一
回
受
け
、
又
は

自
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
を
休
止
し
た
特

定
施
設
で
あ
つ
て
、
様
式
第
十
六
の
二
の
高
圧
ガ
ス
製
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造
施
設
休
止
届
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
事
業

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
た

も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
前
回
の
保
安
検
査
（
保
安
検
査

を
受
け
又
は
自
ら
行
つ
た
こ
と
の
な
い
施
設
に
あ
つ
て

は
、
完
成
検
査
。
以
下
同
じ
。
）
の
日
か
ら
当
該
施
設

を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
ま
で
の
期
間
が
一
年
以

上
（
前
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施
設
に
あ
つ
て

は
、
前
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
以
上
）
で

あ
る
も
の
（
以
下
「
休
止
施
設
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ

て
は
、
当
該
施
設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
ま

で
受
け
、
又
は
自
ら
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

一
　
使
用
を
休
止
し
た
特
定
施
設
の
位
置
、
範
囲
等
を

明
示
し
た
図
面

二
　
使
用
を
休
止
し
た
特
定
施
設
に
つ
い
て
講
じ
た
措

置
を
記
載
し
た
書
面

４
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二

項
の
保
安
検
査
を
、
前
回
の
保
安
検
査
の
日
か
ら
一
年

を
経
過
し
た
日
（
同
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施

設
に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期

間
を
経
過
し
た
日
。
以
下
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
の

前
後
一
月
以
内
（
認
定
完
成
検
査
実
施
者
、
認
定
保
安

検
査
実
施
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化
事
業
者
に
あ
つ
て

は
、
基
準
日
の
前
後
三
月
以
内
）
に
受
け
又
は
自
ら
保

安
検
査
を
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
基
準
日
に
お
い

て
当
該
検
査
を
受
け
、
又
は
自
ら
行
つ
た
も
の
と
み
な

す
。

５
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二

項
の
保
安
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
（
認

定
完
成
検
査
実
施
者
、
認
定
保
安
検
査
実
施
者
又
は
自

主
保
安
高
度
化
事
業
者
を
除
く
。
）
は
、
前
回
の
保
安

検
査
の
日
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
項
の
保
安
検
査

を
受
け
、
又
は
自
ら
行
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
日
を

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
一
年
を
超
え
な
い
日
（
第

二
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施
設
（
休
止
施
設
を

除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定

め
る
期
間
が
終
了
す
る
日
、
休
止
施
設
に
あ
つ
て
は
、

当
該
施
設
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日

前
）
ま
で
に
、
様
式
第
十
七
の
保
安
検
査
申
請
書
を
、

事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
第
二

項
の
保
安
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
認
定
完
成
検
査
実

施
者
、
認
定
保
安
検
査
実
施
者
又
は
自
主
保
安
高
度
化

事
業
者
は
、
前
回
の
保
安
検
査
の
日
か
ら
一
年
二
月
を

超
え
な
い
日
（
同
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施
設

（
休
止
施
設
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
経
済
産

業
大
臣
が
定
め
る
期
間
が
終
了
す
る
日
か
ら
二
月
を
超

え
な
い
日
、
休
止
施
設
に
あ
つ
て
は
、
当
該
施
設
を
再

び
使
用
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
）
ま
で
に
、
様

式
第
十
七
の
保
安
検
査
申
請
書
を
、
事
業
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

７
　
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
の

保
安
検
査
に
お
い
て
、
特
定
施
設
が
法
第
八
条
第
一
号

の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し

て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
様
式
第
十
八
の
保
安
検
査

証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
協
会
等
に
よ
る
保
安
検
査
証
の
届
出
等
）

第
三
十
五
条
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る

特
定
施
設
と
す
る
。

２
　
前
条
第
二
項
及
び
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定

は
、
協
会
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
及
び
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま

で
の
規
定
中
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
本
文
」
と
あ
る

の
は
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
」
と
、
同
条
第

二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
が
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
協

会
が
行
う
」
と
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
事
業

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の

は
「
協
会
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」

と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
協

会
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
た
旨
を
都
道
府
県
知
事
に

届
け
出
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
は
、
様
式
第
十
九
の

高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
保
安
検
査
受
検
届
書
を
、
保
安
検

査
を
受
け
た
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
条
第
二
項
及
び
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定

は
、
指
定
保
安
検
査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
及
び
第
四
項

か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
中
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項

本
文
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一

号
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
が
行
う
」

と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安
検
査
機
関
が
行
う
」
と
、
同

条
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
保
安
検
査

機
関
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ

る
の
は
「
指
定
保
安
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

５
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
保
安
検
査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
た
旨
を
都

道
府
県
知
事
に
届
け
出
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
は
、

様
式
第
二
十
の
指
定
保
安
検
査
機
関
保
安
検
査
受
検
届

書
を
、
保
安
検
査
を
受
け
た
特
定
施
設
を
有
す
る
事
業

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
協
会
等
の
保
安
検
査
の
報
告
）

第
三
十
六
条
　
法
第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

協
会
が
同
項
の
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式

第
二
十
一
の
保
安
検
査
結
果
報
告
書
に
保
安
検
査
の
記

録
を
添
え
て
、
保
安
検
査
を
し
た
事
業
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
法
第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
保
安

検
査
機
関
が
同
項
の
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

様
式
第
二
十
二
の
保
安
検
査
結
果
報
告
書
に
保
安
検
査

の
記
録
を
添
え
て
、
保
安
検
査
を
し
た
事
業
所
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
保
安
検
査
の
方
法
）

第
三
十
七
条
　
法
第
三
十
五
条
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
保
安
検
査
の
方
法
は
、
開
放
検
査
、
分
解
検

査
そ
の
他
の
各
部
の
損
傷
、
変
形
及
び
異
常
の
発
生
状

況
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法
並
び
に
作
動
検
査

そ
の
他
の
機
能
及
び
作
動
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
に

十
分
な
方
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
保
安
検
査
の
方
法
は
告
示
で
定
め
る
。
た
だ

し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
認
定
保
安
検
査
実
施
者
が
、
法
第
三
十
五
条
第
一

項
第
二
号
の
認
定
に
係
る
特
定
施
設
に
つ
い
て
行
う

保
安
検
査
の
方
法
で
あ
つ
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
認

め
た
も
の
を
用
い
る
場
合

二
　
特
定
認
定
事
業
者
が
、
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認

定
に
係
る
特
定
施
設
に
つ
い
て
行
う
保
安
検
査
の
方

法
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
を

用
い
る
場
合

イ
　
製
造
設
備
の
寿
命
等
を
勘
案
し
て
、
適
切
な
時

期
に
、
肉
厚
測
定
検
査
及
び
開
放
検
査
を
行
う

方
法

ロ
　
少
な
く
と
も
八
年
に
一
回
は
運
転
を
停
止
し
た

検
査
を
行
う
方
法

ハ
　
保
安
検
査
に
係
る
責
任
者
が
前
項
に
定
め
る
方

法
に
適
合
す
る
と
認
め
た
方
法

三
　
第
十
四
条
第
一
項
第
八
号
の
認
定
に
係
る
特
定
施

設
に
お
け
る
保
安
検
査
の
方
法
で
あ
つ
て
、
経
済
産

業
大
臣
が
認
め
た
も
の
を
用
い
る
場
合

四
　
第
五
条
第
一
項
第
二
号
、
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま

で
、
第
三
十
六
号
若
し
く
は
第
四
十
八
号
、
又
は
第

五
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
た

基
準
に
係
る
保
安
検
査
の
方
法
で
あ
つ
て
、
当
該
基

準
に
応
じ
て
適
切
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め

た
も
の
を
用
い
る
場
合

五
　
製
造
設
備
が
コ
ー
ル
ド
・
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
、
特
定

液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
、
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン

ド
、
液
化
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
及
び
圧
縮
水
素
ス
タ

ン
ド
以
外
の
製
造
設
備
（
第
五
条
第
一
項
第
十
四

号
、
第
二
十
九
号
、
第
四
十
号
、
第
四
十
七
号
、
第

五
十
一
号
、
第
五
十
三
号
、
第
五
十
四
号
の
二
並
び

に
第
六
十
五
号
ト
及
び
ル
に
掲
げ
る
基
準
（
特
定
不

活
性
ガ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）
、
コ
ー
ル
ド
・
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
、
圧
縮
天
然

ガ
ス
ス
タ
ン
ド
（
第
七
条
第
一
項
第
二
号
後
段
並
び

に
同
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
基
準

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
液
化
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド

（
第
七
条
の
二
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ

る
基
準
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
圧
縮
水
素

ス
タ
ン
ド
（
第
七
条
の
三
第
一
項
第
十
四
号
、
第
十

六
号
及
び
第
十
八
号
（
第
七
条
の
三
第
二
項
第
一
号

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
同
条

第
二
項
第
三
十
号
及
び
第
三
十
四
号
に
掲
げ
る
基
準

（
液
化
水
素
昇
圧
ポ
ン
プ
及
び
こ
れ
に
接
続
さ
れ
る

送
ガ
ス
蒸
発
器
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
で
あ
る
製
造
施
設
並
び
に
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
製
造
事
業
所
間
の
導
管
（
第
十
条
第
二
十
九
号

に
掲
げ
る
基
準
（
特
定
不
活
性
ガ
ス
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
別
表

第
四
に
定
め
る
方
法
を
用
い
る
場
合

３
　
認
定
保
安
検
査
実
施
者
又
は
特
定
認
定
保
安
検
査
実

施
事
業
者
（
特
定
認
定
事
業
者
で
あ
る
認
定
保
安
検
査

実
施
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
認
定
が
法
第

三
十
九
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
そ
の

他
の
事
由
に
よ
り
そ
の
効
力
を
失
つ
た
と
き
は
、
当
該

認
定
保
安
検
査
実
施
者
で
あ
つ
た
者
又
は
当
該
特
定
認

定
保
安
検
査
実
施
事
業
者
で
あ
つ
た
者
は
、
当
該
認
定

に
係
る
特
定
施
設
に
つ
い
て
、
第
三
十
四
条
第
二
項
本

文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
遅
滞
な
く
、
都
道
府
県
知

事
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
、
又
は
協
会
若
し
く
は
指

定
保
安
検
査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
て
そ
の
旨

を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う
保
安
検
査

を
受
け
、
又
は
当
該
届
出
を
行
う
ま
で
の
間
は
、
当
該

認
定
保
安
検
査
実
施
者
で
あ
つ
た
者
を
認
定
保
安
検
査

実
施
者
と
み
な
し
て
前
項
第
一
号
の
規
定
を
適
用
し
、

当
該
特
定
認
定
保
安
検
査
実
施
事
業
者
で
あ
つ
た
者
を

特
定
認
定
事
業
者
と
み
な
し
て
同
項
第
二
号
の
規
定
を

適
用
す
る
。

４
　
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
保
安
検
査

を
行
う
特
定
認
定
保
安
検
査
実
施
事
業
者
が
第
四
十
九

条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
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規
定
の
適
用
を
受
け
な
く
な
つ
た
と
き
（
前
項
の
規
定

に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。
）
は
、
当
該
特
定
認
定
保

安
検
査
実
施
事
業
者
で
あ
つ
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係

る
特
定
施
設
に
つ
い
て
、
第
三
十
四
条
第
二
項
本
文
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
遅
滞
な
く
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
ず
る

ま
で
の
間
は
、
当
該
特
定
認
定
保
安
検
査
実
施
事
業
者

で
あ
つ
た
者
を
特
定
認
定
事
業
者
と
み
な
し
て
、
第
二

項
第
二
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
第
二
項
の
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
自
ら

保
安
検
査
を
行
う
こ
と
。

二
　
都
道
府
県
知
事
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
る
こ

と
。

三
　
協
会
又
は
指
定
保
安
検
査
機
関
が
行
う
保
安
検
査

を
受
け
て
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
る
こ

と
。

５
　
第
三
項
又
は
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県

知
事
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
認
定
保
安

検
査
実
施
者
で
あ
つ
た
者
又
は
特
定
認
定
保
安
検
査
実

施
事
業
者
で
あ
つ
た
者
は
、
当
該
保
安
検
査
を
受
け
る

ま
で
に
、
様
式
第
十
七
の
保
安
検
査
申
請
書
を
、
当
該

認
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
保
安
検
査
に
お
い
て
、

当
該
保
安
検
査
に
係
る
特
定
施
設
が
法
第
八
条
第
一
号

の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し

て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
様
式
第
十
八
の
保
安
検
査

証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

７
　
前
二
項
の
規
定
は
、
協
会
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
項
中
「
前
項
第
二

号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
三
号
」
と
、
「
当
該
認
定

に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知

事
」
と
あ
る
の
は
、
「
協
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

８
　
第
三
項
又
は
第
四
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
協
会
が

行
う
保
安
検
査
を
受
け
た
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け

出
よ
う
と
す
る
認
定
保
安
検
査
実
施
者
で
あ
つ
た
者
又

は
特
定
認
定
保
安
検
査
実
施
事
業
者
で
あ
つ
た
者
は
、

様
式
第
十
九
の
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
保
安
検
査
受
検
届

書
を
、
当
該
認
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す

る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９
　
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
指
定
保
安
検
査
機

関
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
五
項
中
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項

第
三
号
」
と
、
「
当
該
認
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
、
「
指
定

保
安
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

10
　
第
三
項
又
は
第
四
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
指
定
保

安
検
査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
た
旨
を
都
道
府

県
知
事
に
届
け
出
よ
う
と
す
る
認
定
保
安
検
査
実
施
者

で
あ
つ
た
者
又
は
特
定
認
定
保
安
検
査
実
施
事
業
者
で

あ
つ
た
者
は
、
様
式
第
二
十
の
指
定
保
安
検
査
機
関
保

安
検
査
受
検
届
書
を
、
当
該
認
定
に
係
る
事
業
所
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

11
　
協
会
及
び
指
定
保
安
検
査
機
関
は
、
第
三
項
又
は
第

四
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
保
安
検
査
を
行
つ
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
結
果
を
当
該
保
安
検
査
を
行
つ

た
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

12
　
協
会
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
様
式
第
二
十
一
の
保
安
検
査
結
果
報
告
書
に

保
安
検
査
の
記
録
を
添
え
て
、
当
該
報
告
に
係
る
事
業

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

13
　
指
定
保
安
検
査
機
関
が
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
報

告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
二
十
二
の
保
安

検
査
結
果
報
告
書
に
保
安
検
査
の
記
録
を
添
え
て
、
当

該
報
告
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府

県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節
　
定
期
自
主
検
査

（
定
期
自
主
検
査
を
行
う
製
造
施
設
）

第
三
十
八
条
　
法
第
三
十
五
条
の
二
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
ガ
ス
の
種
類
ご
と
に
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

量
は
、
ガ
ス
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
三
十
立
方
メ
ー

ト
ル
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
五
条
の
二
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も

の
は
、
ガ
ス
設
備
（
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
も
の
を

除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
す
る
。

３
　
法
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
の
自
主

検
査
は
、
ガ
ス
設
備
が
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
（
耐
圧
試
験
に
係
る
も

の
を
除
く
。
）
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

一
年
（
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
設
備
に
あ
つ
て
は
、

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
）
に
一
回
以
上
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得

な
い
事
由
に
よ
り
そ
の
回
数
で
自
主
検
査
を
行
う
こ
と

が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
経
済

産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
に
一
回
以
上
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

４
　
法
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
製
造
者

（
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
安
統
括
者
を

選
任
す
る
必
要
の
な
い
も
の
を
除
く
。
）
は
、
同
条
の

自
主
検
査
を
行
う
と
き
は
、
そ
の
選
任
し
た
保
安
係
員

に
当
該
自
主
検
査
の
実
施
に
つ
い
て
監
督
を
行
わ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
法
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
製
造
者

は
、
同
条
の
検
査
記
録
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
検
査
を
し
た
ガ
ス
設
備

二
　
検
査
を
し
た
ガ
ス
設
備
の
設
備
ご
と
の
検
査
の
方

法
及
び
結
果

三
　
検
査
年
月
日

四
　
検
査
の
実
施
に
つ
い
て
監
督
を
行
つ
た
保
安
係
員

の
氏
名

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
三
十
八
条
の
二
　
法
第
三
十
五
条
の
二
に
規
定
す
る
検

査
記
録
は
、
前
条
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
電
磁

的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の

知
覚
に
よ
つ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
作

成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項

の
検
査
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機

器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経

済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章
　
危
険
時
の
措
置

（
危
険
時
の
措
置
）

第
三
十
九
条
　
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
災
害
の
発
生
の
防
止
の
た
め
の
応
急
の
措
置

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
製
造
施
設
が
危
険
な
状
態
に
な
つ
た
と
き
は
、
直

ち
に
、
応
急
の
措
置
を
行
う
と
と
も
に
、
製
造
の
作

業
を
中
止
し
、
製
造
設
備
内
の
ガ
ス
を
安
全
な
場
所

に
移
し
、
又
は
大
気
中
に
安
全
に
放
出
し
、
こ
の
作

業
に
特
に
必
要
な
作
業
員
の
ほ
か
は
退
避
さ
せ
る
こ

と
。

二
　
充
塡
容
器
等
が
危
険
な
状
態
に
な
つ
た
と
き
は
、

直
ち
に
、
応
急
の
措
置
を
行
う
と
と
も
に
、
充
塡
容

器
等
を
安
全
な
場
所
に
移
し
、
こ
の
作
業
に
特
に
必

要
な
作
業
員
の
ほ
か
は
退
避
さ
せ
る
こ
と
。

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
は
、
従
業
者
又
は
必
要
に
応
じ
付
近
の
住
民

に
退
避
す
る
よ
う
警
告
す
る
こ
と
。

四
　
充
塡
容
器
等
が
外
傷
又
は
火
災
を
受
け
た
と
き

は
、
充
塡
さ
れ
て
い
る
高
圧
ガ
ス
を
次
に
掲
げ
る
方

法
に
よ
り
放
出
し
、
又
は
そ
の
充
塡
容
器
等
と
と
も

に
損
害
を
他
に
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な
い
水
中
に
沈

め
、
若
し
く
は
地
中
に
埋
め
る
こ
と
。

イ
　
可
燃
性
ガ
ス
又
は
特
定
不
活
性
ガ
ス
の
放
出

は
、
火
気
を
取
り
扱
う
場
所
又
は
引
火
性
若
し
く

は
発
火
性
の
物
を
た
い
積
し
た
場
所
及
び
そ
の
付

近
を
避
け
、
か
つ
、
大
気
中
に
放
出
す
る
と
き

は
、
通
風
の
良
い
場
所
で
少
量
ず
つ
放
出
す
る
こ

と
。

ロ
　
毒
性
ガ
ス
を
大
気
中
に
放
出
す
る
と
き
は
、
危

険
又
は
損
害
を
他
に
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な
い
場
所

で
少
量
ず
つ
行
う
こ
と
。

ハ
　
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ
ス
又
は
特
定
不
活
性
ガ

ス
を
継
続
か
つ
反
復
し
て
放
出
す
る
と
き
は
、
当

該
放
出
す
る
ガ
ス
の
滞
留
を
検
知
す
る
た
め
の
措

置
を
講
じ
て
行
う
こ
と
。

ニ
　
酸
素
の
放
出
は
、
バ
ル
ブ
及
び
放
出
に
使
用
す

る
器
具
の
石
油
類
、
油
脂
類
そ
の
他
の
可
燃
性
の

物
を
除
去
し
た
後
に
行
う
こ
と
。

ホ
　
放
出
し
た
後
は
、
バ
ル
ブ
の
損
傷
を
防
止
す
る

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ヘ
　
充
塡
容
器
等
、
バ
ル
ブ
又
は
配
管
を
加
熱
す
る

と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り

行
う
こ
と
。

（イ）
　
熱
湿
布
を
使
用
す
る
こ
と
。

（ロ）
　
温
度
四
十
度
以
下
の
温
湯
そ
の
他
の
液
体

（
可
燃
性
の
も
の
及
び
充
塡
容
器
等
、
バ
ル
ブ

又
は
充
塡
用
枝
管
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
の
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
使
用
す
る
こ

と
。

（ハ）
　
設
置
場
所
及
び
当
該
ガ
ス
の
種
類
に
応
じ
た

防
爆
性
能
を
有
す
る
構
造
の
空
気
調
和
設
備

（
空
気
の
温
度
を
四
十
度
以
下
に
調
節
す
る
自

動
制
御
装
置
を
設
け
た
も
の
で
あ
つ
て
、
火
気

で
直
接
空
気
を
加
熱
す
る
構
造
の
も
の
及
び
可

燃
性
ガ
ス
を
冷
媒
と
す
る
も
の
以
外
の
も
の
に

限
る
。
）
を
使
用
す
る
こ
と
。

第
七
章
　
完
成
検
査
及
び
保
安
検
査
に
係
る
認

定
等

（
完
成
検
査
に
係
る
認
定
の
申
請
等
）

第
四
十
条
　
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
法
第
二
十
条
第
三
項
第
二
号
の
認
定
の
申
請
を
し

よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
は
、
様
式
第
二
十
三
の
認
定

完
成
検
査
実
施
者
認
定
申
請
書
正
本
一
通
及
び
副
本
二

通
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
事
業
所
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
を
経
由
し
て

経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
　
企
業
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
　
設
立
年
月
日
、

資
本
金
及
び
資
本
関
係
、
事
業
所
の
名
称
、
従
業
員

数
、
主
要
製
品
名
及
び
組
織
図

二
　
認
定
に
係
る
事
業
所
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
　

設
立
年
月
日
、
従
業
員
数
、
敷
地
面
積
、
ガ
ス
種
ご

と
の
処
理
能
力
一
覧
表
、
施
設
配
置
図
及
び
系
列
会

社
又
は
協
力
会
社
と
の
関
係
を
示
す
系
統
図
並
び
に

主
要
製
品
名
、
年
間
生
産
金
額
、
高
圧
ガ
ス
設
備
一

覧
表
及
び
製
造
工
程
図

三
　
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
の
認
定
の
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
書
類

２
　
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
特
定
変
更
工
事
は
、
新
た
な
製
造
施
設
の
追
加
の

工
事
以
外
の
変
更
の
工
事
で
あ
つ
て
、
継
続
し
て
二
年

以
上
高
圧
ガ
ス
を
製
造
し
て
い
る
施
設
に
係
る
も
の
と

す
る
。

（
完
成
検
査
に
係
る
認
定
の
基
準
等
）

第
四
十
一
条
　
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
並
び
に
同
項
第
三
号
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
条
件
及
び
同
号
の
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
数
は
、
保
安
用
不
活
性
ガ
ス
以
外
の
ガ
ス

の
処
理
能
力
（
不
活
性
ガ
ス
及
び
空
気
に
つ
い
て
は
、

そ
の
処
理
能
力
に
四
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
容
積
と
す

る
。
第
四
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
百
万

立
方
メ
ー
ト
ル
（
貯
槽
を
設
置
し
て
専
ら
高
圧
ガ
ス
の

充
塡
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
百
万
立
方
メ
ー
ト

ル
。
第
四
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
上
の

製
造
事
業
所
に
つ
い
て
は
別
表
第
五
、
そ
れ
以
外
の
製

造
事
業
所
に
つ
い
て
は
別
表
第
六
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
九
条
の
三
第
二
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
行

う
検
査
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
書
類
検

査
及
び
現
地
検
査
又
は
こ
れ
に
類
す
る
検
査
に
よ
り
行

う
。

一
　
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
基
準
並
び
に
同
項
第
三
号
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
条
件
及
び
同
号
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
数
に
関
す
る
事
項

二
　
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
完
成
検
査

規
程
に
関
す
る
事
項

３
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
検
査
に
お
い
て
、
前
条

第
一
項
の
申
請
の
内
容
が
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項

各
号
に
該
当
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
様
式
第
二

十
四
の
認
定
完
成
検
査
実
施
者
認
定
証
を
交
付
す
る
も

の
と
す
る
。

（
保
安
検
査
に
係
る
認
定
の
申
請
等
）

第
四
十
二
条
　
法
第
三
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
認
定
の
申
請
を

し
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
は
、
様
式
第
二
十
五
の
認

定
保
安
検
査
実
施
者
認
定
申
請
書
正
本
一
通
及
び
副
本

二
通
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
事
業
所

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
を
経
由
し

て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
企
業
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
　
設
立
年
月
日
、

資
本
金
及
び
資
本
関
係
、
事
業
所
の
名
称
、
従
業
員

数
、
主
要
製
品
名
及
び
組
織
図

二
　
認
定
に
係
る
事
業
所
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
　

設
立
年
月
日
、
従
業
員
数
、
敷
地
面
積
、
ガ
ス
種
ご

と
の
処
理
能
力
一
覧
表
、
施
設
配
置
図
及
び
系
列
会

社
又
は
協
力
会
社
と
の
関
係
を
示
す
系
統
図
並
び
に

主
要
製
品
名
、
年
間
生
産
金
額
、
高
圧
ガ
ス
設
備
一

覧
表
及
び
製
造
工
程
図

三
　
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
の
認
定
の
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
書
類

２
　
前
項
の
申
請
に
お
い
て
、
第
四
十
条
第
一
項
に
よ
る

完
成
検
査
に
係
る
認
定
の
申
請
を
同
時
に
行
う
場
合
に

あ
つ
て
は
、
前
項
及
び
第
四
十
条
第
一
項
の
書
類
の
う

ち
共
通
の
内
容
と
す
る
も
の
に
限
り
、
当
該
書
類
を
添

え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３
　
法
第
三
十
九
条
の
四
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
特
定
施
設
は
、
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る

特
定
施
設
の
う
ち
継
続
し
て
二
年
以
上
高
圧
ガ
ス
を
製

造
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。

（
保
安
検
査
に
係
る
認
定
の
基
準
等
）

第
四
十
三
条
　
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
第
一
号
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
並
び
に
同
項
第
三
号
の
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
条
件
及
び
同
号
の
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
数
は
、
保
安
用
不
活
性
ガ
ス
以
外
の
ガ
ス

の
処
理
能
力
が
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
製
造
事
業

所
に
つ
い
て
は
別
表
第
七
、
そ
れ
以
外
の
製
造
事
業
所

に
つ
い
て
は
別
表
第
八
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の

と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
九
条
の
五
第
二
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
行

う
検
査
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
書
類
検

査
及
び
現
地
検
査
又
は
こ
れ
に
類
す
る
検
査
に
よ
り
行

う
。

一
　
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
基
準
並
び
に
同
項
第
三
号
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
条
件
及
び
同
号
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
数
に
関
す
る
事
項

二
　
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
第
二
号
の
保
安
検
査

規
程
に
関
す
る
事
項

３
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
検
査
に
お
い
て
、
前
条

第
一
項
の
申
請
の
内
容
が
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項

各
号
に
該
当
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
様
式
第
二

十
六
の
認
定
保
安
検
査
実
施
者
認
定
証
を
交
付
す
る
も

の
と
す
る
。

（
協
会
等
に
よ
る
調
査
の
申
請
等
）

第
四
十
四
条
　
法
第
三
十
九
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
協
会
又
は
検
査
組
織
等
調
査
機
関
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
協
会
等
」
と
い
う
。
）
が
行
う
調
査
を
受

け
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
は
、
様
式
第
二
十
七
の
認

定
完
成
検
査
実
施
者
調
査
申
請
書
に
次
の
各
号
に
掲
げ

る
書
類
を
添
え
て
、
協
会
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
　
企
業
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
　
設
立
年
月
日
、

資
本
金
及
び
資
本
関
係
、
事
業
所
の
名
称
、
従
業
員

数
、
主
要
製
品
名
及
び
組
織
図

二
　
認
定
に
係
る
事
業
所
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
　

設
立
年
月
日
、
従
業
員
数
、
敷
地
面
積
、
ガ
ス
種
ご

と
の
処
理
能
力
一
覧
表
、
施
設
配
置
図
及
び
系
列
会

社
又
は
協
力
会
社
と
の
関
係
を
示
す
系
統
図
並
び
に

主
要
製
品
名
、
年
間
生
産
金
額
、
高
圧
ガ
ス
設
備
一

覧
表
及
び
製
造
工
程
図

三
　
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
の
認
定
の
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
書
類

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
協
会
等
が
行
う
調
査
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
書
類
調
査
及
び
現
地
調
査

又
は
こ
れ
に
類
す
る
調
査
に
よ
り
行
う
。

一
　
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
基
準
並
び
に
同
項
第
三
号
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
条
件
及
び
同
号
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
数
に
関
す
る
事
項

二
　
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
完
成
検
査

規
程
に
関
す
る
事
項

３
　
法
第
三
十
九
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
協
会

等
は
、
前
項
の
調
査
に
お
い
て
、
申
請
の
内
容
が
法
第

三
十
九
条
の
三
第
一
項
各
号
に
該
当
し
て
い
る
と
認
め

る
と
き
は
、
様
式
第
二
十
八
の
認
定
完
成
検
査
実
施
者

調
査
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
法
第
三
十
九
条
の
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
協
会

等
が
行
う
調
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
は
、

様
式
第
二
十
九
の
認
定
保
安
検
査
実
施
者
調
査
申
請
書

に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
協
会
等
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
企
業
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
　
設
立
年
月
日
、

資
本
金
及
び
資
本
関
係
、
事
業
所
の
名
称
、
従
業
員

数
、
主
要
製
品
名
及
び
組
織
図

二
　
認
定
に
係
る
事
業
所
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
　

設
立
年
月
日
、
従
業
員
数
、
敷
地
面
積
、
ガ
ス
種
ご

と
の
処
理
能
力
一
覧
表
、
施
設
配
置
図
及
び
系
列
会

社
又
は
協
力
会
社
と
の
関
係
を
示
す
系
統
図
並
び
に

主
要
製
品
名
、
年
間
生
産
金
額
、
高
圧
ガ
ス
設
備
一

覧
表
及
び
製
造
工
程
図

三
　
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
の
認
定
の
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
書
類

５
　
前
項
の
申
請
に
お
い
て
、
第
一
項
に
よ
る
完
成
検
査

に
係
る
協
会
等
が
行
う
調
査
の
申
請
を
同
時
に
行
う
場

合
に
あ
つ
て
は
、
前
項
及
び
第
一
項
の
書
類
の
う
ち
共

通
の
内
容
と
す
る
も
の
に
限
り
、
当
該
書
類
を
添
え
る

こ
と
を
要
し
な
い
。

６
　
法
第
三
十
九
条
の
七
第
三
項
の
協
会
等
が
行
う
調
査

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
書
類
調
査
及
び

現
地
調
査
又
は
こ
れ
に
類
す
る
調
査
に
よ
り
行
う
。

一
　
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
第
一
号
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
基
準
並
び
に
同
項
第
三
号
の
経
済
産

業
省
令
で
定
め
る
条
件
及
び
同
号
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
数
に
関
す
る
事
項

二
　
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
第
二
号
の
保
安
検
査

規
程
に
関
す
る
事
項

７
　
法
第
三
十
九
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
協
会

等
は
、
前
項
の
調
査
に
お
い
て
、
申
請
の
内
容
が
法
第

三
十
九
条
の
五
第
一
項
各
号
に
該
当
し
て
い
る
と
認
め

る
と
き
は
、
様
式
第
三
十
の
認
定
保
安
検
査
実
施
者
調

査
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
の
更
新
）

第
四
十
五
条
　
法
第
三
十
九
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
認
定
完
成
検
査
実
施
者
及
び
認
定
保
安
検
査
実
施

者
が
認
定
の
更
新
を
受
け
る
場
合
は
、
第
四
十
条
か
ら

前
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
内
容
の
変
更
の
届
出
）

第
四
十
六
条
　
法
第
三
十
九
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
認
定
完
成
検
査
実
施
者
は
、

様
式
第
三
十
一
の
認
定
完
成
検
査
実
施
者
変
更
届
書
正

本
一
通
及
び
副
本
二
通
に
当
該
変
更
の
内
容
を
明
ら
か

に
し
た
書
面
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す

る
産
業
保
安
監
督
部
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
三
十
九
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を

し
よ
う
と
す
る
認
定
保
安
検
査
実
施
者
は
、
様
式
第
三

十
二
の
認
定
保
安
検
査
実
施
者
変
更
届
書
正
本
一
通
及

び
副
本
二
通
に
当
該
変
更
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
書

面
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
産
業
保

安
監
督
部
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
施
設
の
追
加
）

第
四
十
七
条
　
認
定
完
成
検
査
実
施
者
が
、
自
ら
特
定
変

更
工
事
に
係
る
完
成
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
製
造

施
設
を
追
加
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
四
十
条
、
第
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四
十
一
条
及
び
第
四
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

の
規
定
を
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
認
定
完
成
検
査
実
施

者
が
特
定
認
定
事
業
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第

四
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定
は
、
令
第
十
条
た

だ
し
書
の
認
定
を
す
る
場
合
に
限
る
こ
と
と
し
、
ま

た
、
第
四
十
条
第
一
項
又
は
第
四
十
四
条
第
一
項
に
掲

げ
る
認
定
申
請
書
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
の

う
ち
、
特
定
変
更
工
事
に
係
る
施
設
の
追
加
に
よ
り
内

容
の
変
更
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
書
類
の
添
付
を
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
認
定
保
安
検
査
実
施
者
が
、
自
ら
保
安
検
査
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
特
定
施
設
を
追
加
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
第
四
十
二
条
、
第
四
十
三
条
及
び
第
四
十
四
条
第

四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す

る
。
た
だ
し
、
認
定
保
安
検
査
実
施
者
が
特
定
事
業
者

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
四
十
三
条
第
三
項
に
規

定
す
る
認
定
は
、
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認
定
を
す
る

場
合
に
限
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
第
四
十
二
条
第
一
項

又
は
第
四
十
四
条
第
四
項
に
掲
げ
る
認
定
申
請
書
に
添

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
の
う
ち
、
特
定
施
設
の
追

加
に
よ
り
内
容
の
変
更
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
書
類
の

添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
検
査
記
録
の
作
成
）

第
四
十
八
条
　
法
第
三
十
九
条
の
十
第
二
項
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一
　
検
査
年
月
日

二
　
検
査
に
係
る
責
任
者
の
氏
名

三
　
検
査
を
し
た
特
定
変
更
工
事
の
内
容

四
　
特
定
変
更
工
事
の
設
備
ご
と
の
検
査
の
方
法
、
記

録
及
び
そ
の
結
果
の
詳
細

２
　
法
第
三
十
九
条
の
十
第
三
項
で
準
用
す
る
同
条
第
二

項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
検
査
年
月
日

二
　
検
査
に
係
る
責
任
者
の
氏
名

三
　
検
査
を
し
た
特
定
施
設

四
　
保
安
検
査
を
行
つ
た
特
定
施
設
の
設
備
ご
と
の
検

査
の
方
法
、
記
録
及
び
そ
の
結
果
の
詳
細

（
検
査
記
録
の
届
出
）

第
四
十
九
条
　
法
第
三
十
九
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
認
定
完
成
検
査
実
施
者

は
、
様
式
第
三
十
三
の
完
成
検
査
記
録
届
書
に
次
の
各

号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
検
査
の
記
録
を
添
え

て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
検
査
を
し
た
特
定
変
更
工
事
の
内
容

二
　
特
定
変
更
工
事
の
設
備
ご
と
の
検
査
の
方
法
、
記

録
及
び
そ
の
結
果

２
　
法
第
三
十
九
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届
出

を
し
よ
う
と
す
る
認
定
保
安
検
査
実
施
者
は
、
様
式
第

三
十
四
の
保
安
検
査
記
録
届
書
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
検
査
の
記
録
を
添
え
て
、
事
業
所
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
検
査
を
し
た
特
定
施
設

二
　
保
安
検
査
を
行
つ
た
特
定
施
設
の
設
備
ご
と
の
検

査
の
方
法
、
記
録
及
び
そ
の
結
果

（
令
第
十
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
技
術
的
能
力
等
に

係
る
認
定
の
申
請
等
）

第
四
十
九
条
の
二
　
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認
定
は
、
第

三
項
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
法
第
五
条
第
一
項
の

事
業
所
ご
と
に
、
法
第
二
十
条
第
三
項
第
二
号
又
は
法

第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
認
定
の
申
請
を
す
る
者

で
あ
つ
て
、
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

２
　
前
項
の
申
請
は
、
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認
定
に
係

る
製
造
施
設
又
は
貯
蔵
設
備
（
法
第
二
十
条
第
三
項
第

二
号
の
認
定
の
申
請
を
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
法
第
三

十
九
条
の
二
第
二
項
に
係
る
製
造
施
設
又
は
貯
蔵
設
備

と
、
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
認
定
の
申
請
を

す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
法
第
三
十
九
条
の
四
第
二
項
に

係
る
特
定
施
設
と
同
一
の
も
の
と
す
る
。
）
を
明
ら
か

に
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認

定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
二
十
条
第
三

項
第
二
号
の
認
定
の
申
請
を
す
る
者
に
あ
つ
て
は
様
式

第
三
十
四
の
二
の
特
定
認
定
完
成
検
査
実
施
事
業
者
認

定
申
請
書
正
本
一
通
及
び
副
本
二
通
に
、
法
第
三
十
五

条
第
一
項
第
二
号
の
認
定
の
申
請
を
す
る
者
に
あ
つ
て

は
様
式
第
三
十
四
の
三
の
特
定
認
定
保
安
検
査
実
施
事

業
者
認
定
申
請
書
正
本
一
通
及
び
副
本
二
通
に
、
次
条

の
認
定
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
書

類
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
産
業
保

安
監
督
部
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
第
一
項
の
申
請
の
内
容
が
次
条

各
号
に
該
当
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
法
第
二
十

条
第
三
項
第
二
号
の
認
定
の
申
請
を
し
た
者
に
は
様
式

第
三
十
四
の
四
の
特
定
認
定
完
成
検
査
実
施
事
業
者
認

定
証
を
、
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
認
定
の
申

請
を
し
た
者
に
は
様
式
第
三
十
四
の
五
の
特
定
認
定
保

安
検
査
実
施
事
業
者
認
定
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す

る
。

（
令
第
十
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
技
術
的
能
力
等
に

係
る
認
定
の
基
準
）

第
四
十
九
条
の
三
　
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
技
術
的
能
力
及
び
実
施
体
制
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
危
険
源
の
特
定
及
び
評
価
並
び
に
そ
の
結
果
に
基

づ
く
必
要
な
措
置
を
高
度
に
実
施
し
て
い
る
こ
と

二
　
先
進
的
な
技
術
を
適
切
に
活
用
し
て
い
る
こ
と

三
　
従
業
員
等
の
教
育
及
び
訓
練
を
高
度
に
実
施
し
て

い
る
こ
と

四
　
第
三
者
の
専
門
的
な
知
見
を
適
切
に
活
用
し
て
い

る
こ
と

五
　
連
続
運
転
期
間
（
運
転
を
停
止
し
て
行
つ
た
前
回

の
保
安
検
査
の
日
か
ら
運
転
停
止
を
し
て
行
う
次
回

の
保
安
検
査
の
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
）
及
び
保

安
検
査
の
方
法
を
適
切
に
評
価
で
き
る
体
制
を
整
備

し
て
い
る
こ
と

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
継
続
的
改
善
を

行
つ
て
い
る
こ
と

七
　
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
又
は
法
第
三
十
九
条

の
五
第
一
項
の
認
定
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と

（
令
第
十
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
技
術
的
能
力
等
に

係
る
認
定
の
更
新
）

第
四
十
九
条
の
四
　
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認
定
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
日

に
そ
の
効
力
を
失
う
。

一
　
法
第
三
十
九
条
の
八
に
基
づ
く
認
定
の
更
新
と
同

時
に
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認
定
の
更
新
を
受
け
な

か
つ
た
と
き
　
法
第
三
十
九
条
の
八
に
基
づ
く
認
定

の
更
新
を
受
け
た
日

二
　
法
第
二
十
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
十
五
条
第

一
項
第
二
号
の
認
定
の
効
力
を
失
つ
た
と
き
　
法
第

二
十
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
十
五
条
第
一
項
第

二
号
の
認
定
の
効
力
を
失
つ
た
日

２
　
第
四
十
九
条
の
二
及
び
第
四
十
九
条
の
三
の
規
定

は
、
前
項
の
認
定
の
更
新
に
準
用
す
る
。

（
令
第
十
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
技
術
的
能
力
等
に

係
る
認
定
内
容
の
変
更
の
届
出
）

第
四
十
九
条
の
五
　
特
定
認
定
完
成
検
査
実
施
事
業
者

は
、
第
四
十
九
条
の
三
の
認
定
の
基
準
に
関
す
る
事
項

に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
様
式
第
三
十
四
の
六
の
特

定
認
定
完
成
検
査
実
施
事
業
者
変
更
届
正
本
一
通
及
び

副
本
二
通
に
当
該
変
更
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
書
面

を
添
え
て
、
遅
滞
な
く
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す

る
産
業
保
安
監
督
部
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
特
定
認
定
保
安
検
査
実
施
事
業
者
は
、
第
四
十
九
条

の
三
の
認
定
の
基
準
に
関
す
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た

と
き
は
、
様
式
第
三
十
四
の
七
の
特
定
認
定
保
安
検
査

実
施
事
業
者
変
更
届
正
本
一
通
及
び
副
本
二
通
に
当
該

変
更
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
書
面
を
添
え
て
、
遅
滞

な
く
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督

部
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
令
第
十
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
技
術
的
能
力
等
に

係
る
認
定
の
施
設
の
追
加
）

第
四
十
九
条
の
六
　
特
定
認
定
事
業
者
が
、
自
ら
特
定
変

更
工
事
に
係
る
完
成
検
査
又
は
保
安
検
査
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
製
造
施
設
を
追
加
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

第
四
十
九
条
の
二
及
び
第
四
十
九
条
の
三
の
規
定
を
準

用
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
十
九
条
の
二
第
二
項
又
は
同

条
第
三
項
に
掲
げ
る
第
四
十
九
条
の
三
の
認
定
の
基
準

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
書
類
の
う
ち
、
施

設
の
追
加
に
よ
り
内
容
の
変
更
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い

書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
令
第
十
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
技
術
的
能
力
等
に

係
る
認
定
の
取
消
し
等
）

第
四
十
九
条
の
七
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
特
定
認
定
事
業

者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
認

定
完
成
検
査
又
は
認
定
保
安
検
査
に
係
る
令
第
十
条
た

だ
し
書
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
法
第
三
十
九
条
の
十
二
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

二
　
第
四
十
九
条
の
三
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て

い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

三
　
不
正
の
手
段
に
よ
り
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認
定

又
は
そ
の
更
新
を
受
け
た
と
き
。

２
　
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
五
条
第

一
項
又
は
法
第
十
六
条
第
一
項
の
許
可
が
取
り
消
さ
れ

た
と
き
は
、
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
法
第
五
条
第
一
項

の
事
業
所
に
係
る
令
第
十
条
た
だ
し
書
の
認
定
は
、
そ

の
効
力
を
失
う
。

第
七
章
の
二
　
認
定
高
度
保
安
実
施
者
等

（
認
定
の
申
請
）

第
四
十
九
条
の
七
の
二
　
法
第
三
十
九
条
の
十
三
の
認
定

の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
は
、
様
式
第
三

十
四
の
七
の
二
の
認
定
高
度
保
安
実
施
者
認
定
申
請
書

に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
を
経
由
し
て
経

済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
企
業
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
　
設
立
年
月
日
、

資
本
金
及
び
資
本
関
係
、
事
業
所
の
名
称
、
従
業
員

数
、
主
要
製
品
名
並
び
に
組
織
図

28



二
　
申
請
に
係
る
事
業
所
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
　

設
立
年
月
日
、
従
業
員
数
、
敷
地
面
積
、
ガ
ス
種
ご

と
の
処
理
能
力
一
覧
表
、
施
設
配
置
図
及
び
系
列
会

社
又
は
協
力
会
社
と
の
関
係
を
示
す
系
統
図
並
び
に

主
要
製
品
名
、
年
間
生
産
金
額
、
高
圧
ガ
ス
設
備
一

覧
表
及
び
製
造
工
程
図

三
　
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
書
類

四
　
令
第
十
条
の
二
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨
並
び
に
次

条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し

て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
書
類

（
認
定
の
基
準
）

第
四
十
九
条
の
七
の
三
　
法
第
三
十
九
条
の
十
四
第
一
項

第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
保
安
用
不
活
性
ガ
ス
以
外
の
ガ
ス
の
処
理
能
力

（
不
活
性
ガ
ス
及
び
空
気
に
つ
い
て
は
、
そ
の
処
理

能
力
に
四
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
容
積
と
す
る
。
）

が
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
（
貯
槽
を
設
置
し
て
専
ら
高

圧
ガ
ス
の
充
塡
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
百
万

立
方
メ
ー
ト
ル
）
以
上
の
製
造
事
業
所
に
つ
い
て
は

別
表
第
九
、
そ
れ
以
外
の
製
造
事
業
所
に
つ
い
て
は

別
表
第
十
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

二
　
申
請
に
係
る
製
造
施
設
及
び
特
定
施
設
が
、
前
条

の
認
定
の
申
請
時
に
お
い
て
、
継
続
し
て
二
年
以
上

高
圧
ガ
ス
を
製
造
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
　
法
第
三
十
九
条
の
十
四
第
一
項
第
二
号
の
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一
　
保
安
の
確
保
の
方
法
が
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を

用
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
前
号
に
掲
げ
る
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た

保
安
の
確
保
の
方
法
の
効
果
を
検
証
し
、
必
要
に
応

じ
て
当
該
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
体

制
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

三
　
申
請
に
係
る
特
定
製
造
者
の
役
員
又
は
事
業
所
の

長
が
、
第
一
号
に
掲
げ
る
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を

用
い
た
保
安
の
確
保
の
方
法
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
る
こ
と
。

３
　
令
第
十
条
の
二
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
特
に
高
度
な
仕
組
み
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
危
険
源
の
特
定
及
び
評
価
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

に
基
づ
き
、
当
該
危
険
源
に
よ
る
保
安
へ
の
影
響
を

軽
減
す
る
た
め
の
措
置
を
網
羅
的
に
実
施
す
る
体
制

を
整
備
し
て
お
り
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
し
て
い
る

こ
と
。

二
　
従
業
員
等
の
教
育
及
び
訓
練
を
高
度
に
実
施
す
る

体
制
を
整
備
し
て
お
り
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
し
て

い
る
こ
と
。

三
　
第
三
者
の
専
門
的
な
知
見
を
適
切
に
活
用
す
る
体

制
を
整
備
し
て
お
り
、
か
つ
、
適
切
に
活
用
し
て
い

る
こ
と
。

四
　
連
続
運
転
期
間
（
運
転
を
停
止
し
て
行
つ
た
前
回

の
保
安
検
査
の
日
か
ら
運
転
停
止
を
し
て
行
う
次
回

の
保
安
検
査
の
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
）
及
び
保

安
検
査
の
方
法
を
適
切
に
評
価
で
き
る
体
制
を
整
備

し
て
お
り
、
か
つ
、
適
切
に
評
価
し
て
い
る
こ
と
。

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
継
続
的
改
善
を

行
つ
て
い
る
こ
と
。

４
　
令
第
十
条
の
二
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
特
に
高
度
な
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
も
の
は
、
先

端
的
な
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
保
安
の
確
保
の
方
法

で
あ
つ
て
、
保
安
を
確
保
す
る
た
め
作
業
員
が
行
う
べ

き
判
断
を
補
助
す
る
技
術
を
活
用
す
る
も
の
を
い
う
。

５
　
法
第
三
十
九
条
の
十
四
第
二
項
の
経
済
産
業
大
臣
が

行
う
検
査
は
、
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
へ
の

適
合
に
関
す
る
事
項
と
し
、
書
類
検
査
及
び
現
地
検
査

又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
検
査
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

６
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
検
査
に
お
い
て
、
前
条

第
一
項
の
申
請
の
内
容
が
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定

す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
様
式

第
三
十
四
の
七
の
三
の
認
定
高
度
保
安
実
施
者
認
定
証

を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
項
か
ら
第

四
項
ま
で
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め

る
と
き
は
、
認
定
高
度
保
安
実
施
者
認
定
証
に
代
え

て
、
様
式
第
三
十
四
の
七
の
四
の
特
定
認
定
高
度
保
安

実
施
者
認
定
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
協
会
等
の
調
査
）

第
四
十
九
条
の
七
の
四
　
法
第
三
十
九
条
の
十
六
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
協
会
又
は
法
第
三
十
九
条
の
十
四
第

二
項
た
だ
し
書
の
指
定
を
受
け
た
者
が
行
う
調
査
は
、

前
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
へ
の
適
合
に
関

す
る
事
項
の
う
ち
、
高
度
な
保
安
の
確
保
に
関
す
る
専

門
技
術
的
事
項
の
確
認
に
関
す
る
も
の
と
し
、
書
類
調

査
及
び
現
地
調
査
又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
調
査
に
よ
り

行
う
。

２
　
法
第
三
十
九
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

は
、
様
式
第
三
十
四
の
七
の
五
の
調
査
通
知
書
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。

（
認
定
の
更
新
）

第
四
十
九
条
の
七
の
五
　
前
三
条
の
規
定
は
、
法
第
三
十

九
条
の
十
七
第
一
項
の
認
定
の
更
新
に
準
用
す
る
。

（
認
定
内
容
の
変
更
の
届
出
）

第
四
十
九
条
の
七
の
六
　
法
第
三
十
九
条
の
十
八
の
規
定

に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
認
定
高
度
保
安
実
施
者

は
、
様
式
第
三
十
四
の
七
の
六
の
認
定
高
度
保
安
実
施

者
変
更
届
書
に
当
該
変
更
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
書

面
を
添
え
て
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
産
業
保

安
監
督
部
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
施
設
の
追
加
）

第
四
十
九
条
の
七
の
七
　
第
四
十
九
条
の
七
の
二
か
ら
第

四
十
九
条
の
七
の
四
ま
で
の
規
定
は
、
認
定
高
度
保
安

実
施
者
が
自
ら
特
定
変
更
工
事
に
係
る
完
成
検
査
を
行

う
製
造
施
設
又
は
自
ら
保
安
検
査
を
行
う
特
定
施
設
を

追
加
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
四
十
九
条
の
七
の
三
第
六
項
た
だ
し
書
の
規

定
は
、
当
該
認
定
高
度
保
安
実
施
者
が
特
定
認
定
高
度

保
安
実
施
者
で
あ
り
、
か
つ
、
こ
の
項
前
段
に
お
い
て

準
用
す
る
第
四
十
九
条
の
七
の
二
の
申
請
の
内
容
が
第

四
十
九
条
の
七
の
三
第
三
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る

基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
場
合
に
限
つ
て
、
適

用
す
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
認
定
高
度
保
安
実
施
者

は
、
第
四
十
九
条
の
七
の
二
（
同
項
前
段
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
既
に
提
出
し

た
書
類
の
内
容
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、
同
項
前
段
に

お
い
て
準
用
す
る
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
認
定
高
度
保
安
実
施
者
の
承
継
の
届
出
）

第
四
十
九
条
の
七
の
八
　
法
第
三
十
九
条
の
十
九
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
認
定
高
度
保
安

実
施
者
の
地
位
を
承
継
し
た
者
は
、
様
式
第
三
十
四
の

七
の
七
の
認
定
高
度
保
安
実
施
者
承
継
届
書
に
相
続
、

合
併
又
は
当
該
認
定
高
度
保
安
実
施
者
の
そ
の
認
定
に

係
る
事
業
所
を
承
継
さ
せ
た
分
割
が
あ
つ
た
事
実
を
証

す
る
書
面
（
相
続
の
場
合
で
あ
つ
て
、
相
続
人
が
二
人

以
上
あ
る
と
き
は
、
承
継
す
べ
き
相
続
人
の
選
定
に
係

る
全
員
の
同
意
書
）
を
添
え
て
、
当
該
事
業
所
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
を
経
由
し
て
経
済

産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
製
造
の
た
め
の
施
設
等
の
変
更
の
特
例
）

第
四
十
九
条
の
七
の
九
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
一
第
一

項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
重
要
な
も
の
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
変
更
の
工
事
又
は
製
造
の
方
法
の
変
更

と
す
る
。

一
　
特
定
変
更
工
事

二
　
製
造
の
方
法
の
変
更
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
も
の

イ
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
変
更
の
工
事
に
よ
り
、
常
用

の
圧
力
又
は
常
用
の
温
度
を
変
更
す
る
も
の

ロ
　
常
用
の
圧
力
又
は
常
用
の
温
度
に
お
い
て
発
生

す
る
最
大
の
応
力
に
対
し
、
高
圧
ガ
ス
設
備
の
常

用
の
圧
力
又
は
常
用
の
温
度
に
お
け
る
材
料
の
許

容
応
力
、
溶
接
継
手
の
効
率
に
応
じ
、
十
分
な
強

度
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上

で
、
当
該
高
圧
ガ
ス
設
備
の
変
更
の
工
事
を
せ
ず

に
常
用
の
圧
力
又
は
常
用
の
温
度
を
変
更
す
る
も

の
（
設
計
圧
力
又
は
設
計
温
度
を
変
更
す
る
も
の

に
限
る
。
）

２
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令

で
定
め
る
軽
微
な
も
の
は
、
常
用
の
圧
力
及
び
常
用
の

温
度
の
変
更
を
伴
わ
な
い
製
造
の
方
法
の
変
更
と
す

る
。

３
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
を
し
よ
う
と
す
る
認
定
高
度
保
安
実
施
者
は
、
様
式

第
三
十
四
の
七
の
八
の
認
定
高
度
保
安
実
施
者
高
圧
ガ

ス
製
造
施
設
等
変
更
届
書
に
変
更
明
細
書
を
添
え
て
、

事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
項
の
変
更
明
細
書
に
は
、
第
三
条
第
二
項
各
号
に

掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
変
更
の
あ
つ
た
部
分
に
つ
い
て

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
一
第
二
項
の
記
録
に
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
変
更
の
工
事
の
内
容

二
　
法
第
八
条
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技

術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項

６
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
一
第
三
項
の
記
録
に
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
製
造
の
方
法
の
変
更
の
内
容

二
　
法
第
八
条
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技

術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項

（
完
成
検
査
の
特
例
）

第
四
十
九
条
の
七
の
十
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
二
第
一

項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
認
定
高
度
保
安
実
施
者
が
自

ら
行
う
完
成
検
査
の
方
法
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
と

す
る
。

２
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
二
第
二
項
の
検
査
記
録
に

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
完
成
検
査
年
月
日

二
　
完
成
検
査
に
係
る
責
任
者
の
氏
名

三
　
完
成
検
査
を
し
た
特
定
変
更
工
事
の
内
容
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四
　
完
成
検
査
を
行
つ
た
製
造
施
設
の
設
備
ご
と
の
検

査
の
方
法
、
記
録
及
び
そ
の
結
果
の
詳
細

（
保
安
統
括
者
、
保
安
技
術
管
理
者
及
び
保
安
係
員
に

係
る
特
例
）

第
四
十
九
条
の
七
の
十
一
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
四
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
定
高
度
保
安
実
施
者
（
法
第

二
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
限
る
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
保
安
係
員
を
選
任
す
る
場

合
は
、
製
造
設
備
の
運
転
状
態
を
監
視
し
、
か
つ
、
緊

急
時
に
お
い
て
保
安
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、
適
切
な
保
安
管
理
の
方
法
で
あ
る
と
経

済
産
業
大
臣
が
認
め
る
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
四
第
二
項
の
記
録
に
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
保
安
統
括
者
、
保
安
技

術
管
理
者
又
は
保
安
係
員
の
氏
名

二
　
選
任
し
た
保
安
統
括
者
、
保
安
技
術
管
理
者
又
は

保
安
係
員
の
製
造
保
安
責
任
者
免
状
の
種
類

三
　
選
任
又
は
解
任
の
年
月
日

３
　
前
項
の
記
録
は
、
同
項
第
二
号
の
免
状
の
写
し
と
と

も
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
安
主
任
者
及
び
保
安
企
画
推
進
員
に
係
る
特
例
）

第
四
十
九
条
の
七
の
十
二
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
五
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
定
高
度
保
安
実
施
者
（
法
第

二
十
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
種
製
造
者
で

あ
る
者
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
保
安
主

任
者
を
選
任
す
る
場
合
は
、
製
造
設
備
の
運
転
状
態
を

監
視
し
、
か
つ
、
緊
急
時
に
お
い
て
保
安
上
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
適
切
な
保
安
管
理

の
方
法
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
方
法
に
よ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
五
第
二
項
の
記
録
に
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
保
安
主
任
者
又
は
保
安

企
画
推
進
員
の
氏
名

二
　
選
任
し
た
保
安
主
任
者
又
は
保
安
企
画
推
進
員
の

製
造
保
安
責
任
者
免
状
の
種
類

三
　
選
任
又
は
解
任
の
年
月
日

３
　
前
項
の
記
録
は
、
同
項
第
二
号
の
免
状
の
写
し
と
と

も
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
安
検
査
等
の
特
例
）

第
四
十
九
条
の
七
の
十
三
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
七
第

一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
認
定
高
度
保
安
実
施
者
が

自
ら
行
う
保
安
検
査
は
、
当
該
認
定
に
係
る
特
定
施
設

に
つ
い
て
、
一
年
（
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
施
設
に

あ
つ
て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
）
に
一
回

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や

む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
そ
の
回
数
で
行
う
こ
と
が
困

難
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
由
を
勘
案
し
て
経
済
産
業

大
臣
が
定
め
る
期
間
に
一
回
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
休
止
施
設
に
あ
つ
て

は
、
第
三
十
四
条
第
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３
　
認
定
高
度
保
安
実
施
者
が
、
基
準
日
の
前
後
三
月
以

内
に
第
一
項
の
保
安
検
査
を
行
つ
た
場
合
に
あ
つ
て

は
、
基
準
日
に
お
い
て
当
該
検
査
を
自
ら
行
つ
た
も
の

と
み
な
す
。

４
　
第
一
項
の
保
安
検
査
の
方
法
は
、
開
放
検
査
、
分
解

検
査
そ
の
他
の
各
部
の
損
傷
、
変
形
及
び
異
常
の
発
生

状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法
並
び
に
作
動
検

査
そ
の
他
の
機
能
及
び
作
動
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め

に
十
分
な
方
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
保
安
検

査
の
方
法
は
告
示
で
定
め
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
認
定
高
度
保
安
実
施
者
が
、
法
第
三
十
九
条
の
十

三
の
認
定
に
係
る
特
定
施
設
に
つ
い
て
行
う
保
安
検

査
の
方
法
で
あ
つ
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
た
も

の
を
用
い
る
場
合

二
　
特
定
認
定
高
度
保
安
実
施
者
が
、
令
第
十
条
の
二

た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
に
係
る
特
定
施
設
に
つ
い

て
行
う
保
安
検
査
の
方
法
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
も
の
を
用
い
る
場
合

イ
　
製
造
設
備
の
寿
命
等
を
勘
案
し
て
、
適
切
な
時

期
に
、
肉
厚
測
定
検
査
及
び
開
放
検
査
を
行
う

方
法

ロ
　
少
な
く
と
も
八
年
に
一
回
は
運
転
を
停
止
し
た

検
査
を
行
う
方
法

ハ
　
保
安
検
査
に
係
る
責
任
者
が
前
項
に
定
め
る
方

法
に
適
合
す
る
と
認
め
た
方
法

三
　
特
定
認
定
高
度
保
安
実
施
者
が
、
令
第
十
条
の
二

た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
に
係
る
特
定
施
設
に
つ
い

て
行
う
保
安
検
査
の
方
法
で
あ
つ
て
、
そ
の
保
安
検

査
の
方
法
を
適
切
に
評
価
す
る
能
力
を
有
し
て
い
る

と
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
る
者
が
確
認
し
た
も
の
を

用
い
る
場
合

６
　
第
一
項
の
保
安
検
査
を
行
つ
た
認
定
高
度
保
安
実
施

者
は
、
同
項
の
検
査
記
録
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
保
安
検
査
年
月
日

二
　
保
安
検
査
に
係
る
責
任
者
の
氏
名

三
　
保
安
検
査
を
し
た
特
定
施
設

四
　
保
安
検
査
を
行
つ
た
特
定
施
設
の
設
備
ご
と
の
検

査
の
方
法
、
記
録
及
び
そ
の
結
果

（
認
定
の
取
消
し
等
に
伴
う
保
安
検
査
等
）

第
四
十
九
条
の
七
の
十
四
　
認
定
高
度
保
安
実
施
者
又
は

特
定
認
定
高
度
保
安
実
施
者
に
係
る
認
定
が
法
第
三
十

九
条
の
二
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
そ
の
他
の

事
由
に
よ
り
そ
の
効
力
を
失
っ
た
と
き
は
、
当
該
認
定

高
度
保
安
実
施
者
で
あ
つ
た
者
又
は
当
該
特
定
認
定
高

度
保
安
実
施
者
で
あ
つ
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
特

定
施
設
に
つ
い
て
、
前
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
遅
滞
な
く
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う
保
安
検

査
を
受
け
、
又
は
協
会
若
し
く
は
指
定
保
安
検
査
機
関

が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
て
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
、
又
は

当
該
届
出
を
行
う
ま
で
の
間
は
、
当
該
認
定
高
度
保
安

実
施
者
で
あ
つ
た
者
を
認
定
高
度
保
安
実
施
者
と
み
な

し
て
前
条
第
五
項
第
一
号
の
規
定
を
適
用
し
、
当
該
特

定
認
定
高
度
保
安
実
施
者
で
あ
つ
た
者
を
特
定
認
定
高

度
保
安
実
施
者
と
み
な
し
て
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三

号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２
　
前
条
第
五
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
方
法

に
よ
り
保
安
検
査
を
行
う
特
定
認
定
高
度
保
安
実
施
者

が
、
第
四
十
九
条
の
七
の
十
六
の
規
定
に
よ
り
令
第
十

条
の
二
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
く
な
つ
た

と
き
（
前
項
の
規
定
に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。
）
は
、

当
該
規
定
の
適
用
を
受
け
な
く
な
つ
た
特
定
認
定
高
度

保
安
実
施
者
で
あ
つ
た
者
は
、
当
該
適
用
に
係
る
特
定

施
設
に
つ
い
て
、
前
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
遅
滞
な
く
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
ず
る
ま
で
の
間
は
、
当
該
特

定
認
定
高
度
保
安
実
施
者
で
あ
つ
た
者
を
特
定
認
定
高

度
保
安
実
施
者
と
み
な
し
て
、
前
条
第
五
項
第
二
号
及

び
第
三
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

一
　
前
条
第
五
項
の
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

又
は
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
、
自
ら

保
安
検
査
を
行
う
こ
と
。

二
　
都
道
府
県
知
事
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
る
こ

と
。

三
　
協
会
又
は
指
定
保
安
検
査
機
関
が
行
う
保
安
検
査

を
受
け
て
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
る
こ

と
。

３
　
第
一
項
又
は
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県

知
事
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
認
定
高
度

保
安
実
施
者
で
あ
つ
た
者
又
は
特
定
認
定
高
度
保
安
実

施
者
で
あ
つ
た
者
は
、
当
該
保
安
検
査
を
受
け
る
ま
で

に
、
様
式
第
十
七
の
保
安
検
査
申
請
書
を
、
当
該
認
定

に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
保
安
検
査
に
お
い
て
、

当
該
保
安
検
査
に
係
る
特
定
施
設
が
法
第
八
条
第
一
号

の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し

て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
様
式
第
十
八
の
保
安
検
査

証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

５
　
前
二
項
の
規
定
は
、
協
会
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
項
中
「
前
項
第
二

号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
三
号
」
と
、
「
当
該
認
定

に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知

事
」
と
あ
る
の
は
、
「
協
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

６
　
第
一
項
又
は
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
協
会
が

行
う
保
安
検
査
を
受
け
た
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け

出
よ
う
と
す
る
認
定
高
度
保
安
実
施
者
で
あ
つ
た
者
又

は
特
定
認
定
高
度
保
安
実
施
者
で
あ
つ
た
者
は
、
様
式

第
十
九
の
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
保
安
検
査
受
検
届
書

を
、
当
該
認
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
指
定
保
安
検
査
機

関
が
行
う
保
安
検
査
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
三
項
中
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項

第
三
号
」
と
、
「
当
該
認
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
、
「
指
定

保
安
検
査
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８
　
第
一
項
又
は
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
指
定
保

安
検
査
機
関
が
行
う
保
安
検
査
を
受
け
た
旨
を
都
道
府

県
知
事
に
届
け
出
よ
う
と
す
る
認
定
高
度
保
安
実
施
者

で
あ
つ
た
者
又
は
特
定
認
定
高
度
保
安
実
施
者
で
あ
つ

た
者
は
、
様
式
第
二
十
の
指
定
保
安
検
査
機
関
保
安
検

査
受
検
届
書
を
、
当
該
認
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

９
　
協
会
及
び
指
定
保
安
検
査
機
関
は
、
第
一
項
又
は
第

二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
保
安
検
査
を
行
つ
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
結
果
を
当
該
保
安
検
査
を
行
つ

た
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10
　
協
会
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
様
式
第
二
十
一
の
保
安
検
査
結
果
報
告
書
に

保
安
検
査
の
記
録
を
添
え
て
、
当
該
報
告
に
係
る
事
業

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

11
　
指
定
保
安
検
査
機
関
が
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
報
告

を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
二
十
二
の
保
安
検
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査
結
果
報
告
書
に
保
安
検
査
の
記
録
を
添
え
て
、
当
該

報
告
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
存
）

第
四
十
九
条
の
七
の
十
五
　
法
第
三
十
九
条
の
二
十
一
第

二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
記
録
、
法
第
三
十
九
条

の
二
十
二
第
二
項
に
規
定
す
る
検
査
記
録
、
法
第
三
十

九
条
の
二
十
三
に
規
定
す
る
危
害
予
防
規
程
、
法
第
三

十
九
条
の
二
十
四
第
二
項
及
び
法
第
三
十
九
条
の
二
十

五
第
二
項
に
規
定
す
る
記
録
並
び
に
法
第
三
十
九
条
の

二
十
七
第
一
項
に
規
定
す
る
検
査
記
録
は
、
こ
れ
ら
の

記
録
又
は
規
程
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
磁
的
方
法
に

よ
り
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
同
項

の
記
録
又
は
規
程
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他

の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
を
す
る
場
合
に
は
、
経

済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
令
第
十
条
の
二
た
だ
し
書
の
適
用
）

第
四
十
九
条
の
七
の
十
六
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
特
定
認

定
高
度
保
安
実
施
者
が
第
四
十
九
条
の
七
の
三
第
三
項

又
は
第
四
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
つ
た

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
認
定
高
度
保
安
実
施
者

に
つ
い
て
、
令
第
十
条
の
二
た
だ
し
書
の
規
定
を
適
用

し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
当
該
特
定
認
定
高
度
保
安

実
施
者
に
対
し
、
様
式
第
三
十
四
の
七
の
九
の
通
知
書

に
よ
り
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
章
の
三
　
指
定
設
備
に
係
る
認
定
等

（
指
定
設
備
に
係
る
認
定
の
申
請
）

第
四
十
九
条
の
八
　
法
第
五
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
十

四
の
八
の
指
定
設
備
認
定
申
請
書
に
次
の
各
号
に
掲
げ

る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
、
協
会
又
は
指
定

設
備
認
定
機
関
（
以
下
「
指
定
設
備
認
定
機
関
等
」
と

い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

二
　
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
設
備
の
品
名
及
び
設
計

図
そ
の
他
当
該
設
備
の
仕
様
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

三
　
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
設
備
の
製
造
及
び
品
質

管
理
の
方
法
の
概
略
を
記
載
し
た
書
類

四
　
法
第
五
十
六
条
の
七
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た

書
類

２
　
指
定
設
備
認
定
機
関
等
は
、
第
一
項
の
申
請
が
あ
つ

た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
の
内
容
を
審
査
し
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
認
定
の
た
め
の
調
査
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
指
定
設
備
に
係
る
技
術
上
の
基
準
）

第
四
十
九
条
の
九
　
法
第
五
十
六
条
の
七
第
二
項
の
経
済

産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
二
重
殻
密
閉
構
造
設
備
内
の
高
圧
ガ
ス
設
備
、
冷

凍
機
内
の
凝
縮
器
及
び
熱
交
換
器
並
び
に
蒸
発
器

（
第
三
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
に
お
い
て
「
二
重

殻
内
設
備
等
」
と
い
う
。
）
の
材
料
は
、
特
定
設
備

検
査
規
則
第
十
一
条
及
び
第
三
十
六
条
に
適
合
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
二
重
殻
密
閉
構
造
設
備
外
の
ガ
ス
設
備
（
冷
凍
機

内
の
凝
縮
器
及
び
熱
交
換
器
並
び
に
蒸
発
器
を
除

く
。
）
に
使
用
す
る
材
料
は
、
ガ
ス
の
種
類
、
性
状
、

温
度
、
圧
力
等
に
応
じ
、
当
該
設
備
の
材
料
に
及
ぼ

す
化
学
的
影
響
及
び
物
理
的
影
響
に
対
し
、
安
全
な

化
学
的
成
分
及
び
機
械
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

三
　
二
重
殻
内
設
備
等
の
設
計
強
度
及
び
形
状
等
は
、

特
定
設
備
検
査
規
則
第
十
二
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま

で
及
び
第
三
十
七
条
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

四
　
二
重
殻
密
閉
構
造
設
備
外
の
高
圧
ガ
ス
設
備
（
冷

凍
機
内
の
凝
縮
器
及
び
熱
交
換
器
並
び
に
蒸
発
器
を

除
く
。
）
の
設
計
強
度
及
び
形
状
等
は
、
第
六
条
第

一
項
第
十
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
適
合
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

五
　
二
重
殻
内
設
備
等
の
溶
接
は
、
特
定
設
備
検
査
規

則
第
二
十
四
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
及
び
第
三
十

八
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
に
適
合
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

六
　
二
重
殻
内
設
備
等
の
構
造
は
、
特
定
設
備
検
査
規

則
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
及
び
第
四
十

三
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で
に
適
合
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

七
　
二
重
殻
密
閉
構
造
設
備
内
の
材
料
は
、
耐
腐
食
性

が
あ
り
、
か
つ
、
低
温
脆
性
を
起
こ
さ
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
。

八
　
二
重
殻
密
閉
構
造
設
備
と
特
定
設
備
検
査
規
則
第

三
条
の
特
定
支
持
構
造
物
の
溶
接
部
及
び
二
重
殻
密

閉
構
造
設
備
の
つ
り
金
具
に
係
る
溶
接
部
は
特
定
設

備
検
査
規
則
第
三
十
一
条
第
三
項
に
適
合
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

九
　
ガ
ス
設
備
は
、
直
接
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
部
分
及

び
外
表
面
に
結
露
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
は
、

銅
、
銅
合
金
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
そ
の
他
耐
腐
食
性
材

料
を
使
用
し
、
又
は
耐
腐
食
処
理
を
施
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

十
　
高
圧
ガ
ス
設
備
に
係
る
配
管
、
管
継
手
及
び
バ
ル

ブ
の
接
合
は
、
溶
接
又
は
ろ
う
付
け
に
よ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
溶
接
又
は
ろ
う
付
け
に
よ
る
こ
と
が
適
当

で
な
い
場
合
は
、
保
安
上
必
要
な
強
度
を
有
す
る
フ

ラ
ン
ジ
接
合
又
は
ね
じ
接
合
継
手
に
よ
る
接
合
を
も

つ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
一
　
各
ユ
ニ
ッ
ト
が
、
工
場
に
お
い
て
個
別
ユ
ニ
ッ

ト
又
は
二
個
以
上
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
組
立
、
試
験

及
び
検
査
が
行
わ
れ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
ッ
ト

の
ま
ま
搬
入
据
付
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
二
　
現
地
に
お
け
る
ユ
ニ
ッ
ト
間
の
高
圧
ガ
ス
設
備

の
接
続
は
配
管
接
続
と
し
、
そ
の
接
合
部
は
次
に
掲

げ
る
基
準
を
満
た
す
溶
接
又
は
ろ
う
付
け
に
よ
る
こ

と
。
た
だ
し
、
溶
接
又
は
ろ
う
付
け
に
よ
る
こ
と
が

適
当
で
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
保
安
上
必
要
な
強

度
を
有
す
る
フ
ラ
ン
ジ
接
合
又
は
ね
じ
接
合
継
手
に

よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
　
第
六
条
第
一
項
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
り
製
造

す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
経
済
産
業
大
臣
の
認

め
る
者
が
溶
接
又
は
ろ
う
付
け
し
た
後
、
検
査
を

実
施
し
合
格
す
る
こ
と
。

ロ
　
溶
接
又
は
ろ
う
付
け
し
た
後
、
協
会
又
は
指
定

設
備
認
定
機
関
が
実
施
す
る
検
査
に
合
格
す
る
こ

と
。

十
三
　
貯
蔵
設
備
の
貯
槽
に
は
、
同
時
に
閉
と
出
来
な

い
構
造
の
元
弁
に
接
続
さ
れ
た
二
つ
以
上
の
安
全
弁

を
設
け
る
ほ
か
、
安
全
弁
が
作
動
す
る
前
に
圧
力
上

昇
時
に
自
動
的
に
圧
力
を
放
出
す
る
た
め
の
機
能
を

設
け
る
こ
と
。

十
四
　
自
動
制
御
装
置
（
自
動
停
止
機
能
及
び
圧
力
自

動
放
出
機
能
を
含
む
。
）
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

十
五
　
原
料
空
気
圧
縮
機
は
、
オ
イ
ル
フ
リ
ー
タ
イ
プ

又
は
高
圧
ガ
ス
設
備
に
油
分
の
混
入
し
な
い
構
造
で

あ
る
こ
と
。

十
六
　
液
化
空
気
中
に
ア
セ
チ
レ
ン
又
は
炭
化
水
素
が

濃
縮
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
濃
縮
防
止
の

た
め
、
自
動
的
に
液
化
空
気
を
放
出
す
る
機
能
を
有

す
る
こ
と
。

（
指
定
設
備
認
定
証
の
様
式
）

第
四
十
九
条
の
十
　
法
第
五
十
六
条
の
八
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
指
定
設
備
認
定
証
の
様
式
は
、
様
式
第
三
十

四
の
九
の
と
お
り
と
す
る
。

（
指
定
設
備
認
定
証
の
再
交
付
）

第
四
十
九
条
の
十
一
　
法
第
五
十
六
条
の
八
第
三
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
六
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
指
定
設
備
認
定
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
様
式
第
三
十
四
の
十
の
指
定
設
備
認
定
証
再

交
付
申
請
書
を
、
経
済
産
業
大
臣
が
交
付
し
た
指
定
設

備
認
定
証
の
場
合
に
あ
つ
て
は
経
済
産
業
大
臣
に
、
協

会
が
交
付
し
た
指
定
設
備
認
定
証
の
場
合
に
あ
つ
て
は

協
会
に
、
指
定
設
備
認
定
機
関
が
交
付
し
た
指
定
設
備

認
定
証
の
場
合
に
あ
つ
て
は
指
定
設
備
認
定
機
関
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
表
示
）

第
四
十
九
条
の
十
二
　
法
第
五
十
六
条
の
九
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
六
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
指

定
設
備
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
者
が
行
う
表
示
は
、

認
定
指
定
設
備
の
厚
肉
の
部
分
の
見
や
す
い
箇
所
に
明

瞭
に
、
か
つ
、
消
え
な
い
よ
う
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
事
項
を
そ
の
順
序
で
打
刻
す
る
こ
と
に
よ
り
、
又
は

当
該
事
項
を
そ
の
順
序
で
打
刻
、
鋳
出
し
そ
の
他
の
方

法
に
よ
り
記
し
た
板
を
溶
接
、
は
ん
だ
付
け
若
し
く
は

ろ
う
付
け
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
指
定
設
備
認
定
証
の
交
付
番
号

二
　
指
定
設
備
の
製
造
業
者
の
名
称
又
は
そ
の
略
称
若

し
く
は
符
号

三
　
指
定
設
備
認
定
機
関
等
の
名
称
又
は
そ
の
略
称
若

し
く
は
符
号

（
指
定
設
備
認
定
証
の
返
納
）

第
四
十
九
条
の
十
三
　
法
第
五
十
六
条
の
九
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
六
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
、

指
定
設
備
認
定
証
の
返
納
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
経

済
産
業
大
臣
が
交
付
し
た
指
定
設
備
認
定
証
の
場
合
に

あ
つ
て
は
経
済
産
業
大
臣
に
、
協
会
が
交
付
し
た
指
定

設
備
認
定
証
の
場
合
に
あ
つ
て
は
協
会
に
、
指
定
設
備

認
定
機
関
が
交
付
し
た
指
定
設
備
認
定
証
の
場
合
に
あ

つ
て
は
指
定
設
備
認
定
機
関
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
指
定
設
備
の
認
定
が
無
効
と
な
る
設
備
の
変
更
の
工

事
等
）

第
四
十
九
条
の
十
四
　
認
定
指
定
設
備
に
変
更
の
工
事
を

施
し
た
と
き
又
は
認
定
指
定
設
備
の
移
設
等
（
転
用
を

除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
九
条
の
十
五
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
行
つ
た
と
き
は
、
当
該
認
定
指
定
設
備

に
係
る
指
定
設
備
の
認
定
は
無
効
と
す
る
。
た
だ
し
、

次
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
当
該
変
更
の
工
事
が
同
等
の
部
品
へ
の
交
換
の
み

で
あ
る
場
合

二
　
当
該
変
更
の
工
事
が
同
等
の
個
別
ユ
ニ
ッ
ト
へ
の

交
換
の
み
で
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
認
定
指
定

設
備
の
指
定
設
備
認
定
証
を
交
付
し
た
指
定
設
備
認

定
機
関
等
に
よ
り
調
査
を
受
け
、
認
定
指
定
設
備
技
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術
基
準
適
合
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
都
道
府
県
知

事
に
届
け
出
た
場
合

三
　
当
該
変
更
の
工
事
が
同
等
の
部
品
へ
の
交
換
及
び

同
等
の
個
別
ユ
ニ
ッ
ト
へ
の
交
換
の
み
で
あ
る
場
合

で
あ
つ
て
、
当
該
認
定
指
定
設
備
の
指
定
設
備
認
定

証
を
交
付
し
た
指
定
設
備
認
定
機
関
等
に
よ
り
交
換

し
た
同
等
の
個
別
ユ
ニ
ッ
ト
に
つ
い
て
調
査
を
受

け
、
認
定
指
定
設
備
技
術
基
準
適
合
書
の
交
付
を
受

け
た
後
、
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
た
場
合

四
　
認
定
指
定
設
備
の
移
設
等
を
行
つ
た
場
合
で
あ
つ

て
、
当
該
認
定
指
定
設
備
の
指
定
設
備
認
定
証
を
交

付
し
た
指
定
設
備
認
定
機
関
等
に
よ
り
調
査
を
受

け
、
認
定
指
定
設
備
技
術
基
準
適
合
書
の
交
付
を
受

け
た
後
、
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
た
場
合

２
　
認
定
指
定
設
備
を
設
置
し
た
者
は
、
そ
の
認
定
指
定

設
備
に
変
更
の
工
事
を
施
し
た
と
き
、
又
は
認
定
指
定

設
備
の
移
設
等
を
行
つ
た
と
き
は
、
前
項
た
だ
し
書
の

場
合
を
除
き
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
指
定
設
備
に

係
る
指
定
設
備
認
定
証
を
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
第
一
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
認
定
指
定
設

備
の
変
更
の
工
事
を
行
つ
た
者
又
は
認
定
指
定
設
備
の

移
設
等
を
行
つ
た
者
は
、
当
該
認
定
指
定
設
備
に
係
る

指
定
設
備
認
定
証
に
、
変
更
の
工
事
の
内
容
及
び
変
更

の
工
事
を
行
つ
た
年
月
日
又
は
移
設
等
を
行
つ
た
年
月

日
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
定
指
定
設
備
の
交
換
に
係
る
調
査
の
申
請
等
）

第
四
十
九
条
の
十
四
の
二
　
前
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第

三
号
の
調
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
十

四
の
十
一
の
認
定
指
定
設
備
技
術
基
準
適
合
調
査
申
請

書
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
指
定
設
備

認
定
機
関
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
指
定
設
備
認
定
証
の
写
し

二
　
認
定
指
定
設
備
技
術
基
準
適
合
書
の
交
付
を
受
け

よ
う
と
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
又
は
機
器
の
品
名
及
び
設
計

図
そ
の
他
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の
仕
様
を
明
ら
か
に
す
る

書
類

三
　
認
定
指
定
設
備
技
術
基
準
適
合
書
の
交
付
を
受
け

よ
う
と
す
る
設
備
の
製
造
及
び
品
質
管
理
の
方
法
の

概
略
を
記
載
し
た
書
類

四
　
法
第
五
十
六
条
の
七
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た

書
類

２
　
前
項
の
調
査
は
、
書
類
調
査
及
び
現
地
調
査
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
指
定
設
備
認
定
機
関
等
は
、
第
一
項
の
調
査
に
お
い

て
、
申
請
の
内
容
が
第
四
十
九
条
の
九
各
号
に
掲
げ
る

技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、

様
式
第
三
十
四
の
十
二
の
認
定
指
定
設
備
技
術
基
準
適

合
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
認
定
指
定
設
備
の
移
設
等
に
係
る
調
査
の
申
請
等
）

第
四
十
九
条
の
十
五
　
第
四
十
九
条
の
十
四
第
一
項
第
四

号
の
調
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
十
四

の
十
一
の
二
の
認
定
指
定
設
備
技
術
基
準
適
合
調
査
申

請
書
に
前
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
書

類
を
添
え
て
、
指
定
設
備
認
定
機
関
等
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
調
査
は
、
書
類
調
査
及
び
現
地
調
査
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
指
定
設
備
認
定
機
関
等
は
、
第
一
項
の
調
査
に
お
い

て
、
申
請
の
内
容
が
第
四
十
九
条
の
九
各
号
に
掲
げ
る

技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、

様
式
第
三
十
四
の
十
二
の
二
の
認
定
指
定
設
備
技
術
基

準
適
合
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
章
　
雑
則

（
帳
簿
）

第
五
十
条
　
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

製
造
者
は
、
事
業
所
ご
と
に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
場
合
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
、
同
表
第
一
項
及
び
第

二
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
記
載
の
日
か
ら
二
年

間
、
同
表
第
三
項
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
記
載
の

日
か
ら
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

記
載
す
べ
き
場
合

記
載
す
べ
き
事
項

一
　
高
圧
ガ
ス
を
容

器
に
充
塡
し
た
場
合

（
高
圧
ガ
ス
を
燃
料

と
し
て
使
用
す
る
車

両
に
固
定
し
た
燃
料

装
置
用
容
器
（
特
定

液
化
石
油
ガ
ス
を
燃

料
と
し
て
使
用
す
る

車
両
に
あ
っ
て
は
、

容
器
）
に
高
圧
ガ
ス

を
充
塡
し
た
場
合
を

除
く
。
）

充
塡
容
器
の
記
号
及
び
番
号
、

充
塡
容
器
（
特
定
液
化
石
油

ガ
ス
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

ご
と
の
高
圧
ガ
ス
の
種
類
、

充
塡
容
器
ご
と
の
高
圧
ガ
ス

の
充
塡
圧
力
（
液
化
ガ
ス
に

つ
い
て
は
、
充
塡
質
量
並
び

に
充
塡
年
月
日
）

二
　
高
圧
ガ
ス
を
容

器
に
よ
り
授
受
し
た

場
合

充
塡
容
器
の
記
号
及
び
番
号
、

充
塡
容
器
（
特
定
液
化
石
油

ガ
ス
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

ご
と
の
高
圧
ガ
ス
の
種
類
及

び
充
塡
圧
力
（
液
化
ガ
ス
に

つ
い
て
は
、
充
塡
質
量
）
、
授

受
先
並
び
に
授
受
年
月
日

三
　
製
造
施
設
に
異

常
が
あ
つ
た
場
合

異
常
が
あ
つ
た
年
月
日
及
び

そ
れ
に
対
し
て
と
つ
た
措
置

（
調
査
の
要
請
）

第
五
十
条
の
二
　
法
第
六
十
条
の
二
の
経
済
産
業
省
令
で

定
め
る
者
は
、
第
一
種
製
造
者
と
す
る
。

２
　
第
一
種
製
造
者
は
、
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進

機
構
が
行
う
調
査
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。

（
収
去
証
）

第
五
十
一
条
　
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

経
済
産
業
大
臣
が
そ
の
職
員
に
よ
り
高
圧
ガ
ス
を
収
去

さ
せ
る
と
き
は
、
被
収
去
者
に
様
式
第
三
十
五
の
収
去

証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
身
分
を
示
す
証
票
）

第
五
十
二
条
　
法
第
六
十
二
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
経

済
産
業
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
そ
の
職
員
に
携
帯

さ
せ
る
証
票
は
、
様
式
第
三
十
六
の
も
の
と
す
る
。

（
事
故
届
）

第
五
十
三
条
　
法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

同
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
特
定
製
造
者
は
、
様
式

第
三
十
七
の
事
故
届
書
を
事
故
の
発
生
し
た
場
所
を
管

轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
産
業
保
安
監
督
部
長
に
対
す
る
都
道
府
県
知
事
の
報

告
）

第
五
十
三
条
の
二
　
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
七
十
四
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
行
う
と
き
は
、
速
や
か

に
事
態
又
は
事
故
の
発
生
日
時
及
び
場
所
、
概
要
、
理

由
又
は
原
因
、
措
置
模
様
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
に

つ
い
て
適
当
な
方
法
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
の
区
域
を

管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
に
報
告
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

事
故
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
報
告
期
限
ま
で
に
様
式
第
三
十
八
の
事
故
報
告
書
を

当
該
産
業
保
安
監
督
部
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

事
故
の
区
分

報
告
期
限

一
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
故

イ
　
死
者
が
一
名
以
上
、
重
傷
者
（
負

傷
の
治
療
に
要
す
る
期
間
が
三
十
日
以

上
の
負
傷
者
を
い
う
。
）
が
二
名
以
上

若
し
く
は
軽
傷
者
（
負
傷
の
治
療
に
要

す
る
期
間
が
三
十
日
未
満
の
負
傷
者
を

い
う
。
）
が
六
名
以
上
の
人
身
被
害
又

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
人
身
被
害
が
生

じ
た
事
故

事

故

発

生

の

日

か

ら

十
日
以
内

ロ
　
直
接
に
生
ず
る
物
的
被
害
の
総
額

が
一
億
円
以
上
の
事
故

ハ
　
大
規
模
な
火
災
又
は
ガ
ス
の
大
量

の
漏
え
い
が
あ
つ
た
事
故
そ
の
他
重
大

な
社
会
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
認
め
ら

れ
る
事
故

ニ
　
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
事
故
を

発
生
し
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
な
い

間
に
発
生
し
た
事
故

二
　
前
号
に
規
定
す
る
事
故
以
外
の

事
故

当

該

事

故

が

発

生

し

た

月

の

一

月

分

の

事

故

を

取

り

ま

と

め

、

翌

月

十

日

ま
で

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
令
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
報
告
を
行
う
と
き
は
、
速
や
か
に
様
式
第
三
十
九

の
報
告
徴
収
等
結
果
報
告
書
を
当
該
都
道
府
県
の
区
域

を
管
轄
す
る
産
業
保
安
監
督
部
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
危
険
の
お
そ
れ
の
な
い
場
合
等
の
特
則
）

第
五
十
四
条
　
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
、
第
九
条
及
び

第
十
条
に
規
定
す
る
基
準
、
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る

連
絡
方
法
の
通
知
等
、
試
験
研
究
の
た
め
に
製
造
設
備

を
使
用
す
る
試
験
研
究
機
関
に
係
る
第
二
十
三
条
の
規

定
に
よ
る
保
安
統
括
者
の
選
任
並
び
に
第
二
十
五
条
第

五
項
の
規
定
に
よ
る
保
安
係
員
の
選
任
の
基
準
に
つ
い

て
は
、
経
済
産
業
大
臣
が
高
圧
ガ
ス
の
種
類
、
周
囲
の

状
況
そ
の
他
の
関
係
に
よ
り
危
険
の
お
そ
れ
が
な
い
と

認
め
た
場
合
に
限
り
、
当
該
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経

済
産
業
大
臣
が
そ
の
程
度
に
応
じ
て
認
め
た
も
の
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

（
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
施
設
）

第
五
十
五
条
　
令
第
十
七
条
の
表
の
経
済
産
業
省
令
で
定

め
る
施
設
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
分
離
又
は
精
製
の
た

め
の
設
備
、
液
化
石
油
ガ
ス
以
外
の
高
圧
ガ
ス
の
原
料

に
係
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
貯
蔵
設
備
及
び
液
化
石
油
ガ

ス
（
容
器
に
充
塡
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
輸
入
の

た
め
の
設
備
を
設
置
す
る
製
造
（
製
造
に
係
る
貯
蔵
及

び
導
管
に
よ
る
輸
送
を
含
む
。
）
の
た
め
の
施
設
と
す

る
。

（
経
過
措
置
）

第
五
十
六
条
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
製
造
施
設
に
つ
い
て

は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
二
年
間
は
、
第
五
条

第
一
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
六
十
五
号
ロ
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の
規
定
（
第
六
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
お
い

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
は
、
適
用
し
な
い
。
た

だ
し
、
こ
の
間
は
、
当
該
製
造
施
設
に
つ
い
て
、
液
化

石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
六
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は

第
三
号
、
第
七
条
若
し
く
は
第
八
条
第
一
項
第
一
号
若

し
く
は
第
二
号
又
は
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
六
条

第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
二
十
二
号
ロ
若
し
く
は
ハ

の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
別
表
第
一
の
改
正
又
は
用
途
地
域
に
関
す
る
都
市

計
画
の
決
定
若
し
く
は
変
更
（
以
下
「
別
表
第
一
の

改
正
等
」
と
い
う
。
）
の
際
現
に
存
し
、
又
は
法
第

五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
の
当
該
許
可

に
係
る
製
造
事
業
所
で
あ
つ
て
、
当
該
別
表
第
一
の

改
正
等
に
よ
り
新
た
に
特
定
製
造
事
業
所
と
な
る
こ

と
と
な
る
製
造
事
業
所
に
当
該
別
表
第
一
の
改
正
等

の
際
現
に
設
置
さ
れ
、
又
は
法
第
五
条
第
一
項
若
し

く
は
第
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
製
造

施
設
　
別
表
第
一
の
改
正
等
の
日

二
　
製
造
施
設
の
変
更
（
軽
易
な
変
更
を
除
く
。
）
に

よ
り
新
た
に
特
定
製
造
事
業
所
と
な
つ
た
製
造
事
業

所
に
当
該
変
更
の
た
め
の
工
事
の
開
始
の
際
現
に
設

置
さ
れ
て
い
る
製
造
施
設
　
当
該
変
更
の
た
め
の
工

事
の
完
成
の
日

三
　
製
造
施
設
の
軽
易
な
変
更
に
よ
り
新
た
に
特
定
製

造
事
業
所
と
な
つ
た
製
造
事
業
所
に
当
該
変
更
の
た

め
の
工
事
の
完
成
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
製
造

施
設
　
当
該
変
更
の
た
め
の
工
事
の
完
成
の
日

２
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
製
造
施
設
に
つ
い
て
は
、
第
五

条
第
一
項
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
、
第
十
二
号
及
び

第
十
三
号
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
製

造
施
設
に
つ
い
て
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
六

条
第
一
項
第
八
号
又
は
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
六

条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
製
造
施
設
に
つ
い
て
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
二
年
間
（
第
五
条
第
一
項
第

二
十
五
号
、
第
二
十
六
号
及
び
第
六
十
二
号
の
規
定
に

あ
つ
て
は
、
一
年
六
月
間
）
は
、
第
五
条
第
一
項
第
二

十
五
号
か
ら
第
二
十
八
号
ま
で
、
第
三
十
五
号
、
第
三

十
六
号
、
第
四
十
四
号
、
第
四
十
九
号
、
第
五
十
三
号

か
ら
第
五
十
七
号
ま
で
、
第
六
十
一
号
及
び
第
六
十
二

号
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
間
は
、
当

該
製
造
施
設
に
つ
い
て
、
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第

六
条
第
一
項
第
十
号
、
第
十
一
号
、
第
二
十
一
号
、
第

二
十
六
号
及
び
第
三
十
一
号
又
は
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安

規
則
第
六
条
第
一
項
第
七
号
、
第
八
号
、
第
十
八
号
、

第
十
九
号
、
第
二
十
五
号
及
び
第
三
十
九
号
の
規
定
を

適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
第
五
条
第
一
項
第
三
十
七
号
の
規
定
（
第
六
条
第
一

項
第
一
号
に
お
い
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ

る
経
済
産
業
大
臣
の
地
域
の
指
定
が
あ
つ
た
と
き
、
現

に
当
該
地
域
内
に
存
す
る
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
の
貯
槽

に
つ
い
て
は
、
当
該
指
定
が
あ
つ
た
日
か
ら
九
月
間

は
、
同
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

５
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
導
管
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
日
か
ら
二
年
間
は
、
第
十
条
第
六
号
、
第
二

十
六
号
か
ら
第
三
十
六
号
ま
で
、
第
三
十
八
号
及
び
第

三
十
九
号
の
規
定
（
第
二
十
九
号
に
あ
つ
て
は
、
漏
え

い
検
知
口
に
関
す
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
適
用
し
な

い
。
た
だ
し
、
こ
の
間
は
、
当
該
導
管
に
つ
い
て
、
液

化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
六
条
第
一
項
第
三
十
六
号
ト

又
は
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
六
条
第
一
項
第
四
十

三
号
ト
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
別
表
第
一
の
改
正
の
際
現
に
存
し
、
又
は
法
第
五

条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
の
当
該
許
可
に

係
る
製
造
事
業
所
で
あ
つ
て
、
当
該
別
表
第
一
の
改

正
に
よ
り
新
た
に
特
定
製
造
事
業
所
と
な
る
こ
と
と

な
る
製
造
事
業
所
に
係
る
導
管
（
当
該
別
表
第
一
の

改
正
の
際
現
に
設
置
さ
れ
、
又
は
法
第
五
条
第
一
項

若
し
く
は
第
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る

も
の
に
限
る
。
）
　
別
表
第
一
の
改
正
の
日

二
　
製
造
施
設
の
変
更
に
よ
り
新
た
に
特
定
製
造
事
業

所
と
な
つ
た
製
造
事
業
所
に
係
る
導
管
（
当
該
変
更

の
た
め
の
工
事
の
開
始
の
際
現
に
設
置
さ
れ
、
又
は

法
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
四
条
第
一
項
の
許

可
を
受
け
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
　
当
該
変
更
の
た

め
の
工
事
の
完
成
の
日

６
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
導
管
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
日
か
ら
三
月
間
は
、
第
十
条
第
三
十
七
号
の

規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

７
　
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
導
管
に
つ
い
て
は
、
第
十
条

第
四
号
、
第
五
号
、
第
七
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
及

び
第
二
十
九
号
（
漏
え
い
検
知
口
に
関
す
る
部
分
に
限

る
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
導

管
に
つ
い
て
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
六
条
第

一
項
第
三
十
六
号
ロ
、
ハ
及
び
ト
又
は
一
般
高
圧
ガ
ス

保
安
規
則
第
六
条
第
一
項
第
四
十
三
号
ロ
、
ハ
及
び
ト

の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

８
　
別
表
第
一
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製

造
事
業
所
と
な
つ
た
製
造
事
業
所
に
お
い
て
高
圧
ガ
ス

の
製
造
を
す
る
者
（
以
下
「
追
加
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造

者
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第

四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中

「
製
造
を
開
始
す
る
前
に
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
一

の
改
正
に
よ
り
当
該
製
造
事
業
所
が
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製

造
事
業
所
と
な
つ
た
後
遅
滞
な
く
」
と
、
同
条
第
四
項

中
「
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
者
は
」
と
あ
る
の
は
「
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
製
造
者
は
、
別
表
第
一
の
改
正
に
よ
り
当
該

製
造
事
業
所
が
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
事
業
所
と
な
つ
た

後
遅
滞
な
く
」
と
、
「
以
内
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲

げ
る
設
備
又
は
施
設
を
設
置
し
、
又
は
撤
去
し
た
と
き

（
第
四
号
に
掲
げ
る
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
ク
に
あ
つ
て
は
、

当
該
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
ク
か
ら
ガ
ス
を
放
出
す
る
方
向
を

著
し
く
変
更
し
た
と
き
を
含
む
。
）
は
、
遅
滞
な
く
、

当
該
設
備
又
は
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
以
内
に
あ
る
次

の
各
号
に
掲
げ
る
設
備
又
は
施
設
」
と
す
る
。

９
　
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
は
、
追
加
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

製
造
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
高
圧
ガ
ス
の
製
造
を
す
る

者
が
追
加
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
者
と
な
つ
た
日
か
ら
六

月
間
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
間
は
、
当
該

追
加
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
者
の
事
業
所
に
係
る
導
管
に

つ
い
て
、
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
六
条
第
一
項
第

三
十
六
号
ヌ
又
は
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
六
条
第

一
項
第
四
十
三
号
ル
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す

る
。

10
　
第
十
一
条
第
七
項
の
規
定
は
、
追
加
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

製
造
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
高
圧
ガ
ス
の
製
造
を
す
る

者
が
追
加
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
製
造
者
と
な
つ
た
日
か
ら
三

月
間
は
、
適
用
し
な
い
。

（
条
例
等
に
係
る
適
用
除
外
）

第
五
十
七
条
　
第
三
十
六
条
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
二

条
及
び
第
五
十
三
条
（
都
道
府
県
知
事
の
事
務
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
都
道
府
県
の
条
例
、
規

則
そ
の
他
の
定
め
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
限
度
に
お
い
て
適
用
し
な
い
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
附
則
第
五
条
中
液
石
則
第
二
十
六
条
及
び
第
四
十

九
条
の
改
正
規
定
、
附
則
第
六
条
中
一
般
則
第
二
十

七
条
及
び
第
五
十
一
条
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第

七
条
の
規
定
　
公
布
の
日

二
　
第
十
八
条
第
二
項
第
九
号
及
び
第
三
十
条
第
八
号

の
規
定
　
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
、
六
月
を
経
過

し
た
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
旧
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
し
、
又
は
法
第
五

条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
の
当
該
許
可
に
係

る
製
造
事
業
所
で
あ
つ
て
特
定
製
造
事
業
所
に
該
当
す

る
も
の
に
係
る
製
造
施
設
で
あ
つ
て
、
旧
省
令
の
施
行

の
際
現
に
設
置
さ
れ
、
若
し
く
は
同
条
同
項
若
し
く
は

法
第
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
も
の
又
は

こ
れ
ら
の
製
造
施
設
に
つ
い
て
旧
省
令
の
施
行
後
同
条

同
項
の
許
可
を
受
け
て
行
わ
れ
る
軽
易
な
変
更
の
工
事

に
係
る
製
造
施
設
（
以
下
単
に
「
既
存
製
造
施
設
」
と

い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
八
条
第
八
号
か
ら
第
十
号

ま
で
、
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
の
規
定
は
、
適
用
し

な
い
。
た
だ
し
、
当
該
既
存
製
造
施
設
に
つ
い
て
は
、

液
石
則
第
九
条
第
一
項
第
七
号
又
は
一
般
則
第
十
二
条

第
五
号
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
　
既
存
製
造
施
設
に
係
る
導
管
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
既
存
導
管
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
第

十
二
条
第
四
号
、
第
五
号
、
第
七
号
か
ら
第
二
十
五
号

ま
で
及
び
第
二
十
九
号
（
漏
え
い
検
知
口
に
関
す
る
部

分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、

当
該
既
存
導
管
に
つ
い
て
は
、
液
石
則
第
九
条
第
一
項

第
二
十
六
号
ロ
、
ハ
及
び
ト
又
は
一
般
則
第
十
二
条
第

二
十
九
号
ロ
、
ハ
及
び
ト
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と

す
る
。

第
四
条
　
法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
製
造
保
安
責
任
者
免

状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
が
職
務
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
範
囲
及
び
法
第
二
十
九
条
第
五
項
の
製
造
保
安
責

任
者
免
状
の
交
付
に
関
す
る
手
続
的
事
項
は
、
液
化
石

油
ガ
ス
保
安
規
則
及
び
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
（
昭
和
六
十
一
年
通
商
産
業
省
令

第
八
十
号
。
次
項
に
お
い
て
「
改
正
省
令
」
と
い
う
。
）

第
二
条
中
一
般
則
第
二
十
四
条
、
第
二
十
八
条
、
別
表

第
十
三
及
び
別
表
第
十
五
の
改
正
規
定
の
施
行
の
日

（
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
。
次
項
に
お
い
て
「
施
行

日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で
は
、
第
三
十
四
条
及
び

第
三
十
六
条
か
ら
第
三
十
九
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
液
石
則
第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
五
条
か
ら
第

二
十
七
条
ま
で
の
規
定
又
は
一
般
則
第
二
十
四
条
及
び

第
二
十
六
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
。

２
　
施
行
日
に
お
い
て
現
に
改
正
省
令
に
よ
る
改
正
前
の

一
般
則
第
二
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
高
圧
ガ
ス
の
種
類
を
指
定
さ
れ
て
い
る
乙
種
化
学
責

任
者
免
状
及
び
丙
種
化
学
責
任
者
免
状
に
つ
い
て
は
、

第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該

高
圧
ガ
ス
の
属
す
る
区
分
が
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と

み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
八
月
二
一
日
通
商
産
業
省

令
第
五
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
一
一
月
二
四
日
通
商
産
業

省
令
第
八
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
三
年
六
月
二
九
日
通
商
産
業
省

令
第
三
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
七
月
五
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
五
月
一
一
日
通
商
産
業
省

令
第
二
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
四
年
五
月
十
五
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
コ
ン
ビ
規
則
に
係
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
五
条
第
一

項
又
は
第
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
設
置
さ

れ
、
若
し
く
は
設
置
若
し
く
は
変
更
の
た
め
の
工
事
に

着
工
し
て
い
る
ア
ル
シ
ン
等
の
製
造
施
設
に
つ
い
て

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
（
ア
ル
シ
ン
等
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
の
適
用
に
関
し
て
は
、
こ
の
省
令
の

施
行
の
日
か
ら
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
は
、
適
用
し

な
い
。

一
　
改
正
後
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
（
以
下

「
新
コ
ン
ビ
規
則
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
四
十
号
の

二
及
び
第
七
十
二
号
ト
　
一
年
間

二
　
新
コ
ン
ビ
規
則
第
八
条
第
四
十
六
号
及
び
第
七
十

二
号
チ
　
二
年
間

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
一
〇
日
通
商
産
業
省

令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
七
月
二
五
日
通
商
産
業
省

令
第
五
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
七
月
二
十
九
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
六
年
七
月
二
七
日
通
商
産
業
省

令
第
五
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
改
正
後
の
火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
、
容
器
保
安

規
則
、
冷
凍
保
安
規
則
、
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
、

一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
、
高
圧
ガ
ス
保
安
管
理
員
等

規
則
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
並
び
に
液
化
石
油

ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
平
成
七
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と

が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
四
月
四
日
通
商
産
業
省
令

第
三
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
三
月
二
九
日
通
商
産
業
省

令
第
二
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
第
一
条
中
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
二
十
条

の
改
正
規
定
、
第
二
条
中
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第

二
十
一
条
の
改
正
規
定
及
び
第
三
条
中
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

等
保
安
規
則
第
二
十
八
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
八
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
（
以
下
「
改
正
液

石
則
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
の
二
若
し
く
は
第
六
十

一
条
の
二
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
高

圧
ガ
ス
保
安
規
則
（
以
下
「
改
正
一
般
則
」
と
い
う
。
）

第
十
五
条
の
二
若
し
く
は
第
六
十
四
条
の
二
又
は
第
三

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規

則
（
以
下
「
改
正
コ
ン
ビ
則
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条

に
規
定
す
る
軽
微
な
変
更
の
工
事
に
つ
い
て
高
圧
ガ
ス

取
締
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項

若
し
く
は
法
第
十
九
条
第
一
項
の
許
可
又
は
法
第
二
十

条
の
規
定
に
よ
る
完
成
検
査
に
係
る
申
請
を
し
た
者

は
、
法
第
十
四
条
第
二
項
又
は
第
十
九
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
三
条
　
改
正
液
石
則
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、

改
正
一
般
則
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に

改
正
コ
ン
ビ
則
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
は
、
平
成
五
年
四
月
一
日
以
後
に
改
正
前
の
液
化
石

油
ガ
ス
保
安
規
則
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
及
び

同
令
第
二
十
条
第
三
項
、
改
正
前
の
一
般
高
圧
ガ
ス
保

安
規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
及
び
同
令
第

二
十
一
条
第
三
項
並
び
に
改
正
前
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等

保
安
規
則
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
及
び
同
令

第
二
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
講
習
を
受
け
た
保
安

係
員
、
保
安
主
任
者
及
び
保
安
企
画
推
進
員
に
適
用
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
二
一
日
通
商
産
業
省

令
第
一
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保

安
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第

四
号
の
改
正
規
定
及
び
同
規
則
第
八
条
の
改
正
規
定

の
う
ち
配
管
に
係
る
部
分
　
平
成
十
年
四
月
一
日

二
　
同
規
則
第
八
条
を
同
令
第
五
条
と
し
、
同
条
に
一

項
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
、
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
後
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
（
以
下
「
新

規
則
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
二
項
第
一
号
ホ
に
係

る
部
分
　
平
成
九
年
十
月
一
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
五
条
第
一
項

若
し
く
は
法
第
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
、
若
し

く
は
そ
の
許
可
を
申
請
し
、
又
は
法
第
五
条
第
二
項
若

し
く
は
法
第
十
四
条
第
四
項
の
届
出
を
行
っ
て
い
る
者

に
係
る
第
一
種
保
安
物
件
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
二

条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
第
一
種
製
造
者
で

あ
る
者
（
そ
の
製
造
設
備
が
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ

ン
ド
及
び
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
も
の
を
含

む
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
五
条
第
一
項
第
六
十

四
号
（
同
規
則
第
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
七
条
第

一
項
第
一
号
で
引
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
当
該
規
定
に
係
る
基
準
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
第
一
種
製
造
者
で

あ
る
者
（
そ
の
製
造
設
備
が
特
定
液
化
石
油
ガ
ス
ス
タ

ン
ド
及
び
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
も
の
を
含

む
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
五
条
第
一
項
第
二
十

四
号
（
同
規
則
第
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
七
条
第

一
項
第
一
号
で
引
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の

う
ち
配
管
に
係
る
部
分
は
、
適
用
し
な
い
。

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
五
条
第
一
項

の
許
可
を
受
け
、
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
製

造
施
設
に
お
い
て
高
圧
ガ
ス
の
製
造
を
行
っ
て
い
る
者

に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
七
条
第
一
項
第
二
号
及
び
同

条
第
二
項
第
四
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
規
定

に
係
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
収
去
証
の

様
式
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
様
式
第
三
十
五
の
様
式
に

か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
七
条
　
特
定
製
造
者
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
旧
規
則
第
二
十
八
条
の

規
定
に
よ
り
講
習
を
受
け
た
者
に
、
新
規
則
第
二
十
七

条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
講
習
を
受
け

た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
開
始
の
日
か
ら
三
年

以
内
に
第
二
回
又
は
第
三
回
以
降
の
法
第
二
十
七
条
の

二
第
六
項
で
規
定
す
る
講
習
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
八
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第

六
十
二
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
通
商
産
業
大
臣
又
は

都
道
府
県
知
事
が
そ
の
職
員
に
携
帯
さ
せ
た
証
票
は
、

新
規
則
様
式
第
三
十
六
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

（
手
続
等
の
効
力
の
引
継
ぎ
）

第
九
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の

の
ほ
か
、
旧
規
則
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
手
続
き
そ
の

他
の
行
為
は
、
新
規
則
の
相
当
規
定
に
よ
っ
て
し
た
も

の
と
み
な
す
。

（
そ
の
他
の
措
置
の
告
示
へ
の
委
任
）

第
十
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
こ
の
省
令
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置

は
、
告
示
で
定
め
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
二
七
日
通
商
産
業
省

令
第
三
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
及
び
第
十
二
条
か
ら
第

十
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
九
年
四
月
二
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
二
七
日
通
商
産
業

省
令
第
二
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
三
一
日
通
商
産
業

省
令
第
三
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
手
続
等
の
効
力
の
引
継
ぎ
）

第
五
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の

の
ほ
か
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省

令
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
手
続
き
そ
の
他
の
行
為
は
、

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
相
当

規
定
に
よ
っ
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
九
月
三
〇
日
通
商
産
業

省
令
第
八
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
〇
月
六
日
通
商
産
業

省
令
第
九
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
特
定
製
造
事
業
所

の
分
割
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
第
五
条
第
一
項
第
四
号
イ
及

び
同
項
第
八
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
一
日
通
商
産
業
省

令
第
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
二
八
日
通
商
産
業

省
令
第
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。
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附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
通
商
産
業

省
令
第
六
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
等
保
安
規
則
第
三
十
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
届
出

を
し
た
者
は
、
改
正
後
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則

第
三
十
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
届
出
を
し
た
者
と
み

な
す
。附

　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
通
商
産
業

省
令
第
七
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
三
〇
日
通
商
産
業

省
令
第
一
二
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
さ
れ
た
保
安
技
術
管
理

者
又
は
保
安
係
員
の
選
任
若
し
く
は
解
任
に
係
る
保
安

技
術
管
理
者
等
届
書
又
は
製
造
保
安
責
任
者
免
状
の
写

し
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
（
以
下
「
改
正
コ
ン
ビ

則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
さ
れ
た
保
安
主
任
者
の

選
任
又
は
解
任
に
係
る
保
安
主
任
者
等
届
書
又
は
製
造

保
安
責
任
者
免
状
の
写
し
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
改
正

コ
ン
ビ
則
第
三
十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
さ
れ
た
保
安
企
画
推
進

員
の
選
任
又
は
解
任
に
係
る
保
安
主
任
者
等
届
書
又
は

書
面
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
改
正
コ
ン
ビ
則
第
三
十
条

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
さ
れ
た
保
安
技
術
管
理

者
、
保
安
係
員
、
保
安
主
任
者
又
は
保
安
企
画
推
進
員

の
代
理
者
の
選
任
若
し
く
は
解
任
に
係
る
保
安
統
括
者

等
代
理
者
届
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
改
正
コ
ン
ビ
則

第
三
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
通
商
産

業
省
令
第
三
二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
二
六
日
経
済
産
業

省
令
第
四
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
二
九
日
経
済
産
業

省
令
第
九
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及

び
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
二
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
二
八
日
経
済
産
業

省
令
第
五
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
九
月
三
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
一
〇
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
二
月
一
三
日
経
済
産

業
省
令
第
一
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
経
済
産
業

省
令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
七
月
二
五
日
経
済
産
業

省
令
第
八
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
四
日
経
済
産
業

省
令
第
三
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
九
日
経
済
産
業

省
令
第
四
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
経
済
産
業

省
令
第
五
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
経
済
産
業

省
令
第
五
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
前
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
特
定
事
業
省
令
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定

さ
れ
た
特
例
に
関
す
る
措
置
の
適
用
を
受
け
て
い
る
同

項
第
三
号
の
圧
縮
方
法
及
び
同
項
第
四
号
の
保
安
の
確

保
の
方
法
に
よ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
六
条
第

二
項
第
一
号
ハ
（
イ
）
及
び
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
第
五
条
第
二
項
第

一
号
ハ
（
イ
）
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
た

措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
可
燃
性
ガ
ス
中
の
酸
素
の

容
量
が
全
容
量
に
対
し
て
当
該
措
置
に
応
じ
経
済
産
業

大
臣
が
認
め
た
割
合
」
と
あ
る
の
は
「
液
化
石
油
ガ
ス

保
安
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年

経
済
産
業
省
令
第
五
十
六
号
）
附
則
第
二
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
経
済
産
業
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域

法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
省
令
の
特
例
に
関
す
る

措
置
及
び
そ
の
適
用
を
受
け
る
特
定
事
業
を
定
め
る
省

令
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
さ
れ
た
特
例
に
関
す
る
措

置
に
係
る
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律

第
百
八
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
の
構
造
改
革
特
別
区

域
計
画
に
記
載
し
た
圧
縮
を
行
う
可
燃
性
ガ
ス
中
の
酸

素
の
容
量
の
全
容
量
に
対
す
る
割
合
の
上
限
」
と
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
一
月
三
〇
日
経
済
産

業
省
令
第
一
〇
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
保
安
検
査
の
方
法

は
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
次
項
に
掲
げ

る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規

則
別
表
第
三
第
一
項
第
十
七
号
た
だ
し
書
、
一
般
高
圧

ガ
ス
保
安
規
則
別
表
第
三
第
一
項
第
十
一
号
た
だ
し
書

及
び
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
別
表
第
四
第
一
項
第

十
八
号
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
当
分
の
間
、
な
お
そ
の

効
力
を
有
す
る
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
自
ら
保
安
検
査

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
の
認

定
を
受
け
て
い
る
認
定
保
安
検
査
実
施
者
が
行
う
保
安

検
査
の
方
法
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初
の
認
定
の

更
新
を
受
け
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
冷
凍
保
安
規
則

第
六
十
九
条
、
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
六
条
第
一

項
第
二
号
若
し
く
は
第
十
一
号
若
し
く
は
第
九
十
七

条
、
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
六
条
第
一
項
第
二

号
、
第
八
号
若
し
く
は
第
二
十
六
号
若
し
く
は
第
九
十

九
条
又
は
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
第
五
条
第
一
項

第
二
号
、
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
、
第
三
十
六
号
若

し
く
は
第
四
十
八
号
若
し
く
は
第
五
十
四
条
の
規
定
に

よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
認
め
て
い
る
基
準
に
係
る
保
安

検
査
の
方
法
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
液
化
石
油
ガ
ス

保
安
規
則
別
表
第
三
第
一
項
第
十
七
号
た
だ
し
書
、
一

般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
別
表
第
三
第
一
項
第
十
一
号
た

だ
し
書
又
は
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
別
表
第
四
第

一
項
第
十
八
号
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い

る
高
圧
ガ
ス
設
備
に
係
る
耐
圧
試
験
の
適
用
除
外
の
期

間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
、
冷
凍
保
安
規
則

別
表
第
三
及
び
別
表
第
四
、
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則

別
表
第
四
及
び
別
表
第
五
、
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則

別
表
第
四
及
び
別
表
第
五
、
並
び
に
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等

保
安
規
則
別
表
第
五
、
別
表
第
六
、
別
表
第
七
及
び
別

表
第
八
に
規
定
す
る
完
成
検
査
又
は
保
安
検
査
に
係
る

認
定
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
認
定
完
成
検
査
実
施
者
又

は
認
定
保
安
検
査
実
施
者
が
こ
の
省
令
の
施
行
後
最
初

の
認
定
の
更
新
を
受
け
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
一
一
日
経
済
産
業

省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
二
四
日
経
済
産
業

省
令
第
二
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
五
条
第
一
項

第
一
号
の
許
可
を
受
け
、
特
定
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
で

あ
る
製
造
施
設
に
お
い
て
高
圧
ガ
ス
の
製
造
を
行
つ
て

い
る
者
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
又
は
第
三
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
後
の
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
七
条
の
三

の
規
定
又
は
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
第
七
条
の
三

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
三
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
三
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

35



（
経
過
措
置
）

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
附
則
第
二
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
特
定
事
業
省
令
第
五
条
又
は
第
二

十
一
条
に
規
定
さ
れ
た
特
例
に
関
す
る
措
置
の
適
用
を

受
け
て
い
る
試
験
研
究
施
設
に
お
け
る
変
更
の
工
事
に

つ
い
て
は
、
第
四
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

後
の
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
十
五
条
第
一
項
第
五

号
又
は
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
第
十
四
条
第
一
項

第
五
号
に
規
定
す
る
経
済
産
業
大
臣
が
軽
微
な
も
の
と

認
め
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
九
月
一
日
経
済
産
業
省

令
第
八
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型

地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
九
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
九
月
二
九
日
経
済
産
業

省
令
第
八
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
障
害
者
自
立
支
援

法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の

前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の

一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
二
条
第
一
項
第
五
号
ニ
、

液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
二
条
第
一
項
第
一
号
ニ
、

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
第
二
条
第
一
項
第
五
号
ニ

及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
第
二
項
第
六
号
ニ

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
若

し
く
は
同
条
第
二
十
二
項
の
福
祉
ホ
ー
ム
」
と
あ
る
の

は
、
「
、
同
条
第
二
十
二
項
の
福
祉
ホ
ー
ム
若
し
く
は

同
法
附
則
第
四
十
一
条
第
一
項
、
附
則
第
四
十
八
条
若

し
く
は
附
則
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お

従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
た
附
則
第
四
十
一
条
第
一
項
の
身
体
障
害
者
更
生

援
護
施
設
、
附
則
第
四
十
八
条
の
精
神
障
害
者
社
会
復

帰
施
設
若
し
く
は
附
則
第
五
十
八
条
第
一
項
の
知
的
障

害
者
援
護
施
設
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
三
月
二
八
日
経
済
産
業

省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
三
月
一
九
日
経
済
産
業

省
令
第
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
八
月
二
六
日
経
済
産
業

省
令
第
四
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
一
般
高
圧
ガ
ス
保

安
規
則
第
六
条
第
二
項
第
七
号
及
び
第
二
条
中
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
第
五
条
第
二
項
第
四
号
の
改
正
規

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経

過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る

設
備
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
第
五
条
第
一
項
第
五
十
八

号
の
二
及
び
第
六
十
五
号
ル
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の

公
布
の
日
か
ら
一
年
間
は
、
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
二
八
日
経
済
産
業

省
令
第
一
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
三
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
四
年
一
一
月
二
六
日
経
済
産

業
省
令
第
八
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
五
条
第
一
項

の
許
可
を
受
け
、
特
定
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
製

造
施
設
に
お
い
て
高
圧
ガ
ス
の
製
造
を
し
て
い
る
者
又

は
当
該
製
造
施
設
の
設
置
若
し
く
は
変
更
の
た
め
の
工

事
に
着
手
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
七
条
の

三
若
し
く
は
第
八
十
二
条
第
三
項
の
規
定
又
は
第
二
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則

第
七
条
の
三
若
し
く
は
第
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
三
月
二
九
日
経
済
産
業

省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に

向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成

二
十
五
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
二
月
二
六
日
経
済
産

業
省
令
第
六
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防

災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十

七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
三
月
一
七
日
経
済
産
業

省
令
第
一
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に

向
け
て
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号

に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
四
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
四
月
二
一
日
経
済
産
業

省
令
第
二
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
五
月
三
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
三
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
一
月
二
〇
日
経
済
産

業
省
令
第
五
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
二
九
日
経
済
産
業

省
令
第
六
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
勤
労
青
少
年
福
祉
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
十
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
改
正
規
定
中
「
母
子

及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦

福
祉
法
」
に
改
め
る
部
分
、
「
母
子
福
祉
施
設
」
を

「
母
子
・
父
子
福
祉
施
設
」
に
改
め
る
部
分
及
び
「
地

域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の

促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）

第
二
条
第
三
項
」
を
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護

の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年

法
律
第
六
十
四
号
）
第
二
条
第
四
項
」
に
改
め
る
部
分

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
二
月
二
六
日
経
済
産
業

省
令
第
一
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
四
月
一
日
経
済
産
業
省

令
第
六
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
八
年
六
月
三
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
八
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
一
月
一
日
経
済
産
業

省
令
第
一
〇
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
五
条
第
一
項

又
は
第
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
又
は

許
可
の
申
請
を
し
て
い
る
者
（
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

前
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
第
二
条
第
一
項
第
二

号
に
規
定
す
る
毒
性
ガ
ス
以
外
の
ガ
ス
で
あ
つ
て
、
こ

の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則

（
以
下
「
改
正
コ
ン
ビ
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項

第
二
号
に
規
定
す
る
毒
性
ガ
ス
又
は
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
第
二
条
第
一
項

第
二
号
に
規
定
す
る
毒
性
ガ
ス
で
あ
つ
て
、
改
正
コ
ン

ビ
則
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
毒
性
ガ
ス
以

外
の
ガ
ス
に
該
当
す
る
も
の
製
造
施
設
の
設
備
を
設
置

す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
改
正
コ
ン
ビ
則

第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
条
、
第
十
一
条
、

第
十
九
条
並
び
に
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
一
年
間
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
五
条
第
一
項

又
は
第
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
又
は

許
可
の
申
請
を
し
て
い
る
者
（
改
正
コ
ン
ビ
則
第
二
条

第
一
項
第
三
号
の
二
に
規
定
す
る
特
定
不
活
性
ガ
ス

（
以
下
単
に
「
コ
ン
ビ
則
に
規
定
す
る
特
定
不
活
性
ガ

ス
」
と
い
う
。
）
の
製
造
施
設
の
設
備
を
設
置
す
る
も

の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
改
正
コ
ン
ビ
則
第
五
条

第
一
項
、
第
十
条
、
第
十
九
条
及
び
第
三
十
七
条
第
二

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
五
条
第
一
項
又
は

第
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
又
は
許
可

の
申
請
を
し
て
い
る
者
（
コ
ン
ビ
則
に
規
定
す
る
特
定

不
活
性
ガ
ス
の
製
造
施
設
の
設
備
を
設
置
す
る
も
の
に

限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
改
正
コ
ン
ビ
則
第
五
条
第
二

項
及
び
第
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令

の
施
行
の
日
か
ら
一
年
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
二
二
日
経
済
産
業

省
令
第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
九
年
五
月
八
日
経
済
産
業
省

令
第
四
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
六
月
三
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
四
九
号
）
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こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
一
一
月
一
五
日
経
済
産

業
省
令
第
八
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
月
一
六
日
経
済
産
業

省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
三
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
三
十
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
容
器
保
安
規
則
第
四

条
、
第
十
四
条
、
第
二
十
三
条
、
第
三
十
条
第
一
項
、

第
三
十
二
条
及
び
第
三
十
六
条
の
改
正
規
定
、
第
二

条
、
第
三
条
、
第
四
条
中
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第

二
条
第
一
項
第
五
号
ニ
、
第
三
条
第
一
項
、
第
三
十
一

条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の

改
正
規
定
、
第
五
条
中
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
第

二
条
第
一
項
第
五
号
ニ
の
改
正
規
定
並
び
に
第
六
条
中

国
際
相
互
承
認
に
係
る
容
器
保
安
規
則
第
一
条
、
第
十

四
条
及
び
第
二
十
三
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
三
十
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
七
月
一
七
日
経
済
産
業

省
令
第
四
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
一
四
日
経
済
産

業
省
令
第
六
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
九
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
（
附
則
第
一
条
本
文
の
規
定

に
よ
る
施
行
を
い
う
。
以
下
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
際
現
に
設
置
さ
れ
、
若
し
く
は
設
置
若
し
く
は
変
更

の
た
め
の
工
事
に
着
手
し
て
い
る
耐
震
設
計
構
造
物
又

は
こ
れ
ら
の
耐
震
設
計
構
造
物
に
つ
い
て
こ
の
省
令
の

施
行
後
に
高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

二
百
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一

項
又
は
第
十
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
行
わ
れ
る

耐
震
上
軽
微
な
変
更
の
工
事
が
行
わ
れ
る
場
合
の
当
該

耐
震
設
計
構
造
物
の
こ
の
省
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
こ
の
省
令

の
施
行
の
際
現
に
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法

律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
津
波
浸
水
想
定
が
設
定
さ
れ
た
区

域
内
に
あ
る
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
危
害
予
防
規
程
に

定
め
る
べ
き
事
項
の
細
目
は
、
第
二
条
に
よ
る
改
正
後

の
冷
凍
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第

五
十
一
号
）
第
三
十
五
条
第
十
項
、
第
三
条
に
よ
る
改

正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通

商
産
業
省
令
第
五
十
二
号
）
第
六
十
一
条
第
十
項
の
規

定
、
第
四
条
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規

則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
三
号
）
第

六
十
三
条
第
十
項
の
規
定
及
び
第
六
条
に
よ
る
改
正
後

の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
通
商

産
業
省
令
第
八
十
八
号
）
第
二
十
二
条
第
十
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
一
年
間

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
危

害
予
防
規
程
に
定
め
る
べ
き
事
項
の
細
目
は
、
第
二
条

に
よ
る
改
正
後
の
冷
凍
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通

商
産
業
省
令
第
五
十
一
号
）
第
三
十
五
条
第
二
項
第
七

号
、
第
三
条
に
よ
る
改
正
後
の
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規

則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
二
号
）
第

六
十
一
条
第
二
項
第
七
号
、
第
四
条
に
よ
る
改
正
後
の

一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業

省
令
第
五
十
三
号
）
第
六
十
三
条
第
二
項
第
七
号
の
規

定
及
び
第
六
条
に
よ
る
改
正
後
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保

安
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
八

号
）
第
二
十
二
条
第
二
項
第
七
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
一
年
間
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
二
月
二
七
日
経
済
産

業
省
令
第
七
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
二
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
三
一
年
一
月
一
一
日
経
済
産
業

省
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
保
安
検
査
の
方
法
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
保
安

検
査
の
方
法
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
一

般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
及

び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等

保
安
規
則
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
三
月
二
九
日
経
済
産
業

省
令
第
二
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
に
現
に
高
圧
ガ
ス
保
安

法
第
五
条
の
許
可
を
受
け
、
又
は
そ
の
許
可
を
申
請
し

て
い
る
者
に
係
る
製
造
施
設
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
第
七

条
の
三
及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
第
七
条
の
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
七
月
一
日
経
済
産
業
省
令

第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
九
月
一
一
日
経
済
産
業
省

令
第
三
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に

係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
九
月
十
四

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
一
月
一
二
日
経
済
産
業

省
令
第
四
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
二
月
二
八
日
経
済
産
業
省

令
第
一
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
一
七
日
経
済
産
業
省

令
第
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
四
月
一
〇
日
経
済
産
業
省

令
第
三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
六
月
二
六
日
経
済
産
業
省

令
第
六
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
〇
月
三
〇
日
経
済
産
業

省
令
第
八
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
八
日
経
済
産
業

省
令
第
九
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と

い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
（
第
九
十
二

条
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令

様
式
第
十
三
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用

紙
（
第
九
十
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置

に
関
す
る
省
令
様
式
第
十
三
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。附

　
則
　
（
令
和
三
年
二
月
二
二
日
経
済
産
業
省

令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
三
月
二
九
日
経
済
産
業
省

令
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
五
条
第
一
項
若
し

く
は
第
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
、
又
は
そ
の
許

可
の
申
請
を
し
て
い
る
者
に
係
る
製
造
施
設
に
つ
い
て

は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保

安
規
則
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
五
条
第
一
項
若
し

く
は
第
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
、
又
は
そ
の
許

可
の
申
請
を
し
て
い
る
者
に
係
る
製
造
施
設
の
法
第
八

条
の
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
四
月
二
三
日
経
済
産
業
省

令
第
四
四
号
）
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こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
六
月
二
二
日
経
済
産
業
省

令
第
五
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
六
月
二
十
二
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
二
一
日
経
済
産
業

省
令
第
六
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
五
年
十
二
月
二
十
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
六
月
一
四
日
経
済
産
業
省

令
第
三
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
六
月
十
五
日
か
ら
施
行
す

る
。

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）

一

茨
城
県
の
区
域
の
う
ち
、
鹿
嶋
市
（
光
の
区
域

に
限
る
。
）
及
び
神
栖
市
（
東
和
田
、
東
深
芝
、

深
芝
及
び
砂
山
の
区
域
に
限
る
。
）
の
区
域

二

千
葉
県
の
区
域
の
う
ち
、
市
原
市
（
五
井
海
岸

の
う
ち
一
番
地
か
ら
三
番
地
ま
で
、
五
番
地
、

六
番
地
及
び
十
番
地
、
五
井
南
海
岸
の
う
ち
二

番
地
か
ら
十
四
番
地
ま
で
、
千
種
海
岸
の
う
ち

一
番
地
か
ら
三
番
地
ま
で
、
五
番
地
及
び
六
番

地
、
姉
崎
海
岸
の
う
ち
一
番
地
か
ら
三
番
地
ま

で
及
び
五
番
地
並
び
に
八
幡
海
岸
通
十
二
番
地

の
区
域
に
限
る
。
）
及
び
袖
ケ
浦
市
（
北
袖
の
う

ち
一
番
地
か
ら
二
十
五
番
地
ま
で
の
区
域
に
限

る
。
）
の
区
域

三

神
奈
川
県
の
区
域
の
う
ち
、
川
崎
市
川
崎
区
（
浮

島
町
、
殿
町
三
丁
目
、
小
島
町
、
田
町
三
丁
目

（
神
奈
川
臨
海
鉄
道
株
式
会
社
浮
島
線
以
南
の
区

域
に
限
る
。
）
、
千
鳥
町
、
塩
浜
三
丁
目
（
日
本

貨
物
鉄
道
株
式
会
社
川
崎
貨
物
駅
以
南
の
区
域

に
限
る
。
）
、
塩
浜
四
丁
目
（
日
本
貨
物
鉄
道
株

式
会
社
川
崎
貨
物
駅
以
南
の
区
域
に
限
る
。
）
、

夜
光
一
丁
目
か
ら
夜
光
三
丁
目
ま
で
、
水
江
町
、

池
上
新
町
三
丁
目
（
首
都
高
速
道
路
神
奈
川
一

号
横
羽
線
以
南
の
区
域
に
限
る
。
）
、
池
上
町
（
首

都
高
速
道
路
神
奈
川
一
号
横
羽
線
以
南
の
区
域

に
限
る
。
）
、
扇
町
、
浅
野
町
、
南
渡
田
町
、
大

川
町
、
白
石
町
、
田
辺
新
田
及
び
扇
島
（
川
崎

市
と
横
浜
市
と
の
境
界
線
以
東
の
区
域
に
限
る

。
）
の
区
域
に
限
る
。
）
並
び
に
横
浜
市
鶴
見
区

（
安
善
町
（
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
鶴
見
線

以
南
の
区
域
に
限
る
。
）
、
扇
島
（
川
崎
市
と
横

浜
市
と
の
境
界
線
以
西
の
区
域
に
限
る
。
）
、
末

広
町
、
大
黒
町
、
生
麦
一
丁
目
及
び
生
麦
二
丁

目
の
区
域
に
限
る
。
）
、
同
市
神
奈
川
区
（
宝
町
、

恵
比
須
町
及
び
守
谷
町
四
丁
目
（
首
都
高
速
道

路
神
奈
川
一
号
横
羽
線
以
南
の
区
域
に
限
る
。
）
）

、
同
市
中
区
（
豊
浦
町
及
び
千
鳥
町
の
区
域
に

限
る
。
）
及
び
同
市
磯
子
区
（
鳳
町
、
新
磯
子
町

及
び
新
森
町
の
区
域
に
限
る
。
）
の
区
域

四

三
重
県
の
区
域
の
う
ち
、
四
日
市
市
（
北
納
屋

町
、
末
広
町
、
千
歳
町
、
午
起
二
丁
目
、
大
協

町
一
丁
目
、
大
協
町
二
丁
目
、
三
郎
町
、
霞
一

丁
目
、
日
永
東
二
丁
目
、
大
浜
町
、
雨
池
町
、

大
字
六
呂
見
、
大
字
日
永
、
大
字
馳
出
、
塩
浜

本
町
一
丁
目
、
浜
旭
町
、
小
浜
町
、
石
原
町
、

三
田
町
、
東
邦
町
、
宮
東
町
二
丁
目
、
宮
東
町

三
丁
目
、
塩
浜
町
、
大
字
塩
浜
、
川
尻
町
、
大

治
田
町
及
び
大
治
田
三
丁
目
の
区
域
に
限
る
。
）

の
区
域

五

大
阪
府
の
区
域
の
う
ち
、
堺
市
（
築
港
八
幡
町
、

築
港
南
町
、
大
浜
西
町
、
出
島
西
町
、
築
港
新

町
一
丁
か
ら
築
港
新
町
三
丁
ま
で
、
石
津
西
町

及
び
築
港
浜
寺
町
の
区
域
に
限
る
。
）
及
び
高
石

市
（
高
砂
一
丁
目
及
び
高
砂
二
丁
目
の
区
域
に

限
る
。
）
の
区
域

六

岡
山
県
の
区
域
の
う
ち
、
岡
山
市
海
岸
通
一
丁

目
及
び
倉
敷
市
（
水
島
川
崎
通
一
丁
目
、
水
島

西
通
一
丁
目
、
水
島
西
通
二
丁
目
、
水
島
中
通

一
丁
目
か
ら
水
島
中
通
四
丁
目
ま
で
、
水
島
海

岸
通
一
丁
目
か
ら
水
島
海
岸
通
五
丁
目
ま
で
、

潮
通
一
丁
目
か
ら
潮
通
三
丁
目
ま
で
、
松
江
四

丁
目
の
う
ち
（
一
、
〇
二
八
番
地
、
一
、
〇
三

五
番
地
の
一
、
一
、
〇
五
五
番
地
の
三
、
一
、

一
四
三
番
地
及
び
一
、
一
七
七
番
地
の
区
域
）
、

南
畝
四
丁
目
二
五
〇
番
地
及
び
児
島
塩
生
字
新

浜
の
区
域
に
限
る
。
）
の
区
域

七

広
島
県
の
区
域
の
う
ち
大
竹
市
（
明
治
新
開
、

御
幸
町
、
東
栄
一
丁
目
か
ら
東
栄
三
丁
目
ま
で

及
び
南
栄
三
丁
目
の
区
域
に
限
る
。
）
並
び
に
山

口
県
の
区
域
の
う
ち
岩
国
市
（
装
束
町
一
丁
目

及
び
装
束
町
六
丁
目
の
区
域
に
限
る
。
）
及
び
玖

珂
郡
（
和
木
町
の
う
ち
和
木
六
丁
目
の
区
域
に

限
る
。
）
の
区
域

八

山
口
県
の
区
域
の
う
ち
、
周
南
市
（
由
加
町
、

宮
前
町
、
新
宮
町
、
那
智
町
、
晴
海
町
、
徳
山

港
町
、
御
影
町
、
渚
町
、
野
村
南
町
、
開
成
町
、

古
市
一
丁
目
、
小
川
屋
町
、
港
町
、
福
川
南
町
、

新
田
二
丁
目
及
び
室
尾
二
丁
目
の
区
域
に
限
る

。
）
の
区
域

九

愛
媛
県
の
区
域
の
う
ち
、
新
居
浜
市
（
菊
本
町

一
丁
目
、
大
江
町
、
西
原
町
三
丁
目
及
び
惣
開

町
の
区
域
に
限
る
。
）
の
区
域

十

大
分
県
の
区
域
の
う
ち
、
大
分
市
（
一
の
洲
、

中
ノ
洲
及
び
大
字
鶴
崎
に
限
る
。
）
の
区
域

備
考
　
こ
の
表
に
掲
げ
る
区
域
は
、
平
成
二
十
九
年

一
月
一
日
現
在
に
お
け
る
行
政
区
画
そ
の
他
の
区
域

又
は
道
路
若
し
く
は
鉄
道
に
よ
つ
て
表
示
さ
れ
た
も

の
と
す
る
。

別
表
第
２
（
第
５
条
関
係
）

次
に
掲
げ
る
ガ
ス
の
種
類
及
び
常
用
の
温
度
の
区
分
に
応

じ
次
に
掲
げ
る
ｋ
の
数
値
に
１
，
０
０
０
を
乗
じ
て
得
た

数
値

１

アクリロニトリル

常用の温度

１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上２５０未満

２５０以上

　

　

ｋ

４７

８４

１５０

２２５

３０５

４００

４６８

　

　

２

アクロレイン

常用の温度

７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上

　

　

ｋ

５１

７２

１３０

１９２

２７０

３７１

５１０

　

　

３

アセチ

常用の

１０未満

１０以上４

４０以上

　

　

　

　

　

　

レン

温度

０未満

ｋ

８６５

１，２１０

１，７３０

　

　

　

　

　

　

４

アセトアルデヒド

常用の温度

４０未満

４０以上７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上

　

　

ｋ

４７

６６

１２６

１８２

２５７

３７４

４６８

　

　

５

アセトン

常用の温度

７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上

　

　

ｋ

４１

５３

１０６

１５５

２１６

２８５

４０８

　

　

６

アンモニア

常用の温度

４０未満

４０以上７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上
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ｋ

２９

４３

５９

８９

１４４

　

　

　

　

７

一酸化炭素

常用の温度

全ての温度において

　

　

　

　

　

　

　

　

ｋ

２４０

　

　

　

　

　

　

　

　

８

イソプレン

常用の温度

７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上

　

　

ｋ

６３

１３２

２１４

２９５

４０３

５９８

６３０

　

　

９

イソプロピルアルコール

常用の温度

１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上

　

　

　

ｋ

２９

４６

９２

１３２

２０１

２８８

　

　

　

１０

エタン

常用の

－

２０

－

２０以上

１０以上４

４０以上

　

　

　

　

　

温度

未満

１０未満

０未満

ｋ

２７２

４１７

６５０

９０５

　

　

　

　

　

１１

エチルアミン

常用の温度

４０未満

４０以上７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上

　

　

ｋ

５０

８０

１４１

２１２

２９２

４２９

５０３

　

　

１２

エチルアルコール

常用の温度

１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上２５０未満

２５０以上

　

　

ｋ

２６

４４

８０

１１５

１６４

２１８

２５６

　

　

１３

エチルエーテル

常用の温度

７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上

　

　

　

ｋ

８１

１７９

２９２

４２２

５９２

８１０

　

　

　

１４

エチルベンゼン

常用の温度

１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上２５０未満

２５０以上２８０未満

２８０以上３１０未満

３１０以上３４０未満

３４０以上

　

ｋ

４０

５９

１０７

１５８

２１０

２６６

３４０

３９６

　

１５

エチレン

常用の温度

－

２０未満

－

２０以上１０未満

１０以上

　

　

　

　

　

　

ｋ

５６５

７９１

１，１３０

　

　

　

　

　

　

１６

塩化エチル

常用の温度

４０未満

４０以上７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上

　

　

ｋ

１８

３８

６０

８５

１２６

１７１

１８０

　

　

１７

塩化ビ

常用の

４０

４０以

７０以

１００

１３０

１６０

　

　

　

ニル

温度

未満

上７０未満

上１００未満

以上１３０未満

以上１６０未満

以上

ｋ

４８

６０

１０３

１５０

２２１

２３８

　

　

　

１８

キシレン

常用の温度

１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上２５０未満

２５０以上２８０未満

２８０以上３１０未満

３１０以上３４０未満

３４０以上

　

ｋ

４０

５２

１０７

１５５

２０６

２６５

３３７

３９６

　

１９

クメン

常用の温度

１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上２５０未満

２５０以上２８０未満

２８０以上３１０未満

３１０以上３４０未満

３４０以上３７０未満

３７０以上

　

ｋ

５９

１３０

２１８

２８５

３６７

４５７

５５２

５９４

　

２０

クロルメチル

常用の温度

１０未満

１０以上４０未満

４０以上７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上
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ｋ

２２

２５

４１

６３

８１

１１２

　

　

　

２１

酢酸

常用の温度

１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上２５０未満

２５０以上２８０未満

２８０以上３１０未満

３１０以上

　

ｋ

１９

２２

４５

６９

９３

１１７

１５２

１８６

　

２２

酢酸エチル

常用の温度

１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上２５０未満

２５０以上

　

　

ｋ

２２

３８

６７

９８

１３７

１７９

２２４

　

　

２３

酢酸ビニル

常用の温度

１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上

　

　

　

ｋ

３５

７２

１３２

１８２

２６４

３４８

　

　

　

２４

酢酸ブ

常用の

１６０

１６０以

１９０以

２２０以

２５０以

２８０以

３１０

　

　

チル

温度

未満

上１９０未満

上２２０未満

上２５０未満

上２８０未満

上３１０未満

以上

ｋ

２６

５６

９３

１２７

１６６

２４２

２６４

　

　

２５

酢酸メチル

常用の温度

７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上

　

　

ｋ

１９

２６

４７

７２

１０１

１３７

１８８

　

　

２６

酸化エチレン

常用の温度

４０未満

４０以上７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上

　

　

ｋ

５９

７０

１４１

２２４

３２４

４６１

５９０

　

　

２７

酸化プロピレン

常用の温度

７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上

　

　

ｋ

５８

１１５

１７５

２５９

３５７

４９０

５７５

　

　

２８

シアン化水素

常用の温度

４０未満

４０以上７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上

　

　

ｋ

４６

５９

１２４

１７８

２５５

３６５

４５８

　

　

２９

シクロプロパン

常用の温度

１０未満

１０以上４０未満

４０以上７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上

　

　

　

ｋ

１７８

２７６

４３５

６０３

８００

８８８

　

　

　

３０

シクロヘキサノン

常用の温度

１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上２５０未満

２５０以上２８０未満

２８０以上

　

　

　

ｋ

４９

６４

１７２

２８３

４０２

４９０

　

　

　

３１

シクロヘ

常用の

１００

１００以

１３０以

１６０以

１９０以

２２０以

２５０以

２８０

　

キサン

温度

未満

上１３０未満

上１６０未満

上１９０未満

上２２０未満

上２５０未満

上２８０未満

以上

ｋ

６３

８８

１７０

２４８

３３０

４４０

５６７

６３０

　

３２

シクロペンタン

常用の温度

７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上

　

　

ｋ

６４

１０２

１８４

２６７

３５６

４７０

６３６

　

　

３３

ジメチルアミン

常用の温度

４０未満

４０以上７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上

　

　

　

ｋ

５１

１１８

１９３

２８１

３８４

５１１

　

　

　

３４

水素

常用の温度

全ての温度において

　

　

　

　

　

　

　

　

ｋ

２，
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８６０

３５

スチレン

常用の温度

１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上２５０未満

２５０以上２８０未満

２８０以上３１０未満

３１０以上３４０未満

３４０以上３７０未満

３７０以上

ｋ

３９

４７

１０２

１４５

１９２

２４３

２９４

３３８

３９２

３６

トリメチルアミン

常用の温度

４０未満

４０以上７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上

　

　

　

ｋ

３６

９１

１５３

２１１

２９１

３６４

　

　

　

３７

トルエン

常用の温度

１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上２５０未満

２５０以上

　

　

　

ｋ

３９

８２

１４９

２３２

３０６

３９２

　

　

　

３８

二塩化エ

常用の

１００

１００以

１３０以

１６０以

１９０以

２２０以

２５０以

２８０

　

チレン

温度

未満

上１３０未満

上１６０未満

上１９０未満

上２２０未満

上２５０未満

上２８０未満

以上

ｋ

１０

１３

２３

３７

５２

６７

８３

１０４

　

３９

二硫化炭素

常用の温度

７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上２５０未満

２５０以上２８０未満

２８０以上

ｋ

８０

１１９

２０７

２９４

３９０

４９５

６０５

７５５

７９５

４０

ビニルアセチレン

常用の温度

４０未満

４０以上７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上

　

　

ｋ

１１７

２１０

３６２

５１５

６８０

９６０

１，１７０

　

　

４１

ブタジエン

常用の温度

４０未満

４０以上７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０

１３０以上

　

　

　

　

未満

ｋ

１７０

２７２

４２０

６５７

８４８

　

　

　

　

４２

ブタン又はブチレン

常用の温度

４０未満

４０以上７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上

　

　

　

　

ｋ

１２８

２２９

３６０

５０３

６４０

　

　

　

　

４３

ブチルアルコール

常用の温度

１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上２５０未満

２５０以上２８０未満

２８０以上

　

　

ｋ

３２

４１

８５

１３６

１９０

２７２

３１６

　

　

４４

ブチルアルデヒド

常用の温度

１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上２５０未満

２５０以上

　

　

ｋ

４６

８７

１６０

２２８

３００

４０２

４５６

　

　 ４５

プロパン又はプロピレン

常用の温度

１０未満

１０以上４０未満

４０以上７０未満

７０以上１００未満

１００以上

　

　

　

　

ｋ

１７８

３２８

４９７

７３７

８８８

　

　

　

　

４６

ブロムメチル

常用の温度

４０未満

４０以上７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上

　

　

ｋ

７

１２

２３

３２

４２

５６

６８

　

　

４７

ヘキサン

常用の温度

７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上

　

　

　

　

ｋ

６５

１６２

３５６

５１８

６４８

　

　

　

　

４８

ベンゼン

常用の温度

１００未満

１００以上１３０

１３０以上１６０

１６０以上１９０

１９０以上２２０

２２０以上２５０

２５０以上
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未満

未満

未満

未満

未満

ｋ

３９

７８

１４７

２１７

２９０

３６４

３８８

　

　

４９

ペンタン

常用の温度

４０未満

４０以上７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上

　

　

　

ｋ

６５

８４

２４０

４０１

５５０

６４８

　

　

　

５０

メタン

常用の温度

－

１１０未満

－

１１０以上

－

８０未満

－

８０以上

　

　

　

　

　

　

ｋ

１４３

３５７

７１４

　

　

　

　

　

　

５１

メチルアルコール

常用の温度

１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上２５０未満

２５０以上

　

　

ｋ

１９

３８

６４

８８

１２０

１６０

１８８

　

　 ５２

メチルイソブチルケトン

常用の温度

１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上２５０未満

２５０以上２８０未満

２８０以上

　

　

ｋ

４６

５１

１２１

１９４

２６３

３４２

４６３

　

　

５３

メチルエチルケトン

常用の温度

１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上１６０未満

１６０以上１９０未満

１９０以上２２０未満

２２０以上２５０未満

２５０以上

　

　

ｋ

３６

６１

１１５

１６５

２２２

２９５

３６０

　

　

５４

メチルエーテル

常用の温度

１０未満

１０以上４０未満

４０以上７０未満

７０以上１００未満

１００以上１３０未満

１３０以上

　

　

　

ｋ

１０９

１２５

２２９

３２７

４８３

５４４

　

　

　

５５

モノメチルア

常用の温度

１０未満

１０以上４０

４０以上７０

７０以上１００

１００以上１３０

１３０以上

　

　

　

ミン

未満

未満

未満

未満

ｋ

９１

１０５

１９２

２７４

３６６

４５６

　

　

　

５６

硫化水素

常用の温度

４０未満

４０以上７０未満

７０以上１００未満

１００以上

　

　

　

　

　

ｋ

１５８

２２１

３０４

５２５

　

　

　

　

　

備
考

１
　
表
中
の
常
用
の
温
度
の
単
位
は
、
℃
と
す
る
。

２
　
上
表
に
掲
げ
る
ガ
ス
以
外
の
ガ
ス
に
係
る
Ｋ
は
、
次

に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
得
ら
れ
た
数
値
に
よ
る
。

Ｋ＝

４
．
１
（
Ｔ－

Ｔ０
）×

１
０
３

こ
の
式
に
お
い
て
、

Ｔ
は
、
当
該
ガ
ス
の
あ
る
貯
蔵
設
備
又
は
処
理
設

備
内
に
お
け
る
当
該
ガ
ス
の
常
用
の
温
度
（
単

位
　
℃
）
の
数
値

Ｔ０
は
、
当
該
ガ
ス
の
圧
力
零
パ
ス
カ
ル
に
お
け
る

沸
点
（
単
位
　
℃
）
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す

る
。

た
だ
し
、

①
　
（
Ｔ－

Ｔ０
）
の
数
値
が
１
１
１
以
上
の
場
合

に
は
、
１
１
１
と
す
る
。

②
　
（
Ｔ－

Ｔ０
）
の
数
値
が
１
１
．
０
以
下
の
場

合
に
は
、
１
１
．
０
と
す
る
。

③
　
当
該
ガ
ス
に
係
る
Ｔ０
が
０
未
満－

５
０
以
上

で
あ
る
ガ
ス
で
あ
つ
て
、
（
Ｔ－

Ｔ０
）
の
数
値

が
２
２
．
２
以
下
の
場
合
に
は
、
②
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
ガ
ス
に
係
る
（
Ｔ－

Ｔ０
）
の
数
値

は
、
２
２
．
２
と
す
る
。

④
　
当
該
ガ
ス
に
係
る
Ｔ０
が－

５
０
未
満－

１
０

０
以
上
で
あ
る
ガ
ス
で
あ
つ
て
、
（
Ｔ－

Ｔ０
）

の
数
値
が
３
３
．
３
以
下
の
場
合
に
は
、
②
に

か
か
わ
ら
ず
、
当
該
ガ
ス
に
係
る
（
Ｔ－

Ｔ０
）

の
数
値
は
、
３
３
．
３
と
す
る
。

⑤
　
当
該
ガ
ス
に
係
る
Ｔ０
が－

１
０
０
未
満－

２

０
０
以
上
で
あ
る
ガ
ス
で
あ
つ
て
、
（
Ｔ－

Ｔ０
）

の
数
値
が
５
５
．
５
以
下
の
場
合
に
は
、
②
に

か
か
わ
ら
ず
、
（
Ｔ－

Ｔ０
）
の
数
値
は
、
５
５
．

５
と
す
る
。

⑥
　
当
該
ガ
ス
に
係
る
Ｔ０
が－

２
０
０
未
満
で
あ

る
ガ
ス
に
あ
つ
て
は
、
②
に
か
か
わ
ら
ず
、

（
Ｔ－

Ｔ０
）
の
数
値
は
、
１
１
１
と
す
る
。

別
表
第
三
（
第
十
九
条
関
係
）

検
査
項
目

完
成
検
査
の
方
法

１
　
製
造
設
備

が
コ
ー
ル
ド
・

エ
バ
ポ
レ
ー
タ
、

特
定
液
化
石
油

ガ
ス
ス
タ
ン
ド
、

圧
縮
天
然
ガ
ス

ス
タ
ン
ド
、
液

化
天
然
ガ
ス
ス

タ
ン
ド
及
び
圧

縮
水
素
ス
タ
ン

ド
で
あ
る
も
の

を
除
く
製
造
施

設
の
場
合

　

一
　
第
五
条
第

一
項
第
一
号
の

境
界
線
及
び
警

戒
標

一
　
事
業
所
の
境
界
線
の
明
示
及

び
警
戒
標
の
掲
示
の
状
況
を
目
視

又
は
こ
れ
に
類
す
る
方
法
（
以
下

こ
の
表
及
び
別
表
第
四
に
お
い
て

「
目
視
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
検

査
す
る
。

二
　
第
五
条
第

一
項
第
二
号
の

可
燃
性
ガ
ス
の

製
造
施
設
の
保

安
距
離

二
　
貯
蔵
設
備
及
び
処
理
設
備
の

外
面
（
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽

に
あ
つ
て
は
、
配
管
竪
坑
の
内
面

と
す
る
。
）
か
ら
保
安
物
件
に
対

す
る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定

器
具
を
用
い
た
測
定
又
は
図
面
に

よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該

測
定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に

よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
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限
り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
第
五
条
第

一
項
第
三
号
の

可
燃
性
ガ
ス
の

製
造
施
設
の
事

業
所
境
界
線
等

に
対
す
る
保
安

距
離

三
　
貯
蔵
設
備
及
び
処
理
設
備
の

外
面
（
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽

に
あ
つ
て
は
、
配
管
竪
坑
の
内
面

と
す
る
。
）
か
ら
保
安
物
件
又
は

当
該
製
造
事
業
所
の
境
界
線
に
対

す
る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定

器
具
を
用
い
た
測
定
又
は
図
面
に

よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該

測
定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に

よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に

限
り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
第
五
条
第

一
項
第
四
号
の

毒
性
ガ
ス
の
製

造
施
設
及
び
ガ

ス
設
備
の
保
安

距
離

四
　
製
造
施
設
の
外
面
か
ら
当
該

製
造
事
業
所
の
境
界
線
に
対
す
る

距
離
及
び
ガ
ス
設
備
の
外
面
か
ら

保
安
物
件
に
対
す
る
距
離
を
巻
尺

そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測

定
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、

規
定
の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定

で
き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に

よ
る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

五
　
第
五
条
第

一
項
第
五
号
の

そ
の
他
の
ガ
ス

の
製
造
施
設
の

保
安
距
離

五
　
貯
蔵
設
備
及
び
処
理
設
備
の

外
面
か
ら
保
安
物
件
に
対
す
る
距

離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を

用
い
た
測
定
又
は
図
面
に
よ
り
検

査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に

お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容

易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、

目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

六
　
第
五
条
第

一
項
第
六
号
の

経
済
産
業
大
臣

が
定
め
る
設
備

の
保
安
距
離

六
　
貯
蔵
設
備
及
び
処
理
設
備
の

外
面
か
ら
保
安
物
件
に
対
す
る
距

離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を

用
い
た
測
定
又
は
図
面
に
よ
り
検

査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に

お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容

易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、

目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

七
　
第
五
条
第

一
項
第
七
号
の

保
安
の
た
め
の

宿
直
施
設
に
対

す
る
保
安
距
離

七
　
貯
蔵
設
備
及
び
処
理
設
備
の

外
面
（
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽

に
あ
つ
て
は
、
配
管
竪
坑
の
内
面

と
す
る
。
）
か
ら
保
安
の
た
め
の

宿
直
施
設
に
対
す
る
距
離
を
巻
尺

そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測

定
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、

規
定
の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定

で
き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に

よ
る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

八
　
第
五
条
第

一
項
第
八
号
の

製
造
設
備
の
隣

接
境
界
線
ま
で

の
距
離

八
　
可
燃
性
ガ
ス
及
び
毒
性
ガ
ス

の
製
造
設
備
の
外
面
（
液
化
石
油

ガ
ス
岩
盤
貯
槽
に
あ
つ
て
は
、
配

管
竪
坑
の
内
面
と
す
る
。
）
か
ら
、

他
の
製
造
事
業
所
と
隣
接
す
る
当

該
製
造
事
業
所
の
境
界
線
に
対
す

る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器

具
を
用
い
た
測
定
又
は
図
面
に
よ

り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測

定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ

り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限

り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

九
　
第
五
条
第

一
項
第
九
号
の

保
安
区
画
の
区

分
及
び
面
積

九
　
保
安
区
画
の
区
分
及
び
面
積

を
図
面
及
び
目
視
等
に
よ
り
検
査

す
る
。

十
　
第
五
条
第

一
項
第
十
号
の

保
安
区
画
内
の

高
圧
ガ
ス
設
備

の
配
置

十
　
保
安
区
画
内
の
高
圧
ガ
ス
設

備
及
び
同
一
製
造
施
設
に
属
す
る

可
燃
性
ガ
ス
の
ガ
ス
設
備
の
外
面

（
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
に
あ

つ
て
は
、
配
管
竪
坑
の
内
面
と
す

る
。
）
か
ら
、
隣
接
保
安
区
画
内

の
高
圧
ガ
ス
設
備
に
対
す
る
距
離

を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用

い
た
測
定
又
は
図
面
に
よ
り
検
査

す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お

い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容
易

に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、
目

視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

十
一
　
第
五
条

第
一
項
第
十
号

の
保
安
区
画
内

の
高
圧
ガ
ス
設

備
の
燃
焼
熱
量

の
数
値

十
一
　
保
安
区
画
内
の
高
圧
ガ
ス

設
備
の
燃
焼
熱
量
の
数
値
を
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

十
二
　
第
五
条

第
一
項
第
十
一

号
の
高
圧
ガ
ス

設
備
間
の
距
離

十
二
　
可
燃
性
ガ
ス
の
製
造
設
備

の
高
圧
ガ
ス
設
備
の
外
面
（
液
化

石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
に
あ
つ
て

は
、
配
管
竪
坑
の
内
面
と
す
る
。
）

か
ら
他
の
可
燃
性
ガ
ス
又
は
酸
素

の
製
造
設
備
の
高
圧
ガ
ス
設
備
ま

で
の
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定

器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査

す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お

い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容
易

に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、
目

視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

十
三
　
第
五
条

第
一
項
第
十
二

号
の
可
燃
性
ガ

ス
の
貯
槽
の
高

圧
ガ
ス
設
備
に

対
す
る
距
離

十
三
　
可
燃
性
ガ
ス
の
貯
槽
の
外

面
（
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
に

あ
つ
て
は
、
配
管
竪
坑
の
内
面
と

す
る
。
）
か
ら
貯
槽
以
外
の
高
圧

ガ
ス
設
備
ま
で
の
距
離
を
巻
尺
そ

の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定

に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当

該
測
定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
等

に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合

に
限
り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査
に

代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
四
　
第
五
条

第
一
項
第
十
三

号
の
貯
槽
間
の

距
離

十
四
　
可
燃
性
ガ
ス
の
貯
槽
の
外

面
（
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
に

あ
つ
て
は
、
配
管
竪
坑
の
内
面
と

す
る
。
）
か
ら
他
の
可
燃
性
ガ
ス

又
は
酸
素
の
貯
槽
ま
で
の
距
離
を

巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い

た
測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ

し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定

の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き

る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に
よ
る

検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
五
　
第
五
条

第
一
項
第
十
四

号
の
火
気
を
取

り
扱
う
施
設
ま

で
の
距
離
等

十
五
　
可
燃
性
ガ
ス
及
び
特
定
不

活
性
ガ
ス
の
製
造
設
備
の
外
面

（
液
化
石
油
ガ
ス
岩
盤
貯
槽
に
あ

つ
て
は
、
配
管
竪
坑
の
内
面
と
す

る
。
）
か
ら
火
気
を
取
り
扱
う
施

設
ま
で
の
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の

測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り

検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定

に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り

容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限

り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
規
定

の
距
離
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
製
造

設
備
と
火
気
を
取
り
扱
う
施
設
と

の
間
に
漏
え
い
し
た
ガ
ス
の
流
動

防
止
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
当
該
措
置
の
状
況
を
目

視
等
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
し
、

連
動
装
置
に
よ
り
直
ち
に
使
用
中

の
火
気
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
措

置
を
講
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
当
該
措
置
の
状
況
を
目
視

等
、
図
面
等
に
よ
り
検
査
し
、
当

該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は

そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
六
　
第
五
条

第
一
項
第
十
五

号
の
ガ
ス
設
備

の
気
密
な
構
造

十
六
　
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ
ス

及
び
酸
素
の
ガ
ス
設
備
の
気
密
な

構
造
を
、
組
立
後
の
内
圧
の
あ
る

状
態
に
お
い
て
、
発
泡
液
の
塗
布

又
は
ガ
ス
漏
え
い
検
知
器
等
を
用

い
た
測
定
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り

確
認
す
る
。

十
七
　
第
五
条

第
一
項
第
十
六

号
の
ガ
ス
設
備

に
使
用
さ
れ
て

い
る
材
料

十
七
　
ガ
ス
設
備
に
使
用
さ
れ
て

い
る
材
料
を
記
録
又
は
図
面
に
よ

り
検
査
す
る
。

十
八
　
第
五
条

第
一
項
第
十
七

号
の
高
圧
ガ
ス

設
備
の
耐
圧
試

験

十
八
　
高
圧
ガ
ス
設
備
を
耐
圧
試

験
用
設
備
を
用
い
た
常
用
の
圧
力

の
一
・
五
倍
以
上
（
第
二
種
特
定

設
備
等
に
あ
つ
て
は
、
常
用
の
圧

力
の
一
・
三
倍
以
上
）
の
圧
力
で

水
そ
の
他
の
安
全
な
液
体
を
使
用

し
て
行
う
耐
圧
試
験
（
液
体
を
使

用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
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め
ら
れ
る
と
き
は
、
常
用
の
圧
力

の
一
・
二
五
倍
以
上
（
第
二
種
特

定
設
備
等
に
あ
つ
て
は
、
常
用
の

圧
力
の
一
・
一
倍
以
上
）
の
圧
力

で
空
気
、
窒
素
等
の
気
体
を
使
用

し
て
行
う
耐
圧
試
験
）
又
は
そ
の

記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ

し
、
当
該
設
備
が
移
設
等
に
係
る

も
の
で
あ
つ
て
、
当
該
設
備
の
内

部
及
び
外
部
に
つ
い
て
、
目
視
等

及
び
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
非

破
壊
検
査
設
備
を
用
い
た
測
定
又

は
そ
の
記
録
に
よ
り
欠
陥
の
有
無

を
検
査
し
、
当
該
設
備
に
割
れ
、

傷
、
腐
食
等
の
欠
陥
が
な
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
又
は
発
見

さ
れ
た
欠
陥
が
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
加

工
等
で
補
修
で
き
る
程
度
の
軽
微

な
も
の
で
あ
つ
て
、
当
該
補
修
部

分
を
非
破
壊
検
査
設
備
を
用
い
た

測
定
に
よ
る
検
査
で
異
常
の
な
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

十
九
　
第
五
条

第
一
項
第
十
八

号
の
高
圧
ガ
ス

設
備
の
気
密
試

験

十
九
　
高
圧
ガ
ス
設
備
を
耐
圧
性

能
の
確
認
後
の
組
立
状
態
に
お
い

て
、
気
密
試
験
用
設
備
を
用
い
た

常
用
の
圧
力
以
上
の
圧
力
で
行
う

気
密
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

二
十
　
第
五
条

第
一
項
第
十
九

号
の
高
圧
ガ
ス

設
備
の
強
度

二
十
　
高
圧
ガ
ス
設
備
が
十
分
な

強
度
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
非
破

壊
検
査
設
備
等
肉
厚
測
定
用
器
具

を
用
い
た
測
定
又
は
そ
の
記
録
に

よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
計
算

に
よ
る
強
度
の
算
定
が
困
難
な
も

の
等
の
場
合
は
、
常
用
の
圧
力
の

四
倍
の
圧
力
で
行
う
耐
圧
試
験
若

し
く
は
そ
の
記
録
に
よ
る
検
査
又

は
抵
抗
線
ひ
ず
み
計
に
よ
る
応
力

の
測
定
若
し
く
は
そ
の
記
録
に
よ

る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

二
十
一
　
第
五

条
第
一
項
第
二

十
号
の
高
圧
ガ

二
十
一
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
温
度

計
の
設
置
状
況
を
目
視
等
、
図
面

等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
温
度
計

の
精
度
を
温
度
計
精
度
確
認
用
器

ス
設
備
の
温
度

計
等

具
を
用
い
た
測
定
又
は
そ
の
記
録

に
よ
り
検
査
し
、
か
つ
、
当
該
設

備
内
の
温
度
が
常
用
の
温
度
を
超

え
た
場
合
に
、
直
ち
に
常
用
の
温

度
の
範
囲
内
に
戻
す
た
め
の
措
置

の
状
況
を
目
視
等
、
図
面
等
に
よ

り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を

作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

二
十
二
　
第
五

条
第
一
項
第
二

十
一
号
の
高
圧

ガ
ス
設
備
の
圧

力
計

二
十
二
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
圧
力

計
の
設
置
状
況
を
目
視
等
、
図
面

等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
圧
力
計

の
精
度
を
圧
力
計
精
度
確
認
用
器

具
を
用
い
た
測
定
又
は
そ
の
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
三
　
第
五

条
第
一
項
第
二

十
一
号
の
高
圧

ガ
ス
設
備
の
安

全
装
置

二
十
三
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
安
全

装
置
の
設
置
状
況
を
目
視
等
、
図

面
等
に
よ
り
検
査
す
る
。
バ
ネ
式

安
全
弁
等
作
動
試
験
を
行
う
こ
と

が
可
能
な
装
置
に
つ
い
て
は
、
そ

の
機
能
を
安
全
弁
作
動
試
験
用
器

具
若
し
く
は
設
備
を
用
い
た
作
動

試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査

す
る
。

二
十
四
　
第
五

条
第
一
項
第
二

十
二
号
の
高
圧

ガ
ス
設
備
の
安

全
弁
等
の
放
出

管

二
十
四
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
安
全

弁
又
は
破
裂
板
の
放
出
管
の
開
口

部
の
位
置
及
び
放
出
管
の
設
置
状

況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
巻
尺

そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測

定
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
五
　
第
五

条
第
一
項
第
二

十
三
号
の
高
圧

ガ
ス
設
備
の
基

礎

二
十
五
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
基
礎

の
状
況
を
記
録
又
は
図
面
に
よ
り

検
査
し
、
貯
槽
の
支
柱
又
は
底
部

と
基
礎
の
緊
結
状
態
を
目
視
等
又

は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
六
　
第
五

条
第
一
項
第
二

十
四
号
の
耐
震

設
計
構
造
物
の

耐
震
に
関
す
る

性
能

二
十
六
　
耐
震
設
計
構
造
物
が
適

切
な
耐
震
に
関
す
る
性
能
を
有
す

る
こ
と
を
目
視
等
及
び
図
面
に
よ

り
検
査
す
る
。

二
十
七
　
第
五

条
第
一
項
第
二

十
五
号
の
特
殊

反
応
設
備
の
内

二
十
七
　
内
部
反
応
監
視
装
置
の

設
置
状
況
を
目
視
等
及
び
図
面
に

よ
り
検
査
す
る
。

部
反
応
監
視
装

置二
十
八
　
第
五

条
第
一
項
第
二

十
六
号
の
特
殊

反
応
設
備
に
講

じ
た
危
険
な
状

態
と
な
る
こ
と

を
安
全
に
、
か

つ
、
有
効
に
防

止
す
る
た
め
の

措
置

二
十
八
　
特
殊
反
応
設
備
に
講
じ

た
危
険
な
状
態
と
な
る
こ
と
を
安

全
に
、
か
つ
、
有
効
に
防
止
す
る

た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に

よ
り
検
査
し
、
か
つ
、
図
面
又
は

記
録
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
検
査
す

る
と
と
も
に
、
当
該
措
置
の
機
能

を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

二
十
九
　
第
五

条
第
一
項
第
二

十
七
号
の
特
殊

反
応
設
備
等
に

講
じ
た
安
全
に
、

か
つ
、
速
や
か

に
遮
断
す
る
た

め
の
措
置

二
十
九
　
特
殊
反
応
設
備
又
は
可

燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ
ス
若
し
く
は

酸
素
の
高
圧
ガ
ス
設
備
に
講
じ
た

当
該
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に

安
全
に
、
か
つ
、
速
や
か
に
遮
断

す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視

等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の

機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
　
第
五
条

第
一
項
第
二
十

八
号
の
特
殊
反

応
設
備
等
に
講

じ
た
内
容
物
を

緊
急
か
つ
安
全

に
移
送
す
る
措

置
等

三
十
　
特
殊
反
応
設
備
又
は
可
燃

性
ガ
ス
若
し
く
は
毒
性
ガ
ス
の
高

圧
ガ
ス
設
備
に
講
じ
た
当
該
設
備

の
内
容
物
を
当
該
設
備
外
に
緊
急

か
つ
安
全
に
移
送
し
、
及
び
処
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
措
置
の
状
況

を
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り
検
査

す
る
。

三
十
一
　
第
五

条
第
一
項
第
二

十
九
号
の
可
燃

性
ガ
ス
又
は
特

定
不
活
性
ガ
ス

の
貯
槽
で
あ
る

こ
と
が
識
別
で

き
る
措
置

三
十
一
　
可
燃
性
ガ
ス
又
は
特
定

不
活
性
ガ
ス
の
貯
槽
で
あ
る
こ
と

が
容
易
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
措
置
の
状
況
を
目
視
等

に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
二
　
削
除

三
十
二
　
削
除

三
十
三
　
第
五

条
第
一
項
第
三

十
一
号
の
貯
槽

及
び
そ
の
支
柱

の
温
度
の
上
昇

を
防
止
す
る
た

め
の
措
置

三
十
三
　
可
燃
性
ガ
ス
若
し
く
は

毒
性
ガ
ス
の
貯
槽
又
は
こ
れ
ら
の

貯
槽
以
外
の
貯
槽
で
あ
つ
て
可
燃

性
ガ
ス
の
貯
槽
の
周
辺
又
は
可
燃

性
物
質
を
取
り
扱
う
設
備
の
周
辺

に
あ
る
も
の
及
び
そ
れ
ら
の
支
柱

に
講
じ
た
温
度
の
上
昇
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視

等
、
図
面
等
に
よ
り
検
査
し
、
当

該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は

そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
四
　
第
五

条
第
一
項
第
三

十
二
号
の
地
盤

面
上
に
設
置
す

る
貯
槽
及
び
そ

の
支
柱
の
耐
熱

又
は
冷
却
上
有

効
な
措
置

三
十
四
　
地
盤
面
上
に
設
置
す
る

特
定
液
化
石
油
ガ
ス
貯
槽
及
び
そ

の
支
柱
に
講
じ
た
十
分
な
耐
熱
性

を
有
す
る
た
め
の
措
置
又
は
有
効

に
冷
却
す
る
た
め
の
措
置
の
状
況

を
目
視
等
、
図
面
等
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試

験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

三
十
五
　
第
五

条
第
一
項
第
三

十
三
号
の
液
化

ガ
ス
貯
槽
の
液

面
計
等

三
十
五
　
液
化
ガ
ス
貯
槽
に
設
け

ら
れ
た
液
面
計
の
設
置
状
況
を
目

視
等
に
よ
り
検
査
す
る
。
な
お
、

当
該
液
面
計
に
ガ
ラ
ス
液
面
計
を

使
用
し
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
ガ
ラ
ス
液
面
計
の
破
損
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目

視
等
に
よ
り
検
査
し
、
か
つ
、
当

該
液
面
計
を
接
続
す
る
配
管
に
講

じ
た
漏
え
い
を
防
止
す
る
た
め
の

措
置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検

査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作
動

試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査

す
る
。

三
十
六
　
第
五

条
第
一
項
第
三

十
四
号
の
可
燃

性
ガ
ス
低
温
貯

槽
の
負
圧
防
止

措
置

三
十
六
　
可
燃
性
ガ
ス
低
温
貯
槽

の
負
圧
防
止
措
置
の
設
置
状
況
を

目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
負

圧
防
止
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験

又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

三
十
七
　
第
五

条
第
一
項
第
三

十
五
号
の
貯
槽

の
周
囲
の
流
出

を
防
止
す
る
た

め
の
措
置

三
十
七
　
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ

ス
又
は
酸
素
の
液
化
ガ
ス
の
貯
槽

の
周
囲
に
講
じ
た
流
出
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等

に
よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
と
し

て
設
置
さ
れ
た
設
備
の
主
要
な
寸

法
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を

用
い
た
測
定
又
は
図
面
に
よ
り
検

査
す
る
。

三
十
八
　
第
五

条
第
一
項
第
三

十
六
号
の
防
液

堤
内
及
び
周
辺

の
設
備
設
置
制

限

三
十
八
　
防
液
堤
の
内
側
及
び
規

定
距
離
の
範
囲
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
設
備
又
は
施
設
の
種
類
を
目

視
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
設
備

又
は
施
設
ま
で
の
距
離
を
巻
尺
そ
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の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定

又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
九
　
第
五

条
第
一
項
第
三

十
八
号
の
地
盤

面
下
に
埋
設
さ

れ
た
貯
槽

三
十
九
　
貯
槽
及
び
特
定
液
化
石

油
ガ
ス
貯
槽
室
等
の
設
置
状
況
を

目
視
等
、
図
面
及
び
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

四
十
　
第
五
条

第
一
項
第
三
十

九
号
の
一
部
が

地
盤
面
下
に
埋

設
さ
れ
た
貯
槽

の
腐
食
防
止
措

置

四
十
　
貯
槽
の
地
盤
面
下
に
あ
る

部
分
の
腐
食
を
防
止
す
る
措
置
の

状
況
を
目
視
等
又
は
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

四
十
一
　
削
除

四
十
一
　
削
除

四
十
二
　
第
五

条
第
一
項
第
四

十
号
の
ア
ル
シ

ン
等
の
製
造
設

備
の
不
活
性
ガ

ス
置
換
が
で
き

る
構
造

四
十
二
　
ア
ル
シ
ン
等
の
製
造
設

備
に
係
る
設
備
内
部
を
不
活
性
ガ

ス
（
特
定
不
活
性
ガ
ス
を
除
く
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
よ
り
置
換
す
る
構
造
又
は
内
部

を
真
空
に
す
る
構
造
を
目
視
等
及

び
図
面
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
不

活
性
ガ
ス
を
供
給
す
る
配
管
と
他

の
種
類
の
ガ
ス
そ
の
他
の
流
体
の

配
管
内
に
不
活
性
ガ
ス
を
供
給
す

る
配
管
が
別
の
系
統
で
あ
る
こ
と

を
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り
検
査

す
る
。

四
十
三
　
第
五

条
第
一
項
第
四

十
一
号
の
毒
性

ガ
ス
の
ガ
ス
設

備
に
係
る
配
管

等
の
接
合

四
十
三
　
毒
性
ガ
ス
の
ガ
ス
設
備

に
係
る
配
管
等
に
つ
い
て
、
そ
の

接
合
状
況
を
目
視
等
、
図
面
等
に

よ
り
検
査
す
る
。

四
十
四
　
第
五

条
第
一
項
第
四

十
二
号
の
毒
性

ガ
ス
の
ガ
ス
設

備
に
係
る
配
管

の
二
重
管

四
十
四
　
毒
性
ガ
ス
の
ガ
ス
設
備

に
係
る
配
管
の
二
重
管
の
措
置
の

状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
図

面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
し
、
か

つ
、
二
重
管
に
講
じ
た
当
該
ガ
ス

の
漏
え
い
を
検
知
す
る
た
め
の
措

置
の
状
況
を
目
視
等
及
び
図
面
に

よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能

を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。
な
お
、
当
該
配
管

を
さ
や
管
そ
の
他
の
防
護
構
造
物

の
中
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

配
管
の
破
損
を
防
止
し
、
か
つ
、

漏
え
い
し
た
ガ
ス
が
周
辺
に
拡
散

す
る
こ
と
を
防
止
す
る
措
置
を
講

じ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
措
置
の

状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
図

面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
五
　
第
五

条
第
一
項
第
四

十
三
号
の
貯
槽

の
配
管
に
設
け

た
バ
ル
ブ

四
十
五
　
貯
槽
の
配
管
に
設
け
た

バ
ル
ブ
の
設
置
状
況
を
目
視
等
、

図
面
等
に
よ
り
検
査
し
、
そ
の
機

能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に

よ
り
検
査
す
る
。

四
十
六
　
第
五

条
第
一
項
第
四

十
四
号
の
貯
槽

の
配
管
に
講
じ

た
安
全
に
、
か

つ
、
速
や
か
に

遮
断
す
る
た
め

の
措
置

四
十
六
　
貯
槽
の
配
管
に
講
じ
た

液
化
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に

安
全
に
、
か
つ
、
速
や
か
に
遮
断

す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視

等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の

機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
七
　
第
五

条
第
一
項
第
四

十
五
号
の
製
造

設
備
の
バ
ル
ブ

等
の
操
作
に
係

る
措
置

四
十
七
　
作
業
員
が
バ
ル
ブ
又
は

コ
ッ
ク
を
適
切
に
操
作
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
措
置
の
状
況
を

目
視
等
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
八
　
第
五

条
第
一
項
第
四

十
六
号
の
ア
ル

シ
ン
等
の
製
造

設
備
に
講
じ
た

安
全
に
、
か
つ
、

速
や
か
に
除
害

す
る
た
め
の
措

置

四
十
八
　
ア
ル
シ
ン
等
、
亜
硫
酸

ガ
ス
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
塩
素
、
ク

ロ
ル
メ
チ
ル
、
酸
化
エ
チ
レ
ン
、

シ
ア
ン
化
水
素
、
ホ
ス
ゲ
ン
又
は

硫
化
水
素
の
製
造
設
備
に
講
じ
た

当
該
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に

安
全
に
、
か
つ
、
速
や
か
に
除
害

す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
、
目

視
等
に
よ
る
ほ
か
、
図
面
又
は
記

録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
九
　
第
五

条
第
一
項
第
四

十
七
号
の
可
燃

性
ガ
ス
及
び
特

定
不
活
性
ガ
ス

の
製
造
設
備
の

静
電
気
を
除
去

す
る
措
置

四
十
九
　
可
燃
性
ガ
ス
及
び
特
定

不
活
性
ガ
ス
の
製
造
設
備
に
つ
い

て
、
静
電
気
を
除
去
す
る
措
置
の

状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
記

録
等
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
　
第
五
条

第
一
項
第
四
十

八
号
の
高
圧
ガ

五
十
　
可
燃
性
ガ
ス
の
高
圧
ガ
ス

設
備
に
係
る
電
気
設
備
の
位
置
及

び
当
該
ガ
ス
に
対
し
防
爆
性
能
を

有
す
る
構
造
で
あ
る
こ
と
を
目
視

ス
設
備
に
係
る

電
気
設
備

等
に
よ
る
ほ
か
、
図
面
又
は
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
一
　
第
五

条
第
一
項
第
四

十
九
号
の
製
造

設
備
の
イ
ン
タ

ー
ロ
ッ
ク
機
構

五
十
一
　
可
燃
性
ガ
ス
若
し
く
は

毒
性
ガ
ス
の
製
造
設
備
又
は
こ
れ

ら
の
製
造
設
備
の
計
装
回
路
に
つ

い
て
、
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
機
構
の

設
置
状
況
を
図
面
又
は
記
録
に
よ

り
検
査
し
、
そ
の
機
能
を
作
動
試

験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

五
十
二
　
第
五

条
第
一
項
第
五

十
号
の
製
造
施

設
に
講
じ
た
停

電
等
に
よ
り
機

能
が
失
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
措

置

五
十
二
　
製
造
施
設
に
講
じ
た
停

電
等
に
よ
り
当
該
設
備
の
機
能
が

失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
措
置
の
状

況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
図

面
、
記
録
等
に
よ
り
検
査
し
、
当

該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は

そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
三
　
第
五

条
第
一
項
第
五

十
一
号
の
製
造

設
備
を
設
置
す

る
室
の
ガ
ス
が

滞
留
し
な
い
構

造

五
十
三
　
可
燃
性
ガ
ス
又
は
特
定

不
活
性
ガ
ス
の
製
造
設
備
を
設
置

す
る
室
の
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と

き
滞
留
し
な
い
よ
う
な
構
造
等
を

目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、
必
要
に

応
じ
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査

す
る
。

五
十
四
　
第
五

条
第
一
項
第
五

十
二
号
の
毒
性

ガ
ス
の
製
造
施

設
の
識
別
及
び

危
険
標
識

五
十
四
　
毒
性
ガ
ス
の
製
造
施
設

の
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
措
置
及
び
危
険
標
識
の
設
置
状

況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
五
　
第
五

条
第
一
項
第
五

十
三
号
の
製
造

施
設
の
ガ
ス
の

漏
え
い
を
検
知

し
、
か
つ
、
警

報
す
る
た
め
の

設
備

五
十
五
　
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ

ス
（
経
済
産
業
大
臣
が
告
示
で
定

め
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
特
定

不
活
性
ガ
ス
の
製
造
施
設
に
設
置

さ
れ
た
当
該
ガ
ス
の
漏
え
い
を
検

知
し
、
か
つ
、
警
報
す
る
た
め
の

設
備
の
設
置
状
況
を
目
視
等
及
び

記
録
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
し
、

当
該
設
備
の
機
能
を
作
動
試
験
又

は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
六
　
第
五

条
第
一
項
第
五

十
四
号
の
可
燃

性
ガ
ス
、
毒
性

ガ
ス
及
び
酸
素

五
十
六
　
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ

ス
及
び
酸
素
の
製
造
施
設
の
防
消

火
設
備
の
設
置
状
況
を
目
視
等
に

よ
る
ほ
か
、
記
録
等
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
防
消
火
設
備
の
性
能
を

の
製
造
施
設
の

防
消
火
設
備

作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

五
十
六
の
二
　

第
五
条
第
一
項

第
五
十
四
号
の

二
の
特
定
不
活

性
ガ
ス
の
製
造

施
設
の
消
火
設

備

五
十
六
の
二
　
特
定
不
活
性
ガ
ス

の
製
造
施
設
の
消
火
設
備
の
設
置

状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
記

録
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
消
火

設
備
の
性
能
を
作
動
試
験
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
七
　
第
五

条
第
一
項
第
五

十
五
号
の
ベ
ン

ト
ス
タ
ッ
ク

五
十
七
　
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
ク
の
設

置
状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、

図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

五
十
八
　
第
五

条
第
一
項
第
五

十
六
号
の
フ
レ

ア
ー
ス
タ
ッ
ク

五
十
八
　
フ
レ
ア
ー
ス
タ
ッ
ク
の

設
置
位
置
、
燃
焼
能
力
及
び
構
造

を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
図
面
又

は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
九
　
第
五

条
第
一
項
第
五

十
八
号
の
圧
縮

ア
セ
チ
レ
ン
ガ

ス
を
容
器
に
充

塡
す
る
場
所
等

に
講
じ
た
容
器

の
破
裂
防
止
の

た
め
の
措
置

五
十
九
　
圧
縮
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス

の
充
塡
場
所
及
び
充
塡
容
器
の
容

器
置
場
に
講
じ
た
容
器
が
破
裂
す

る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

の
状
況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ

り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を

作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

五
十
九
の
二
　

第
五
条
第
一
項

第
五
十
八
号
の

二
の
三
フ
ッ
化

窒
素
を
車
両
に

固
定
し
た
容
器

等
に
充
塡
す
る

場
所
等
に
講
じ

た
容
器
の
破
裂

防
止
の
た
め
の

措
置

五
十
九
の
二
　
三
フ
ッ
化
窒
素
を

車
両
に
固
定
し
た
容
器
等
に
充
塡

す
る
場
所
及
び
当
該
ガ
ス
の
充
塡

容
器
の
容
器
置
場
（
車
両
に
固
定

し
た
容
器
等
に
係
る
容
器
置
場
に

限
る
。
）
に
講
じ
た
容
器
が
破
裂

す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措

置
の
状
況
を
目
視
等
及
び
図
面
に

よ
り
検
査
す
る
。

六
十
　
第
五
条

第
一
項
第
五
十

九
号
の
圧
縮
機

と
圧
縮
ア
セ
チ

レ
ン
ガ
ス
を
容

器
に
充
塡
す
る

場
所
等
と
の
間

の
障
壁

六
十
　
圧
縮
機
と
圧
縮
ア
セ
チ
レ

ン
ガ
ス
を
充
塡
す
る
場
所
又
は
当

該
ガ
ス
の
充
塡
容
器
の
容
器
置
場

と
の
間
に
設
置
さ
れ
た
障
壁
及
び

当
該
ガ
ス
を
容
器
に
充
塡
す
る
場

所
と
当
該
ガ
ス
の
充
塡
容
器
の
容

器
置
場
と
の
間
に
設
置
さ
れ
た
障

壁
の
設
置
状
況
を
目
視
等
及
び
図

面
に
よ
り
検
査
す
る
。
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六
十
一
　
第
五

条
第
一
項
第
六

十
号
の
圧
縮
機

と
圧
縮
ガ
ス
を

容
器
に
充
塡
す

る
場
所
等
と
の

間
の
障
壁

六
十
一
　
圧
縮
機
と
十
メ
ガ
パ
ス

カ
ル
以
上
の
圧
力
を
有
す
る
圧
縮

ガ
ス
を
充
塡
す
る
場
所
又
は
当
該

ガ
ス
の
充
塡
容
器
の
容
器
置
場
と

の
間
に
設
置
さ
れ
た
障
壁
の
設
置

状
況
を
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り

検
査
す
る
。

六
十
二
　
第
五

条
第
一
項
第
六

十
一
号
の
可
燃

性
ガ
ス
の
製
造

施
設
の
計
器
室

六
十
二
　
計
器
室
の
位
置
を
目
視

等
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
し
、
又

は
測
定
に
よ
り
検
査
す
る
と
と
も

に
、
計
器
室
の
構
造
及
び
当
該
室

内
へ
の
ガ
ス
の
侵
入
を
防
止
す
る

た
め
の
措
置
を
目
視
等
及
び
図
面

に
よ
り
検
査
す
る
。

六
十
三
　
第
五

条
第
一
項
第
六

十
二
号
の
保
安

用
不
活
性
ガ
ス

等

六
十
三
　
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ

ス
及
び
酸
素
の
特
定
製
造
事
業
所

に
つ
い
て
、
保
安
用
不
活
性
ガ
ス

又
は
ス
チ
ー
ム
の
保
有
状
況
を
目

視
等
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

六
十
四
　
第
五

条
第
一
項
第
六

十
三
号
の
通
報

を
速
や
か
に
行

う
た
め
の
措
置

六
十
四
　
通
報
を
速
や
か
に
行
う

た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に

よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能

を
実
際
に
使
用
し
て
検
査
す
る
。

六
十
五
　
第
五

条
第
一
項
第
六

十
四
号
の
貯
槽

の
沈
下
状
況
の

測
定

六
十
五
　
貯
槽
の
沈
下
の
程
度
を

測
定
す
る
た
め
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

等
の
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
、
目
視
等
又
は
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

六
十
五
の
二
　

第
五
条
第
一
項

第
六
十
四
号
の

二
イ
の
界
面
計

の
設
置

六
十
五
の
二
　
液
化
石
油
ガ
ス
岩

盤
貯
槽
に
設
け
ら
れ
た
界
面
計
の

設
置
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査

し
、
そ
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は

そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

六
十
五
の
三
　

第
五
条
第
一
項

第
六
十
四
号
の

二
ロ
の
水
封
機

能
を
維
持
す
る

た
め
の
措
置

六
十
五
の
三
　
水
封
機
能
を
維
持

す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視

等
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
し
、
当

該
措
置
の
機
能
を
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

六
十
五
の
四
　

第
五
条
第
一
項

第
六
十
四
号
の

二
ハ
の
金
属
管

の
腐
食
を
防
止

六
十
五
の
四
　
金
属
管
の
腐
食
を

防
止
す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を

目
視
等
、
図
面
及
び
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

す
る
た
め
の
措

置六
十
五
の
五
　

第
五
条
第
一
項

第
六
十
四
号
の

二
ニ
の
液
化
石

油
ガ
ス
岩
盤
貯

槽
に
講
じ
た
安

全
に
、
か
つ
、

速
や
か
に
遮
断

す
る
た
め
の
措

置

六
十
五
の
五
　
液
化
石
油
ガ
ス
岩

盤
貯
槽
に
講
じ
た
液
化
石
油
ガ
ス

が
漏
え
い
し
た
と
き
に
安
全
に
、

か
つ
、
速
や
か
に
遮
断
す
る
た
め

の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ
り

検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作

動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

六
十
五
の
六
　

第
五
条
第
一
項

第
六
十
四
号
の

二
ホ
の
金
属
管

の
地
上
部
分
の

破
損
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置

六
十
五
の
六
　
金
属
管
の
破
損
を

防
止
す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を

目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す

る
。

六
十
六
　
第
五

条
第
一
項
第
六

十
五
号
イ
の
容

器
置
場
の
警
戒

標

六
十
六
　
容
器
置
場
の
警
戒
標
の

掲
示
の
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検

査
す
る
。

六
十
七
　
第
五

条
第
一
項
第
六

十
五
号
ハ
の
毒

性
ガ
ス
の
容
器

置
場
の
保
安
距

離

六
十
七
　
毒
性
ガ
ス
の
容
器
置
場

の
外
面
か
ら
保
安
物
件
に
対
す
る

距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具

を
用
い
た
測
定
又
は
図
面
に
よ
り

検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定

に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り

容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限

り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

六
十
八
　
第
五

条
第
一
項
第
六

十
五
号
ニ
の
毒

性
ガ
ス
以
外
の

ガ
ス
の
容
器
置

場
の
第
一
種
置

場
距
離
及
び
第

二
種
置
場
距
離

六
十
八
　
容
器
置
場
の
外
面
か
ら

第
一
種
保
安
物
件
及
び
第
二
種
保

安
物
件
に
対
す
る
距
離
を
巻
尺
そ

の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定

又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。
た

だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規

定
の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

が
目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で

き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に
よ

る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

六
十
九
　
第
五

条
第
一
項
第
六

十
五
号
ホ
の
容

器
置
場
の
障
壁

六
十
九
　
容
器
置
場
の
障
壁
の
設

置
状
況
を
目
視
等
及
び
図
面
に
よ

り
検
査
す
る
。

七
十
　
第
五
条

第
一
項
第
六
十

五
号
ヘ
の
充
塡

容
器
等
の
容
器

置
場
に
講
じ
た

直
射
日
光
を
遮

る
た
め
の
措
置

七
十
　
可
燃
性
ガ
ス
及
び
酸
素
の

充
塡
容
器
等
の
容
器
置
場
に
講
じ

た
直
射
日
光
を
遮
る
た
め
の
措
置

の
状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、

図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

七
十
一
　
第
五

条
第
一
項
第
六

十
五
号
ト
の
容

器
置
場
の
ガ
ス

が
滞
留
し
な
い

構
造

七
十
一
　
可
燃
性
ガ
ス
及
び
特
定

不
活
性
ガ
ス
の
容
器
置
場
の
ガ
ス

が
漏
え
い
し
た
と
き
滞
留
し
な
い

構
造
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
必

要
に
応
じ
図
面
又
は
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

七
十
二
　
第
五

条
第
一
項
第
六

十
五
号
チ
の
ジ

シ
ラ
ン
、
ホ
ス

フ
ィ
ン
又
は
モ

ノ
シ
ラ
ン
の
容

器
置
場

七
十
二
　
ジ
シ
ラ
ン
、
ホ
ス
フ
ィ

ン
又
は
モ
ノ
シ
ラ
ン
の
容
器
置
場

が
当
該
ガ
ス
が
漏
え
い
し
、
自
然

発
火
し
た
と
き
に
安
全
な
も
の
で

あ
る
こ
と
を
目
視
等
に
よ
る
ほ

か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査

す
る
。

七
十
三
　
第
五

条
第
一
項
第
六

十
五
号
リ
の
ア

ル
シ
ン
等
の
容

器
置
場
に
講
じ

た
安
全
に
、
か

つ
、
速
や
か
に

除
害
す
る
た
め

の
措
置

七
十
三
　
ア
ル
シ
ン
等
、
亜
硫
酸

ガ
ス
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
塩
素
、
ク

ロ
ル
メ
チ
ル
、
酸
化
エ
チ
レ
ン
、

シ
ア
ン
化
水
素
、
ホ
ス
ゲ
ン
又
は

硫
化
水
素
の
容
器
置
場
に
講
じ
た

当
該
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に

安
全
に
、
か
つ
、
速
や
か
に
除
害

す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視

等
に
よ
る
ほ
か
、
図
面
又
は
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

七
十
三
の
二
　

第
五
条
第
一
項

第
六
十
五
号
ヌ

の
二
階
建
の
容

器
置
場
の
構
造

七
十
三
の
二
　
二
階
建
の
容
器
置

場
の
構
造
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定

器
具
を
用
い
た
測
定
又
は
図
面
に

よ
り
検
査
す
る
。

七
十
四
　
第
五

条
第
一
項
第
六

十
五
号
ル
の
可

燃
性
ガ
ス
、
特

定
不
活
性
ガ
ス
、

酸
素
又
は
三
フ

ッ
化
窒
素
の
容

七
十
四
　
可
燃
性
ガ
ス
、
特
定
不

活
性
ガ
ス
、
酸
素
又
は
三
フ
ッ
化

窒
素
の
容
器
置
場
の
消
火
設
備
の

設
置
状
況
を
目
視
等
及
び
記
録
に

よ
り
検
査
す
る
。

器
置
場
の
消
火

設
備

２
　
製
造
設
備

が
コ
ー
ル
ド
・

エ
バ
ポ
レ
ー
タ

で
あ
る
製
造
施

設
の
場
合

　

一
　
第
五
条
の

二
第
一
項
で
準

用
す
る
第
五
条

第
一
項
各
号
の

検
査
項
目
の
う

ち
、
前
項
第
一

号
、
第
五
号
か

ら
第
七
号
ま
で
、

第
九
号
、
第
十

号
、
第
十
六
号

か
ら
第
二
十
六

号
ま
で
、
第
三

十
三
号
、
第
三

十
五
号
、
第
三

十
七
号
、
第
三

十
八
号
、
第
四

十
五
号
か
ら
第

四
十
七
号
ま
で
、

第
五
十
二
号
、

第
五
十
六
号
及

び
第
六
十
三
号

か
ら
第
六
十
五

号
ま
で
に
掲
げ

る
も
の

一
　
前
項
第
一
号
、
第
五
号
か
ら

第
七
号
ま
で
、
第
九
号
、
第
十

号
、
第
十
六
号
か
ら
第
二
十
六
号

ま
で
、
第
三
十
三
号
、
第
三
十
五

号
、
第
三
十
七
号
、
第
三
十
八

号
、
第
四
十
五
号
か
ら
第
四
十
七

号
ま
で
、
第
五
十
二
号
、
第
五
十

六
号
及
び
第
六
十
三
号
か
ら
第
六

十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
完
成
検
査

の
方
法
に
よ
り
検
査
を
行
う
。

二
　
第
五
条
の

二
第
二
項
第
一

号
で
準
用
す
る

第
五
条
第
一
項

各
号
の
検
査
項

目
の
う
ち
、
前

項
第
一
号
、
第

十
六
号
か
ら
第

二
十
六
号
ま
で
、

第
三
十
三
号
、

第
三
十
五
号
、

第
三
十
七
号
、

第
三
十
八
号
、

第
四
十
七
号
、

第
五
十
二
号
、

第
五
十
六
号
及

二
　
前
項
第
一
号
、
第
十
六
号
か

ら
第
二
十
六
号
ま
で
、
第
三
十
三

号
、
第
三
十
五
号
、
第
三
十
七

号
、
第
三
十
八
号
、
第
四
十
七

号
、
第
五
十
二
号
、
第
五
十
六
号

及
び
第
六
十
三
号
か
ら
第
六
十
五

号
ま
で
に
掲
げ
る
完
成
検
査
の
方

法
に
よ
り
検
査
を
行
う
。

46



び
第
六
十
三
号

か
ら
第
六
十
五

号
ま
で
に
掲
げ

る
も
の

三
　
第
五
条
の

二
第
二
項
第
二

号
の
敷
地
境
界

ま
で
の
距
離
等

三
　
貯
槽
及
び
処
理
設
備
の
外
面

か
ら
敷
地
境
界
に
対
す
る
距
離
を

巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い

た
測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ

し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定

の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き

る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に
よ
る

検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
規
定
の
距
離
が
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
つ

て
、
距
離
の
確
保
と
同
等
以
上
の

措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
当
該
措
置
の
状
況
を
目
視

等
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
　
第
五
条
の

二
第
二
項
第
三

号
の
貯
槽
に
設

け
た
安
全
装
置

等

四
　
貯
槽
に
設
置
し
た
安
全
装
置

及
び
当
該
安
全
装
置
が
作
動
す
る

前
に
圧
力
上
昇
時
に
自
動
的
に
圧

力
を
放
出
す
る
た
め
の
機
能
の
設

置
状
況
を
目
視
等
、
図
面
等
に
よ

り
検
査
す
る
。
な
お
、
バ
ネ
式
安

全
弁
等
作
動
試
験
を
行
う
こ
と
が

可
能
な
装
置
に
つ
い
て
は
、
そ
の

機
能
を
安
全
弁
作
動
試
験
用
器
具

若
し
く
は
設
備
を
用
い
た
作
動
試

験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

五
　
第
五
条
の

二
第
二
項
第
四

号
の
蒸
発
器
に

講
じ
た
能
力
が

不
足
し
た
と
き

に
速
や
か
に
遮

断
す
る
た
め
の

措
置

五
　
蒸
発
器
に
講
じ
た
能
力
が
不

足
し
た
と
き
に
速
や
か
に
遮
断
す

る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等

及
び
図
面
に
よ
り
検
査
し
、
当
該

措
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

六
　
第
五
条
の

二
第
二
項
第
五

号
の
貯
槽
の
配

管
に
設
け
た
バ

ル
ブ

六
　
貯
槽
の
配
管
に
設
け
た
バ
ル

ブ
の
設
置
状
況
を
目
視
等
、
図
面

等
に
よ
り
検
査
す
る
。

七
　
第
五
条
の

二
第
二
項
第
六

七
　
貯
槽
の
配
管
に
講
じ
た
液
化

ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
に
安
全

号
の
貯
槽
の
配

管
に
講
じ
た
安

全
に
、
か
つ
、

速
や
か
に
遮
断

す
る
た
め
の
措

置

に
、
か
つ
、
速
や
か
に
遮
断
す
る

た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に

よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能

を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

八
　
第
五
条
の

二
第
二
項
第
七

号
の
車
両
の
衝

突
を
防
止
す
る

措
置

八
　
製
造
設
備
の
周
囲
に
講
じ
た

車
両
の
衝
突
を
防
止
す
る
措
置
の

状
況
を
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り

検
査
す
る
。

九
　
第
五
条
の

二
第
二
項
第
八

号
の
製
造
設
備

の
設
置
場
所

九
　
製
造
設
備
の
設
置
場
所
に
お

け
る
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
滞

留
し
な
い
状
況
を
目
視
等
、
図
面

等
に
よ
り
検
査
す
る
。

３
　
製
造
設
備

が
特
定
液
化
石

油
ガ
ス
ス
タ
ン

ド
で
あ
る
製
造

施
設
の
場
合

　

一
　
第
六
条
第

一
項
第
一
号
で

準
用
す
る
第
五

条
第
一
項
各
号

の
検
査
項
目
の

う
ち
、
第
一
項

第
一
号
か
ら
第

三
号
ま
で
、
第

六
号
か
ら
第
十

一
号
ま
で
、
第

十
三
号
か
ら
第

二
十
号
ま
で
、

第
二
十
二
号
か

ら
第
二
十
六
号

ま
で
、
第
三
十

一
号
、
第
三
十

四
号
か
ら
第
四

十
号
ま
で
、
第

四
十
五
号
か
ら

第
四
十
七
号
ま

で
、
第
四
十
九

号
か
ら
第
五
十

三
号
ま
で
、
第

五
十
五
号
、
第

五
十
六
号
、
第

六
十
二
号
か
ら

第
六
十
六
号
ま

一
　
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
、
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま

で
、
第
十
三
号
か
ら
第
二
十
号
ま

で
、
第
二
十
二
号
か
ら
第
二
十
六

号
ま
で
、
第
三
十
一
号
、
第
三
十

四
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
、
第
四

十
五
号
か
ら
第
四
十
七
号
ま
で
、

第
四
十
九
号
か
ら
第
五
十
三
号
ま

で
、
第
五
十
五
号
、
第
五
十
六

号
、
第
六
十
二
号
か
ら
第
六
十
六

号
ま
で
、
第
六
十
八
号
か
ら
第
七

十
一
号
ま
で
、
第
七
十
三
号
の
二

及
び
第
七
十
四
号
に
掲
げ
る
完
成

検
査
の
方
法
に
よ
り
検
査
を
行

う
。

で
、
第
六
十
八

号
か
ら
第
七
十

一
号
ま
で
、
第

七
十
三
号
の
二

及
び
第
七
十
四

号
に
掲
げ
る
も

の二
　
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
の
保
安

距
離
に
係
る
第

六
条
第
一
項
第

二
号
で
準
用
す

る
第
五
条
第
一

項
各
号
の
検
査

項
目
の
う
ち
、

第
一
項
第
二
号
、

第
三
号
及
び
第

六
号
か
ら
第
八

号
ま
で
に
掲
げ

る
も
の

二
　
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
及

び
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲

げ
る
完
成
検
査
の
方
法
の
規
定
中

の
処
理
設
備
を
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

に
読
み
替
え
た
も
の
（
第
八
号
関

係
の
完
成
検
査
の
方
法
に
あ
つ
て

は
、
製
造
設
備
を
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ

ー
に
読
み
替
え
た
も
の
と
す
る
。
）

に
よ
り
検
査
を
行
う
。

三
　
第
六
条
第

一
項
第
三
号
の

車
両
の
停
止
位

置
又
は
貯
槽
と

車
両
間
の
防
護

措
置

三
　
地
盤
面
上
に
設
置
し
た
貯
槽

の
外
面
か
ら
車
両
の
停
止
位
置
に

対
す
る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測

定
器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検

査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に

お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容

易
に
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
に
限
り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な

お
、
防
護
措
置
を
講
じ
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の
状

況
を
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り
検

査
す
る
。

４
　
製
造
設
備

が
圧
縮
天
然
ガ

ス
ス
タ
ン
ド
で

あ
る
製
造
施
設

の
場
合

　

一
　
第
七
条
第

一
項
第
一
号
で

準
用
す
る
第
五

条
第
一
項
各
号

の
検
査
項
目
の

う
ち
、
第
一
項

第
一
号
か
ら
第

三
号
ま
で
、
第

一
　
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
、
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま

で
、
第
十
三
号
、
第
十
四
号
、
第

十
六
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
、

第
三
十
一
号
、
第
三
十
三
号
、
第

三
十
五
号
か
ら
第
三
十
八
号
ま

で
、
第
四
十
五
号
か
ら
第
四
十
七

号
ま
で
、
第
四
十
九
号
か
ら
第
五

六
号
か
ら
第
十

一
号
ま
で
、
第

十
三
号
、
第
十

四
号
、
第
十
六

号
か
ら
第
二
十

六
号
ま
で
、
第

三
十
一
号
、
第

三
十
三
号
、
第

三
十
五
号
か
ら

第
三
十
八
号
ま

で
、
第
四
十
五

号
か
ら
第
四
十

七
号
ま
で
、
第

四
十
九
号
か
ら

第
五
十
三
号
ま

で
、
第
五
十
五

号
、
第
五
十
六

号
及
び
第
六
十

一
号
か
ら
第
六

十
五
号
ま
で
に

掲
げ
る
も
の

十
三
号
ま
で
、
第
五
十
五
号
、
第

五
十
六
号
及
び
第
六
十
一
号
か
ら

第
六
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
完
成

検
査
の
方
法
に
よ
り
検
査
を
行

う
。

二
　
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
の
保
安

距
離
に
係
る
第

七
条
第
一
項
第

二
号
で
準
用
す

る
第
五
条
第
一

項
各
号
の
検
査

項
目
の
う
ち
、

第
一
項
第
二
号
、

第
三
号
及
び
第

六
号
か
ら
第
八

号
ま
で
に
掲
げ

る
も
の

二
　
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
及

び
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲

げ
る
完
成
検
査
の
方
法
の
規
定
中

の
処
理
設
備
を
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

に
読
み
替
え
た
も
の
（
第
八
号
関

係
の
完
成
検
査
の
方
法
に
あ
つ
て

は
、
製
造
設
備
を
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ

ー
に
読
み
替
え
た
も
の
と
す
る
。
）

に
よ
り
検
査
を
行
う
。
な
お
、
公

道
の
道
路
境
界
線
に
対
す
る
距
離

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
で
あ
つ
て
、
当
該
距
離
の
確
保

と
同
等
以
上
の
措
置
を
講
じ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置

の
状
況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ

り
検
査
す
る
。

三
　
第
七
条
第

一
項
第
三
号
の

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ

ー
の
屋
根

三
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
屋
根
の

材
料
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
図

面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
し
、
滞

留
し
な
い
構
造
の
状
況
を
目
視
等

に
よ
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
図
面

又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
　
第
七
条
第

一
項
第
四
号
の

車
両
の
停
止
位

四
　
地
盤
面
上
に
設
置
し
た
貯
槽

の
外
面
か
ら
車
両
の
停
止
位
置
に

対
す
る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
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置
又
は
貯
槽
と

車
両
間
の
防
護

措
置

定
器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検

査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に

お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容

易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、

目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
な
お
、
防
護
措
置

を
講
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
当
該
措
置
の
状
況
を
目
視
等

及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
　
第
七
条
第

一
項
第
五
号
の

圧
縮
天
然
ガ
ス

の
過
充
塡
防
止

の
た
め
の
措
置

五
　
過
充
塡
防
止
の
た
め
の
措
置

の
状
況
を
目
視
等
及
び
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。
ま
た
、
安
全
装
置

を
設
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ

の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記

録
に
よ
り
確
認
す
る
。

六
　
第
七
条
第

一
項
第
六
号
の

火
気
を
取
り
扱

う
施
設
ま
で
の

距
離
等

六
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
の

外
面
か
ら
火
気
を
取
り
扱
う
施
設

ま
で
の
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測

定
器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検

査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に

お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容

易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、

目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
な
お
、
規
定
の
距

離
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
で
あ
つ
て
、
漏
え
い
し
た
ガ

ス
の
流
動
防
止
措
置
を
講
じ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
当
該
措
置
の

状
況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ
り

検
査
し
、
連
動
装
置
に
よ
り
直
ち

に
使
用
中
の
火
気
を
消
す
こ
と
が

で
き
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の
状
況

を
目
視
等
、
図
面
等
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試

験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

七
　
第
七
条
第

一
項
第
七
号
の

他
の
高
圧
ガ
ス

設
備
と
の
間
の

距
離

七
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
の

処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
の
外
面

か
ら
他
の
可
燃
性
ガ
ス
又
は
酸
素

の
高
圧
ガ
ス
設
備
ま
で
の
距
離
を

巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い

た
測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ

し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定

の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き

る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に
よ
る

検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

七
の
二
　
第
七

条
第
一
項
第
八

号
の
圧
縮
水
素

ス
タ
ン
ド
の
設

備
と
の
間
の
距

離

七
の
二
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン

ド
の
処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
の

外
面
か
ら
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
の

処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
ま
で
の

距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具

を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
を
行

う
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い

て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容
易
に

判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、
目
視

等
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
お
、
規
定
の
距
離
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

で
あ
つ
て
、
距
離
の
確
保
と
同
等

以
上
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の
状
況

を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ
り
検
査

す
る
。

八
　
第
七
条
第

二
項
第
一
号
で

準
用
す
る
第
五

条
第
一
項
各
号

の
検
査
項
目
の

う
ち
、
第
一
項

第
一
号
、
第
十

四
号
、
第
十
六

号
か
ら
第
二
十

六
号
ま
で
、
第

三
十
一
号
、
第

三
十
三
号
、
第

四
十
七
号
、
第

四
十
九
号
、
第

五
十
号
、
第
五

十
二
号
、
第
五

十
三
号
、
第
六

十
四
号
及
び
第

六
十
五
号
に
掲

げ
る
も
の

八
　
第
一
項
第
一
号
、
第
十
四

号
、
第
十
六
号
か
ら
第
二
十
六

号
、
第
三
十
一
号
、
第
三
十
三

号
、
第
四
十
七
号
、
第
四
十
九

号
、
第
五
十
号
、
第
五
十
二
号
、

第
五
十
三
号
、
第
六
十
四
号
及
び

第
六
十
五
号
に
掲
げ
る
完
成
検
査

の
方
法
に
よ
り
検
査
を
行
う
。

九
　
第
七
条
第

二
項
第
二
号
の

敷
地
境
界
ま
で

の
距
離
等

九
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
外
面
か
ら

敷
地
境
界
に
対
す
る
距
離
を
巻
尺

そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測

定
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定
の
距

離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視

等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場

合
に
限
り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な

お
、
規
定
の
距
離
が
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、

距
離
の
確
保
と
同
等
以
上
の
措
置

を
講
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
当
該
措
置
の
状
況
を
目
視
等

又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
　
第
七
条
第

二
項
第
三
号
の

地
盤
面
下
に
高

圧
ガ
ス
設
備
を

設
置
し
た
室
の

構
造
等

十
　
地
盤
面
下
に
高
圧
ガ
ス
設
備

を
設
置
し
た
場
合
の
地
盤
面
下
に

高
圧
ガ
ス
設
備
を
設
置
し
た
室
の

上
部
構
造
を
目
視
等
に
よ
る
ほ

か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査

し
、
か
つ
、
漏
え
い
し
た
ガ
ス
の

滞
留
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該
室

に
講
じ
た
措
置
の
状
況
を
目
視
等

に
よ
る
ほ
か
、
図
面
又
は
記
録
に

よ
り
検
査
す
る
。

十
一
　
第
七
条

第
二
項
第
四
号

の
デ
ィ
ス
ペ
ン

サ
ー
か
ら
公
道

の
道
路
境
界
線

に
対
す
る
距
離

十
一
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
外
面

か
ら
公
道
の
道
路
境
界
線
に
対
す

る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器

具
を
用
い
た
測
定
又
は
図
面
に
よ

り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測

定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ

り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限

り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
規
定

の
距
離
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
距
離

の
確
保
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講

じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
措
置
の
状
況
を
目
視
等
又
は
図

面
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
二
　
第
七
条

第
二
項
第
五
号

の
防
火
壁

十
二
　
防
火
壁
の
設
置
状
況
を
目

視
等
に
よ
る
ほ
か
、
巻
尺
そ
の
他

の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
又
は

図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。
な
お
、

防
火
壁
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講

じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
措
置
の
状
況
を
目
視
等
又
は
図

面
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
三
　
第
七
条

第
二
項
第
六
号

の
緊
急
時
に
遮

十
三
　
配
管
に
講
じ
た
緊
急
時
に

圧
縮
天
然
ガ
ス
の
供
給
を
遮
断
す

る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等

断
す
る
た
め
の

措
置

に
よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機

能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に

よ
り
検
査
す
る
。

十
四
　
第
七
条

第
二
項
第
七
号

の
圧
縮
機
に
講

じ
た
爆
発
、
漏

え
い
、
損
傷
等

を
防
止
す
る
た

め
の
措
置

十
四
　
圧
縮
機
に
講
じ
た
爆
発
、

漏
え
い
、
損
傷
等
を
防
止
す
る
た

め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ

る
ほ
か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り

検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作

動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

十
五
　
第
七
条

第
二
項
第
八
号

の
貯
槽
に
取
り

付
け
ら
れ
た
配

管
に
講
じ
た
遮

断
措
置

十
五
　
配
管
に
講
じ
た
遮
断
措
置

の
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試

験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

十
六
　
第
七
条

第
二
項
第
九
号

の
デ
ィ
ス
ペ
ン

サ
ー
に
設
置
さ

れ
た
遮
断
装
置

十
六
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
設
置

さ
れ
た
遮
断
装
置
を
目
視
等
に
よ

り
検
査
し
、
当
該
装
置
の
機
能
を

作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

十
七
　
第
七
条

第
二
項
第
九
号

の
デ
ィ
ス
ペ
ン

サ
ー
に
講
じ
た

漏
え
い
を
防
止

す
る
た
め
の
措

置

十
七
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
講
じ

た
漏
え
い
を
防
止
す
る
た
め
の
措

置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ

か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査

す
る
。

十
八
　
第
七
条

第
二
項
第
十
号

の
配
管
の
設
置

位
置
等

十
八
　
配
管
の
設
置
位
置
又
は
配

管
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ト
レ
ン
チ

の
構
造
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
す

る
。

十
九
　
第
七
条

第
二
項
第
十
一

号
の
漏
え
い
ガ

ス
を
検
知
し
、

警
報
し
、
か
つ
、

自
動
停
止
す
る

た
め
の
装
置

十
九
　
施
設
に
講
じ
た
ガ
ス
漏
え

い
を
検
知
し
、
警
報
し
、
か
つ
、

製
造
設
備
の
運
転
を
自
動
的
に
停

止
す
る
た
め
の
装
置
の
設
置
状
況

を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該

装
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
　
第
七
条

第
二
項
第
十
二

号
の
感
震
装
置

二
十
　
感
震
装
置
の
設
置
状
況
を

目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
装

置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の

記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
一
　
第
七

条
第
二
項
第
十

三
号
の
製
造
設

二
十
一
　
自
動
停
止
装
置
の
起
動

装
置
の
設
置
状
況
を
目
視
等
に
よ

り
検
査
し
、
当
該
装
置
の
機
能
を
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備
の
自
動
停
止

装
置
の
起
動
装

置

作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

二
十
二
　
第
七

条
第
二
項
第
十

四
号
の
圧
縮
機

の
自
動
停
止
等

の
措
置

二
十
二
　
圧
縮
機
の
運
転
を
自
動

停
止
す
る
措
置
の
機
能
を
作
動
試

験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査

し
、
遮
断
措
置
に
遮
断
弁
を
用
い

る
場
合
は
、
遮
断
弁
の
自
動
閉

止
、
閉
止
の
検
知
及
び
異
常
時
に

警
報
を
発
す
る
措
置
の
機
能
を
作

動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

二
十
三
　
第
七

条
第
二
項
第
十

五
号
の
ガ
ス
設

備
の
設
置
位
置

等

二
十
三
　
ガ
ス
設
備
の
設
置
位
置

を
目
視
等
に
よ
り
検
査
す
る
。
な

お
、
車
両
の
衝
突
の
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
で
あ
つ
て
、
車
両
の
衝
突

を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の

状
況
を
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り

検
査
す
る
。

二
十
四
　
第
七

条
第
二
項
第
十

六
号
の
デ
ィ
ス

ペ
ン
サ
ー
の
屋

根

二
十
四
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
屋

根
の
材
料
を
目
視
等
に
よ
る
ほ

か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査

し
、
滞
留
し
な
い
構
造
の
状
況
を

目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
必
要
に
応

じ
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

二
十
五
　
第
七

条
第
二
項
第
十

七
号
の
車
両
の

停
止
位
置
又
は

貯
槽
と
車
両
間

の
防
護
措
置

二
十
五
　
地
盤
面
上
に
設
置
し
た

貯
槽
の
外
面
か
ら
車
両
の
停
止
位

置
に
対
す
る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他

の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ

り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測

定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ

り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限

り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
防
護

措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
当
該
措
置
の
状
況
を
目
視

等
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
六
　
第
七

条
第
二
項
第
十

八
号
の
火
気
を

取
り
扱
う
施
設

ま
で
の
距
離
等

二
十
六
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン

ド
の
外
面
か
ら
火
気
を
取
り
扱
う

施
設
ま
で
の
距
離
を
巻
尺
そ
の
他

の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ

り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測

定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ

り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限

り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
規
定

の
距
離
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
漏
え
い
し

た
ガ
ス
の
流
動
防
止
措
置
を
講
じ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
当
該
措

置
の
状
況
を
目
視
等
又
は
図
面
に

よ
り
検
査
し
、
連
動
装
置
に
よ
り

直
ち
に
使
用
中
の
火
気
を
消
す
こ

と
が
で
き
る
措
置
を
講
じ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の

状
況
を
目
視
等
及
び
図
面
等
に
よ

り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を

作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

二
十
七
　
第
七

条
第
二
項
第
十

九
号
の
圧
縮
天

然
ガ
ス
の
過
充

塡
防
止
の
た
め

の
措
置

二
十
七
　
過
充
塡
防
止
の
た
め
の

措
置
の
状
況
を
目
視
等
及
び
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
八
　
第
七

条
第
二
項
第
二

十
号
の
他
の
高

圧
ガ
ス
設
備
と

の
間
の
距
離

二
十
八
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン

ド
の
処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
の

外
面
か
ら
他
の
可
燃
性
ガ
ス
又
は

酸
素
の
高
圧
ガ
ス
設
備
ま
で
の
距

離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を

用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
を
行

う
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い

て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容
易
に

判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、
目
視

等
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

二
十
八
の
二
　

第
七
条
第
二
項

第
二
十
号
の
二

の
圧
縮
水
素
ス

タ
ン
ド
の
設
備

と
の
間
の
距
離

二
十
八
の
二
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス

タ
ン
ド
の
処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設

備
の
外
面
か
ら
圧
縮
水
素
ス
タ
ン

ド
の
処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
ま

で
の
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定

器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査

を
行
う
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に

お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容

易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、

目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
な
お
、
規
定
の
距

離
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
で
あ
つ
て
、
距
離
の
確
保
と

同
等
以
上
の
措
置
を
講
じ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の

状
況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ
り

検
査
す
る
。

二
十
九
　
第
七

条
第
二
項
第
二

十
一
号
の
圧
縮

天
然
ガ
ス
ス
タ

ン
ド
の
消
火
設

備

二
十
九
　
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン

ド
の
消
火
設
備
の
設
置
状
況
を
目

視
等
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

５
　
製
造
設
備

が
液
化
天
然
ガ

ス
ス
タ
ン
ド
で

あ
る
製
造
施
設

の
場
合

　

一
　
第
七
条
の

二
第
一
項
第
一

号
で
準
用
す
る

第
五
条
第
一
項

各
号
の
検
査
項

目
の
う
ち
、
第

一
項
第
一
号
、

第
十
六
号
か
ら

第
二
十
六
号
ま

で
、
第
三
十
六

号
、
第
四
十
七

号
、
第
四
十
九

号
、
第
五
十
号
、

第
五
十
二
号
、

第
五
十
三
号
、

第
五
十
六
号
、

第
六
十
四
号
及

び
第
六
十
五
号

に
掲
げ
る
も
の

一
　
第
一
項
第
一
号
、
第
十
六
号

か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
、
第
三
十

六
号
、
第
四
十
七
号
、
第
四
十
九

号
、
第
五
十
号
、
第
五
十
二
号
、

第
五
十
三
号
、
第
五
十
六
号
、
第

六
十
四
号
及
び
第
六
十
五
号
に
掲

げ
る
完
成
検
査
の
方
法
に
よ
り
検

査
を
行
う
。

二
　
第
七
条
の

二
第
一
項
第
二

号
の
敷
地
境
界

ま
で
の
距
離
等

二
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
外
面
か
ら

敷
地
境
界
に
対
す
る
距
離
を
巻
尺

そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測

定
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定
の
距

離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視

等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場

合
に
限
り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な

お
、
規
定
の
距
離
が
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、

距
離
の
確
保
と
同
等
の
措
置
を
講

じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
措
置
の
状
況
を
目
視
等
又
は
図

面
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
　
第
七
条
の

二
第
一
項
第
三

号
の
地
盤
面
下

に
高
圧
ガ
ス
設

備
を
設
置
し
た

室
の
構
造
等

三
　
地
盤
面
下
に
高
圧
ガ
ス
設
備

を
設
置
し
た
場
合
の
地
盤
面
下
に

高
圧
ガ
ス
設
備
を
設
置
し
た
室
の

上
部
構
造
を
目
視
等
に
よ
る
ほ

か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査

し
、
か
つ
、
漏
え
い
し
た
ガ
ス
の

滞
留
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該
室

に
講
じ
た
措
置
の
状
況
を
目
視
等

に
よ
る
ほ
か
、
図
面
又
は
記
録
に

よ
り
検
査
す
る
。

四
　
第
七
条
の

二
第
一
項
第
四

号
イ
の
貯
槽
の

地
盤
面
下
埋
設

四
　
貯
槽
の
地
盤
面
下
埋
設
の
状

況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
図
面

及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
　
第
七
条
の

二
第
一
項
第
四

号
ロ
の
貯
槽
内

の
液
化
天
然
ガ

ス
の
温
度
上
昇

防
止
の
措
置

五
　
貯
槽
内
の
液
化
天
然
ガ
ス
の

温
度
が
上
昇
し
な
い
よ
う
な
措
置

の
状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、

図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
し
、

当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又

は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

六
　
第
七
条
の

二
第
一
項
第
四

号
ハ
の
貯
槽
室

の
構
造
等

六
　
貯
槽
室
の
上
部
構
造
及
び
防

水
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ
る

ほ
か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検

査
し
、
か
つ
、
当
該
室
の
換
気
設

備
の
設
置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ

る
ほ
か
、
図
面
及
び
記
録
に
よ
り

検
査
し
、
当
該
換
気
装
置
の
機
能

を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

七
　
第
七
条
の

二
第
一
項
第
四

号
ニ
の
貯
槽
を

貯
槽
室
内
に
設

置
し
な
い
場
合

の
措
置

七
　
貯
槽
の
地
盤
へ
の
固
定
の
状

況
、
腐
食
を
防
止
す
る
措
置
、
地

盤
面
上
に
講
じ
た
措
置
並
び
に
断

熱
及
び
凍
結
防
止
の
た
め
の
措
置

の
状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、

図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

八
　
第
七
条
の

二
第
一
項
第
五

号
の
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
か
ら
公

道
の
道
路
境
界

線
に
対
す
る
距

離

八
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
外
面
か

ら
公
道
の
道
路
境
界
線
に
対
す
る

距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具

を
用
い
た
測
定
又
は
図
面
に
よ
り

検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定

に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り

容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
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り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
規
定

の
距
離
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
距
離

の
確
保
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講

じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
措
置
の
状
況
を
目
視
等
又
は
図

面
に
よ
り
検
査
す
る
。

九
　
第
七
条
の

二
第
一
項
第
六

号
の
防
火
壁

九
　
防
火
壁
の
設
置
状
況
を
目
視

等
に
よ
る
ほ
か
、
巻
尺
そ
の
他
の

測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
又
は
図

面
に
よ
り
検
査
す
る
。
な
お
、
防

火
壁
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講
じ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該

措
置
の
状
況
を
目
視
等
又
は
図
面

に
よ
り
検
査
す
る
。

十
　
第
七
条
の

二
第
一
項
第
七

号
の
貯
槽
の
配

管
に
設
け
た
速

や
か
に
遮
断
す

る
た
め
の
措
置

十
　
貯
槽
の
配
管
に
設
け
た
速
や

か
に
遮
断
す
る
た
め
の
措
置
の
状

況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、
当

該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は

そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
一
　
第
七
条

の
二
第
一
項
第

八
号
の
デ
ィ
ス

ペ
ン
サ
ー
に
設

置
さ
れ
た
遮
断

装
置

十
一
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
設
置

さ
れ
た
遮
断
装
置
を
目
視
等
に
よ

り
検
査
し
、
当
該
遮
断
装
置
の
機

能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に

よ
り
検
査
す
る
。

十
二
　
第
七
条

の
二
第
一
項
第

八
号
の
デ
ィ
ス

ペ
ン
サ
ー
に
講

じ
た
漏
え
い
を

防
止
す
る
た
め

の
措
置

十
二
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
講
じ

た
漏
え
い
を
防
止
す
る
た
め
の
措

置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ

か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査

す
る
。

十
三
　
第
七
条

の
二
第
一
項
第

九
号
の
配
管
の

設
置
場
所
等

十
三
　
配
管
の
設
置
場
所
又
は
配

管
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ト
レ
ン
チ

の
構
造
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
す

る
。

十
四
　
第
七
条

の
二
第
一
項
第

十
号
の
漏
え
い

ガ
ス
を
検
知
し
、

警
報
し
、
か
つ
、

自
動
停
止
す
る

た
め
の
装
置

十
四
　
施
設
に
講
じ
た
ガ
ス
漏
え

い
を
検
知
し
、
警
報
し
、
か
つ
、

製
造
設
備
の
運
転
を
自
動
的
に
停

止
す
る
た
め
の
装
置
の
設
置
状
況

を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該

装
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
五
　
第
七
条

の
二
第
一
項
第

十
一
号
の
貯
槽

間
の
距
離

十
五
　
貯
槽
間
の
距
離
を
巻
尺
そ

の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定

又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。
た

だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規

定
の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

が
目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で

き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に
よ

る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

十
六
　
第
七
条

の
二
第
一
項
第

十
二
号
の
液
面

計

十
六
　
貯
槽
の
液
面
計
の
設
置
状

況
を
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り
検

査
す
る
。

十
七
　
第
七
条

の
二
第
一
項
第

十
三
号
の
貯
槽

の
配
管
に
設
け

た
バ
ル
ブ

十
七
　
貯
槽
の
配
管
に
設
け
た
バ

ル
ブ
の
設
置
状
況
を
目
視
等
に
よ

り
検
査
す
る
。

十
八
　
第
七
条

の
二
第
一
項
第

十
四
号
の
感
震

装
置

十
八
　
感
震
装
置
の
設
置
状
況
を

目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
装

置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の

記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
九
　
第
七
条

の
二
第
一
項
第

十
五
号
の
製
造

設
備
の
自
動
停

止
装
置
の
起
動

装
置

十
九
　
自
動
停
止
装
置
の
起
動
装

置
の
設
置
状
況
を
目
視
等
に
よ
り

検
査
し
、
当
該
装
置
の
機
能
を
作

動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

二
十
　
第
七
条

の
二
第
一
項
第

十
六
号
の
加
圧

設
備
の
自
動
停

止
等
の
措
置

二
十
　
加
圧
設
備
の
運
転
を
自
動

停
止
す
る
措
置
の
機
能
を
作
動
試

験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査

し
、
遮
断
措
置
に
遮
断
弁
を
用
い

る
場
合
は
、
遮
断
弁
の
自
動
閉

止
、
閉
止
の
検
知
及
び
異
常
時
に

警
報
を
発
す
る
措
置
の
機
能
を
作

動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

二
十
一
　
第
七

条
の
二
第
一
項

第
十
七
号
の
ガ

ス
設
備
の
設
置

位
置
等

二
十
一
　
ガ
ス
設
備
の
設
置
位
置

を
目
視
等
に
よ
り
検
査
す
る
。
な

お
、
車
両
の
衝
突
の
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
で
あ
つ
て
、
車
両
の
衝
突

を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の

状
況
を
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り

検
査
す
る
。

二
十
二
　
第
七

条
の
二
第
一
項

第
十
八
号
の
デ

ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

の
屋
根

二
十
二
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
屋

根
の
材
料
を
目
視
等
に
よ
る
ほ

か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査

し
、
滞
留
し
な
い
構
造
の
状
況
を

目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
必
要
に
応

じ
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

二
十
三
　
第
七

条
の
二
第
一
項

第
十
九
号
の
火

気
を
取
り
扱
う

施
設
ま
で
の
距

離
等

二
十
三
　
液
化
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン

ド
の
外
面
か
ら
火
気
を
取
り
扱
う

施
設
ま
で
の
距
離
を
巻
尺
そ
の
他

の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ

り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測

定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
を
目
視
等
に
よ

り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限

り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
規
定

の
距
離
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
漏
え
い
し

た
ガ
ス
の
流
動
防
止
措
置
を
講
じ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
当
該
措

置
の
状
況
を
目
視
等
又
は
図
面
に

よ
り
検
査
し
、
連
動
装
置
に
よ
り

直
ち
に
使
用
中
の
火
気
を
消
す
こ

と
が
で
き
る
措
置
を
講
じ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の

状
況
を
目
視
等
、
図
面
等
に
よ
り

検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作

動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

二
十
四
　
第
七

条
の
二
第
一
項

第
二
十
号
の
高

圧
ガ
ス
設
備
間

の
距
離

二
十
四
　
液
化
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン

ド
の
処
理
設
備
の
外
面
か
ら
他
の

可
燃
性
ガ
ス
又
は
酸
素
の
製
造
設

備
の
高
圧
ガ
ス
設
備
ま
で
の
距
離

を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用

い
た
測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。
た

だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規

定
の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

が
目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で

き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に
よ

る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

６
　
製
造
設
備

が
圧
縮
水
素
ス

タ
ン
ド
で
あ
る

　

製
造
施
設
の
場

合一
　
第
七
条
の

三
第
一
項
第
一

号
で
準
用
す
る

第
五
条
第
一
項

各
号
の
検
査
項

目
の
う
ち
、
第

一
項
第
一
号
か

ら
第
三
号
ま
で
、

第
六
号
か
ら
第

十
一
号
ま
で
、

第
十
三
号
、
第

十
四
号
、
第
十

六
号
か
ら
第
二

十
六
号
ま
で
、

第
三
十
一
号
、

第
三
十
三
号
か

ら
第
四
十
号
ま

で
、
第
四
十
五

号
か
ら
第
四
十

七
号
ま
で
、
第

四
十
九
号
か
ら

第
五
十
三
号
ま

で
、
第
五
十
六

号
、
第
六
十
二

号
か
ら
第
六
十

五
号
ま
で
、
第

六
十
六
号
、
第

六
十
八
号
か
ら

第
七
十
一
号
ま

で
、
第
七
十
三

号
の
二
及
び
第

七
十
四
号
に
掲

げ
る
も
の

一
　
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
、
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま

で
、
第
十
三
号
、
第
十
四
号
、
第

十
六
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
、

第
三
十
一
号
、
第
三
十
三
号
か
ら

第
四
十
号
ま
で
、
第
四
十
五
号
か

ら
第
四
十
七
号
ま
で
、
第
四
十
九

号
か
ら
第
五
十
三
号
ま
で
、
第
五

十
六
号
、
第
六
十
二
号
か
ら
第
六

十
五
号
ま
で
、
第
六
十
六
号
、
第

六
十
八
号
か
ら
第
七
十
一
号
ま

で
、
第
七
十
三
号
の
二
及
び
第
七

十
四
号
に
掲
げ
る
完
成
検
査
の
方

法
に
よ
り
検
査
を
行
う
。

一
の
二
　
第
七

条
の
三
第
一
項

第
一
号
の
二
の

地
盤
面
下
に
高

圧
ガ
ス
設
備
を

設
置
し
た
室
の

構
造
等

一
の
二
　
地
盤
面
下
に
高
圧
ガ
ス

設
備
を
設
置
し
た
場
合
の
地
盤
面

下
に
高
圧
ガ
ス
設
備
を
設
置
し
た

室
の
上
部
構
造
を
目
視
等
に
よ
る

ほ
か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検

査
し
、
か
つ
、
漏
え
い
し
た
ガ
ス

の
滞
留
を
防
止
す
る
た
め
の
当
該

室
に
講
じ
た
措
置
の
状
況
を
目
視

等
に
よ
る
ほ
か
、
図
面
又
は
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。
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一
の
三
　
第
七

条
の
三
第
一
項

第
一
号
の
三
の

液
化
水
素
の
貯

槽
を
設
置
し
た

室
の
防
水
措
置

一
の
三
　
液
化
水
素
の
貯
槽
を
設

置
し
た
室
の
防
水
措
置
の
状
況
を

目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
図
面
又
は

記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

一
の
四
　
第
七

条
の
三
第
一
項

第
一
号
の
四
の

貯
槽
内
の
液
化

水
素
の
温
度
上

昇
防
止
の
措
置

一
の
四
　
貯
槽
内
の
液
化
水
素
の

温
度
が
上
昇
し
な
い
よ
う
な
措
置

の
状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、

図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
し
、

当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又

は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
　
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
の
保
安

距
離
に
係
る
第

七
条
の
三
第
一

項
第
二
号
で
準

用
す
る
第
五
条

第
一
項
各
号
の

検
査
項
目
の
う

ち
、
第
一
項
第

二
号
、
第
三
号

及
び
第
六
号
か

ら
第
八
号
ま
で

に
掲
げ
る
も
の

二
　
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
及

び
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲

げ
る
完
成
検
査
の
方
法
の
規
定
中

の
処
理
設
備
を
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

に
読
み
替
え
た
も
の
（
第
八
号
関

係
の
完
成
検
査
の
方
法
に
あ
つ
て

は
、
製
造
設
備
を
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ

ー
に
読
み
替
え
た
も
の
と
す
る
。
）

に
よ
り
検
査
を
行
う
。
な
お
、
公

道
の
道
路
境
界
線
に
対
す
る
距
離

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
で
あ
つ
て
、
当
該
距
離
の
確
保

と
同
等
以
上
の
措
置
を
講
じ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置

の
状
況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ

り
検
査
す
る
。

三
　
第
七
条
の

三
第
一
項
第
三

号
の
緊
急
時
に

遮
断
す
る
た
め

の
措
置

三
　
配
管
に
講
じ
た
緊
急
時
に
圧

縮
水
素
の
供
給
を
遮
断
す
る
た
め

の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ
り

検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作

動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

四
　
第
七
条
の

三
第
一
項
第
四

号
の
貯
槽
に
取

り
付
け
ら
れ
た

配
管
に
講
じ
た

遮
断
措
置

四
　
配
管
に
講
じ
た
遮
断
措
置
の

状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、

当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又

は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
　
第
七
条
の

三
第
一
項
第
五

号
の
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
に
設
置

さ
れ
た
遮
断
装

置

五
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
設
置
さ

れ
た
遮
断
装
置
を
目
視
等
に
よ
り

検
査
し
、
当
該
装
置
の
機
能
を
作

動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

六
　
第
七
条
の

三
第
一
項
第
五

号
の
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
に
講
じ

た
漏
え
い
を
防

止
す
る
た
め
の

措
置

六
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
講
じ
た

漏
え
い
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

の
状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、

図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

七
　
第
七
条
の

三
第
一
項
第
六

号
の
配
管
の
設

置
位
置
等

七
　
配
管
の
設
置
位
置
又
は
配
管

が
設
置
さ
れ
て
い
る
ト
レ
ン
チ
の

構
造
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
す

る
。

八
　
第
七
条
の

三
第
一
項
第
七

号
の
ガ
ス
の
漏

え
い
を
検
知
し
、

か
つ
、
警
報
す

る
た
め
の
設
備

八
　
可
燃
性
ガ
ス
の
製
造
施
設
に

設
置
さ
れ
た
当
該
ガ
ス
の
漏
え
い

を
検
知
し
、
か
つ
、
警
報
す
る
た

め
の
設
備
の
設
置
状
況
を
目
視
等

及
び
記
録
又
は
図
面
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
設
備
の
機
能
を
作
動
試

験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

九
　
第
七
条
の

三
第
一
項
第
八

号
の
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
の
屋
根

九
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
屋
根
の

材
料
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
図

面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
し
、
滞

留
し
な
い
構
造
の
状
況
を
目
視
等

に
よ
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
図
面

又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
　
第
七
条
の

三
第
一
項
第
九

号
の
車
両
の
停

止
位
置
又
は
貯

槽
と
車
両
間
の

防
護
措
置

十
　
地
盤
面
上
に
設
置
し
た
貯
槽

の
外
面
か
ら
車
両
の
停
止
位
置
に

対
す
る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測

定
器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検

査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に

お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容

易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、

目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
な
お
、
防
護
措
置

を
講
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
当
該
措
置
の
状
況
を
目
視
等

及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
一
　
第
七
条

の
三
第
一
項
第

十
号
の
火
気
を

取
り
扱
う
施
設

ま
で
の
距
離
等

十
一
　
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
の
外

面
か
ら
火
気
を
取
り
扱
う
施
設
ま

で
の
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定

器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査

す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お

い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容
易

に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、
目

視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
な
お
、
規
定
の
距
離

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
で
あ
つ
て
、
漏
え
い
し
た
ガ
ス

の
流
動
防
止
措
置
を
講
じ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
当
該
措
置
の
状

況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ
り
検

査
し
、
連
動
装
置
に
よ
り
直
ち
に

使
用
中
の
火
気
を
消
す
こ
と
が
で

き
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
当
該
措
置
の
状
況
を
目

視
等
、
図
面
等
に
よ
り
検
査
し
、

当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又

は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
二
　
第
七
条

の
三
第
一
項
第

十
一
号
の
圧
縮

水
素
の
過
充
塡

防
止
の
た
め
の

措
置

十
二
　
過
充
塡
防
止
の
た
め
の
措

置
の
状
況
を
目
視
等
及
び
記
録
に

よ
り
検
査
す
る
。

十
三
　
第
七
条

の
三
第
一
項
第

十
二
号
の
他
の

高
圧
ガ
ス
設
備

と
の
間
の
距
離

十
三
　
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
の
処

理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
の
外
面
か

ら
他
の
可
燃
性
ガ
ス
又
は
酸
素
の

高
圧
ガ
ス
設
備
ま
で
の
距
離
を
巻

尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た

測
定
に
よ
り
検
査
を
行
う
。
た
だ

し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定

の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き

る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に
よ
る

検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
三
の
二
　
第

七
条
の
三
第
一

項
第
十
二
号
の

二
の
圧
縮
天
然

ガ
ス
ス
タ
ン
ド

の
設
備
と
の
間

の
距
離

十
三
の
二
　
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド

の
処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
の
外

面
か
ら
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド

の
処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
ま
で

の
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器

具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査
を

行
う
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お

い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容
易

に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、
目

視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
な
お
、
規
定
の
距
離

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
で
あ
つ
て
、
距
離
の
確
保
と
同

等
以
上
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の
状

況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ
り
検

査
す
る
。

十
四
　
第
七
条

の
三
第
一
項
第

十
三
号
の
圧
縮

水
素
の
流
量
が

著
し
く
増
加
す

る
こ
と
を
防
止

す
る
た
め
の
措

置

十
四
　
圧
縮
水
素
の
流
量
が
著
し

く
増
加
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た

め
に
配
管
に
講
じ
た
措
置
の
状
況

を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該

措
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
五
　
第
七
条

の
三
第
一
項
第

十
三
号
の
配
管

の
常
用
の
圧
力

が
充
塡
容
器
等

の
最
高
充
塡
圧

力
未
満
の
場
合

に
当
該
配
管
の

常
用
の
圧
力
以

下
に
減
圧
す
る

た
め
の
措
置

十
五
　
配
管
の
常
用
の
圧
力
以
下

に
減
圧
す
る
た
め
に
当
該
配
管
に

講
じ
た
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に

よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能

を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

十
六
　
第
七
条

の
三
第
一
項
第

十
四
号
の
常
用

の
圧
力
が
高
い

蓄
圧
器
、
液
化

水
素
昇
圧
ポ
ン

プ
に
接
続
さ
れ

る
送
ガ
ス
蒸
発

器
又
は
圧
縮
機

か
ら
常
用
の
圧

力
が
低
い
蓄
圧

器
に
圧
縮
水
素

が
流
入
す
る
こ

と
を
防
止
す
る

た
め
の
措
置

十
六
　
常
用
の
圧
力
が
高
い
蓄
圧

器
、
液
化
水
素
昇
圧
ポ
ン
プ
に
接

続
さ
れ
る
送
ガ
ス
蒸
発
器
又
は
圧

縮
機
か
ら
常
用
の
圧
力
が
低
い
蓄

圧
器
に
圧
縮
水
素
が
流
入
す
る
こ

と
を
防
止
す
る
た
め
に
配
管
に
講

じ
た
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ

り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を

作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

十
六
の
二
　
第

七
条
の
三
第
一

項
第
十
五
号
イ

の
蓄
圧
器
の
フ

ル
ラ
ッ
プ
構
造

又
は
フ
ー
プ
ラ

ッ
プ
構
造

十
六
の
二
　
複
合
構
造
を
有
す
る

圧
縮
水
素
の
蓄
圧
器
の
フ
ル
ラ
ッ

プ
構
造
又
は
フ
ー
プ
ラ
ッ
プ
構
造

を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
必
要
に

応
じ
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査

す
る
。

十
六
の
三
　
第

七
条
の
三
第
一

項
第
十
五
号
ロ

十
六
の
三
　
複
合
構
造
を
有
す
る

圧
縮
水
素
の
蓄
圧
器
の
劣
化
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
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の
蓄
圧
器
の
劣

化
を
防
止
す
る

た
め
の
措
置

視
等
に
よ
る
ほ
か
、
図
面
又
は
記

録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
六
の
四
　
第

七
条
の
三
第
一

項
第
十
六
号
の

同
号
イ
及
び
ロ

の
設
備
と
圧
縮

ガ
ス
を
容
器
に

充
塡
す
る
場
所

等
と
の
間
の
障

壁

十
六
の
四
　
次
に
掲
げ
る
設
備
と

十
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
を

有
す
る
圧
縮
ガ
ス
を
充
塡
す
る
場

所
又
は
当
該
ガ
ス
の
充
塡
容
器
の

容
器
置
場
と
の
間
に
設
置
さ
れ
た

障
壁
の
設
置
状
況
を
目
視
等
及
び

図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

イ
　
圧
縮
機

ロ
　
液
化
水
素
昇
圧
ポ
ン
プ
及
び

こ
れ
に
接
続
さ
れ
る
送
ガ
ス
蒸

発
器

十
六
の
五
　
第

七
条
の
三
第
一

項
第
十
七
号
の

水
電
解
水
素
発

生
昇
圧
装
置
に

講
じ
た
爆
発
、

漏
え
い
、
損
傷

等
を
防
止
す
る

た
め
の
措
置

十
六
の
五
　
水
電
解
水
素
発
生
昇

圧
装
置
に
講
じ
た
爆
発
、
漏
え

い
、
損
傷
等
を
防
止
す
る
た
め
の

措
置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ

か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試

験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

十
六
の
六
　
第

七
条
の
三
第
一

項
第
十
八
号
の

液
化
水
素
昇
圧

ポ
ン
プ
に
講
じ

た
爆
発
、
漏
え

い
、
損
傷
等
を

防
止
す
る
た
め

の
措
置

十
六
の
六
　
液
化
水
素
昇
圧
ポ
ン

プ
に
講
じ
た
爆
発
、
漏
え
い
、
損

傷
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
の

状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
図

面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
し
、
当

該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は

そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
七
　
第
七
条

の
三
第
二
項
第

一
号
で
準
用
す

る
第
五
条
第
一

項
各
号
の
検
査

項
目
の
う
ち
、

第
一
項
第
一
号
、

第
十
六
号
か
ら

第
二
十
三
号
ま

で
、
第
二
十
六

号
、
第
三
十
一

号
、
第
三
十
三

号
か
ら
第
四
十

号
ま
で
、
第
四

十
五
号
か
ら
第

十
七
　
第
一
項
第
一
号
、
第
十
六

号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
、
第
二

十
六
号
、
第
三
十
一
号
、
第
三
十

三
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
、
第
四

十
五
号
か
ら
第
四
十
七
号
ま
で
、

第
四
十
九
号
、
第
五
十
号
、
第
五

十
二
号
、
第
五
十
三
号
及
び
第
六

十
五
号
に
掲
げ
る
完
成
検
査
の
方

法
に
よ
り
検
査
を
行
う
。

四
十
七
号
ま
で
、

第
四
十
九
号
、

第
五
十
号
、
第

五
十
二
号
、
第

五
十
三
号
及
び

第
六
十
五
号
に

掲
げ
る
も
の

十
七
の
二
　
第

七
条
の
三
第
二

項
第
一
号
で
準

用
す
る
同
条
第

一
項
各
号
の
検

査
項
目
の
う
ち
、

第
一
号
の
二
か

ら
第
一
号
の
四

ま
で
、
第
十
六

号
の
五
及
び
第

十
六
号
の
六
に

掲
げ
る
も
の

十
七
の
二
　
第
一
号
の
二
か
ら
第

一
号
の
四
ま
で
、
第
十
六
号
の
五

及
び
第
十
六
号
の
六
に
掲
げ
る
完

成
検
査
の
方
法
に
よ
り
検
査
を
行

う
。

十
七
の
三
　
第

七
条
の
三
第
二

項
第
一
号
の
二

の
貯
槽
間
の
距

離

十
七
の
三
　
可
燃
性
ガ
ス
の
貯
槽

の
外
面
か
ら
他
の
可
燃
性
ガ
ス
又

は
酸
素
の
貯
槽
ま
で
の
距
離
を
巻

尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た

測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ

し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定

の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き

る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に
よ
る

検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
規
定
の
距
離
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
つ

て
、
防
火
上
及
び
消
火
上
有
効
な

措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
当
該
措
置
の
状
況
を
目
視

等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の

機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

十
七
の
四
　
第

七
条
の
三
第
二

項
第
一
号
の
三

の
高
圧
ガ
ス
設

備
の
基
礎

十
七
の
四
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
基

礎
の
状
況
を
記
録
又
は
図
面
に
よ

り
検
査
し
、
貯
槽
の
支
柱
又
は
底

部
と
基
礎
の
緊
結
状
態
を
目
視
等

又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
八
　
第
七
条

の
三
第
二
項
第

二
号
の
敷
地
境

十
八
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
外
面
か

ら
敷
地
境
界
に
対
す
る
距
離
を
巻

尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た

測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ

界
ま
で
の
距
離

等

し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
規
定
の

距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目

視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る

場
合
に
限
り
、
目
視
等
に
よ
る
検

査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な

お
、
規
定
の
距
離
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、

距
離
の
確
保
と
同
等
以
上
の
措
置

を
講
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
当
該
措
置
の
状
況
を
目
視
等

又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
九
　
第
七
条

の
三
第
二
項
第

二
号
の
二
の
冷

凍
設
備
の
保
安

距
離

十
九
　
製
造
設
備
の
冷
却
の
用
に

供
す
る
冷
凍
設
備
の
外
面
か
ら
巻

尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た

測
定
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す

る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い

て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容
易
に

判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、
目
視

等
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

十
九
の
二
　
第

七
条
の
三
第
二

項
第
二
号
の
二

の
設
備
距
離
を

要
し
な
い
冷
凍

設
備

十
九
の
二
　
冷
凍
設
備
の
設
置
状

況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
図
面

又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
　
第
七
条

の
三
第
二
項
第

三
号
の
デ
ィ
ス

ペ
ン
サ
ー
か
ら

公
道
の
道
路
境

界
線
に
対
す
る

距
離

二
十
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
外
面

か
ら
公
道
の
道
路
境
界
線
に
対
す

る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器

具
を
用
い
た
測
定
又
は
図
面
に
よ

り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測

定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ

り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限

り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
規
定

の
距
離
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
距
離

の
確
保
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講

じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
措
置
の
状
況
を
目
視
等
又
は
図

面
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
一
　
第
七

条
の
三
第
二
項

二
十
一
　
防
火
壁
の
設
置
状
況
を

目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
巻
尺
そ
の

他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
又

第
四
号
の
防
火

壁

は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。
な

お
、
防
火
壁
と
同
等
以
上
の
措
置

を
講
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
当
該
措
置
の
状
況
を
目
視
等

又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
二
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
五
号
の
緊
急

時
に
遮
断
す
る

た
め
の
措
置

二
十
二
　
配
管
に
講
じ
た
緊
急
時

に
圧
縮
水
素
の
供
給
を
遮
断
す
る

た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に

よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能

を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

二
十
三
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
六
号
の
圧
縮

機
に
講
じ
た
爆

発
、
漏
え
い
、

損
傷
等
を
防
止

す
る
た
め
の
措

置

二
十
三
　
圧
縮
機
に
講
じ
た
爆

発
、
漏
え
い
、
損
傷
等
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等

に
よ
る
ほ
か
、
図
面
又
は
記
録
に

よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能

を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

二
十
四
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
七
号
の
貯
槽

に
取
り
付
け
ら

れ
た
配
管
に
講

じ
た
遮
断
措
置

二
十
四
　
配
管
に
講
じ
た
遮
断
措

置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試

験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

二
十
五
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
八
号
の
デ
ィ

ス
ペ
ン
サ
ー
に

設
置
さ
れ
た
遮

断
装
置

二
十
五
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
設

置
さ
れ
た
遮
断
装
置
を
目
視
等
に

よ
り
検
査
し
、
当
該
装
置
の
機
能

を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

二
十
六
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
八
号
の
デ
ィ

ス
ペ
ン
サ
ー
に

講
じ
た
漏
え
い

を
防
止
す
る
た

め
の
措
置

二
十
六
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
に
講

じ
た
漏
え
い
を
防
止
す
る
た
め
の

措
置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ

か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査

す
る
。

二
十
七
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
九
号
の
配
管

の
設
置
位
置
等

二
十
七
　
配
管
の
設
置
位
置
又
は

配
管
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ト
レ
ン

チ
の
構
造
を
目
視
等
に
よ
り
検
査

す
る
。

二
十
八
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
十
号
の
圧
力

リ
リ
ー
フ
弁

二
十
八
　
圧
力
リ
リ
ー
フ
弁
の
設

置
状
況
を
目
視
等
、
図
面
等
に
よ

り
検
査
す
る
。
な
お
、
作
動
試
験

を
行
う
こ
と
が
可
能
な
装
置
に
つ
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い
て
は
、
そ
の
機
能
を
作
動
試
験

又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

二
十
八
の
二
　

第
七
条
の
三
第

二
項
第
十
号
の

二
の
貯
槽
に
設

け
た
安
全
装
置

二
十
八
の
二
　
貯
槽
に
設
置
し
た

安
全
装
置
の
設
置
状
況
を
目
視

等
、
図
面
等
に
よ
り
検
査
す
る
。

な
お
、
バ
ネ
式
安
全
弁
等
作
動
試

験
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
装
置
に

つ
い
て
は
、
そ
の
機
能
を
安
全
弁

作
動
試
験
用
器
具
若
し
く
は
設
備

を
用
い
た
作
動
試
験
又
は
そ
の
記

録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
八
の
三
　

第
七
条
の
三
第

二
項
第
十
号
の

二
の
圧
力
リ
リ

ー
フ
弁

二
十
八
の
三
　
圧
力
リ
リ
ー
フ
弁

の
設
置
状
況
を
目
視
等
、
図
面
等

に
よ
り
検
査
す
る
。
な
お
、
作
動

試
験
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
装
置

に
つ
い
て
は
、
そ
の
機
能
を
作
動

試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査

す
る
。

二
十
八
の
四
　

第
七
条
の
三
第

二
項
第
十
号
の

三
の
蒸
発
器
に

講
じ
た
能
力
が

不
足
し
た
と
き

に
速
や
か
に
遮

断
す
る
た
め
の

措
置

二
十
八
の
四
　
蒸
発
器
に
講
じ
た

能
力
が
不
足
し
た
と
き
に
速
や
か

に
遮
断
す
る
た
め
の
措
置
の
状
況

を
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試

験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

二
十
九
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
十
一
号
の
高

圧
ガ
ス
設
備
の

安
全
弁
等
の
放

出
管

二
十
九
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
安
全

弁
又
は
破
裂
板
及
び
圧
力
リ
リ
ー

フ
弁
の
放
出
管
の
開
口
部
の
位
置

及
び
放
出
管
の
設
置
状
況
を
目
視

等
に
よ
る
ほ
か
、
巻
尺
そ
の
他
の

測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
又
は
図

面
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
九
の
二
　

第
七
条
の
三
第

二
項
第
十
一
号

の
二
の
液
化
水

素
を
気
化
し
、

及
び
加
温
す
る

措
置

二
十
九
の
二
　
液
化
水
素
の
放
出

は
、
気
化
し
、
及
び
加
温
し
た

後
、
放
出
管
に
接
続
さ
れ
る
こ
と

を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
必
要
に

応
じ
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査

す
る
。

三
十
　
第
七
条

の
三
第
二
項
第

十
二
号
の
流
量

が
著
し
く
増
加

三
十
　
蓄
圧
器
と
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ

ー
と
の
間
の
配
管
に
設
け
た
圧
縮

水
素
の
流
量
が
著
し
く
増
加
す
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
の

す
る
こ
と
を
防

止
す
る
た
め
の

措
置

状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、

当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又

は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
一
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
十
三
号
の
遮

断
装
置
等
の
配

置

三
十
一
　
圧
縮
水
素
の
蓄
圧
器
、

及
び
蓄
圧
器
か
ら
圧
縮
水
素
を
受

け
入
れ
る
配
管
等
に
取
り
付
け
た

遮
断
装
置
等
の
配
置
状
況
を
目
視

等
、
図
面
等
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
二
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
十
四
号
の
圧

縮
水
素
及
び
液

化
水
素
の
ガ
ス

設
備
に
係
る
配

管
等
の
接
合

三
十
二
　
圧
縮
水
素
及
び
液
化
水

素
の
ガ
ス
設
備
に
係
る
配
管
等
に

つ
い
て
、
そ
の
接
合
状
況
を
目
視

等
、
図
面
等
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
三
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
十
五
号
の
移

動
式
製
造
設
備

の
停
止
位
置
に

講
じ
た
温
度
の

上
昇
を
防
止
す

る
た
め
の
装
置

三
十
三
　
移
動
式
製
造
設
備
の
停

止
位
置
に
講
じ
た
温
度
の
上
昇
を

防
止
す
る
た
め
の
装
置
の
設
置
状

況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ
り
検

査
し
、
当
該
装
置
の
機
能
を
作
動

試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査

す
る
。

三
十
四
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
十
六
号
の
漏

え
い
ガ
ス
を
検

知
し
、
警
報
し
、

か
つ
、
自
動
停

止
す
る
た
め
の

装
置

三
十
四
　
施
設
に
講
じ
た
ガ
ス
の

漏
え
い
を
検
知
し
、
警
報
し
、
か

つ
、
製
造
設
備
の
運
転
を
自
動
的

に
停
止
す
る
た
め
の
装
置
の
設
置

状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、

当
該
装
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又

は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
五
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
十
七
号
の
感

震
装
置

三
十
五
　
感
震
装
置
の
設
置
状
況

を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該

装
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
六
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
十
八
号
の
デ

ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

の
周
囲
に
講
じ

た
火
災
を
検
知

し
、
警
報
し
、

か
つ
、
自
動
停

止
す
る
た
め
の

装
置

三
十
六
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
周

囲
に
講
じ
た
火
災
を
検
知
し
、
警

報
し
、
か
つ
、
製
造
設
備
の
運
転

を
自
動
的
に
停
止
す
る
た
め
の
装

置
の
設
置
状
況
を
目
視
等
に
よ
り

検
査
し
、
当
該
装
置
の
機
能
を
作

動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

三
十
七
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
十
九
号
の
蓄

圧
器
に
講
じ
た

火
災
を
検
知
し
、

警
報
し
、
か
つ
、

自
動
的
に
停
止

す
る
と
と
も
に

温
度
の
上
昇
を

防
止
す
る
た
め

の
装
置

三
十
七
　
蓄
圧
器
に
講
じ
た
火
災

を
検
知
し
、
警
報
し
、
か
つ
、
製

造
設
備
の
運
転
を
自
動
的
に
停
止

す
る
と
と
も
に
温
度
の
上
昇
を
防

止
す
る
た
め
の
装
置
の
設
置
状
況

を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該

装
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
八
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
二
十
号
の
蓄

圧
器
の
温
度
の

上
昇
を
検
知
し
、

警
報
し
、
か
つ
、

自
動
的
に
停
止

す
る
と
と
も
に

温
度
の
上
昇
を

防
止
す
る
た
め

の
装
置

三
十
八
　
蓄
圧
器
に
講
じ
た
温
度

の
上
昇
を
検
知
し
、
警
報
し
、
か

つ
、
製
造
設
備
の
運
転
を
自
動
的

に
停
止
す
る
と
と
も
に
温
度
の
上

昇
を
防
止
す
る
た
め
の
装
置
の
設

置
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
装
置
の
機
能
を
作
動
試

験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

三
十
九
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
二
十
一
号
の

製
造
設
備
の
自

動
停
止
装
置
等

の
起
動
装
置

三
十
九
　
自
動
停
止
装
置
及
び
自

動
温
度
上
昇
防
止
装
置
の
起
動
装

置
の
設
置
状
況
を
目
視
等
に
よ
り

検
査
し
、
当
該
装
置
の
機
能
を
作

動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

四
十
　
第
七
条

の
三
第
二
項
第

二
十
二
号
の
圧

縮
機
の
自
動
停

止
等
の
措
置

四
十
　
圧
縮
機
の
運
転
を
自
動
停

止
す
る
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験

又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
し
、

遮
断
措
置
に
遮
断
弁
を
用
い
る
場

合
は
、
遮
断
弁
の
自
動
閉
止
、
閉

止
の
検
知
及
び
異
常
時
に
警
報
を

発
す
る
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験

又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

四
十
一
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
二
十
三
号
の

ガ
ス
設
備
の
設

置
位
置
等

四
十
一
　
ガ
ス
設
備
の
設
置
位
置

を
目
視
等
に
よ
り
検
査
す
る
。
な

お
、
車
両
の
衝
突
の
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
で
あ
つ
て
、
車
両
の
衝
突

を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の

状
況
を
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り

検
査
す
る
。

四
十
二
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
二
十
四
号
の

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ

ー
の
屋
根

四
十
二
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
屋

根
の
材
料
を
目
視
等
に
よ
る
ほ

か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査

し
、
滞
留
し
な
い
構
造
の
状
況
を

目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
必
要
に
応

じ
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

四
十
三
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
二
十
五
号
の

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ

ー
の
ホ
ー
ス
の

破
損
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置

四
十
三
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
ホ

ー
ス
に
講
じ
た
破
損
を
防
止
す
る

た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に

よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能

を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

四
十
四
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
二
十
六
号
の

車
両
の
停
止
位

置
又
は
貯
槽
と

車
両
間
の
防
護

措
置

四
十
四
　
地
盤
面
上
に
設
置
し
た

貯
槽
の
外
面
か
ら
車
両
の
停
止
位

置
に
対
す
る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他

の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ

り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測

定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ

り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限

り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
防
護

措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
当
該
措
置
の
状
況
を
目
視

等
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
五
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
二
十
七
号
の

火
気
を
取
り
扱

う
施
設
ま
で
の

距
離
等

四
十
五
　
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
の

外
面
か
ら
火
気
を
取
り
扱
う
施
設

ま
で
の
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測

定
器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検

査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に

お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容

易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、

目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
な
お
、
規
定
の
距

離
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
で
あ
つ
て
、
漏
え
い
し
た
ガ

ス
の
流
動
防
止
措
置
を
講
じ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
当
該
措
置
の

状
況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ
り

検
査
し
、
連
動
装
置
に
よ
り
直
ち

に
使
用
中
の
火
気
を
消
す
こ
と
が

で
き
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
当
該
措
置
の
状
況
を

目
視
等
、
図
面
等
に
よ
り
検
査
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し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試

験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

四
十
六
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
二
十
八
号
の

圧
縮
水
素
の
過

充
塡
防
止
の
た

め
の
措
置

四
十
六
　
過
充
塡
防
止
の
た
め
の

措
置
の
状
況
を
目
視
等
及
び
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

四
十
七
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
二
十
九
号
の

他
の
高
圧
ガ
ス

設
備
と
の
間
の

距
離

四
十
七
　
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
の

処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
の
外
面

か
ら
他
の
可
燃
性
ガ
ス
又
は
酸
素

の
高
圧
ガ
ス
設
備
ま
で
の
距
離
を

巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い

た
測
定
に
よ
り
検
査
を
行
う
。
た

だ
し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規

定
の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

が
目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で

き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に
よ

る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

四
十
七
の
二
　

第
七
条
の
三
第

二
項
第
二
十
九

号
の
二
の
圧
縮

天
然
ガ
ス
ス
タ

ン
ド
の
設
備
と

の
間
の
距
離

四
十
七
の
二
　
圧
縮
水
素
ス
タ
ン

ド
の
処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
の

外
面
か
ら
圧
縮
天
然
ガ
ス
ス
タ
ン

ド
の
処
理
設
備
及
び
貯
蔵
設
備
ま

で
の
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定

器
具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査

を
行
う
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に

お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り
容

易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限
り
、

目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
な
お
、
規
定
の
距

離
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
で
あ
つ
て
、
距
離
の
確
保
と

同
等
以
上
の
措
置
を
講
じ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の

状
況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ
り

検
査
す
る
。

四
十
八
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
三
十
号
の
圧

縮
機
、
液
化
水

素
昇
圧
ポ
ン
プ
、

蓄
圧
器
、
液
化

水
素
の
貯
槽
及

び
送
ガ
ス
蒸
発

四
十
八
　
圧
縮
機
、
液
化
水
素
昇

圧
ポ
ン
プ
、
蓄
圧
器
、
液
化
水
素

の
貯
槽
及
び
送
ガ
ス
蒸
発
器
と
デ

ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
と
の
間
に
設
置
さ

れ
た
障
壁
の
設
置
状
況
を
目
視
等

及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。
な

お
、
圧
縮
機
又
は
蓄
圧
器
と
デ
ィ

ス
ペ
ン
サ
ー
が
、
同
一
の
筐
体
内

器
と
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
と
の
間

の
障
壁
等

に
配
置
さ
れ
、
当
該
筐
体
の
外
面

の
構
造
に
よ
り
有
効
に
保
護
さ
れ

て
い
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の
状
況

を
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り
検
査

す
る
。

四
十
九
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
三
十
一
号
の

圧
縮
水
素
ス
タ

ン
ド
の
消
火
設

備

四
十
九
　
圧
縮
水
素
ス
タ
ン
ド
の

消
火
設
備
の
設
置
状
況
を
目
視
等

及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
　
第
七
条

の
三
第
二
項
第

三
十
二
号
の
通

報
を
速
や
か
に

行
う
た
め
の
措

置

五
十
　
通
報
を
速
や
か
に
行
う
た

め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
及
び

図
面
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置

の
機
能
を
実
際
に
使
用
し
て
検
査

す
る
。

五
十
一
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
三
十
三
号
イ

の
容
器
置
場
の

警
戒
標

五
十
一
　
容
器
置
場
の
警
戒
標
の

掲
示
の
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検

査
す
る
。

五
十
二
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
三
十
三
号
ロ

の
容
器
置
場
の

敷
地
境
界
ま
で

の
距
離
等

五
十
二
　
容
器
置
場
の
外
面
か
ら

敷
地
境
界
に
対
す
る
距
離
を
巻
尺

そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た
測

定
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
測
定
に
お
い
て
規
定
の
距
離

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
等

に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合

に
限
り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査
に

代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、

規
定
の
距
離
が
確
保
で
き
な
い
場

合
で
あ
つ
て
、
距
離
の
確
保
と
同

等
以
上
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の
状

況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ
り
検

査
す
る
。

五
十
三
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
三
十
三
号
ハ

の
容
器
置
場
に

講
じ
た
直
射
日

光
を
遮
る
た
め

の
措
置

五
十
三
　
可
燃
性
ガ
ス
の
充
塡
容

器
等
の
容
器
置
場
に
講
じ
た
直
射

日
光
を
遮
る
た
め
の
措
置
の
状
況

を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
図
面
又

は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
四
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
三
十
三
号
ニ

の
容
器
置
場
の

ガ
ス
が
滞
留
し

な
い
構
造

五
十
四
　
可
燃
性
ガ
ス
の
容
器
置

場
の
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と
き
滞

留
し
な
い
構
造
を
目
視
等
に
よ
る

ほ
か
、
必
要
に
応
じ
図
面
又
は
記

録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
五
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
三
十
三
号
ホ

の
可
燃
性
ガ
ス

の
容
器
置
場
の

消
火
設
備

五
十
五
　
可
燃
性
ガ
ス
の
容
器
置

場
の
消
火
設
備
の
設
置
状
況
を
目

視
等
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

五
十
六
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
三
十
三
号
ヘ

の
容
器
置
場
の

車
両
の
衝
突
を

防
止
す
る
措
置

五
十
六
　
容
器
置
場
に
講
じ
た
車

両
の
衝
突
を
防
止
す
る
措
置
の
状

況
を
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り
検

査
す
る
。

五
十
七
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
三
十
三
号
ト

の
圧
縮
水
素
の

流
量
が
著
し
く

増
加
す
る
こ
と

を
防
止
す
る
た

め
の
措
置

五
十
七
　
圧
縮
水
素
の
流
量
が
著

し
く
増
加
す
る
こ
と
を
防
止
す
る

た
め
に
配
管
に
講
じ
た
措
置
の
状

況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、
当

該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は

そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
十
八
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
三
十
三
号
ト

の
配
管
の
常
用

の
圧
力
が
充
塡

容
器
等
の
最
高

充
塡
圧
力
未
満

の
場
合
に
当
該

配
管
の
常
用
の

圧
力
以
下
に
減

圧
す
る
た
め
の

措
置

五
十
八
　
配
管
の
常
用
の
圧
力
以

下
に
減
圧
す
る
た
め
に
当
該
配
管

に
講
じ
た
措
置
の
状
況
を
目
視
等

に
よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機

能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に

よ
り
検
査
す
る
。

五
十
九
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
三
十
四
号
の

常
用
の
圧
力
が

高
い
蓄
圧
器
、

液
化
水
素
昇
圧

ポ
ン
プ
に
接
続

さ
れ
る
送
ガ
ス

蒸
発
器
又
は
圧

五
十
九
　
常
用
の
圧
力
が
高
い
蓄

圧
器
、
液
化
水
素
昇
圧
ポ
ン
プ
に

接
続
さ
れ
る
送
ガ
ス
蒸
発
器
又
は

圧
縮
機
か
ら
常
用
の
圧
力
が
低
い

蓄
圧
器
に
圧
縮
水
素
が
流
入
す
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
配
管
に

講
じ
た
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に

よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能

縮
機
か
ら
常
用

の
圧
力
が
低
い

蓄
圧
器
に
圧
縮

水
素
が
流
入
す

る
こ
と
を
防
止

す
る
た
め
の
措

置

を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

六
十
　
第
七
条

の
三
第
二
項
第

三
十
五
号
の
蓄

圧
器
が
危
険
な

状
態
と
な
つ
た

と
き
に
圧
縮
水

素
を
安
全
に
放

出
す
る
た
め
の

措
置

六
十
　
圧
縮
水
素
を
安
全
に
放
出

す
る
た
め
に
蓄
圧
器
に
講
じ
た
措

置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試

験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

六
十
一
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
三
十
六
号
イ

の
蓄
圧
器
の
フ

ル
ラ
ッ
プ
構
造

又
は
フ
ー
プ
ラ

ッ
プ
構
造

六
十
一
　
複
合
構
造
を
有
す
る
圧

縮
水
素
の
蓄
圧
器
の
フ
ル
ラ
ッ
プ

構
造
又
は
フ
ー
プ
ラ
ッ
プ
構
造
を

目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
必
要
に
応

じ
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

六
十
二
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
三
十
六
号
ロ

の
蓄
圧
器
の
劣

化
を
防
止
す
る

た
め
の
措
置

六
十
二
　
複
合
構
造
を
有
す
る
圧

縮
水
素
の
蓄
圧
器
の
劣
化
を
防
止

す
る
措
置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ

る
ほ
か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

六
十
三
　
第
七

条
の
三
第
二
項

第
三
十
七
号
の

高
圧
ガ
ス
設
備

の
基
礎

六
十
三
　
液
化
水
素
が
通
る
部
分

の
基
礎
の
状
況
を
目
視
等
に
よ
る

ほ
か
、
図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

７
　
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
製
造
事
業

所
間
の
導
管
以

外
の
導
管
の
場

合

　

一
　
第
九
条
第

一
号
の
導
管
の

設
置
場
所

一
　
導
管
の
設
置
さ
れ
て
い
る
場

所
の
状
況
を
目
視
等
又
は
図
面
若

し
く
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
　
第
九
条
第

二
号
の
地
盤
面

上
の
導
管
の
設

二
　
地
盤
面
上
の
導
管
の
設
置
状

況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、
当

該
導
管
に
係
る
標
識
の
記
載
内
容
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置
及
び
そ
の
標

識

及
び
設
置
状
況
を
目
視
等
又
は
記

録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
　
第
九
条
第

三
号
の
地
盤
面

下
の
導
管
の
埋

設
及
び
そ
の
標

識

三
　
地
盤
面
下
の
導
管
の
埋
設
状

況
を
目
視
等
又
は
図
面
若
し
く
は

記
録
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
導
管

に
係
る
標
識
の
記
載
内
容
及
び
設

置
状
況
を
目
視
等
又
は
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

四
　
第
九
条
第

四
号
の
水
中
の

導
管
の
設
置

四
　
水
中
の
導
管
の
設
置
状
況
を

図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

五
　
第
九
条
第

五
号
の
導
管
の

耐
圧
試
験

五
　
導
管
を
耐
圧
試
験
用
設
備
を

用
い
た
常
用
の
圧
力
の
一
・
五
倍

以
上
の
圧
力
で
水
そ
の
他
の
安
全

な
液
体
を
使
用
し
て
行
う
耐
圧
試

験
（
液
体
を
使
用
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
常
用
の
圧
力
の
一
・
二
五
倍

以
上
の
圧
力
で
空
気
、
窒
素
等
の

気
体
を
使
用
し
て
行
う
耐
圧
試

験
）
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査

す
る
。

六
　
第
九
条
第

五
号
の
導
管
の

気
密
試
験

六
　
導
管
を
気
密
試
験
用
設
備
を

用
い
た
常
用
の
圧
力
以
上
の
圧
力

で
行
う
気
密
試
験
又
は
そ
の
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

七
　
第
九
条
第

六
号
の
導
管
の

強
度

七
　
導
管
が
十
分
な
強
度
を
有
し

て
い
る
こ
と
を
非
破
壊
検
査
設
備

等
肉
厚
測
定
用
器
具
を
用
い
た
測

定
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。
た
だ
し
、
計
算
に
よ
る
強
度

の
算
定
が
困
難
な
も
の
等
の
場
合

は
、
常
用
の
圧
力
の
四
倍
の
圧
力

で
行
う
耐
圧
試
験
若
し
く
は
そ
の

記
録
に
よ
る
検
査
又
は
抵
抗
線
ひ

ず
み
計
に
よ
る
応
力
の
測
定
若
し

く
は
そ
の
記
録
に
よ
る
検
査
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
　
第
九
条
第

七
号
の
導
管
の

腐
食
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置

八
　
導
管
の
内
面
及
び
外
面
の
腐

食
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
の
状

況
を
目
視
等
又
は
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。
た
だ
し
、
電
気
防
食
措

置
を
講
じ
た
導
管
に
つ
い
て
は
、

対
地
電
位
の
測
定
又
は
そ
の
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

九
　
第
九
条
第

七
号
の
導
管
の

応
力
を
吸
収
す

る
た
め
の
措
置

九
　
導
管
の
応
力
を
吸
収
す
る
た

め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
及
び

記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
　
第
九
条
第

八
号
の
導
管
の

温
度
の
上
昇
を

防
止
す
る
た
め

の
措
置

十
　
導
管
の
温
度
の
上
昇
を
防
止

す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視

等
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
一
　
第
九
条

第
九
号
の
導
管

内
の
圧
力
の
上

昇
を
防
止
す
る

た
め
の
措
置

十
一
　
導
管
内
の
圧
力
の
上
昇
を

防
止
す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を

目
視
等
及
び
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。
な
お
、
バ
ネ
式
安
全
弁
等
作

動
試
験
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
装

置
に
つ
い
て
は
、
そ
の
機
能
を
安

全
弁
作
動
試
験
用
器
具
若
し
く
は

設
備
を
用
い
た
作
動
試
験
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
二
　
第
九
条

第
十
号
の
酸
素

又
は
天
然
ガ
ス

を
輸
送
す
る
導

管
と
圧
縮
機
と

の
間
の
水
分
除

去
の
措
置

十
二
　
酸
素
又
は
天
然
ガ
ス
を
輸

送
す
る
導
管
と
圧
縮
機
と
の
間
の

水
分
を
除
去
す
る
た
め
の
措
置
の

状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、

当
該
措
置
の
機
能
を
目
視
等
又
は

記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
三
　
第
九
条

第
十
一
号
の
事

業
所
を
連
絡
す

る
導
管
に
講
じ

た
通
報
を
速
や

か
に
行
う
た
め

の
措
置

十
三
　
通
報
を
速
や
か
に
行
う
た

め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
及
び

図
面
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置

の
機
能
を
実
際
に
使
用
し
て
検
査

す
る
。

８
　
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
製
造
事
業

所
間
の
導
管
の

場
合

　

一
　
第
十
条
第

一
号
で
準
用
す

る
第
九
条
各
号

の
検
査
項
目
の

う
ち
、
前
項
第

一
号
、
第
四
号

か
ら
第
七
号
ま

で
及
び
第
十
号

か
ら
第
十
二
号

一
　
前
項
第
一
号
、
第
四
号
か
ら

第
七
号
ま
で
及
び
第
十
号
か
ら
第

十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
完
成
検
査

の
方
法
に
よ
り
検
査
を
行
う
。

ま
で
に
掲
げ
る

も
の

二
　
第
十
条
第

二
号
の
導
管
の

標
識

二
　
地
盤
面
上
及
び
地
盤
面
下
に

設
置
さ
れ
た
導
管
に
係
る
標
識
の

記
載
内
容
及
び
設
置
状
況
を
目
視

等
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
　
第
十
条
第

三
号
の
導
管
の

腐
食
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置

三
　
導
管
の
内
面
及
び
外
面
の
腐

食
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
の
状

況
を
目
視
等
又
は
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。
た
だ
し
、
電
気
防
食
措

置
を
講
じ
た
導
管
に
つ
い
て
は
、

対
地
電
位
の
測
定
又
は
そ
の
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

四
　
第
十
条
第

四
号
の
導
管
等

の
材
料

四
　
導
管
、
管
継
手
及
び
バ
ル
ブ

に
使
用
さ
れ
て
い
る
材
料
を
図
面

又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
　
第
十
条
第

五
号
の
導
管
等

の
構
造

五
　
導
管
等
の
構
造
が
荷
重
に
対

し
て
安
全
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を

目
視
等
及
び
記
録
に
よ
り
検
査

し
、
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す

る
。

六
　
第
十
条
第

六
号
の
導
管
の

伸
縮
吸
収
措
置

六
　
導
管
の
有
害
な
伸
縮
が
生
じ

る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
つ
い

て
、
伸
縮
吸
収
措
置
の
状
況
を
目

視
等
に
よ
る
ほ
か
、
図
面
又
は
記

録
に
よ
り
検
査
す
る
。

七
　
第
十
条
第

七
号
及
び
第
八

号
の
導
管
等
の

接
合
及
び
接
合

部
の
点
検
を
可

能
と
す
る
た
め

の
措
置

七
　
導
管
等
の
接
合
箇
所
を
目
視

等
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
と

と
も
に
、
フ
ラ
ン
ジ
接
合
に
よ
つ

て
接
合
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い

て
は
、
当
該
箇
所
の
点
検
を
可
能

と
す
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
目

視
等
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す

る
。

八
　
第
十
条
第

九
号
の
導
管
等

の
溶
接
に
よ
る

接
合

八
　
導
管
等
が
溶
接
に
よ
り
接
合

さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ

の
接
合
箇
所
を
目
視
等
又
は
図
面

に
よ
り
検
査
し
、
か
つ
、
溶
接
方

法
及
び
非
破
壊
試
験
結
果
を
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

九
　
第
十
条
第

十
号
の
導
管
の

地
盤
面
下
埋
設

九
　
導
管
の
地
盤
面
下
へ
の
埋
設

状
況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ
り

検
査
す
る
。

十
　
第
十
条
第

十
一
号
の
導
管

の
道
路
下
埋
設

十
　
導
管
の
道
路
下
へ
の
埋
設
状

況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ
り
検

査
す
る
。

十
一
　
第
十
条

第
十
二
号
の
導

管
の
線
路
敷
下

埋
設

十
一
　
導
管
の
線
路
敷
下
へ
の
埋

設
状
況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ

り
検
査
す
る
。

十
二
　
第
十
条

第
十
三
号
の
導

管
の
河
川
保
全

区
域
内
埋
設

十
二
　
導
管
の
河
川
保
全
区
域
内

に
お
け
る
埋
設
状
況
を
目
視
等
又

は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
三
　
第
十
条

第
十
四
号
の
導

管
の
地
盤
面
上

設
置

十
三
　
導
管
の
地
盤
面
上
に
お
け

る
設
置
状
況
を
目
視
等
又
は
図
面

に
よ
り
検
査
す
る
。

十
四
　
第
十
条

第
十
五
号
及
び

第
十
六
号
の
導

管
の
道
路
横
断

設
置

十
四
　
道
路
を
横
断
し
て
設
置
さ

れ
た
導
管
の
設
置
状
況
を
目
視
等

又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
五
　
第
十
条

第
十
七
号
の
導

管
の
線
路
敷
下

横
断
埋
設

十
五
　
線
路
敷
を
横
断
し
て
埋
設

さ
れ
た
導
管
の
埋
設
状
況
を
目
視

等
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
六
　
第
十
条

第
十
八
号
の
導

管
の
河
川
等
横

断
設
置

十
六
　
橋
上
に
設
置
さ
れ
た
導
管

の
設
置
状
況
を
目
視
等
又
は
図
面

に
よ
り
検
査
す
る
。

十
七
　
第
十
条

第
十
九
号
か
ら

第
二
十
一
号
の

導
管
の
河
川
等

下
横
断
埋
設

十
七
　
河
川
等
を
横
断
し
て
埋
設

さ
れ
た
導
管
の
埋
設
状
況
を
目
視

等
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
八
　
第
十
条

第
二
十
二
号
の

導
管
の
海
底
設

置

十
八
　
海
底
に
設
置
さ
れ
た
導
管

の
設
置
状
況
を
目
視
等
又
は
図
面

に
よ
り
検
査
す
る
。

十
九
　
第
十
条

第
二
十
三
号
の

導
管
の
海
面
上

設
置

十
九
　
海
面
上
に
設
置
さ
れ
た
導

管
の
設
置
状
況
を
目
視
等
又
は
図

面
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
　
第
十
条

第
二
十
四
号
の

導
管
の
漏
え
い

ガ
ス
拡
散
防
止

措
置

二
十
　
導
管
の
う
ち
、
二
重
管
に

さ
れ
て
い
る
箇
所
の
位
置
及
び
漏

え
い
拡
散
防
止
措
置
の
状
況
を
目

視
等
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す

る
。

二
十
一
　
第
十

条
第
二
十
五
号

の
導
管
の
二
重

二
十
一
　
導
管
の
二
重
管
部
分
に

お
け
る
ガ
ス
漏
え
い
検
知
警
報
設

備
の
設
置
状
況
を
目
視
等
及
び
記
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管
部
分
の
ガ
ス

漏
え
い
検
知
警

報
設
備

録
に
よ
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
図

面
に
よ
り
検
査
し
、
か
つ
、
そ
の

機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録

に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
二
　
第
十

条
第
二
十
六
号

の
導
管
系
の
運

転
状
態
を
監
視

す
る
装
置

二
十
二
　
導
管
系
の
運
転
状
態
を

監
視
す
る
装
置
の
設
置
状
況
を
目

視
等
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す

る
。

二
十
三
　
第
十

条
第
二
十
七
号

の
導
管
系
の
異

常
な
事
態
が
発

生
し
た
場
合
に

そ
の
旨
を
警
報

す
る
装
置

二
十
三
　
導
管
系
の
異
常
な
事
態

が
発
生
し
た
場
合
に
そ
の
旨
を
警

報
す
る
装
置
の
設
置
状
況
を
目
視

等
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
四
　
第
十

条
第
二
十
八
号

の
導
管
系
の
安

全
制
御
装
置

二
十
四
　
導
管
系
の
安
全
制
御
装

置
の
設
置
状
況
及
び
機
能
を
目
視

等
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
五
　
第
十

条
第
二
十
九
号

の
導
管
系
の
ガ

ス
漏
え
い
検
知

警
報
設
備
等

二
十
五
　
可
燃
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ

ス
（
経
済
産
業
大
臣
が
告
示
で
定

め
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
特
定

不
活
性
ガ
ス
の
導
管
系
に
お
け
る

ガ
ス
漏
え
い
検
知
警
報
設
備
又
は

漏
え
い
検
知
口
の
設
置
状
況
を
目

視
等
及
び
記
録
に
よ
る
ほ
か
、
必

要
に
応
じ
図
面
に
よ
り
検
査
し
、

か
つ
、
そ
の
機
能
を
作
動
試
験
又

は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
六
　
第
十

条
第
三
十
号
の

導
管
に
設
け
る

緊
急
遮
断
装
置

等

二
十
六
　
緊
急
遮
断
装
置
等
の
設

置
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
装
置
の
機
能
を
作
動
試

験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

二
十
七
　
第
十

条
第
三
十
一
号

の
導
管
の
内
容

物
除
去
装
置

二
十
七
　
内
容
物
除
去
装
置
の
設

置
状
況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ

り
検
査
す
る
。

二
十
八
　
第
十

条
第
三
十
二
号

の
導
管
の
経
路

に
設
け
る
感
震

装
置
等

二
十
八
　
感
震
装
置
等
の
設
置
状

況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ
り
検

査
す
る
。

二
十
九
　
第
十

条
第
三
十
三
号

の
導
管
系
の
保

安
用
接
地
等

二
十
九
　
保
安
用
接
地
等
の
設
置

状
況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ
り

検
査
す
る
。

三
十
　
第
十
条

第
三
十
四
号
か

ら
第
三
十
六
号

の
導
管
系
の
絶

縁

三
十
　
導
管
系
の
絶
縁
状
況
を
目

視
等
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す

る
。

三
十
一
　
第
十

条
第
三
十
七
号

の
導
管
系
に
講

じ
た
落
雷
に
よ

る
導
管
へ
の
影

響
を
回
避
す
る

た
め
の
措
置

三
十
一
　
導
管
系
に
講
じ
た
落
雷

に
よ
る
導
管
へ
の
影
響
を
回
避
す

る
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視
等

又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
二
　
第
十

条
第
三
十
八
号

の
導
管
系
に
講

じ
た
停
電
等
の

と
き
に
機
能
が

失
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
措
置

三
十
二
　
導
管
系
に
講
じ
た
停
電

等
に
よ
り
当
該
設
備
の
機
能
が
失

わ
れ
る
こ
と
の
な
い
措
置
の
状
況

を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
図
面
、

記
録
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
措

置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の

記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
三
　
第
十

条
第
三
十
九
号

の
導
管
の
経
路

に
設
け
る
巡
回

監
視
車
等

三
十
三
　
巡
回
監
視
車
、
保
安
用

資
機
材
倉
庫
等
の
設
置
状
況
を
目

視
等
に
よ
り
検
査
す
る
。

９
　
連
絡
等
に

係
る
項
目

　

一
　
第
十
一
条

第
二
項
の
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
製
造

者
の
連
絡
用
直

通
電
話

一
　
当
該
関
連
事
業
所
の
事
務
所

間
及
び
作
業
場
間
の
緊
急
連
絡
の

用
に
供
す
る
直
通
電
話
等
の
設
置

状
況
を
目
視
等
又
は
図
面
等
に
よ

り
検
査
す
る
。

備
考

一
　
第
五
条
第
一
項
第
二
号
、
第
八
号
か
ら
第
十
号

ま
で
、
第
三
十
六
号
若
し
く
は
第
四
十
八
号
、
又
は

第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
認
め

た
基
準
に
係
る
完
成
検
査
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
こ

の
表
の
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
基
準
に
応
じ
て
適
切
で
あ
る
と
経
済
産

業
大
臣
が
認
め
た
も
の
を
も
つ
て
完
成
検
査
の
方
法

と
す
る
。

二
　
移
設
等
に
係
る
高
圧
ガ
ス
設
備
で
あ
つ
て
、
当

該
高
圧
ガ
ス
設
備
の
使
用
の
経
歴
及
び
保
管
状
態
の

記
録
が
確
認
で
き
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
使
用

の
経
歴
及
び
保
管
状
態
の
記
録
の
検
査
を
も
つ
て
、

こ
の
表
の
各
号
に
規
定
す
る
記
録
に
よ
る
検
査
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
四
（
第
三
十
七
条
第
二
項
第
四
号
関
係
）

検
査
項
目

保
安
検
査
の
方
法

１
　
製
造
設
備
が

コ
ー
ル
ド
・
エ
バ

ポ
レ
ー
タ
、
特
定

液
化
石
油
ガ
ス
ス

タ
ン
ド
、
圧
縮
天

然
ガ
ス
ス
タ
ン
ド

、
液
化
天
然
ガ
ス

ス
タ
ン
ド
及
び
圧

縮
水
素
ス
タ
ン
ド

で
あ
る
も
の
を
除

く
製
造
施
設
の
場

合一
　
第
五
条
第
一

項
第
十
四
号
の
火

気
を
取
り
扱
う
施

設
ま
で
の
距
離
等

一
　
特
定
不
活
性
ガ
ス
の
製
造

設
備
の
外
面
か
ら
火
気
を
取
り

扱
う
施
設
ま
で
の
距
離
を
巻
尺

そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た

測
定
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ

し
、
当
該
測
定
に
お
い
て
、
規

定
の
距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判

定
で
き
る
場
合
に
限
り
、
目
視

等
に
よ
る
検
査
に
代
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
な
お
、
規
定
の
距

離
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
製
造

設
備
と
火
気
を
取
り
扱
う
施
設

と
の
間
に
漏
え
い
し
た
ガ
ス
の

流
動
防
止
措
置
を
講
じ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
当
該
措
置
の

状
況
を
目
視
等
又
は
図
面
に
よ

り
検
査
し
、
連
動
装
置
に
よ
り

直
ち
に
使
用
中
の
火
気
を
消
す

こ
と
が
で
き
る
措
置
を
講
じ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該

措
置
の
状
況
を
目
視
等
、
図
面

等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
措
置

の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ
の

記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
　
第
五
条
第
一

項
第
二
十
九
号
の

特
定
不
活
性
ガ
ス

二
　
特
定
不
活
性
ガ
ス
の
貯
槽

で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
識
別
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
措
置

の
貯
槽
で
あ
る
こ

と
が
識
別
で
き
る

措
置

の
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査

す
る
。

三
　
第
五
条
第
一

項
第
四
十
号
の
ア

ル
シ
ン
等
の
製
造

設
備
の
不
活
性
ガ

ス
置
換
が
で
き
る

構
造

三
　
ア
ル
シ
ン
等
の
製
造
設
備

に
係
る
設
備
内
部
を
不
活
性
ガ

ス
（
特
定
不
活
性
ガ
ス
を
除
く
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
よ
り
置
換
す
る
構
造
又
は
内

部
を
真
空
に
す
る
構
造
を
目
視

等
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
し
、

当
該
不
活
性
ガ
ス
を
供
給
す
る

配
管
と
他
の
種
類
の
ガ
ス
そ
の

他
の
流
体
の
配
管
内
に
不
活
性

ガ
ス
を
供
給
す
る
配
管
が
別
の

系
統
で
あ
る
こ
と
を
目
視
等
及

び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

四
　
第
五
条
第
一

項
第
四
十
七
号
の

特
定
不
活
性
ガ
ス

の
製
造
設
備
の
静

電
気
を
除
去
す
る

措
置

四
　
特
定
不
活
性
ガ
ス
の
製
造

設
備
に
つ
い
て
、
静
電
気
を
除

去
す
る
措
置
の
状
況
を
目
視
等

に
よ
る
ほ
か
、
記
録
等
に
よ
り

検
査
す
る
。

五
　
第
五
条
第
一

項
第
五
十
一
号
の

製
造
設
備
を
設
置

す
る
室
の
ガ
ス
が

滞
留
し
な
い
構
造

五
　
特
定
不
活
性
ガ
ス
の
製
造

設
備
を
設
置
す
る
室
の
ガ
ス
が

漏
え
い
し
た
と
き
滞
留
し
な
い

よ
う
な
構
造
等
を
目
視
等
に
よ

り
検
査
し
、
必
要
に
応
じ
図
面

又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

六
　
第
五
条
第
一

項
第
五
十
三
号
の

製
造
施
設
の
ガ
ス

の
漏
え
い
を
検
知

し
、
か
つ
、
警
報

す
る
た
め
の
設
備

六
　
特
定
不
活
性
ガ
ス
の
製
造

施
設
に
設
置
さ
れ
た
当
該
ガ
ス

の
漏
え
い
を
検
知
し
、
か
つ
、

警
報
す
る
た
め
の
設
備
の
設
置

状
況
を
目
視
等
及
び
記
録
又
は

図
面
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
設

備
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

七
　
第
五
条
第
一

項
第
五
十
四
号
の

二
の
特
定
不
活
性

ガ
ス
の
製
造
施
設

の
消
火
設
備

七
　
特
定
不
活
性
ガ
ス
の
製
造

施
設
の
消
火
設
備
の
設
置
状
況

を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、
記
録

等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
消
火

設
備
の
性
能
を
作
動
試
験
又
は

そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

八
　
第
五
条
第
一

項
第
六
十
五
号
ト

の
容
器
置
場
の
ガ

八
　
特
定
不
活
性
ガ
ス
の
容
器

置
場
の
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と

き
滞
留
し
な
い
構
造
を
目
視
等
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ス
が
滞
留
し
な
い

構
造

に
よ
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
図

面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

九
　
第
五
条
第
一

項
第
六
十
五
号
ル

の
特
定
不
活
性
ガ

ス
の
容
器
置
場
の

消
火
設
備

九
　
特
定
不
活
性
ガ
ス
の
容
器

置
場
の
消
火
設
備
の
設
置
状
況

を
目
視
等
及
び
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

２
　
製
造
設
備
が

コ
ー
ル
ド
・
エ
バ

ポ
レ
ー
タ
で
あ
る

製
造
施
設
の
場
合

　

一
　
第
五
条
の
二

第
一
項
で
準
用
す

る
第
五
条
第
一
項

第
一
号
の
境
界
線

及
び
警
戒
標

一
　
事
業
所
の
境
界
線
の
明
示

及
び
警
戒
標
の
掲
示
の
状
況
並

び
に
維
持
管
理
状
況
を
目
視
等

に
よ
り
検
査
す
る
。

二
　
第
五
条
の
二

第
一
項
で
準
用
す

る
第
五
条
第
一
項

第
五
号
の
そ
の
他

の
ガ
ス
の
製
造
施

設
の
保
安
距
離

二
　
貯
蔵
設
備
及
び
処
理
設
備

の
外
面
か
ら
保
安
物
件
に
対
す

る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定

器
具
を
用
い
た
測
定
又
は
図
面

に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定
の

距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で

き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に

よ
る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

三
　
第
五
条
の
二

第
一
項
で
準
用
す

る
第
五
条
第
一
項

第
六
号
の
経
済
産

業
大
臣
が
定
め
る

設
備
の
保
安
距
離

三
　
貯
蔵
設
備
及
び
処
理
設
備

の
外
面
か
ら
保
安
物
件
に
対
す

る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定

器
具
を
用
い
た
測
定
又
は
図
面

に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定
の

距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で

き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に

よ
る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

四
　
第
五
条
の
二

第
一
項
で
準
用
す

る
第
五
条
第
一
項

第
七
号
の
保
安
の

た
め
の
宿
直
施
設

に
対
す
る
保
安
距

離

四
　
貯
蔵
設
備
及
び
処
理
設
備

の
外
面
か
ら
保
安
の
た
め
の
宿

直
施
設
に
対
す
る
距
離
を
巻
尺

そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た

測
定
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す

る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に
お

い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ
り

容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に
限

り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
　
第
五
条
の
二

第
一
項
で
準
用
す

る
第
五
条
第
一
項

第
九
号
の
保
安
区

画
の
区
分
及
び
面

積

五
　
保
安
区
画
の
区
分
及
び
面

積
を
図
面
及
び
目
視
等
に
よ
り

検
査
す
る
。

六
　
第
五
条
の
二

第
一
項
で
準
用
す

る
第
五
条
第
一
項

第
十
号
の
保
安
区

画
内
の
高
圧
ガ
ス

設
備
の
配
置

六
　
保
安
区
画
内
の
高
圧
ガ
ス

設
備
及
び
同
一
製
造
施
設
に
属

す
る
可
燃
性
ガ
ス
の
ガ
ス
設
備

の
外
面
か
ら
、
隣
接
保
安
区
画

内
の
高
圧
ガ
ス
設
備
に
対
す
る

距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器

具
を
用
い
た
測
定
又
は
図
面
に

よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当

該
測
定
に
お
い
て
、
規
定
の
距

離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目

視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き

る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に
よ

る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

七
　
第
五
条
の
二

第
一
項
で
準
用
す

る
第
五
条
第
一
項

第
十
五
号
の
ガ
ス

設
備
の
気
密
な
構

造

七
　
酸
素
の
ガ
ス
設
備
の
気
密

な
構
造
を
、
運
転
状
態
、
運
転

を
停
止
し
た
状
態
又
は
開
放
組

立
後
の
内
圧
の
あ
る
状
態
に
お

い
て
、
発
泡
液
の
塗
布
若
し
く

は
ガ
ス
漏
え
い
検
知
器
等
を
用

い
た
測
定
又
は
そ
の
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

八
　
第
五
条
の
二

第
一
項
で
準
用
す

る
第
五
条
第
一
項

第
十
六
号
の
ガ
ス

設
備
に
使
用
さ
れ

て
い
る
材
料

八
　
ガ
ス
設
備
に
使
用
さ
れ
て

い
る
材
料
を
記
録
又
は
図
面
に

よ
り
検
査
す
る
。

九
　
第
五
条
の
二

第
一
項
で
準
用
す

る
第
五
条
第
一
項

第
十
七
号
の
高
圧

ガ
ス
設
備
の
耐
圧

性
能
及
び
同
項
第

十
九
号
の
高
圧
ガ

ス
設
備
の
強
度

九
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
耐
圧
性

能
及
び
強
度
に
係
る
検
査
は
、

耐
圧
性
能
及
び
強
度
に
支
障
を

及
ぼ
す
摩
耗
、
劣
化
損
傷
そ
の

他
の
異
常
が
な
い
こ
と
を
目
視

等
及
び
非
破
壊
検
査
（
肉
厚
測

定
を
含
む
。
）
に
よ
り
検
査
す

る
。

十
　
第
五
条
の
二

第
一
項
で
準
用
す

十
　
高
圧
ガ
ス
設
備
を
運
転
状

態
若
し
く
は
運
転
を
停
止
し
た

る
第
五
条
第
一
項

第
十
八
号
の
高
圧

ガ
ス
設
備
の
気
密

試
験

状
態
又
は
耐
圧
性
能
の
確
認
後

の
組
立
状
態
に
お
け
る
気
密
試

験
用
設
備
を
用
い
た
常
用
の
圧

力
以
上
の
圧
力
で
行
う
気
密
試

験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査

す
る
。

十
一
　
第
五
条
の

二
第
一
項
で
準
用

す
る
第
五
条
第
一

項
第
二
十
号
の
高

圧
ガ
ス
設
備
の
温

度
計
等

十
一
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
温
度

計
の
設
置
状
況
を
目
視
等
、
図

面
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
温

度
計
の
精
度
を
温
度
計
精
度
確

認
用
器
具
を
用
い
た
測
定
又
は

そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
し
、
か

つ
、
当
該
設
備
内
の
温
度
が
常

用
の
温
度
を
超
え
た
場
合
に
、

直
ち
に
常
用
の
温
度
の
範
囲
内

に
戻
す
た
め
の
措
置
の
状
況
を

目
視
等
、
図
面
等
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作
動

試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

十
二
　
第
五
条
の

二
第
一
項
で
準
用

す
る
第
五
条
第
一

項
第
二
十
一
号
の

高
圧
ガ
ス
設
備
の

圧
力
計

十
二
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
圧
力

計
の
設
置
状
況
を
目
視
等
、
図

面
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
圧

力
計
の
精
度
を
圧
力
計
精
度
確

認
用
器
具
を
用
い
た
測
定
又
は

そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
三
　
第
五
条
の

二
第
一
項
で
準
用

す
る
第
五
条
第
一

項
第
二
十
一
号
の

高
圧
ガ
ス
設
備
の

安
全
装
置

十
三
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
安
全

装
置
の
設
置
状
況
及
び
維
持
管

理
状
況
を
目
視
等
、
図
面
等
に

よ
り
検
査
す
る
。
バ
ネ
式
安
全

弁
等
作
動
試
験
を
行
う
こ
と
が

可
能
な
装
置
に
つ
い
て
は
、
そ

の
機
能
を
安
全
弁
作
動
試
験
用

器
具
若
し
く
は
設
備
を
用
い
た

作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

十
四
　
第
五
条
の

二
第
一
項
で
準
用

す
る
第
五
条
第
一

項
第
二
十
二
号
の

高
圧
ガ
ス
設
備
の

安
全
弁
等
の
放
出

管

十
四
　
酸
素
の
高
圧
ガ
ス
設
備

の
安
全
弁
又
は
破
裂
板
の
放
出

管
の
開
口
部
の
位
置
及
び
放
出

管
の
設
置
状
況
を
目
視
等
に
よ

る
ほ
か
、
巻
尺
そ
の
他
の
測
定

器
具
を
用
い
た
測
定
又
は
図
面

に
よ
り
検
査
す
る
。

十
五
　
第
五
条
の

二
第
一
項
で
準
用

す
る
第
五
条
第
一

十
五
　
高
圧
ガ
ス
設
備
の
基
礎

の
状
況
を
記
録
又
は
図
面
に
よ

り
検
査
し
、
貯
槽
の
支
柱
又
は

項
第
二
十
三
号
の

高
圧
ガ
ス
設
備
の

基
礎

底
部
と
基
礎
の
緊
結
状
態
を
目

視
等
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す

る
。

十
六
　
第
五
条
の

二
第
一
項
で
準
用

す
る
第
五
条
第
一

項
第
二
十
四
号
の

耐
震
設
計
構
造
物

の
耐
震
に
関
す
る

性
能

十
六
　
耐
震
設
計
構
造
物
が
適

切
な
耐
震
に
関
す
る
性
能
を
有

す
る
こ
と
を
目
視
等
及
び
図
面

に
よ
り
検
査
す
る
。

十
七
　
第
五
条
の

二
第
一
項
で
準
用

す
る
第
五
条
第
一

項
第
三
十
一
号
の

貯
槽
及
び
そ
の
支

柱
の
温
度
の
上
昇

を
防
止
す
る
た
め

の
措
置

十
七
　
可
燃
性
ガ
ス
の
貯
槽
の

周
辺
又
は
可
燃
性
物
質
を
取
り

扱
う
設
備
の
周
辺
に
あ
る
貯
槽

及
び
そ
れ
ら
の
支
柱
に
講
じ
た

温
度
の
上
昇
を
防
止
す
る
た
め

の
措
置
の
状
況
を
目
視
等
、
図

面
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該
措

置
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

十
八
　
第
五
条
の

二
第
一
項
で
準
用

す
る
第
五
条
第
一

項
第
三
十
三
号
の

液
化
ガ
ス
貯
槽
の

液
面
計
等

十
八
　
液
化
ガ
ス
貯
槽
に
設
け

ら
れ
た
液
面
計
の
設
置
状
況
を

目
視
等
に
よ
り
検
査
す
る
。
な

お
、
当
該
液
面
計
に
ガ
ラ
ス
液

面
計
を
使
用
し
て
い
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
ガ
ラ
ス
液
面
計
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

の
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査

し
、
か
つ
、
当
該
液
面
計
を
接

続
す
る
配
管
に
講
じ
た
漏
え
い

を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
の
状

況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、

当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験

又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

十
九
　
第
五
条
の

二
第
一
項
で
準
用

す
る
第
五
条
第
一

項
第
三
十
五
号
の

貯
槽
の
周
囲
の
流

出
を
防
止
す
る
た

め
の
措
置

十
九
　
酸
素
の
液
化
ガ
ス
の
貯

槽
の
周
囲
に
講
じ
た
流
出
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
の
状
況
を

目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
該

措
置
と
し
て
設
置
さ
れ
た
設
備

の
主
要
な
寸
法
を
巻
尺
そ
の
他

の
測
定
器
具
を
用
い
た
測
定
又

は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
　
第
五
条
の

二
第
一
項
で
準
用

す
る
第
五
条
第
一

項
第
三
十
六
号
の

二
十
　
防
液
堤
の
内
側
及
び
規

定
距
離
の
範
囲
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
設
備
又
は
施
設
の
種
類

を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、
当
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防
液
堤
内
及
び
周

辺
の
設
備
設
置
制

限

該
設
備
又
は
施
設
ま
で
の
距
離

を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を

用
い
た
測
定
又
は
図
面
に
よ
り

検
査
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測

定
に
お
い
て
、
規
定
の
距
離
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
目
視
等

に
よ
り
容
易
に
判
定
で
き
る
場

合
に
限
り
、
目
視
等
に
よ
る
検

査
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
十
一
　
第
五
条

の
二
第
一
項
で
準

用
す
る
第
五
条
第

一
項
第
四
十
三
号

の
貯
槽
の
配
管
に

設
け
た
バ
ル
ブ

二
十
一
　
貯
槽
の
配
管
に
設
け

た
バ
ル
ブ
の
設
置
状
況
及
び
維

持
管
理
状
況
を
目
視
等
、
図
面

等
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
二
　
第
五
条

の
二
第
一
項
で
準

用
す
る
第
五
条
第

一
項
第
四
十
四
号

の
貯
槽
の
配
管
に

講
じ
た
安
全
に
、

か
つ
、
速
や
か
に

遮
断
す
る
た
め
の

措
置

二
十
二
　
酸
素
の
貯
槽
の
配
管

に
講
じ
た
液
化
ガ
ス
が
漏
え
い

し
た
と
き
に
安
全
に
、
か
つ
、

速
や
か
に
遮
断
す
る
た
め
の
措

置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検

査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作

動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

二
十
三
　
第
五
条

の
二
第
一
項
で
準

用
す
る
第
五
条
第

一
項
第
四
十
五
号

の
製
造
設
備
の
バ

ル
ブ
等
の
操
作
に

係
る
措
置

二
十
三
　
作
業
員
が
バ
ル
ブ
又

は
コ
ッ
ク
を
適
切
に
操
作
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
措
置
の

状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
す

る
。

二
十
四
　
第
五
条

の
二
第
一
項
で
準

用
す
る
第
五
条
第

一
項
第
五
十
号
の

製
造
施
設
に
講
じ

た
停
電
等
に
よ
り

機
能
が
失
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
措
置

二
十
四
　
製
造
施
設
に
講
じ
た

停
電
等
に
よ
り
当
該
設
備
の
機

能
が
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
措

置
の
状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ

か
、
図
面
、
記
録
等
に
よ
り
検

査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作

動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

二
十
五
　
第
五
条

の
二
第
一
項
で
準

用
す
る
第
五
条
第

一
項
第
五
十
四
号

の
酸
素
の
製
造
施

設
の
防
消
火
設
備

二
十
五
　
酸
素
の
製
造
施
設
の

防
消
火
設
備
の
設
置
状
況
及
び

維
持
管
理
状
況
を
目
視
等
に
よ

る
ほ
か
記
録
等
に
よ
り
検
査
し
、

当
該
防
消
火
設
備
の
性
能
を
作

動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り

検
査
す
る
。

二
十
六
　
第
五
条

の
二
第
一
項
で
準

用
す
る
第
五
条
第

一
項
第
六
十
二
号

の
保
安
用
不
活
性

ガ
ス
等

二
十
六
　
酸
素
の
特
定
製
造
事

業
所
に
つ
い
て
、
保
安
用
不
活

性
ガ
ス
又
は
ス
チ
ー
ム
の
保
有

状
況
を
目
視
等
及
び
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

二
十
七
　
第
五
条

の
二
第
一
項
で
準

用
す
る
第
五
条
第

一
項
第
六
十
三
号

の
通
報
を
速
や
か

に
行
う
た
め
の
措

置

二
十
七
　
通
報
を
速
や
か
に
行

う
た
め
の
措
置
の
状
況
を
目
視

等
、
図
面
等
に
よ
り
検
査
し
、

当
該
措
置
の
機
能
を
実
際
に
使

用
し
て
検
査
す
る
。

二
十
八
　
第
五
条

の
二
第
一
項
で
準

用
す
る
第
五
条
第

一
項
第
六
十
四
号

の
貯
槽
の
沈
下
状

況
の
測
定

二
十
八
　
貯
槽
の
沈
下
状
況
を
、

レ
ベ
ル
用
測
定
器
を
用
い
た
測

定
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査

し
、
沈
下
の
程
度
に
応
じ
た
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
十
九
　
第
五
条

の
二
第
二
項
第
一

号
で
準
用
す
る
第

一
号
、
第
七
号
か

ら
第
二
十
号
ま
で

及
び
第
二
十
三
号

か
ら
第
二
十
八
号

ま
で
に
掲
げ
る
検

査
項
目

二
十
九
　
第
一
号
、
第
七
号
か

ら
第
二
十
号
ま
で
及
び
第
二
十

三
号
か
ら
第
二
十
八
号
ま
で
に

掲
げ
る
保
安
検
査
の
方
法
に
よ

り
検
査
す
る
。

三
十
　
第
五
条
の

二
第
二
項
第
二
号

の
敷
地
境
界
ま
で

の
距
離
等

三
十
　
貯
槽
及
び
処
理
設
備
の

外
面
か
ら
敷
地
境
界
に
対
す
る

距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器

具
を
用
い
た
測
定
に
よ
り
検
査

す
る
。
た
だ
し
、
当
該
測
定
に

お
い
て
、
規
定
の
距
離
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
目
視
等
に
よ

り
容
易
に
判
定
で
き
る
場
合
に

限
り
、
目
視
等
に
よ
る
検
査
に

代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、

規
定
の
距
離
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、

距
離
の
確
保
と
同
等
以
上
の
措

置
を
講
じ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
当
該
措
置
の
状
況
を
目

視
等
又
は
図
面
に
よ
り
検
査
す

る
。

三
十
一
　
第
五
条

の
二
第
二
項
第
三

号
の
貯
槽
に
設
け

た
安
全
装
置
等

三
十
一
　
貯
槽
に
設
置
し
た
安

全
装
置
及
び
当
該
安
全
装
置
が

作
動
す
る
前
に
圧
力
上
昇
時
に

自
動
的
に
圧
力
を
放
出
す
る
た

め
の
機
能
の
設
置
状
況
を
目
視

等
、
図
面
等
に
よ
り
検
査
す
る
。

な
お
、
バ
ネ
式
安
全
弁
等
作
動

試
験
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
装

置
に
つ
い
て
は
、
そ
の
機
能
を

安
全
弁
作
動
試
験
用
器
具
若
し

く
は
設
備
を
用
い
た
作
動
試
験

又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

三
十
二
　
第
五
条

の
二
第
二
項
第
四

号
の
蒸
発
器
に
講

じ
た
能
力
が
不
足

し
た
と
き
に
速
や

か
に
遮
断
す
る
た

め
の
措
置

三
十
二
　
蒸
発
器
に
講
じ
た
能

力
が
不
足
し
た
と
き
に
速
や
か

に
遮
断
す
る
た
め
の
措
置
の
状

況
を
目
視
等
及
び
図
面
に
よ
り

検
査
し
、
当
該
措
置
の
機
能
を

作
動
試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ

り
検
査
す
る
。

三
十
三
　
第
五
条

の
二
第
二
項
第
五

号
の
貯
槽
の
配
管

に
設
け
た
バ
ル
ブ

三
十
三
　
貯
槽
の
配
管
に
設
け

た
バ
ル
ブ
の
設
置
状
況
及
び
維

持
管
理
状
況
を
目
視
等
、
図
面

等
に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
四
　
第
五
条

の
二
第
二
項
第
六

号
の
貯
槽
の
配
管

に
講
じ
た
安
全
に

、
か
つ
、
速
や
か

に
遮
断
す
る
た
め

の
措
置

三
十
四
　
貯
槽
の
配
管
に
講
じ

た
液
化
ガ
ス
が
漏
え
い
し
た
と

き
に
安
全
に
、
か
つ
、
速
や
か

に
遮
断
す
る
た
め
の
措
置
の
状

況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査
し
、

当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験

又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

三
十
五
　
第
五
条

の
二
第
二
項
第
七

号
の
車
両
の
衝
突

を
防
止
す
る
措
置

三
十
五
　
製
造
設
備
の
周
囲
に

講
じ
た
車
両
の
衝
突
を
防
止
す

る
措
置
の
設
置
状
況
及
び
維
持

管
理
状
況
を
目
視
等
、
図
面
等

に
よ
り
検
査
す
る
。

三
十
六
　
第
五
条

の
二
第
二
項
第
八

号
の
製
造
設
備
の

設
置
場
所

三
十
六
　
製
造
設
備
の
設
置
場

所
に
お
け
る
ガ
ス
が
漏
え
い
し

た
と
き
滞
留
し
な
い
状
況
を
目

視
等
、
図
面
等
に
よ
り
検
査
す

る
。

２
の
２
　
製
造
設

備
が
圧
縮
天
然
ガ

ス
ス
タ
ン
ド
で
あ

る
製
造
施
設
の
場

合一
　
第
七
条
第
一

項
第
二
号
後
段
及

び
同
条
第
二
項
第

四
号
の
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
か
ら
公
道

の
道
路
境
界
線
に

対
す
る
距
離

一
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
外
面

か
ら
公
道
の
道
路
境
界
線
に
対

す
る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測

定
器
具
を
用
い
た
測
定
又
は
図

面
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定
の

距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で

き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に

よ
る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
な
お
、
規
定
の
距
離
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
で
あ
つ
て
、
当
該
距
離
の
確

保
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講
じ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
措
置
の
状
況
を
目
視
等
又
は

図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
　
第
七
条
第
二

項
第
五
号
の
防
火

壁

二
　
防
火
壁
の
設
置
状
況
及
び

維
持
管
理
状
況
を
目
視
等
に
よ

り
検
査
し
、
当
該
防
火
壁
の
設

置
状
況
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定

器
具
を
用
い
た
測
定
又
は
図
面

に
よ
り
検
査
す
る
。
な
お
、
防

火
壁
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講

じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
該
措
置
の
状
況
を
目
視
等
又

は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

２
の
３
　
製
造
設

備
が
液
化
天
然
ガ

ス
ス
タ
ン
ド
で
あ

る
製
造
施
設
の
場

合一
　
第
七
条
の
二

第
一
項
第
五
号
の

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

か
ら
公
道
の
道
路

境
界
線
に
対
す
る

距
離

一
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
外
面

か
ら
公
道
の
道
路
境
界
線
に
対

す
る
距
離
を
巻
尺
そ
の
他
の
測

定
器
具
を
用
い
た
測
定
又
は
図

面
に
よ
り
検
査
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
測
定
に
お
い
て
、
規
定
の

距
離
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

目
視
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
で

き
る
場
合
に
限
り
、
目
視
等
に

よ
る
検
査
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
な
お
、
規
定
の
距
離
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
で
あ
つ
て
、
当
該
距
離
の
確
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保
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講
じ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

該
措
置
の
状
況
を
目
視
等
又
は

図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

二
　
第
七
条
の
二

第
一
項
第
六
号
の

防
火
壁

二
　
防
火
壁
の
設
置
状
況
及
び

維
持
管
理
状
況
を
目
視
等
に
よ

り
検
査
し
、
当
該
防
火
壁
の
設

置
状
況
を
巻
尺
そ
の
他
の
測
定

器
具
を
用
い
た
測
定
又
は
図
面

に
よ
り
検
査
す
る
。
な
お
、
防

火
壁
と
同
等
以
上
の
措
置
を
講

じ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
該
措
置
の
状
況
を
目
視
等
又

は
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

３
　
製
造
設
備
が

圧
縮
水
素
ス
タ
ン

ド
で
あ
る
製
造
施

設
の
場
合

一
　
第
七
条
の
三

第
一
項
第
十
四
号

の
常
用
の
圧
力
が

高
い
液
化
水
素
昇

圧
ポ
ン
プ
に
接
続

さ
れ
る
送
ガ
ス
蒸

発
器
か
ら
常
用
の

圧
力
が
低
い
蓄
圧

器
に
圧
縮
水
素
が

流
入
す
る
こ
と
を

防
止
す
る
た
め
の

措
置

一
　
常
用
の
圧
力
が
高
い
液
化

水
素
昇
圧
ポ
ン
プ
に
接
続
さ
れ

る
送
ガ
ス
蒸
発
器
か
ら
常
用
の

圧
力
が
低
い
蓄
圧
器
に
圧
縮
水

素
が
流
入
す
る
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
に
配
管
に
講
じ
た
措
置

の
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作
動

試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

二
　
第
七
条
の
三

第
一
項
第
十
六
号

の
同
号
ロ
の
設
備

と
圧
縮
ガ
ス
を
容

器
に
充
塡
す
る
場

所
等
と
の
間
の
障

壁

二
　
液
化
水
素
昇
圧
ポ
ン
プ
及

び
液
化
水
素
昇
圧
ポ
ン
プ
に
接

続
さ
れ
る
送
ガ
ス
蒸
発
器
と
十

メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の
圧
力
を

有
す
る
圧
縮
ガ
ス
を
充
塡
す
る

場
所
又
は
当
該
ガ
ス
の
充
塡
容

器
の
容
器
置
場
と
の
間
に
設
置

さ
れ
た
障
壁
の
設
置
状
況
を
目

視
等
及
び
図
面
に
よ
り
検
査
す

る
。

三
　
第
七
条
の
三

第
一
項
第
十
八
号

の
液
化
水
素
昇
圧

ポ
ン
プ
に
講
じ
た

爆
発
、
漏
え
い
、

損
傷
等
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置

三
　
液
化
水
素
昇
圧
ポ
ン
プ
に

講
じ
た
爆
発
、
漏
え
い
、
損
傷

等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
の

状
況
を
目
視
等
に
よ
る
ほ
か
、

図
面
又
は
記
録
に
よ
り
検
査
し
、

当
該
措
置
の
機
能
を
作
動
試
験

（
第
七
条
の
三
第

二
項
第
一
号
で
準

用
す
る
も
の
を
含

む
。
）

又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検
査
す

る
。

四
　
第
七
条
の
三

第
二
項
第
三
十
号

の
液
化
水
素
昇
圧

ポ
ン
プ
及
び
送
ガ

ス
蒸
発
器
と
デ
ィ

ス
ペ
ン
サ
ー
と
の

間
の
障
壁
等

四
　
液
化
水
素
昇
圧
ポ
ン
プ
及

び
送
ガ
ス
蒸
発
器
と
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
と
の
間
に
設
置
さ
れ
た

障
壁
の
設
置
状
況
を
目
視
等
及

び
図
面
に
よ
り
検
査
す
る
。

五
　
第
七
条
の
三

第
二
項
第
三
十
四

号
の
常
用
の
圧
力

が
高
い
液
化
水
素

昇
圧
ポ
ン
プ
に
接

続
さ
れ
る
送
ガ
ス

蒸
発
器
か
ら
常
用

の
圧
力
が
低
い
蓄

圧
器
に
圧
縮
水
素

が
流
入
す
る
こ
と

を
防
止
す
る
た
め

の
措
置

五
　
常
用
の
圧
力
が
高
い
液
化

水
素
昇
圧
ポ
ン
プ
に
接
続
さ
れ

る
送
ガ
ス
蒸
発
器
か
ら
常
用
の

圧
力
が
低
い
蓄
圧
器
に
圧
縮
水

素
が
流
入
す
る
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
に
配
管
に
講
じ
た
措
置

の
状
況
を
目
視
等
に
よ
り
検
査

し
、
当
該
措
置
の
機
能
を
作
動

試
験
又
は
そ
の
記
録
に
よ
り
検

査
す
る
。

４
　
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
製
造
事
業
所
間

の
導
管
の
場
合

一
　
第
十
条
第
二

十
九
号
の
導
管
系

の
ガ
ス
漏
え
い
検

知
警
報
設
備
等

一
　
特
定
不
活
性
ガ
ス
の
導
管

系
に
お
け
る
ガ
ス
漏
え
い
検
知

警
報
設
備
又
は
漏
え
い
検
知
口

の
設
置
状
況
を
目
視
等
及
び
記

録
に
よ
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ

図
面
に
よ
り
検
査
し
、
か
つ
、

そ
の
機
能
を
作
動
試
験
又
は
そ

の
記
録
に
よ
り
検
査
す
る
。

別
表
第
五
（
第
四
十
一
条
第
一
項
関
係
）

項
目

完
成
検
査
に
係
る
認
定
の
基
準

一

　

本

社

の

体

制

に

つ
い
て

　

イ

　

保

安

に

係

る

基

本
姿
勢

一
　
法
人
の
代
表
者
に
よ
つ
て
、
保
安

の
確
保
に
関
す
る
理
念
、
基
本
方
針
等

の
諸
施
策
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か

つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
諸
施
策
が
各
事
業
所
等

の
全
て
の
就
業
者
に
理
解
さ
れ
、
実
施

さ
れ
、
か
つ
、
維
持
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

二
　
法
人
の
代
表
者
が
、
本
社
及
び
事

業
所
を
こ
の
表
に
定
め
る
基
準
に
適
合

さ
せ
る
責
任
を
有
す
る
こ
と
が
明
確
に

定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

ロ

　

保

安

管
理

一
　
役
員
を
長
と
す
る
保
安
対
策
本
部

等
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
保
安
管
理
の

基
本
方
針
の
決
定
、
各
事
業
所
ご
と
の

保
安
管
理
実
績
の
検
討
等
の
実
施
に
つ

い
て
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ

れ
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

二
　
保
安
管
理
部
門
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
生
産
計
画
、
設
備
管
理
計
画
等
に

当
該
部
門
の
意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書
化

さ
れ
、
か
つ
、
意
見
が
十
分
反
映
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

三
　
保
安
管
理
部
門
の
長
は
、
申
請
そ

の
他
認
定
に
関
す
る
業
務
を
統
括
し
、

認
定
業
務
の
責
任
者
と
な
る
こ
と
が
明

確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

四
　
本
社
が
、
一
年
に
一
回
以
上
事
業

所
及
び
検
査
管
理
（
認
定
完
成
検
査
の

実
施
状
況
の
不
備
及
び
検
査
結
果
が
こ

の
規
則
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
場

合
の
改
善
勧
告
を
い
う
。
以
下
こ
の
表

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
組
織
に
対

し
、
こ
の
表
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し

て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
監
査
を
実

施
す
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文

書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

五
　
本
社
又
は
事
業
所
に
お
け
る
法
令

違
反
等
に
関
す
る
報
告
の
受
付
等
の
業

務
を
行
う
組
織
が
、
独
立
し
て
設
置
さ

れ
て
お
り
、
か
つ
、
適
切
に
運
営
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

二

　

事

業

所

の

体

制

に
つ
い
て

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
つ

て
、
保
安
管
理
に
関
す
る
計
画
の
策

定
、
実
施
、
評
価
及
び
そ
の
改
善
等
を

継
続
的
に
行
つ
て
い
る
こ
と
。

三

　

認

定

完

成

検

査

実

施

者

の

　

行

う

検

査

（
以
下
「
認

定

完

成

検

査

」

と

い

う
。
）
の
体

制

に

つ

い

てイ

　

認

定

完

成

検

査

組
織

一
　
認
定
完
成
検
査
を
実
施
す
る
組
織

（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
検
査
組
織
」

と
い
う
。
）
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か

つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
検
査
組
織
の
長
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業

所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管

理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
部
門
の

経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、

甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械

責
任
者
免
状
を
有
し
て
い
る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産

業
大
臣
が
認
め
る
者

三
　
検
査
組
織
の
長
は
、
特
定
変
更
工

事
（
工
事
に
係
る
協
力
会
社
の
管
理
を

含
む
。
）
に
必
要
な
工
事
計
画
に
関
す

る
事
項
、
施
工
管
理
に
関
す
る
事
項
、

工
事
の
安
全
に
関
す
る
事
項
等
（
以
下

「
工
事
計
画
書
等
」
と
い
う
。
）
を
工
事

責
任
者
に
作
成
さ
せ
る
責
任
を
有
し
て

い
る
こ
と
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か

つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
検
査
組
織
に
お
い
て
、
工
事
計
画

書
等
の
と
お
り
に
特
定
変
更
工
事
が
適

切
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
工
事
検
査
記

録
等
に
よ
り
確
認
を
行
う
こ
と
が
、
明

確
に
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か

つ
、
適
切
に
確
認
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
。

五
　
検
査
組
織
の
長
は
、
検
査
上
不
備

な
箇
所
に
つ
い
て
工
事
責
任
者
に
対
し

勧
告
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と

が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
検
査
組
織
に
所
属
し
て
い
る
者

（
検
査
組
織
の
長
を
除
く
。
）
の
五
十
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
が
製
造
保
安
責
任
者
免
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状
又
は
必
要
な
非
破
壊
検
査
技
術
に
関

す
る
資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ

　

認

定

完

成

検

査

業
務

一
　
検
査
組
織
が
行
う
業
務
範
囲
及
び

責
任
の
所
在
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、

か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ

の
場
合
、
認
定
完
成
検
査
の
実
施
に
協

力
会
社
を
活
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て

も
、
検
査
結
果
の
評
価
・
判
定
は
事
業

所
に
お
い
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
認
定
完
成
検
査
は
、
各
々
の
検
査

箇
所
に
適
し
た
経
験
等
を
有
す
る
者

が
、
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
第
二

号
の
完
成
検
査
規
程
に
基
づ
き
、
適
切

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら

れ
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
。

三
　
認
定
完
成
検
査
の
適
切
な
実
施
の

た
め
に
必
要
と
す
る
適
正
な
精
度
を
有

す
る
検
査
設
備
等
を
保
有
又
は
調
達
す

る
こ
と
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書

化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
保
有
又
は
調

達
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
認
定
完
成
検
査
記
録
に
関
す
る
規

程
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録
が

作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録
は
、

保
安
検
査
等
に
お
い
て
活
用
で
き
る
体

制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

ハ

　

認

定

完

成

検

査

の

検

査

管

理

一
　
検
査
組
織
以
外
の
組
織
（
委
員
会

等
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
検
査
管
理
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
に
な
つ
て
い

る
こ
と
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か

つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の
長
（
た

だ
し
、
検
査
組
織
の
長
が
兼
務
す
る
こ

と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
）
は
、
法
人
の

代
表
者
に
よ
り
任
命
さ
れ
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業

所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管

理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
部
門
の

経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、

甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責

任
者
免
状
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又

は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状
を
有
し
て
い

る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産

業
大
臣
が
認
め
る
者

三
　
検
査
管
理
を
行
う
組
織
に
所
属
す

る
者
（
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の
長
を

除
く
。
）
は
、
経
験
五
年
以
上
（
本
社

又
は
事
業
所
等
に
お
け
る
、
保
安
管

理
、
設
備
管
理
又
は
運
転
管
理
を
担
当

す
る
部
門
の
経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）

で
二
人
以
上
で
あ
る
こ
と
が
、
明
確
に

定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

四
　
一
の
事
業
所
に
対
し
検
査
管
理
を

行
う
組
織
に
、
本
社
又
は
他
の
事
業
所

の
適
当
な
数
の
職
員
（
本
社
の
職
員
で

あ
つ
て
、
当
該
検
査
管
理
を
行
う
組
織

に
対
し
監
査
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）

が
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

五
　
検
査
管
理
に
関
す
る
規
程
・
基
準

類
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
）
が
明
確
に

定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
検
査
管

理
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
検
査
管
理
の
記
録
に
関
す
る
規
程

が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録
が
作

成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録
は
、
そ

の
後
の
認
定
完
成
検
査
等
に
お
い
て
活

用
で
き
る
体
制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

備
考
　
上
欄
一
ロ
の
項
下
欄
第
四
号
及
び
上
欄
三
ハ

の
項
下
欄
第
四
号
に
規
定
す
る
本
社
に
は
、
出
資
、

人
事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等
の
関
係
を
通
じ
て
認

定
完
成
検
査
実
施
者
の
財
務
及
び
事
業
の
方
針
に
係

る
決
定
を
支
配
し
、
又
は
そ
れ
ら
に
対
し
て
重
要
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
で
あ
つ
て
、
当

該
認
定
完
成
検
査
実
施
者
に
対
し
て
適
切
な
監
査
及

び
検
査
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
含
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
六
（
第
四
十
一
条
第
一
項
関
係
）

項
目

完
成
検
査
に
係
る
認
定
の
基
準

一

　

本

社

の

体

制

に

つ
い
て

　

イ

　

保

安

に

係

る

基

本
姿
勢

一
　
法
人
の
代
表
者
に
よ
つ
て
、
保
安

の
確
保
に
関
す
る
理
念
、
基
本
方
針
等

の
諸
施
策
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か

つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
諸
施
策
が
各
事
業
所
等

の
全
て
の
就
業
者
に
理
解
さ
れ
、
実
施

さ
れ
、
か
つ
、
維
持
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

二
　
法
人
の
代
表
者
が
、
本
社
及
び
事

業
所
を
こ
の
表
に
定
め
る
基
準
に
適
合

さ
せ
る
責
任
を
有
す
る
こ
と
が
明
確
に

定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

ロ

　

保

安

管
理

一
　
役
員
を
長
と
す
る
保
安
対
策
本
部

等
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
保
安
管
理
の

基
本
方
針
の
決
定
、
各
事
業
所
ご
と
の

保
安
管
理
実
績
の
検
討
等
の
実
施
に
つ

い
て
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ

れ
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

二
　
保
安
管
理
を
担
当
す
る
組
織
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
生
産
計
画
、
設
備
管

理
計
画
等
に
当
該
組
織
の
意
見
が
十
分

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら

れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
意
見
が
十

分
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
保
安
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の
長

は
、
申
請
そ
の
他
認
定
に
関
す
る
業
務

を
統
括
し
、
認
定
業
務
の
責
任
者
と
な

る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、

文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
本
社
が
、
一
年
に
一
回
以
上
事
業

所
及
び
検
査
管
理
（
認
定
完
成
検
査
の

実
施
状
況
の
不
備
及
び
検
査
結
果
が
こ

の
規
則
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
場

合
の
改
善
勧
告
を
い
う
。
以
下
こ
の
表

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
組
織
に
対

し
、
こ
の
表
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し

て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
監
査
を
実

施
す
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文

書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

五
　
本
社
又
は
事
業
所
に
お
け
る
法
令

違
反
等
に
関
す
る
報
告
の
受
付
等
の
業

務
を
行
う
組
織
が
、
独
立
し
て
設
置
さ

れ
て
お
り
、
か
つ
、
適
切
に
運
営
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

二

　

事

業

所

の

体

制

に
つ
い
て

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
つ

て
、
保
安
管
理
に
関
す
る
計
画
の
策

定
、
実
施
、
評
価
及
び
そ
の
改
善
等
を

継
続
的
に
行
つ
て
い
る
こ
と
。

三

　

認

定

完

成

検

査

実

施

者

の

行

う

検

査

（
以
下
「
認

定

完

成

検

査

」

と

い

う
。
）
の
体

制

に

つ

い

て

　

イ

　

認

定

完

成

検

査

組
織

一
　
認
定
完
成
検
査
を
実
施
す
る
組
織

（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
検
査
組
織
」

と
い
う
。
）
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か

つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
検
査
組
織
の
長
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業

所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管

理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の

経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、

甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械

責
任
者
免
状
を
有
し
て
い
る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産

業
大
臣
が
認
め
る
者

三
　
検
査
組
織
の
長
は
、
特
定
変
更
工

事
（
工
事
に
係
る
協
力
会
社
の
管
理
を

含
む
。
）
に
必
要
な
工
事
計
画
に
関
す

る
事
項
、
施
工
管
理
に
関
す
る
事
項
、

工
事
の
安
全
に
関
す
る
事
項
等
（
以
下

「
工
事
計
画
書
等
」
と
い
う
。
）
を
工
事

責
任
者
に
作
成
さ
せ
る
責
任
を
有
し
て

い
る
こ
と
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か

つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
検
査
組
織
に
お
い
て
、
工
事
計
画

書
等
の
と
お
り
に
特
定
変
更
工
事
が
適

切
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
工
事
検
査
記

録
等
に
よ
り
確
認
を
行
う
こ
と
が
、
明

確
に
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か

つ
、
適
切
に
確
認
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
。

五
　
検
査
組
織
の
長
は
、
検
査
上
不
備

な
箇
所
に
つ
い
て
工
事
責
任
者
に
対
し

勧
告
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と

60



が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
検
査
組
織
に
所
属
し
て
い
る
者

（
検
査
組
織
の
長
を
除
く
。
）
の
五
十
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
が
製
造
保
安
責
任
者
免

状
又
は
必
要
な
非
破
壊
検
査
技
術
に
関

す
る
資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ

　

認

定

完

成

検

査

業
務

一
　
検
査
組
織
が
行
う
業
務
範
囲
及
び

責
任
の
所
在
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、

か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ

の
場
合
、
認
定
完
成
検
査
の
実
施
に
協

力
会
社
を
活
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て

も
、
検
査
結
果
の
評
価
・
判
定
は
事
業

所
に
お
い
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
認
定
完
成
検
査
は
、
各
々
の
検
査

箇
所
に
適
し
た
経
験
等
を
有
す
る
者

が
、
法
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
第
二

号
の
完
成
検
査
規
程
に
基
づ
き
、
適
切

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら

れ
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
。

三
　
認
定
完
成
検
査
の
適
切
な
実
施
の

た
め
に
必
要
と
す
る
適
正
な
精
度
を
有

す
る
検
査
設
備
等
を
保
有
又
は
調
達
す

る
こ
と
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書

化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
保
有
又
は
調

達
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
認
定
完
成
検
査
記
録
に
関
す
る
規

程
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録
が

作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録
は
、

保
安
検
査
等
に
お
い
て
活
用
で
き
る
体

制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

ハ

　

認

定

完

成

検

査

の

検

査

管

理

一
　
検
査
組
織
以
外
の
組
織
（
委
員
会

等
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
検
査
管
理
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
に
な
つ
て
い

る
こ
と
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か

つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の
長
（
た

だ
し
、
検
査
組
織
の
長
が
兼
務
す
る
こ

と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
）
は
、
法
人
の

代
表
者
に
よ
り
任
命
さ
れ
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業

所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管

理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の

経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、

甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責

任
者
免
状
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又

は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状
を
有
し
て
い

る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産

業
大
臣
が
認
め
る
者

三
　
検
査
管
理
を
行
う
組
織
に
所
属
す

る
者
（
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の
長
を

除
く
。
）
は
、
経
験
五
年
以
上
（
本
社

又
は
事
業
所
等
に
お
け
る
、
保
安
管

理
、
設
備
管
理
又
は
運
転
管
理
を
担
当

す
る
組
織
の
経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）

で
二
人
以
上
で
あ
る
こ
と
が
、
明
確
に

定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

四
　
一
の
事
業
所
に
対
し
検
査
管
理
を

行
う
組
織
に
、
本
社
又
は
他
の
事
業
所

の
適
当
な
数
の
職
員
（
本
社
の
職
員
で

あ
つ
て
、
当
該
検
査
管
理
を
行
う
組
織

に
対
し
監
査
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）

が
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

五
　
検
査
管
理
に
関
す
る
規
程
・
基
準

類
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
）
が
明
確
に

定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
検
査
管

理
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
検
査
管
理
の
記
録
に
関
す
る
規
程

が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録
が
作

成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録
は
、
そ

の
後
の
認
定
完
成
検
査
等
に
お
い
て
活

用
で
き
る
体
制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

備
考
　
上
欄
一
ロ
の
項
下
欄
第
四
号
及
び
上
欄
三
ハ

の
項
下
欄
第
四
号
に
規
定
す
る
本
社
に
は
、
出
資
、

人
事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等
の
関
係
を
通
じ
て
認

定
完
成
検
査
実
施
者
の
財
務
及
び
事
業
の
方
針
に
係

る
決
定
を
支
配
し
、
又
は
そ
れ
ら
に
対
し
て
重
要
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
で
あ
つ
て
、
当

該
認
定
完
成
検
査
実
施
者
に
対
し
て
適
切
な
監
査
及

び
検
査
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
含
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
七
（
第
四
十
三
条
第
一
項
関
係
）

項
目

保
安
検
査
に
係
る
認
定
の
基
準

一
　
本
社
の

体

制

に

つ

い
て

　

イ
　
保
安
に

係

る

基

本

姿
勢

一
　
法
人
の
代
表
者
に
よ
つ
て
、
保
安

の
確
保
に
関
す
る
理
念
、
基
本
方
針
等

の
諸
施
策
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か

つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
諸
施
策
が
各
事
業
所
等

の
全
て
の
就
業
者
に
理
解
さ
れ
、
実
施

さ
れ
、
か
つ
、
維
持
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

二
　
法
人
の
代
表
者
が
、
本
社
及
び
事

業
所
を
こ
の
表
に
定
め
る
基
準
に
適
合

さ
せ
る
責
任
を
有
す
る
こ
と
が
明
確
に

定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

ロ

　

保

安

管
理

一
　
役
員
を
長
と
す
る
保
安
対
策
本
部

等
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
保
安
管
理
の

基
本
方
針
の
決
定
、
各
事
業
所
ご
と
の

保
安
管
理
実
績
の
検
討
等
の
実
施
に
つ

い
て
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ

れ
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

二
　
保
安
管
理
部
門
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
生
産
計
画
、
設
備
管
理
計
画
等
に

当
該
部
門
の
意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書

化
さ
れ
、
か
つ
、
意
見
が
十
分
反
映
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
特
定
施
設

の
運
転
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
保
安
検

査
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
保
安
管

理
を
担
当
す
る
役
員
が
選
任
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
要
す
る
。

三
　
保
安
管
理
部
門
の
長
は
、
申
請
そ

の
他
認
定
に
関
す
る
業
務
を
統
括
し
、

認
定
業
務
の
責
任
者
と
な
る
こ
と
が
明

確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

四
　
本
社
が
、
一
年
に
一
回
以
上
事
業

所
及
び
検
査
管
理
（
認
定
保
安
検
査
の

実
施
状
況
の
不
備
及
び
検
査
結
果
が
こ

の
規
則
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
場

合
の
改
善
勧
告
を
い
う
。
以
下
こ
の
表

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
組
織
に
対

し
、
こ
の
表
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し

て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
監
査
を
実

施
す
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文

書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

五
　
本
社
又
は
事
業
所
に
お
け
る
法
令

違
反
等
に
関
す
る
報
告
の
受
付
等
の
業

務
を
行
う
組
織
が
、
独
立
し
て
設
置
さ

れ
て
お
り
、
か
つ
、
適
切
に
運
営
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

二
　
事
業
所

の
体
制
に
つ

い
て

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
つ

て
、
保
安
管
理
に
関
す
る
計
画
の
策

定
、
実
施
、
評
価
及
び
そ
の
改
善
等
を

継
続
的
に
行
つ
て
い
る
こ
と
。

三
　
認
定
保

安
検
査
実
施

者
の
行
う
検

査

（

以

下

「
認
定
保
安

検
査
」
と
い

う
。
）
の
体

制
に
つ
い
て

　

イ
　
運
転
を

停
止
す
る
こ

と
な
く
保
安

検
査
を
行
う

た
め
の
措
置

一
　
運
転
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
保
安

検
査
を
行
う
た
め
に
適
切
な
設
備
改
善

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
前
号
の
設
備
改
善
に
関
し
、
そ
の

改
善
箇
所
、
改
善
内
容
、
改
善
理
由
等

が
明
確
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

三
　
運
転
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
保
安

検
査
を
行
う
施
設
の
的
確
な
管
理
の
た

め
の
手
引
書
（
工
程
ご
と
の
操
業
条
件

等
）
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
認
定
保

安
検
査
組
織

一
　
認
定
保
安
検
査
を
実
施
す
る
組
織

（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
検
査
組
織
」

と
い
う
。
）
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か

つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
検
査
組
織
の
長
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業

所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管

理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
部
門
の

経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、

甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械

責
任
者
免
状
を
有
し
て
い
る
者
。
た
だ

し
、
特
定
施
設
の
運
転
を
停
止
す
る
こ

と
な
く
保
安
検
査
を
行
う
場
合
に
あ
つ

て
は
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
を
有
し

て
い
る
者
に
限
る
。

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産

業
大
臣
が
認
め
る
者

三
　
検
査
組
織
に
所
属
し
て
い
る
者

（
検
査
組
織
の
長
を
除
く
。
）
の
五
十
パ
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ー
セ
ン
ト
以
上
が
製
造
保
安
責
任
者
免

状
又
は
必
要
な
非
破
壊
検
査
技
術
に
関

す
る
資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
認
定
保

安
検
査
業
務

一
　
検
査
組
織
が
行
う
業
務
範
囲
及
び

責
任
の
所
在
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、

か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ

の
場
合
、
認
定
保
安
検
査
の
実
施
に
協

力
会
社
を
活
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て

も
、
検
査
結
果
の
評
価
・
判
定
は
当
該

事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ

と
。

二
　
認
定
保
安
検
査
は
、
各
々
の
検
査

箇
所
に
適
し
た
経
験
等
を
有
す
る
者

が
、
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
第
二

号
の
保
安
検
査
規
程
に
基
づ
き
、
適
切

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら

れ
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
。

三
　
認
定
保
安
検
査
の
適
切
な
実
施
の

た
め
に
必
要
と
す
る
適
正
な
精
度
を
有

す
る
検
査
設
備
等
を
保
有
又
は
調
達
す

る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書
化

さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
保
有
又
は
調
達

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
認
定
保
安
検
査
記
録
に
関
す
る
規

程
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録
が

作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録
は
、

そ
の
後
の
認
定
保
安
検
査
等
に
お
い
て

活
用
で
き
る
体
制
に
な
つ
て
い
る
こ

と
。

ニ
　
認
定
保

安
検
査
の
検

査
管
理

一
　
検
査
組
織
以
外
の
組
織
（
委
員
会

等
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
検
査
管
理
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
に
な
つ
て
い

る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、

文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の
長
（
た

だ
し
、
検
査
組
織
の
長
が
兼
務
す
る
こ

と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
）
は
、
法
人
の

代
表
者
に
よ
り
任
命
さ
れ
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業

所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管

理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
部
門
の

経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、

甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責

任
者
免
状
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又

は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状
を
有
し
て
い

る
者
。
た
だ
し
、
特
定
施
設
の
運
転
を

停
止
す
る
こ
と
な
く
保
安
検
査
を
行
う

場
合
に
あ
つ
て
は
、
甲
種
化
学
責
任
者

免
状
又
は
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
を
有

し
て
い
る
者
に
限
る
。

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産

業
大
臣
が
認
め
る
者

三
　
検
査
管
理
を
行
う
組
織
に
所
属
す

る
者
（
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の
長
を

除
く
。
）
は
、
経
験
五
年
以
上
（
本
社

又
は
事
業
所
等
に
お
け
る
、
保
安
管

理
、
設
備
管
理
又
は
運
転
管
理
を
担
当

す
る
部
門
の
経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）

で
二
人
以
上
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
定

め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

四
　
一
の
事
業
所
に
対
し
検
査
管
理
を

行
う
組
織
に
、
本
社
又
は
他
の
事
業
所

の
適
当
な
数
の
職
員
（
本
社
の
職
員
で

あ
つ
て
、
当
該
検
査
管
理
を
行
う
組
織

に
対
し
監
査
を
行
う
も
の
を
除
く
。
）

が
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

五
　
検
査
管
理
に
関
す
る
規
程
・
基
準

類
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
）
が
明
確
に

定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
検
査
管

理
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
検
査
管
理
の
記
録
に
関
す
る
規
程

が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録
が
作

成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録
は
、
そ

の
後
の
認
定
保
安
検
査
等
に
お
い
て
活

用
で
き
る
体
制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

備
考

一
　
特
定
施
設
の
運
転
を
停
止
し
て
行
う
保
安
検
査

の
み
に
限
定
し
て
認
定
保
安
検
査
実
施
者
の
申
請
を

し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
本
基
準
中
上
欄
三

イ
の
項
目
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

二
　
上
欄
一
ロ
の
項
下
欄
第
四
号
及
び
上
欄
三
ニ
の

項
下
欄
第
四
号
に
規
定
す
る
本
社
に
は
、
出
資
、
人

事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等
の
関
係
を
通
じ
て
認
定

保
安
検
査
実
施
者
の
財
務
及
び
事
業
の
方
針
に
係
る

決
定
を
支
配
し
、
又
は
そ
れ
ら
に
対
し
て
重
要
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
で
あ
つ
て
、
当
該

認
定
保
安
検
査
実
施
者
に
対
し
て
適
切
な
監
査
及
び

検
査
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
含
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

別
表
第
八
（
第
四
十
三
条
第
一
項
関
係
）

項
目

保
安
検
査
に
係
る
認
定
の
基
準

一
　
本
社
の

体
制
に
つ
い

て

　

イ
　
保
安
に

係
る
基
本
姿

勢

一
　
法
人
の
代
表
者
に
よ
つ
て
、
保

安
の
確
保
に
関
す
る
理
念
、
基
本
方

針
等
の
諸
施
策
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、

か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
諸
施
策
が
各
事
業

所
等
の
全
て
の
就
業
者
に
理
解
さ
れ
、

実
施
さ
れ
、
か
つ
、
維
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

二
　
法
人
の
代
表
者
が
、
本
社
及
び

事
業
所
を
こ
の
表
に
定
め
る
基
準
に

適
合
さ
せ
る
責
任
を
有
す
る
こ
と
が

明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
保
安
管

理

一
　
役
員
を
長
と
す
る
保
安
対
策
本

部
等
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
保
安
管

理
の
基
本
方
針
の
決
定
、
各
事
業
所

ご
と
の
保
安
管
理
実
績
の
検
討
等
の

実
施
に
つ
い
て
明
確
に
定
め
ら
れ
、

文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
保
安
管
理
を
担
当
す
る
組
織
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
生
産
計
画
、
設

備
管
理
計
画
等
に
当
該
組
織
の
意
見

が
十
分
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
明
確

に
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、

意
見
が
十
分
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
保
安
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の

長
は
、
申
請
そ
の
他
認
定
に
関
す
る

業
務
を
統
括
し
、
認
定
業
務
の
責
任

者
と
な
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、

か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
本
社
が
、
一
年
に
一
回
以
上
事

業
所
及
び
検
査
管
理
（
認
定
保
安
検

査
の
実
施
状
況
の
不
備
及
び
検
査
結

果
が
こ
の
規
則
の
基
準
に
適
合
し
て

い
な
い
場
合
の
改
善
勧
告
を
い
う
。

以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行

う
組
織
に
対
し
、
こ
の
表
に
定
め
る

基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
明

確
に
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か

つ
、
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五
　
本
社
又
は
事
業
所
に
お
け
る
法

令
違
反
等
に
関
す
る
報
告
の
受
付
等

の
業
務
を
行
う
組
織
が
、
独
立
し
て

設
置
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
適
切
に

運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
事
業
所

の
体
制
に
つ

い
て

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従

つ
て
、
保
安
管
理
に
関
す
る
計
画
の

策
定
、
実
施
、
評
価
及
び
そ
の
改
善

等
を
継
続
的
に
行
つ
て
い
る
こ
と
。

三
　
認
定
保

安
検
査
実
施

者
の
行
う
検

査

（

以

下

「
認
定
保
安

検
査
」
と
い

う
。
）
の
体

制
に
つ
い
て

　

イ
　
運
転
を

停
止
す
る
こ

と
な
く
保
安

検
査
を
行
う

た
め
の
措
置

一
　
運
転
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
保

安
検
査
を
行
う
た
め
に
適
切
な
設
備

改
善
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
前
号
の
設
備
改
善
に
関
し
、
そ

の
改
善
箇
所
、
改
善
内
容
、
改
善
理

由
等
が
明
確
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

三
　
運
転
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
保

安
検
査
を
行
う
施
設
の
的
確
な
管
理

の
た
め
の
手
引
書
（
工
程
ご
と
の
操

業
条
件
等
）
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、

か
つ
、
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
認
定
保

安
検
査
組
織

一
　
認
定
保
安
検
査
を
実
施
す
る
組

織
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
検
査

組
織
」
と
い
う
。
）
が
明
確
に
定
め
ら

れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

二
　
検
査
組
織
の
長
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事

業
所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設

備
管
理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る

組
織
の
経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）

で
、
か
つ
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状

又
は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状
を
有
し

て
い
る
者
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ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の

知
識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経

済
産
業
大
臣
が
認
め
る
者

三
　
検
査
組
織
に
所
属
し
て
い
る
者

（
検
査
組
織
の
長
を
除
く
。
）
の
五
十

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
製
造
保
安
責
任

者
免
状
又
は
必
要
な
非
破
壊
検
査
技

術
に
関
す
る
資
格
を
有
し
て
い
る
こ

と
。

ハ
　
認
定
保

安
検
査
業
務

一
　
検
査
組
織
が
行
う
業
務
範
囲
及

び
責
任
の
所
在
が
、
明
確
に
定
め
ら

れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
こ
の
場
合
、
認
定
保
安
検
査
の

実
施
に
協
力
会
社
を
活
用
す
る
場
合

に
あ
つ
て
も
、
検
査
結
果
の
評
価
・

判
定
は
当
該
事
業
所
に
お
い
て
行
う

も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
認
定
保
安
検
査
は
、
各
々
の
検

査
箇
所
に
適
し
た
経
験
等
を
有
す
る

者
が
、
法
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項

第
二
号
の
保
安
検
査
規
程
に
基
づ
き
、

適
切
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
明
確
に

定
め
ら
れ
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
さ

れ
る
こ
と
。

三
　
認
定
保
安
検
査
の
適
切
な
実
施

の
た
め
に
必
要
と
す
る
適
正
な
精
度

を
有
す
る
検
査
設
備
等
を
保
有
又
は

調
達
す
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、

文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
保
有

又
は
調
達
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
認
定
保
安
検
査
記
録
に
関
す
る

規
程
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記

録
が
作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ

て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
保
存
さ
れ
た

記
録
は
、
そ
の
後
の
認
定
保
安
検
査

等
に
お
い
て
活
用
で
き
る
体
制
に
な

つ
て
い
る
こ
と
。

ニ
　
認
定
保

安
検
査
の
検

査
管
理

一
　
検
査
組
織
以
外
の
組
織
（
委
員

会
等
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
検
査
管
理

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
に
な
つ

て
い
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、

か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の
長

（
た
だ
し
、
検
査
組
織
の
長
が
兼
務
す

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
）
は
、
法

人
の
代
表
者
に
よ
り
任
命
さ
れ
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る

こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事

業
所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設

備
管
理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る

組
織
の
経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）

で
、
か
つ
、
甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、

乙
種
化
学
責
任
者
免
状
、
甲
種
機
械

責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械
責
任
者

免
状
を
有
し
て
い
る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の

知
識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経

済
産
業
大
臣
が
認
め
る
者

三
　
検
査
管
理
を
行
う
組
織
に
所
属

す
る
者
（
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の

長
を
除
く
。
）
は
、
経
験
五
年
以
上

（
本
社
又
は
事
業
所
等
に
お
け
る
、
保

安
管
理
、
設
備
管
理
又
は
運
転
管
理

を
担
当
す
る
組
織
の
経
験
年
数
を
通

算
す
る
。
）
で
二
人
以
上
で
あ
る
こ
と

が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
一
の
事
業
所
に
対
し
検
査
管
理

を
行
う
組
織
に
、
本
社
又
は
他
の
事

業
所
の
適
当
な
数
の
職
員
（
本
社
の

職
員
で
あ
つ
て
、
当
該
検
査
管
理
を

行
う
組
織
に
対
し
監
査
を
行
う
も
の

を
除
く
。
）
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

五
　
検
査
管
理
に
関
す
る
規
程
・
基

準
類
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
）
が
明

確
に
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、

検
査
管
理
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

六
　
検
査
管
理
の
記
録
に
関
す
る
規

程
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録

が
作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記

録
は
、
そ
の
後
の
認
定
保
安
検
査
等

に
お
い
て
活
用
で
き
る
体
制
に
な
つ

て
い
る
こ
と
。

備
考

一
　
特
定
施
設
の
運
転
を
停
止
し
て
行
う
保
安
検
査

の
み
に
限
定
し
て
認
定
保
安
検
査
実
施
者
の
申
請
を

し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
本
基
準
中
上
欄
三

イ
の
項
目
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

二
　
上
欄
一
ロ
の
項
下
欄
第
四
号
及
び
上
欄
三
ニ
の

項
下
欄
第
四
号
に
規
定
す
る
本
社
に
は
、
出
資
、
人

事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等
の
関
係
を
通
じ
て
認
定

保
安
検
査
実
施
者
の
財
務
及
び
事
業
の
方
針
に
係
る

決
定
を
支
配
し
、
又
は
そ
れ
ら
に
対
し
て
重
要
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
で
あ
つ
て
、
当
該

認
定
保
安
検
査
実
施
者
に
対
し
て
適
切
な
監
査
及
び

検
査
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
含
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

別
表
第
九
（
第
四
十
九
条
の
七
の
三
第
一
項
関
係
）

項
目

認
定
の
基
準

１

　

本

社

の

関

与

及

び

法

令

遵

守

の

体

制

の
確
保

一

　

保

安

に

係

る

基

本
姿
勢

一
　
法
人
の
代
表
者
に
よ
つ
て
、
保
安

の
確
保
に
関
す
る
理
念
、
基
本
方
針
等

の
諸
施
策
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か

つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
諸
施
策
が
各
事
業
所
等

の
全
て
の
就
業
者
に
理
解
さ
れ
、
実
施

さ
れ
、
か
つ
、
維
持
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

二
　
法
人
の
代
表
者
が
、
本
社
及
び
事

業
所
を
こ
の
表
に
定
め
る
基
準
に
適
合

さ
せ
る
責
任
を
有
す
る
こ
と
が
明
確
に

定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

三
　
保
安
管
理
を
担
当
す
る
役
員
（
取

締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る

者
を
い
う
。
）
が
選
任
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

四
　
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会

社
に
あ
つ
て
は
監
査
等
委
員
、
指
名
委

員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
監
査
委

員
）
の
監
査
が
実
効
的
に
行
わ
れ
る
こ

と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
が
整
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

二

　

法

令

遵

守

の

体

制

一
　
本
社
又
は
事
業
所
に
お
い
て
、
保

安
に
関
す
る
法
令
（
法
、
令
及
び
こ
の

規
則
を
い
う
。
）
の
遵
守
の
た
め
の
体

制
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
適
切

に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
本
社
又
は
事
業
所
に
お
け
る
法
令

違
反
等
に
関
す
る
報
告
の
受
付
等
の
業

務
を
行
う
組
織
が
、
独
立
し
て
設
置
さ

れ
て
お
り
、
か
つ
、
適
切
に
運
営
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

三
　
事
業
所
が
法
令
に
違
反
す
る
行
為

が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
場
合
に
、
本

社
及
び
行
政
庁
へ
速
や
か
に
通
報
す
る

た
め
の
手
順
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か

つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

２

　

保

安

に

関

す

る

リ

ス

ク

管

理
の
体
制

一

　

本

社

の
体
制

一
　
役
員
（
上
欄
１
一
の
項
下
欄
第
三

号
の
保
安
管
理
を
担
当
す
る
役
員
を
含

む
。
）
を
長
と
す
る
保
安
対
策
本
部
等

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
保
安
管
理
の
基

本
方
針
の
決
定
、
各
事
業
所
ご
と
の
保

安
管
理
実
績
の
検
討
等
の
実
施
に
つ
い

て
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ
れ
、

か
つ
、
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

二
　
保
安
管
理
部
門
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
生
産
計
画
、
設
備
管
理
計
画
等
に

当
該
部
門
の
意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書
化

さ
れ
、
か
つ
、
意
見
が
十
分
反
映
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

三
　
保
安
管
理
部
門
の
長
は
、
申
請
そ

の
他
認
定
に
関
す
る
業
務
を
統
括
し
、

認
定
業
務
の
責
任
者
と
な
る
こ
と
が
明

確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

四
　
本
社
が
、
一
年
に
一
回
以
上
事
業

所
及
び
検
査
管
理
（
認
定
高
度
完
成
検

査
及
び
認
定
高
度
保
安
検
査
の
実
施
状

況
の
不
備
及
び
こ
れ
ら
の
検
査
結
果
が

こ
の
規
則
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い

場
合
の
改
善
勧
告
を
い
う
。
以
下
こ
の

表
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
組
織
に

対
し
、
こ
の
表
に
定
め
る
基
準
に
適
合

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
監
査
を

実
施
す
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、

文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

二

　

事

業

所
の
体
制

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
つ

て
、
保
安
管
理
に
関
す
る
計
画
の
策

定
、
実
施
、
評
価
及
び
そ
の
改
善
等
を

継
続
的
に
行
つ
て
い
る
こ
と
。
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三

　

認

定

高

度

保

安

実

施

者

の

行

う

完

成

検

査

（

以

下

こ

の

表

に

お

い

て

「
認
定
高
度

完
成
検
査
」

と
い
う
。
）

の
体
制

イ

　

認

定

高

度

完

成

検
査
組
織

一
　
認
定
高
度
完
成
検
査
を
実
施
す
る

組
織
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
完
成

検
査
組
織
」
と
い
う
。
）
が
明
確
に
定

め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

二
　
完
成
検
査
組
織
の
長
は
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業

所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管

理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
部
門
の

経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、

甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械

責
任
者
免
状
を
有
し
て
い
る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産

業
大
臣
が
認
め
る
者

三
　
完
成
検
査
組
織
の
長
は
、
特
定
変

更
工
事
（
工
事
に
係
る
協
力
会
社
の
管

理
を
含
む
。
）
に
必
要
な
工
事
計
画
に

関
す
る
事
項
、
施
工
管
理
に
関
す
る
事

項
及
び
工
事
の
安
全
に
関
す
る
事
項
等

（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
工
事
計
画

書
等
」
と
い
う
。
）
を
工
事
責
任
者
に

作
成
さ
せ
る
責
任
を
有
し
て
い
る
こ
と

が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
完
成
検
査
組
織
に
お
い
て
、
工
事

計
画
書
等
の
と
お
り
に
特
定
変
更
工
事

が
適
切
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
工
事
検

査
記
録
等
に
よ
り
確
認
を
行
う
こ
と

が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ

れ
、
か
つ
、
適
切
に
確
認
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
。

五
　
完
成
検
査
組
織
の
長
は
、
検
査
上

不
備
な
箇
所
に
つ
い
て
工
事
責
任
者
に

対
し
勧
告
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
こ

と
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文

書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
完
成
検
査
組
織
に
所
属
し
て
い
る

者
（
完
成
検
査
組
織
の
長
を
除
く
。
）

の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
製
造
保
安

責
任
者
免
状
又
は
必
要
な
非
破
壊
検
査

技
術
に
関
す
る
資
格
を
有
し
て
い
る
こ

と
。

ロ

　

認

定

高

度

完

成

検
査
業
務

一
　
完
成
検
査
組
織
が
行
う
業
務
範
囲

及
び
責
任
の
所
在
が
、
明
確
に
定
め
ら

れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
こ
の
場
合
、
認
定
高
度
完
成
検
査

の
実
施
に
協
力
会
社
を
活
用
す
る
場
合

に
あ
つ
て
も
、
検
査
結
果
の
評
価
・
判

定
は
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
で
あ

る
こ
と
。

二
　
認
定
高
度
完
成
検
査
は
、
各
々
の

検
査
箇
所
に
適
し
た
経
験
等
を
有
す
る

者
が
、
製
造
施
設
に
係
る
完
成
検
査
の

方
法
を
定
め
る
規
程
（
当
該
完
成
検
査

の
方
法
が
第
四
十
九
条
の
七
の
十
第
一

項
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）

に
基
づ
き
、
適
切
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
適
切
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
。

三
　
認
定
高
度
完
成
検
査
の
適
切
な
実

施
の
た
め
に
必
要
と
す
る
適
正
な
精
度

を
有
す
る
検
査
設
備
等
を
保
有
し
、
又

は
調
達
す
る
こ
と
が
、
明
確
に
定
め
ら

れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
保

有
又
は
調
達
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
認
定
高
度
完
成
検
査
記
録
に
関
す

る
規
程
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記

録
が
作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録

は
、
保
安
検
査
等
に
お
い
て
活
用
で
き

る
体
制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

ハ

　

認

定

高

度

完

成

検

査

の

検

査
管
理

一
　
完
成
検
査
組
織
以
外
の
組
織
（
委

員
会
等
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
完
成
検

査
管
理
（
認
定
高
度
完
成
検
査
の
実
施

状
況
の
不
備
及
び
検
査
結
果
が
こ
の
規

則
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
場
合
の

改
善
勧
告
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お

い
て
同
じ
。
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

体
制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
が
、
明
確
に

定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

二
　
完
成
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の
長

（
た
だ
し
、
完
成
検
査
組
織
の
長
が
兼

務
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
）
は
、

法
人
の
代
表
者
に
よ
り
任
命
さ
れ
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ

と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業

所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管

理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
部
門
の

経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、

甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責

任
者
免
状
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又

は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状
を
有
し
て
い

る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産

業
大
臣
が
認
め
る
者

三
　
完
成
検
査
管
理
を
行
う
組
織
に
所

属
す
る
者
（
完
成
検
査
管
理
を
行
う
組

織
の
長
を
除
く
。
）
は
、
経
験
五
年
以

上
（
本
社
又
は
事
業
所
等
に
お
け
る
、

保
安
管
理
、
設
備
管
理
又
は
運
転
管
理

を
担
当
す
る
部
門
の
経
験
年
数
を
通
算

す
る
。
）
で
二
人
以
上
で
あ
る
こ
と
が
、

明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
一
の
事
業
所
に
対
し
完
成
検
査
管

理
を
行
う
組
織
に
、
本
社
又
は
他
の
事

業
所
の
適
当
な
数
の
職
員
（
本
社
の
職

員
で
あ
つ
て
、
当
該
完
成
検
査
管
理
を

行
う
組
織
に
対
し
監
査
を
行
う
も
の
を

除
く
。
）
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

五
　
完
成
検
査
管
理
に
関
す
る
規
程
・

基
準
類
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
）
が
明

確
に
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
完

成
検
査
管
理
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

六
　
完
成
検
査
管
理
の
記
録
に
関
す
る

規
程
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録

が
作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い

る
こ
と
。
ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録

は
、
そ
の
後
の
認
定
高
度
完
成
検
査
等

に
お
い
て
活
用
で
き
る
体
制
に
な
つ
て

い
る
こ
と
。

四

　

認

定

高

度

保

安

実

施

者

の

行

う

保

安

検

査

（

以

下

こ

の

表

に

お

い

て

「
認
定
高
度

保
安
検
査
」

と
い
う
。
）

の
体
制

イ

　

運

転

を

停

止

す

る

こ

と

な

く

保

安

検

査

を

行

う

た

め

の

措

置

一
　
運
転
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
保
安

検
査
を
行
う
た
め
に
適
切
な
設
備
改
善

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
前
号
の
設
備
改
善
に
関
し
、
そ
の

改
善
箇
所
、
改
善
内
容
、
改
善
理
由
等

が
明
確
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

三
　
運
転
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
保
安

検
査
を
行
う
施
設
の
的
確
な
管
理
の
た

め
の
手
引
書
（
工
程
ご
と
の
操
業
条
件

等
）
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ

　

認

定

高

度

保

安

検
査
組
織

一
　
認
定
高
度
保
安
検
査
を
実
施
す
る

組
織
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
保
安

検
査
組
織
」
と
い
う
。
）
が
明
確
に
定

め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

二
　
保
安
検
査
組
織
の
長
は
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業

所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管

理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
部
門
の

経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、

甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械

責
任
者
免
状
を
有
し
て
い
る
者
。
た
だ

し
、
特
定
施
設
の
運
転
を
停
止
す
る
こ

と
な
く
保
安
検
査
を
行
う
場
合
に
あ
つ

て
は
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
を
有
し

て
い
る
者
に
限
る
。

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産

業
大
臣
が
認
め
る
者

三
　
保
安
検
査
組
織
に
所
属
し
て
い
る

者
（
保
安
検
査
組
織
の
長
を
除
く
。
）

の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
製
造
保
安

責
任
者
免
状
又
は
必
要
な
非
破
壊
検
査

技
術
に
関
す
る
資
格
を
有
し
て
い
る
こ

と
。
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ハ

　

認

定

高

度

保

安

検
査
業
務

一
　
保
安
検
査
組
織
が
行
う
業
務
範
囲

及
び
責
任
の
所
在
が
、
明
確
に
定
め
ら

れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
こ
の
場
合
、
認
定
高
度
保
安
検
査

の
実
施
に
協
力
会
社
を
活
用
す
る
場
合

に
あ
つ
て
も
、
検
査
結
果
の
評
価
・
判

定
は
当
該
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の

で
あ
る
こ
と
。

二
　
認
定
高
度
保
安
検
査
は
、
各
々
の

検
査
箇
所
に
適
し
た
経
験
等
を
有
す
る

者
が
、
特
定
施
設
に
係
る
保
安
検
査
の

方
法
を
定
め
る
規
程
（
当
該
保
安
検
査

の
方
法
が
第
四
十
九
条
の
七
の
十
三
第

四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
適
合
す
る

も
の
に
限
る
。
）
に
基
づ
き
、
適
切
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら

れ
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
さ
れ
る
こ

と
。

三
　
認
定
高
度
保
安
検
査
の
適
切
な
実

施
の
た
め
に
必
要
と
す
る
適
正
な
精
度

を
有
す
る
検
査
設
備
等
を
保
有
し
、
又

は
調
達
す
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら

れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
保

有
又
は
調
達
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
認
定
高
度
保
安
検
査
記
録
に
関
す

る
規
程
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記

録
が
作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録

は
、
そ
の
後
の
認
定
高
度
保
安
検
査
等

に
お
い
て
活
用
で
き
る
体
制
に
な
つ
て

い
る
こ
と
。

ニ

　

認

定

高

度

保

安

検

査

の

検

査
管
理

一
　
保
安
検
査
組
織
以
外
の
組
織
（
委

員
会
等
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
保
安
検

査
管
理
（
認
定
高
度
保
安
検
査
の
実
施

状
況
の
不
備
及
び
検
査
結
果
が
こ
の
規

則
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
場
合
の

改
善
勧
告
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お

い
て
同
じ
。
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

体
制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
定

め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

二
　
保
安
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の
長

（
た
だ
し
、
保
安
検
査
組
織
の
長
が
兼

務
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
）
は
、

法
人
の
代
表
者
に
よ
り
任
命
さ
れ
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ

と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業

所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管

理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
部
門
の

経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、

甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責

任
者
免
状
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又

は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状
を
有
し
て
い

る
者
。
た
だ
し
、
特
定
施
設
の
運
転
を

停
止
す
る
こ
と
な
く
保
安
検
査
を
行
う

場
合
に
あ
つ
て
は
、
甲
種
化
学
責
任
者

免
状
又
は
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
を
有

し
て
い
る
者
に
限
る
。

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産

業
大
臣
が
認
め
る
者

三
　
保
安
検
査
管
理
を
行
う
組
織
に
所

属
す
る
者
（
保
安
検
査
管
理
を
行
う
組

織
の
長
を
除
く
。
）
は
、
経
験
五
年
以

上
（
本
社
又
は
事
業
所
等
に
お
け
る
、

保
安
管
理
、
設
備
管
理
又
は
運
転
管
理

を
担
当
す
る
部
門
の
経
験
年
数
を
通
算

す
る
。
）
で
二
人
以
上
で
あ
る
こ
と
が

明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
一
の
事
業
所
に
対
し
保
安
検
査
管

理
を
行
う
組
織
に
、
本
社
又
は
他
の
事

業
所
の
適
当
な
数
の
職
員
（
本
社
の
職

員
で
あ
つ
て
、
当
該
保
安
検
査
管
理
を

行
う
組
織
に
対
し
監
査
を
行
う
も
の
を

除
く
。
）
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

五
　
保
安
検
査
管
理
に
関
す
る
規
程
・

基
準
類
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
）
が
明

確
に
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
保

安
検
査
管
理
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

六
　
保
安
検
査
管
理
の
記
録
に
関
す
る

規
程
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録

が
作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い

る
こ
と
。
ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録

は
、
そ
の
後
の
認
定
高
度
保
安
検
査
等

に
お
い
て
活
用
で
き
る
体
制
に
な
つ
て

い
る
こ
と
。

３

　

サ

イ

バ

ー

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

（
サ
イ
バ
ー

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
関

す
る
計
画
の
策
定
、
実
施
、
評
価
及
び

そ
の
改
善
等
を
継
続
的
に
行
つ
て
い
る

こ
と
。

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

基

本

法

（

平

成

二

十

六

年

法

律

第

百

四

号

）

第

二

条

に

規

定

す

る

サ

イ

バ

ー

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ
を
い
う
。

以

下

同

じ

。
）
の
確
保

備
考

一
　
上
欄
２
一
の
項
下
欄
第
四
号
、
上
欄
２
三
ハ
の

項
下
欄
第
四
号
及
び
上
欄
２
四
ニ
の
項
下
欄
第
四
号

に
掲
げ
る
本
社
に
は
、
出
資
、
人
事
、
資
金
、
技
術
、

取
引
等
の
関
係
を
通
じ
て
認
定
高
度
保
安
実
施
者
の

財
務
及
び
事
業
の
方
針
に
係
る
決
定
を
支
配
し
、
又

は
そ
れ
ら
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
法
人
で
あ
つ
て
、
当
該
認
定
高
度
保
安
実
施

者
に
対
し
て
適
切
な
監
査
及
び
検
査
管
理
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
特
定
施
設
の
運
転
を
停
止
し
て
行
う
保
安
検
査

の
み
に
限
定
し
て
認
定
高
度
保
安
実
施
者
の
申
請
を

し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
本
基
準
中
上
欄
２

四
イ
の
項
目
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

別
表
第
十
（
第
四
十
九
条
の
七
の
三
第
一
項
関
係
）

項
目

認
定
の
基
準

１
　
本
社

の
関
与
及

び
法
令
遵

守
の
体
制

の
確
保

一
　
保
安

に
係
る
基

本
姿
勢

一
　
法
人
の
代
表
者
に
よ
つ
て
、
保
安

の
確
保
に
関
す
る
理
念
、
基
本
方
針
等

の
諸
施
策
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ

、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
諸
施
策
が
各
事
業
所
等
の
全

て
の
就
業
者
に
理
解
さ
れ
、
実
施
さ
れ

、
か
つ
、
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
法
人
の
代
表
者
が
、
本
社
及
び
事

業
所
を
こ
の
表
に
定
め
る
基
準
に
適
合

さ
せ
る
責
任
を
有
す
る
こ
と
が
明
確
に

定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

三
　
保
安
管
理
を
担
当
す
る
役
員
（
取

締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る

者
を
い
う
。
）
が
選
任
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

四
　
監
査
役
（
監
査
等
委
員
会
設
置
会

社
に
あ
つ
て
は
監
査
等
委
員
、
指
名
委

員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
監
査
委

員
）
の
監
査
が
実
効
的
に
行
わ
れ
る
こ

と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
が
整
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
法
令

遵
守
の
体

制

一
　
本
社
又
は
事
業
所
に
お
い
て
、
保

安
に
関
す
る
法
令
（
法
、
令
及
び
こ
の

規
則
を
い
う
。
）
の
遵
守
の
た
め
の
体

制
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
適
切

に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
本
社
又
は
事
業
所
に
お
け
る
法
令

違
反
等
に
関
す
る
報
告
の
受
付
等
の
業

務
を
行
う
組
織
が
、
独
立
し
て
設
置
さ

れ
て
お
り
、
か
つ
、
適
切
に
運
営
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

三
　
事
業
所
が
法
令
に
違
反
す
る
行
為

が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
場
合
に
、
本

社
及
び
行
政
庁
へ
速
や
か
に
通
報
す
る

た
め
の
手
順
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か

つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

２
　
保
安

に
関
す
る

リ
ス
ク
管

理
の
体
制

一
　
本
社

の
体
制

一
　
役
員
（
上
欄
１
一
の
項
下
欄
第
三

号
の
保
安
管
理
を
担
当
す
る
役
員
を
含

む
。
）
を
長
と
す
る
保
安
対
策
本
部
等

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
保
安
管
理
の
基

本
方
針
の
決
定
、
各
事
業
所
ご
と
の
保

安
管
理
実
績
の
検
討
等
の
実
施
に
つ
い

て
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ
れ
、

か
つ
、
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

。二
　
保
安
管
理
を
担
当
す
る
組
織
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
生
産
計
画
、
設
備
管

理
計
画
等
に
当
該
組
織
の
意
見
が
十
分

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら

れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
意
見
が
十

分
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三
　
保
安
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の
長

は
、
申
請
そ
の
他
認
定
に
関
す
る
業
務

を
統
括
し
、
認
定
業
務
の
責
任
者
と
な

65



る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、

文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
本
社
が
、
一
年
に
一
回
以
上
事
業

所
及
び
検
査
管
理
（
認
定
高
度
完
成
検

査
及
び
認
定
高
度
保
安
検
査
の
実
施
状

況
の
不
備
及
び
こ
れ
ら
の
検
査
結
果
が

こ
の
規
則
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い

場
合
の
改
善
勧
告
を
い
う
。
以
下
こ
の

表
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
組
織
に

対
し
、
こ
の
表
に
定
め
る
基
準
に
適
合

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
監
査
を

実
施
す
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、

文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
事
業

所
の
体
制

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
つ

て
、
保
安
管
理
に
関
す
る
計
画
の
策
定

、
実
施
、
評
価
及
び
そ
の
改
善
等
を
継

続
的
に
行
つ
て
い
る
こ
と
。

三
　
認
定

高
度
保
安

実
施
者
の

行
う
完
成

検
査
（
以

下
こ
の
表

に
お
い
て

「
認
定
高
度

完
成
検
査
」

と
い
う
。
）

の
体
制

イ
　
認
定

高
度
完
成

検
査
組
織

一
　
認
定
高
度
完
成
検
査
を
実
施
す
る

組
織
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
完
成

検
査
組
織
」
と
い
う
。
）
が
明
確
に
定

め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

二
　
完
成
検
査
組
織
の
長
は
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業

所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管

理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の

経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、

甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械

責
任
者
免
状
を
有
し
て
い
る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産

業
大
臣
が
認
め
る
者

三
　
完
成
検
査
組
織
の
長
は
、
特
定
変

更
工
事
（
工
事
に
係
る
協
力
会
社
の
管

理
を
含
む
。
）
に
必
要
な
工
事
計
画
に

関
す
る
事
項
、
施
工
管
理
に
関
す
る
事

項
及
び
工
事
の
安
全
に
関
す
る
事
項
等

（
以
下
「
工
事
計
画
書
等
」
と
い
う
。
）

を
工
事
責
任
者
に
作
成
さ
せ
る
責
任
を

有
し
て
い
る
こ
と
が
、
明
確
に
定
め
ら

れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

。四
　
完
成
検
査
組
織
に
お
い
て
、
工
事

計
画
書
等
の
と
お
り
に
特
定
変
更
工
事

が
適
切
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
工
事
検

査
記
録
等
に
よ
り
確
認
を
行
う
こ
と
が

、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
文
書
化
さ
れ
、

か
つ
、
適
切
に
確
認
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
。

五
　
完
成
検
査
組
織
の
長
は
、
検
査
上

不
備
な
箇
所
に
つ
い
て
工
事
責
任
者
に

対
し
勧
告
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
こ

と
が
、
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文

書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六
　
完
成
検
査
組
織
に
所
属
し
て
い
る

者
（
完
成
検
査
組
織
の
長
を
除
く
。
）

の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
製
造
保
安

責
任
者
免
状
又
は
必
要
な
非
破
壊
検
査

技
術
に
関
す
る
資
格
を
有
し
て
い
る
こ

と
。

ロ
　
認
定

高
度
完
成

検
査
業
務

一
　
完
成
検
査
組
織
が
行
う
業
務
範
囲

及
び
責
任
の
所
在
が
、
明
確
に
定
め
ら

れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

。
こ
の
場
合
、
認
定
高
度
完
成
検
査
の

実
施
に
協
力
会
社
を
活
用
す
る
場
合
に

あ
つ
て
も
、
検
査
結
果
の
評
価
・
判
定

は
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
で
あ
る

こ
と
。

二
　
認
定
高
度
完
成
検
査
は
、
各
々
の

検
査
箇
所
に
適
し
た
経
験
等
を
有
す
る

者
が
、
製
造
施
設
に
係
る
完
成
検
査
の

方
法
を
定
め
る
規
程
（
当
該
完
成
検
査

の
方
法
が
第
四
十
九
条
の
七
の
十
第
一

項
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）

に
基
づ
き
、
適
切
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
適
切
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
。

三
　
認
定
高
度
完
成
検
査
の
適
切
な
実

施
の
た
め
に
必
要
と
す
る
適
正
な
精
度

を
有
す
る
検
査
設
備
等
を
保
有
し
、
又

は
調
達
す
る
こ
と
が
、
明
確
に
定
め
ら

れ
、
文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
保

有
又
は
調
達
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
認
定
高
度
完
成
検
査
記
録
に
関
す

る
規
程
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記

録
が
作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録

は
、
保
安
検
査
等
に
お
い
て
活
用
で
き

る
体
制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
認
定

高
度
完
成

検
査
の
検

査
管
理

一
　
完
成
検
査
組
織
以
外
の
組
織
（
委

員
会
等
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
完
成
検

査
管
理
（
認
定
高
度
完
成
検
査
の
実
施

状
況
の
不
備
及
び
検
査
結
果
が
こ
の
規

則
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
場
合
の

改
善
勧
告
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お

い
て
同
じ
。
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

体
制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
が
、
明
確
に

定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

二
　
完
成
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の
長

（
た
だ
し
、
完
成
検
査
組
織
の
長
が
兼

務
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
）
は
、

法
人
の
代
表
者
に
よ
り
任
命
さ
れ
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ

と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業

所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管

理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の

経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、

甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責

任
者
免
状
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又

は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状
を
有
し
て
い

る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産

業
大
臣
が
認
め
る
者

三
　
完
成
検
査
管
理
を
行
う
組
織
に
所

属
す
る
者
（
完
成
検
査
管
理
を
行
う
組

織
の
長
を
除
く
。
）
は
、
経
験
五
年
以

上
（
本
社
又
は
事
業
所
等
に
お
け
る
、

保
安
管
理
、
設
備
管
理
又
は
運
転
管
理

を
担
当
す
る
組
織
の
経
験
年
数
を
通
算

す
る
。
）
で
二
人
以
上
で
あ
る
こ
と
が
、

明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
一
の
事
業
所
に
対
し
完
成
検
査
管

理
を
行
う
組
織
に
、
本
社
又
は
他
の
事

業
所
の
適
当
な
数
の
職
員
（
本
社
の
職

員
で
あ
つ
て
、
当
該
完
成
検
査
管
理
を

行
う
組
織
に
対
し
監
査
を
行
う
も
の
を

除
く
。
）
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

五
　
完
成
検
査
管
理
に
関
す
る
規
程
・

基
準
類
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
）
が
明

確
に
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
完

成
検
査
管
理
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

六
　
完
成
検
査
管
理
の
記
録
に
関
す
る

規
程
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録

が
作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い

る
こ
と
。
ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録
は

、
そ
の
後
の
認
定
高
度
完
成
検
査
等
に

お
い
て
活
用
で
き
る
体
制
に
な
つ
て
い

る
こ
と
。

四
　
認
定

高
度
保
安

実
施
者
の

行
う
保
安

検
査
（
以

下
こ
の
表

に
お
い
て

「
認
定
高
度

保
安
検
査
」

と
い
う
。
）

の
体
制

イ
　
運
転

を
停
止
す

る
こ
と
な

く
保
安
検

査
を
行
う

た
め
の
措

置

一
　
運
転
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
保
安

検
査
を
行
う
た
め
に
適
切
な
設
備
改
善

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
前
号
の
設
備
改
善
に
関
し
、
そ
の

改
善
箇
所
、
改
善
内
容
、
改
善
理
由
等

が
明
確
に
な
つ
て
い
る
こ
と
。

三
　
運
転
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
保
安

検
査
を
行
う
施
設
の
的
確
な
管
理
の
た

め
の
手
引
書
（
工
程
ご
と
の
操
業
条
件

等
）
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
認
定

高
度
保
安

検
査
組
織

一
　
認
定
高
度
保
安
検
査
を
実
施
す
る

組
織
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
保
安

検
査
組
織
」
と
い
う
。
）
が
明
確
に
定

め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

二
　
保
安
検
査
組
織
の
長
は
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業

所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管

理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の
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経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、

甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又
は
乙
種
機
械

責
任
者
免
状
を
有
し
て
い
る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産

業
大
臣
が
認
め
る
者

三
　
保
安
検
査
組
織
に
所
属
し
て
い
る

者
（
保
安
検
査
組
織
の
長
を
除
く
。
）

の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
製
造
保
安

責
任
者
免
状
又
は
必
要
な
非
破
壊
検
査

技
術
に
関
す
る
資
格
を
有
し
て
い
る
こ

と
。

ハ
　
認
定

高
度
保
安

検
査
業
務

一
　
保
安
検
査
組
織
が
行
う
業
務
範
囲

及
び
責
任
の
所
在
が
、
明
確
に
定
め
ら

れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

。
こ
の
場
合
、
認
定
高
度
保
安
検
査
の

実
施
に
協
力
会
社
を
活
用
す
る
場
合
に

あ
つ
て
も
、
検
査
結
果
の
評
価
・
判
定

は
当
該
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
で

あ
る
こ
と
。

二
　
認
定
高
度
保
安
検
査
は
、
各
々
の

検
査
箇
所
に
適
し
た
経
験
等
を
有
す
る

者
が
、
特
定
施
設
に
係
る
保
安
検
査
の

方
法
を
定
め
る
規
程
（
当
該
保
安
検
査

の
方
法
が
第
四
十
九
条
の
七
の
十
三
第

四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
適
合
す
る

も
の
に
限
る
。
）
に
基
づ
き
、
適
切
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ

、
か
つ
、
適
切
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
。

三
　
認
定
高
度
保
安
検
査
の
適
切
な
実

施
の
た
め
に
必
要
と
す
る
適
正
な
精
度

を
有
す
る
検
査
設
備
等
を
保
有
し
、
又

は
調
達
す
る
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ

、
文
書
化
さ
れ
、
か
つ
、
適
切
に
保
有

又
は
調
達
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
認
定
高
度
保
安
検
査
記
録
に
関
す

る
規
程
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記

録
が
作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録

は
、
そ
の
後
の
認
定
高
度
保
安
検
査
等

に
お
い
て
活
用
で
き
る
体
制
に
な
つ
て

い
る
こ
と
。

ニ
　
認
定

高
度
保
安

検
査
の
検

査
管
理

一
　
保
安
検
査
組
織
以
外
の
組
織
（
委

員
会
等
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
保
安
検

査
管
理
（
認
定
高
度
保
安
検
査
の
実
施

状
況
の
不
備
及
び
検
査
結
果
が
こ
の
規

則
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
場
合
の

改
善
勧
告
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お

い
て
同
じ
。
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

体
制
に
な
つ
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
定

め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

二
　
保
安
検
査
管
理
を
行
う
組
織
の
長

（
た
だ
し
、
保
安
検
査
組
織
の
長
が
兼

務
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
）
は
、

法
人
の
代
表
者
に
よ
り
任
命
さ
れ
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ

と
。

イ
　
経
験
十
年
以
上
（
本
社
又
は
事
業

所
等
に
お
け
る
、
保
安
管
理
、
設
備
管

理
又
は
運
転
管
理
を
担
当
す
る
組
織
の

経
験
年
数
を
通
算
す
る
。
）
で
、
か
つ
、

甲
種
化
学
責
任
者
免
状
、
乙
種
化
学
責

任
者
免
状
、
甲
種
機
械
責
任
者
免
状
又

は
乙
種
機
械
責
任
者
免
状
を
有
し
て
い

る
者

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
経
済
産

業
大
臣
が
認
め
る
者

三
　
保
安
検
査
管
理
を
行
う
組
織
に
所

属
す
る
者
（
保
安
検
査
管
理
を
行
う
組

織
の
長
を
除
く
。
）
は
、
経
験
五
年
以

上
（
本
社
又
は
事
業
所
等
に
お
け
る
、

保
安
管
理
、
設
備
管
理
又
は
運
転
管
理

を
担
当
す
る
組
織
の
経
験
年
数
を
通
算

す
る
。
）
で
二
人
以
上
で
あ
る
こ
と
が

明
確
に
定
め
ら
れ
、
か
つ
、
文
書
化
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

四
　
一
の
事
業
所
に
対
し
保
安
検
査
管

理
を
行
う
組
織
に
、
本
社
又
は
他
の
事

業
所
の
適
当
な
数
の
職
員
（
本
社
の
職

員
で
あ
つ
て
、
当
該
保
安
検
査
管
理
を

行
う
組
織
に
対
し
監
査
を
行
う
も
の
を

除
く
。
）
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

五
　
保
安
検
査
管
理
に
関
す
る
規
程
・

基
準
類
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
）
が
明

確
に
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
保

安
検
査
管
理
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

六
　
保
安
検
査
管
理
の
記
録
に
関
す
る

規
程
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
記
録

が
作
成
さ
れ
、
か
つ
、
保
存
さ
れ
て
い

る
こ
と
。
ま
た
、
保
存
さ
れ
た
記
録
は

、
そ
の
後
の
認
定
高
度
保
安
検
査
等
に

お
い
て
活
用
で
き
る
体
制
に
な
つ
て
い

る
こ
と
。

３
　
サ
イ

バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

の
確
保

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
関

す
る
計
画
の
策
定
、
実
施
、
評
価
及
び

そ
の
改
善
等
を
継
続
的
に
行
つ
て
い
る

こ
と
。

備
考

一
　
上
欄
２
一
の
項
下
欄
第
四
号
、
上
欄
２
三
ハ
の

項
下
欄
第
四
号
及
び
上
欄
２
四
ニ
の
項
下
欄
第
四
号

に
掲
げ
る
本
社
に
は
、
出
資
、
人
事
、
資
金
、
技
術
、

取
引
等
の
関
係
を
通
じ
て
認
定
高
度
保
安
実
施
者
の

財
務
及
び
事
業
の
方
針
に
係
る
決
定
を
支
配
し
、
又

は
そ
れ
ら
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
法
人
で
あ
つ
て
、
当
該
認
定
高
度
保
安
実
施

者
に
対
し
て
適
切
な
監
査
及
び
検
査
管
理
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
特
定
施
設
の
運
転
を
停
止
し
て
行
う
保
安
検
査

の
み
に
限
定
し
て
認
定
高
度
保
安
実
施
者
の
申
請
を

し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
本
基
準
中
上
欄
２

四
イ
の
項
目
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

様
式
第
１
（
第
３
条
関
係
）

様式第1（第3条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平12通産令45・平29経産令83・令元経産令17・令元経産令36・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×審査結果 高圧ガス製造許可申請書特定 ×受理年月日年月日 ×許可番号 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 製造する高圧ガスの種類 1高圧ガス保安法第38条第1 項の規定により許可を取り消 され、取消しの日から2年を 経過しない者 2この法律又はこの法律に基 づく命令の規定に違反し、罰 金以上の刑に処せられ、その 執行を終わり、又は執行を受 欠格事由にけることがなくなつた日から 2年を経過しない者 関する事項 3心身の故障により高圧ガス の製造を適正に行うことがで きない者として経済産業省令 で定める者 4法人であつて、その業務を 行う役員のうちに前三号のい ずれかに該当する者があるも の 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
２
（
第
１
２
条
関
係
）

様式第2（第12条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス製造事業承継届書特定 ×受理年月日年月日 承継された特定製造者の名称 （事業所の名称を含む。） 承継された事業所所在地 承継後の名称 （事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
３
（
第
１
３
条
関
係
）

様式第3（第13条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平12通産令67・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス製造施設等×審査結果 特定 変更許可申請書×受理年月日年月日 ×許可番号 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 変更の種類 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3二以上の変更の許可申請を同時に行う場合には、「変更の種類」の欄に一括申請である旨を記載すること。  

様
式
第
４
（
第
１
４
条
関
係
）

様式第4（第14条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス製造施設 特定 軽微変更届書 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 変更の種類 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
５
（
第
１
５
条
、
第
１
６
条
関
係
）

様式第5（第15条、第16条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×検査結果 製造施設完成検査申請書特定 ×受理年月日年月日 ×許可番号 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 許可年月日及び許可番号年月日都道府県第号 完成年月日 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
６
（
第
１
５
条
、
第
１
６
条
関
係
）

様式第6（第15条、第16条関係）（平9通産令19・追加、令元経産令17・一部改正） 製造施設完成検査証特定 事業所の名称 事業所所在地 許可年月日及び許可番号年月日都道府県第号 検査年月日 検査職員又は検査員氏名 年月日 検査番号高圧ガス保安協会 第号 指定完成検査機関名 備考 都道府県知事 高圧ガス保安協会印 指定完成検査機関名 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A5とすること。 2検査番号の項は、高圧ガス保安協会又は指定完成検査機関が交付する場合に限り記載すること。 3〔〕内は該当する一機関名を記載すればよい。  

様
式
第
７
（
第
１
６
条
関
係
）

様式第7（第16条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス保安協会 特定 完成検査受検届書 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 検査を受けた製造施設 許可年月日及び許可番号年月日都道府県第号 年月日 完成検査証の検査番号 高圧ガス保安協会第号 検査を受けた年月日 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
８
（
第
１
６
条
関
係
）

様式第8（第16条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 指定完成検査機関 特定 完成検査受検届書 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 検査を受けた製造施設 許可年月日及び許可番号年月日都道府県第号 年月日 完成検査証の検査番号 指定完成検査機関名第号 検査を受けた年月日 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
９
（
第
１
８
条
関
係
）

様式第9（第18条関係）（平9通産令19・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 完成検査結果報告書特定 ×受理年月日年月日 検査をした施設 及びその所在地 名称（事業所の名称を含む。） 検査の結果 許可年月日及び許可番号年月日都道府県第号 年月日 完成検査証の検査番号 高圧ガス保安協会第号 検査年月日 検査員氏名 備考 年月日 高圧ガス保安協会 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
１
０
（
第
１
８
条
関
係
）

様式第10（第18条関係）（平9通産令19・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 完成検査結果報告書特定 ×受理年月日年月日 検査をした施設 及びその所在地 名称（事業所の名称を含む。） 検査の結果 許可年月日及び許可番号年月日都道府県第号 年月日 完成検査証の検査番号 指定完成検査機関名第号 検査年月日 検査員氏名 備考 年月日 指定完成検査機関名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
１
１
（
第
２
１
条
関
係
）

様式第11（第21条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス製造開始届書特定 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 製造開始年月日 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
１
２
（
第
２
１
条
関
係
）

様式第12（第21条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス製造廃止届書特定 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 製造廃止年月日 製造廃止の理由 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
１
３
（
第
２
２
条
関
係
）

様式第13（第22条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） （制定）×整理番号 危害予防規程届書特定 （変更）×受理年月日年月日 名称（事業所の名称 を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
１
４
（
第
２
６
条
関
係
）

様式第14（第26条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平12通産令128・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） （選任）×整理番号 高圧ガス保安統括者届書 特定 （解任）×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 保安統括者の区分 製造施設の区分 製造保安責任者免状の種類 選任 保安統括者の氏名 製造保安責任者免状の種類 解任 保安統括者の氏名 選任 年月日 解任 解任の理由 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
１
４
の
２
（
第
２
６
条
関
係
）

様式第14の2（第26条関係）（平12通産令128・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス保安技術管理者等届 書 特定 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 保安技術管理者又は保安係員 別紙のとおり の選任若しくは解任の状況 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3保安技術管理者又は保安係員の選任若しくは解任の状況については、別紙にできるだけ詳細に記載すること。  

様
式
第
１
５
（
第
３
０
条
関
係
）

様式第15（第30条関係）（平12通産令128・全改、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス保安主任者等届書特定 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 保安主任者又は保安企画推進 別紙のとおり 員の選任若しくは解任の状況 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3保安主任者又は保安企画推進員の選任若しくは解任の状況については、別紙にできるだけ詳細に記載すること。  

様
式
第
１
６
（
第
３
３
条
関
係
）

様式第16（第33条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平12通産令128・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） （選任）×整理番号 高圧ガス保安統括者 代理者届書 特定 （解任）×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 保安統括者代理者の区分 製造施設の区分 製造保安責任者免状の種類 選任 代理者の氏名 製造保安責任者免状の種類 解任 代理者の氏名 選任 年月日 解任 解任の理由 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
１
６
の
２
（
第
３
４
条
、
第
３
５
条
関
係
）

様式第16の2（第34条、第35条関係）（平12通産令67・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 高圧ガス製造施設休止届書特定 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 使用を休止した特定施設 休止期間 休止理由 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
１
７
（
第
３
４
条
、
第
３
５
条
、
第
３
７
条
、
第

４
９
条
の
７
の
１
４
関
係
）

様式第17(第34条、第35条、第37条、第49条の7の14関係) 

保 安 検 査 申 請 書 特定 

×整 理 番 号   

×検 査 結 果   

×受理年月日 年  月  日  

×許 可 番 号   

名称(事業所の名称を含む。)   

事 務 所 ( 本 社 ) 所 在 地   

事 業 所 所 在 地   

製 造 施 設 完 成 検 査

の 年 月 日 
  

前 回 の 保 安 検 査

の 年 月 日 
  

備 考   

    年  月  日 

代表者 氏名             

            殿 

 

 備考 1 この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

    2 ×印の項は記載しないこと。 

    3 前回の保安検査後、施設を休止した場合には、前回の保安検査に係る保安検

査証の交付年月日の欄に、( )を設け、休止期間を記載すること。 

    4 前回の保安検査の年月日の欄には、第34条第4項により当該検査を受け又は自

ら行つたとみなされる日がある場合は、当該年月日を記載すること。 

    5 備考の欄には、次に掲げる事項を記載すること。 

     (1) 申請者が認定完成検査実施事業者、認定保安検査実施事業者、特定認定

事業者又は自主保安高度化事業者の場合にあつてはその旨 

     (2) 第34条第2項ただし書の経済産業大臣が災害その他の事由を勘案して定め

る期間に保安検査を受ける場合はその旨 

     (3) その他必要な事項 

様
式
第
１
８
（
第
３
４
条
、
第
３
５
条
、
第
３
７
条
、
第

４
９
条
の
７
の
１
４
関
係
）

様式第18(第34条、第35条、第37条、第49条の7の14関係) 

保 安 検 査 証 特定 

名称(事業所の名称を含む。)   

検 査 し た 特 定 施 設 及 び

そ の 所 在 地

 
  

保 安 検 査 の 年 月 日

検 査 職 員 又 は 検 査 員 氏 名

 
  

検 査 番 号 

      年  月  日 

   高圧ガス保安協会 

   指定保安検査機関名 
 第   号 

備 考   

 

  

都 道 府 県 知 事 

高圧ガス保安協会 

指定保安検査機関名 

印   

 

 

 備考 1 この用紙の大きさは、日本産業規格A5とすること。 

    2 保安検査の年月日検査職員又は検査員氏名の欄には、第34条第4項により当該

検査を受け又は自ら行つたとみなされる日がある場合に、当該年月日を記載す

ること。 

    3 検査番号の欄は、高圧ガス保安協会又は指定保安検査機関が交付する場合に

限り記載すること。 

    4 ［ ］内は、該当する一の機関の名称を記載すればよい。 

様
式
第
１
９
（
第
３
５
条
、
第
３
７
条
、
第
４
９
条
の
７

の
１
４
関
係
）

様式第19(第35条、第37条、第49条の7の14関係) 

高 圧 ガ ス 保 安 協 会 

 

保 安 検 査 受 検 届 書 

特定 

× 整 理 番 号   

×受理年月日 年  月  日 

名称(事業所の名称を含む。)   

事 務 所 ( 本 社 ) 所 在 地   

事 業 所 所 在 地   

検 査 を 受 け た 特 定 施 設  

保 安 検 査 証 の 検 査 番 号 
     年  月  日 

   高圧ガス保安協会  第  号 

保 安 検 査 の 年 月 日   

備 考   

   年  月  日 

代表者 氏名               

         殿 

 

 備考 1 この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

    2 ×印の項は記載しないこと。 

    3 保安検査の年月日の欄には、第34条第4項により当該検査を受け又は自ら行つ

たとみなされる日がある場合は、当該年月日を記載すること。 

    4 備考の欄には、次に掲げる事項を記載すること。 

     (1) 申請者が認定完成検査実施事業者、認定保安検査実施事業者、特定認定

事業者又は自主保安高度化事業者の場合にあつてはその旨 

     (2) 第34条第2項ただし書の経済産業大臣が災害その他の事由を勘案して定め

る期間に保安検査を受けた場合はその旨 

     (3) その他必要な事項 
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様
式
第
２
０
（
第
３
５
条
、
第
３
７
条
、
第
４
９
条
の
７

の
１
４
関
係
）

様式第20(第35条、第37条、第49条の7の14関係) 

指 定 保 安 検 査 機 関

保 安 検 査 受 検 届 書 
特定 

× 整 理 番 号   

×受理年月日 年  月  日  

名称(事業所の名称を含む。)   

事 務 所 ( 本 社 ) 所 在 地   

事 業 所 所 在 地   

検 査 を 受 け た 特 定 施 設   

保 安 検 査 証 の 検 査 番 号 
      年  月  日 

指定保安検査機関名  第  号 

保 安 検 査 の 年 月 日   

備 考   

    年  月  日 

代表者 氏名             

          殿 

 

 備考 1 この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

    2 ×印の項は記載しないこと。 

    3 保安検査の年月日の欄には、第34条第4項により当該検査を受け又は自ら行つ

たとみなされる日がある場合は、当該年月日を記載すること。 

    4 備考の欄には、次に掲げる事項を記載すること。 

     (1) 申請者が認定完成検査実施事業者、認定保安検査実施事業者、特定認定

事業者又は自主保安高度化事業者の場合にあつてはその旨 

     (2) 第34条第2項ただし書の経済産業大臣が災害その他の事由を勘案して定め

る期間に保安検査を受けた場合はその旨 

     (3) その他必要な事項 

様
式
第
２
１
（
第
３
６
条
、
第
３
７
条
、
第
４
９
条
の
７

の
１
４
関
係
）

様式第21(第36条、第37条、第49条の7の14関係) 

保 安 検 査 結 果 報 告 書 特定 

× 整 理 番 号   

×受理年月日 年  月  日 

検 査 を し た 特 定 施 設

及 び そ の 所 在 地 
  

名称(事業所の名称を含む。)   

検 査 の 結 果   

保 安 検 査 証 の 検 査 番 号 
     年  月  日 

   高圧ガス保安協会  第  号 

保 安 検 査 の 年 月 日 

検 査 員 氏 名 
  

備 考   

   年  月  日 

高圧ガス保安協会       

         殿 

 

 備考 1 この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

    2 ×印の項は記載しないこと。 

    3 保安検査の年月日検査員氏名の欄には、第34条第4項により当該検査を受け又

は自ら行つたとみなされる日がある場合は、当該年月日を記載すること。 

    4 備考の欄には、次に掲げる事項を記載すること。 

     (1) 第34条第2項ただし書の経済産業大臣が災害その他の事由を勘案して定め

る期間に保安検査を行った場合はその旨 

     (2) その他必要な事項 

様
式
第
２
２
（
第
３
６
条
、
第
３
７
条
、
第
４
９
条
の
７

の
１
４
関
係
）

様式第22(第36条、第37条、第49条の7の14関係) 

保 安 検 査 結 果 報 告 書 特定 

× 整 理 番 号   

×受理年月日 年  月  日 

検 査 を し た 特 定 施 設

及 び そ の 所 在 地

 
  

名称(事業所の名称を含む。)   

検 査 の 結 果   

保 安 検 査 証 の 検 査 番 号 
     年  月  日 

   指定保安検査機関名 第  号 

保 安 検 査 の 年 月 日 

検 査 員 氏 名 
  

備 考   

   年  月  日 

指定保安検査機関名       

         殿 

 

 備考 1 この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

    2 ×印の項は記載しないこと。 

    3 保安検査の年月日検査員氏名の欄には、第34条第4項により当該検査を受け又

は自ら行つたとみなされる日がある場合は、当該年月日を記載すること。 

    4 備考の欄には、次に掲げる事項を記載すること。 

     (1) 第34条第2項ただし書の経済産業大臣が災害その他の事由を勘案して定め

る期間に保安検査を行った場合はその旨 

     (2) その他必要な事項 

様
式
第
２
３
（
第
４
０
条
関
係
）

様式第23（第40条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平12通産令324・平29経産令14・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 認定完成検査実施者×整理番号 特定 認定申請書×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 申請の種類 特定変更工事を行う 製造施設 認定完成検査実施者調査証年月日 交付年月日及び調査証番号高圧ガス保安協会第号 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

73



様
式
第
２
４
（
第
４
１
条
関
係
）

様式第24（第41条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令324・平29経産令14・令元経産令17・一部改正） 認定完成検査実施者認定証特定 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 認定の種類 認定に係る特定変更工事を 行う製造施設 認定年月日及び認定番号 認定の有効期間 （） 製造施設の検査の方法等 備考 経済産業大臣印 代表者氏名殿 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2申請者が特定認定完成検査実施事業者の場合は、認定の有効期間の欄における（）内に、特定認定完成検査実施事業者の認定の有効期間を記載すること。  

様
式
第
２
５
（
第
４
２
条
関
係
）

様式第25（第42条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平12通産令324・平29経産令14・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 認定保安検査実施者 特定 認定申請書 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 申請の種類 自ら保安検査を行う特定施設 運転を停止することなく自ら 保安検査を行う特定施設 及びその連続運転期間 認定保安検査実施者調査証年月日 交付年月日及び調査証番号高圧ガス保安協会第号 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3運転を停止することなく保安検査を行う特定施設及びその連続運転期間の項は、特定認定保安検査実施事業者申請書と同時に提出する場合は、記載しなくてもよい。  

様
式
第
２
６
（
第
４
３
条
関
係
）

様式第26（第43条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令324・平29経産令14・令元経産令17・一部改正） 認定保安検査実施者認定証特定 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 認定の種類 自ら保安検査を行う特定施設 運転を停止することなく自ら 保安検査を行う特定施設 及びその連続運転期間 認定年月日及び認定番号 認定の有効期間 （） 製造施設の検査の方法等 備考 経済産業大臣印 代表者氏名殿 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2認定の有効期間の欄における（）には、申請者が特定認定保安検査実施事業者の場合、特定認定保安検査実施事業者である際の認定の有効期間を記載する。  

様
式
第
２
７
（
第
４
４
条
関
係
）

様式第27（第44条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平12通産令128・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 認定完成検査実施者 特定 調査申請書 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 申請の種類 特定変更工事を行う 製造施設 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

74



様
式
第
２
８
（
第
４
４
条
関
係
）

様式第28（第44条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令128・令元経産令17・一部改正） 認定完成検査実施者調査証特定 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 調査の種類 特定変更工事を行う 製造施設 年月日 交付年月日及び調査証番号 高圧ガス保安協会第号 備考 年月日 高圧ガス保安協会 検査組織等調査機関名 印 代表者氏名殿 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
２
９
（
第
４
４
条
関
係
）

様式第29（第44条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平12通産令128・平29経産令14・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 認定保安検査実施者 特定 調査申請書 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 申請の種類 自ら保安検査を行う特定施設 運転を停止することなく自ら 保安検査を行う特定施設 及びその連続運転期間 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3法第35条第1項第2号の認定と令第10条ただし書の認定を同時に申請しようとする者は、運転を停止することなく自ら保安検査を行う特定施設及びその連続運転期間の項は、記載することを要しない。  

様
式
第
３
０
（
第
４
４
条
関
係
）

様式第30（第44条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令128・平29経産令14・令元経産令17・令2経産令82・一部改正） 認定保安検査実施者調査証特定 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 調査の種類 自ら保安検査を行う特定施設 運転を停止することなく自ら 保安検査を行う特定施設 及びその連続運転期間 年月日 交付年月日及び調査証番号 高圧ガス保安協会第号 備考 年月日 高圧ガス保安協会 検査組織等調査機関名 印 代表者氏名殿 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
３
１
（
第
４
６
条
関
係
）

様式第31（第46条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平12通産令324・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 認定完成検査実施者変更届書特定 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 変更の内容 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
３
２
（
第
４
６
条
関
係
）

様式第32（第46条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平12通産令324・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 認定保安検査実施者変更届書特定 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 変更の内容 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
３
３
（
第
４
９
条
関
係
）

様式第33（第49条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 完成検査記録届書特定 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 変更許可年月日及び許可番号年月日都道府県第号 検査年月日年月日～年月日 検査結果を確認した責任者 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
３
４
（
第
４
９
条
関
係
）

様式第34（第49条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平29経産令14・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令37・令2経産令60・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 保安検査記録届書特定 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 前回の保安検査の年月日 検査年月日年月日～年月日 検査結果を確認した責任者 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3前回の保安検査の年月日の欄には、第34条第4項により当該検査を受け又は自ら行つたとみなされる日がある場合は、当該年月日を記載すること。 4備考の欄には、次に掲げる事項を記載すること。 第34条第2項ただし書の経済産業大臣が災害その他の事由を勘案して定める期間に保安検査を行った場合はその旨 その他必要な事項  

様
式
第
３
４
の
２
（
第
４
９
条
の
２
関
係
）

様式第34の2（第49条の2関係）（平29経産令14・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 特定認定完成検査実施事業者 特定 認定申請書 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 申請の種類 認定に係る製造施設又は貯蔵設備 特定認定完成検査実施事業者調査証年月日 交付年月日及び調査証番号高圧ガス保安協会第号 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
３
４
の
３
（
第
４
９
条
の
２
関
係
）

様式第34の3（第49条の2関係）（平29経産令14・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 特定認定保安検査実施事業者 特定 認定申請書 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 申請の種類 認定に係る特定施設 特定認定保安検査実施事業者調査証年月日 交付年月日及び調査証番号高圧ガス保安協会第号 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
３
４
の
４
（
第
４
９
条
の
２
関
係
）

様式第34の4（第49条の2関係）（平29経産令14・追加、令元経産令17・一部改正） 特定認定完成検査実施事業者認定証特定 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 認定の種類 認定に係る製造施設又は貯蔵設備 認定年月日及び認定番号年月日第号 認定の有効期間 備考 経済産業大臣印 代表者氏名殿 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
３
４
の
５
（
第
４
９
条
の
２
関
係
）

様式第34の5（第49条の2関係）（平29経産令14・追加、令元経産令17・一部改正） 特定認定保安検査実施事業者認定証特定 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 認定の種類 認定に係る特定施設 認定年月日及び認定番号年月日第号 認定の有効期間 備考 経済産業大臣印 代表者氏名殿 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
３
４
の
６
（
第
４
９
条
の
５
関
係
）

様式第34の6（第49条の5関係）（平29経産令14・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令60・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 特定認定完成検査実施事業者 特定 変更届 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 変更の内容 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  
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様
式
第
３
４
の
７
（
第
４
９
条
の
５
関
係
）

様式第34の7（第49条の5関係）（平29経産令14・追加、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令60・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 特定認定保安検査実施事業者 特定 変更届 ×受理年月日年月日 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 変更の内容 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
３
４
の
７
の
２
（
第
４
９
条
の
７
の
２
関
係
）

 

様
式
第
３
４
の
７
の
３
（
第
４
９
条
の
７
の
３
関
係
）

 

様
式
第
３
４
の
７
の
４
（
第
４
９
条
の
７
の
３
関
係
）

 

78



様
式
第
３
４
の
７
の
５
（
第
４
９
条
の
７
の
４
関
係
）

 

様
式
第
３
４
の
７
の
６
（
第
４
９
条
の
７
の
６
関
係
）

 

様
式
第
３
４
の
７
の
７
（
第
４
９
条
の
７
の
８
関
係
）

 

様
式
第
３
４
の
７
の
８
（
第
４
９
条
の
７
の
９
関
係
）
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様
式
第
３
４
の
７
の
９
（
第
４
９
条
の
７
の
１
６
関
係
）

 

様
式
第
３
４
の
８
（
第
４
９
条
の
８
関
係
）

様式第34の8（第49条の8関係）（平10通産令27・追加、平12通産令23・平12通産令324・一部改正、平29経産令14・旧様式第34の2繰下・一部改正、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 ×審査結果 指定設備認定申請書特定 ×受理年月日年月日 ×認定番号 申請者の氏名又は名称 製造業者の事業所の名称 及び所在地 認定を受けようとする 設備の品名及び製造番号 処理能力 設計圧力 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
３
４
の
９
（
第
４
９
条
の
１
０
関
係
）

様式第34の9（第49条の10関係）（平10通産令27・追加、平12通産令324・一部改正、平29経産令14・旧様式第34の3繰下・一部改正、令元経産令17・一部改正） 指定設備認定証特定 交付番号 認定を受けた者の氏名 又は名称 製造業者の事業所の名称 及び所在地 認定を受けた設備の品名 及び製造番号 備考 高圧ガス保安法第56条の8第1項の規定により、本認定証を交付する。 年月日 経済産業大臣 高圧ガス保安協会印 指定設備認定機関 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
３
４
の
１
０
（
第
４
９
条
の
１
１
関
係
）

様式第34の10（第49条の11関係）（平10通産令27・追加、平12通産令23・平12通産令324・一部改正、平29経産令14・旧様式第34の4繰下・一部改正、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 指定設備認定証再交付 特定×受理年月日年月日 申請書 ×再交付番号 申請者の氏名又は名称 申請者の住所 指定設備認定証の 交付番号 指定設備の認定を受けた 設備の品名及び製造番号 理由 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

80



様
式
第
３
４
の
１
１
（
第
４
９
条
の
１
４
の
２
関
係
）

様式第34の11（第49条の14の2関係）（平26経産令58・追加、平29経産令14・旧様式第34の5繰下・一部改正、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 認定指定設備技術基準×整理番号 適合調査申請書特定 （交換）×受理年月日年月日 申請者の氏名又は名称 事務所（本社）所在地 事業所所在地 変更の工事を行つた部品 の品名及び製造番号 指定設備の認定を受けた 設備の品名及び製造番号 指定設備認定証 の交付番号 指定設備認定証 の交付年月日 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
３
４
の
１
１
の
２
（
第
４
９
条
の
１
５
関
係
）

様式第34の11の2（第49条の15関係）（平13経産令40・追加、平26経産令58・旧様式第34の5繰下・一部改正、平29経産令14・旧様式第34の5の2繰下・一部改正、平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） 認定指定設備技術基準×整理番号 適合調査申請書特定 （移設）×受理年月日年月日 申請者の氏名又は名称 事務所（本社）所在地 事業所所在地 移設前の事業所の名称及び所在地 指定設備の認定を受けた 設備の品名及び製造番号 指定設備認定証 の交付番号 指定設備認定証 の交付年月日 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。  

様
式
第
３
４
の
１
２
（
第
４
９
条
の
１
４
の
２
関
係
）

様式第34の12（第49条の14の2関係）（平26経産令58・追加、平28経産令10・一部改正、平29経産令14・旧様式第34の6繰下・一部改正、令元経産令17・一部改正） 認定指定設備技術基準適合書（交換）特定 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 変更の工事をおこなつた部品の 品名及び製造番号 調査を受けた認定指定 設備の品名及び製造番号 認定指定設備技術基準適合書 の交付年月日及び番号 指定設備認定証 の交付番号 指定設備認定証 の交付年月日 年月日 経済産業大臣 高圧ガス保安協会 指定設備認定機関 代表者氏名殿 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  

様
式
第
３
４
の
１
２
の
２
（
第
４
９
条
の
１
５
関
係
）

様式第34の12の2（第49条の15関係）（平13経産令40・追加、平26経産令58・旧様式第34の6繰下・一部改正、平29経産令14・旧様式第34の6の2繰下・一部改正、令元経産令17・一部改正） 認定指定設備技術基準適合書（移設）特定 名称（事業所の名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 移設前の事業所の名称及び所在地 調査を受けた認定指定 設備の品名及び製造番号 認定指定設備技術基準適合書 の交付年月日及び番号 指定設備認定証 の交付番号 指定設備認定証 の交付年月日 年月日 経済産業大臣 高圧ガス保安協会 指定設備認定機関 代表者氏名殿 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。  
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様
式
第
３
５
（
第
５
１
条
関
係
）

様式第35（第51条関係）（平9通産令19・追加、令元経産令17・一部改正） 番号 収去証 事務所（本社）又は事業所等の所在地 氏名又は名称 収去場所 品名及び数量 高圧ガス保安法第62条第1項の規定により収去する。 年月日 職氏名印 備考この用紙の大きさは、日本産業規格A5とする。  

様
式
第
３
６
（
第
５
２
条
関
係
）

様式第36（第52条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令128・平12通産令324・平29経産令83・一部改正） 第1頁 ←8．4センチメートル→ 写真貼付面 ー →ルトメチンセ 12 ← 第号 職氏名 生年月日 高圧ガス保安法第62条 立入検査証 の規定による 年月日発行 有効期間 印 第2頁 高圧ガス保安法抜粋 第62条経済産業大臣又は都道府県知事は、公共の安全の維持又は災害の発 生の防止のため必要があると認めるときは、その職員に、高圧ガスの製造 をする者、第一種貯蔵所若しくは第二種貯蔵所の所有者若しくは占有者、 販売業者、高圧ガスを貯蔵し、若しくは消費する者、高圧ガスの輸入をし た者、液化石油ガス法第6条の液化石油ガス販売事業者、容器の製造をす る者、容器の輸入をした者又は容器検査所の登録を受けた者の事務所、営 業所、工場、事業場、高圧ガス若しくは容器の保管場所又は容器検査所に 立ち入り、その者の帳簿書類その他必要な物件を検査させ、関係者に質問 させ、又は試験のため必要な最少限度の容積に限り高圧ガスを収去させる ことができる。 2経済産業大臣は、公共の安全の維持又は災害の発生の防止のため必要が あると認めるときは、その職員に、指定完成検査機関、指定輸入検査機関、 指定保安検査機関、指定容器検査機関、指定特定設備検査機関、指定設備 認定機関又は検査組織等調査機関の事務所又は事業所に立ち入り、業務の 状況若しくは帳簿書類その他必要な物件を検査させ、又は関係者に質問さ せることができる。 3経済産業大臣は、第31条第3項の講習の業務又は試験事務の適正な実施 を確保するため必要があると認めるときは、その職員に、指定講習機関又 は指定試験機関の事務所に立ち入り、業務の状況若しくは帳簿書類その他 必要な物件を検査させ、又は関係者に質問させることができる。 4委任都道府県知事は、その行わせることとした試験事務の適正な実施を 確保するため必要があると認めるときは、その職員に、当該試験事務を取 り扱う指定試験機関の事務所に立ち入り、当該試験事務の状況若しくは帳 簿書類その他必要な物件を検査させ、又は関係者に質問させることができ る。 5警察官は、人の生命、身体又は財産に対する危害を予防するため特に必 要があるときは、高圧ガスの製造、販売若しくは消費の場所又は第一種貯 蔵所若しくは第二種貯蔵所その他の高圧ガスの保管場所に立ち入り、関係 者に質問することができる。 6前各項の職員は、その身分を示す証票を携帯し、関係者に提示しなけれ ばならない。 7第1項から第5項までの規定による立入検査、質問及び収去の権限は、 犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない。 第79条の3（略）第62条第1項（略）の規定により都道府県知事が処理す ることとされている事務は、指定都市においては、指定都市の長が処理す るものとする。この場合においては、この法律中前段に規定する事務に係 る都道府県知事に関する規定は、指定都市の長に関する規定として指定都 市の長に適用があるものとする。（略） 第83条次の各号の一に該当する者は、三十万円以下の罰金に処する。 四第35条第1項又は第62条第1項の規定による検査又は収去を拒み、妨 げ、又は忌避した者 
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様
式
第
３
７
（
第
５
３
条
関
係
）

様式第37（第53条関係）（平9通産令19・追加、平12通産令23・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 事故届書特定 ×受理年月日年月日 氏名又は名称 （事業所の名称又は販売所の 名称を含む。） 住所又は事務所（本社）所在地 事業所所在地 事故発生年月日 事故発生場所 事故の状況別紙のとおり 年月日 代表者氏名 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3事故の状況については、別紙にできるだけ詳細に記載すること。  

様
式
第
３
８
（
第
５
３
条
の
２
関
係
）

様式第38（第53条の2関係）（平12通産令67・追加、平12通産令324・平17経産令21・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 事故報告書特定 ×受理年月日年月日 名称 （事業所の名称又は販売所の 名称を含む。） 事務所（本社）所在地 事業所所在地 事故発生年月日 事故発生場所 事故の状況別紙のとおり 都道府県が行つた措置 事故原因別紙のとおり その他参考となる事項別紙のとおり 年月日 都道府県知事 指定都市の長 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3［］内は該当する一機関名を記載すればよい。 4事故の状況、事故原因及びその他参考となる事項については、別紙にできるだけ詳細に記載すること。  

様
式
第
３
９
（
第
５
３
条
の
２
関
係
）

様式第39（第53条の2関係）（平12通産令67・追加、平12通産令324・平17経産令21・平29経産令83・令元経産令17・令2経産令92・一部改正） ×整理番号 報告徴収等結果報告書特定 ×受理年月日年月日 名称 （事業所の名称又は販売所の 名称を含む。） 事務所（本社）所在地 都道府県が行つた措置 事業所所在地 事務の内容別紙のとおり 事務の結果別紙のとおり 年月日 都道府県知事 指定都市の長 殿 備考1この用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 2×印の項は記載しないこと。 3［］内は該当する一機関名を記載すればよい。 4事務の内容及び事務の結果については、別紙にできるだけ詳細に記載すること。  
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